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ME/WA TOWN 

そろ

揃いの法被姿で八木節を熱演

公民館まつりの芸能発表会で伝統芸能の

八木節を披露する明和八木節保存会の皆

さん

・地域の役頁紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· •⑧～⑨ 



第 1 回町議会定例会は、 3 月 10 日から 19日までの会期

10日間で開かれ、下水道事業特別会計条例の制定をはじ

め、小学校就学前の乳幼児の医療費無料化や平成11年度

各種予算案など21案件（町長提出 19件、議員提出 2 件）

について審議された結果、いすれも原案どあり可決承認

されましだ。その主な内容をあ知らせします。

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に

荒
川
篤
範
さ
ん
選
任

明
和
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会 原口忠男さん

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、
保
育

の
実
施
に
関
す
る
地
方
公
共
団
体
の
連

絡
調
整
の
義
務
が
法
律
に
規
定
さ
れ
た

こ
と
で
、
保
育
に
欠
け
る
児
童
を
居
住

地
の
市
町
村
以
外
の
市
町
村
に
あ
る
保

育
所
に
入
所
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

保
育
所
設
置
条
例

部
改

の

正

下
水
道
事
業

特
別
会
計
条
例
の
制
定

明
和
町
公
平
委
員
会
委
員
の
原
口
忠

男
さ
ん

(
7
4歳・
大
輪
）
が
四
月
三
十

日
を
も
っ
て
前
任
者
の
残
任
期
間
が
任

期
洞
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
再
度
同
委

員
に
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し

こ
。t
 

の

公
平
委
員
会
委
員
に

原
口
忠
男
さ
ん
選
任

第

回
町
議
会
定
例
会

町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る

条
例
の
＿
部
改
正

労
働
基
準
法
や
人
事
院
規
則
の
改
正

に
よ
り
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
休
憩
時
間
の
一
斉
付
与
原
則

に
例
外
要
件
を
設
け
た
ほ
か
、
育
児
ま

た
は
介
護
を
行
う
職
員
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
深
夜
勤
務
は
さ
せ
な
い
こ

と
、
お
よ
び
時
間
外
勤
務
の
時
間
を
年

間
3
6
0

時
間
以
内
と
し
ま
し
た
。
な

お
、
施
行
は
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か

ら
で
す
。

道
路

徴
収
条
例

占

用
料制定

平
成
1

年
度
各
種
予
算
案
な
ど
可
決

下
水
道
事
業
特
別
会
計
条
例
を
制
定

荒川篤範さん

福
祉
医
療
費
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
部
改
正

委
員
の
金
子
竹
雄
さ
ん
が
二
月
四
日
に

辞
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
後
任
に
荒
川

篤
範
さ
ん

(
6
4歳・
須
賀
）
を
同
委
員

に
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

う
に
な
っ
た
た
め
、
条
例
を
改
正
し
ま

し
た
。
な
お
、
施
行
は
平
成
十
一
年
四

月
一
日
か
ら
で
す
。

児
童
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
乳

幼
児
に
対
す
る
医
療
費
の
支
給
範
囲
を

現
行
の
五
歳
未
溝
か
ら
小
学
校
就
学
前

の
乳
幼
児
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。
な
お
、

施
行
は
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
で

す
。受

益
者
負
担
の
原
則
に
よ
り
、
営
利

を
目
的
と
し
て
占
用
を
し
て
い
る
者
か

ら
占
用
料
を
徴
収
す
る
た
め
制
定
し
ま

し
た
。
な
お
、
施
行
は
平
成
十
一
年
四

月
一
日
か
ら
で
す
。

町
の
下
水
道
事
業
を
推
進
す
る
に
あ

た
り
、
特
別
会
計
を
設
け
て
そ
の
事
業

の
円
滑
な
運
営
と
経
理
の
適
正
を
図
る

た
め
制
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
施
行
は

平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
で
す
。

「広報めいわ」は資源保護のため今月号から再生紙を使用しています。 平成11年 4 月 10 日田 (2) 



平
成
十
年
度

般
会
計
補
正
予
算

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
特
別
使
用
料
（
長

期
・
短
期
水
泳
教
室
）
の
内
、
高
校
生

お
よ
び
中
学
生
以
下
の
月
会
費
を
二
、

0
0
0
円
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
内

容
の
充
実
お
よ
び
他
市
町
村
の
類
似
施

設
と
均
衡
を
図
る
た
め
改
正
し
ま
し
た
。

な
お
、
施
行
は
平
成
十
一
年
四
月
一
日

か
ら
で
す
。

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
一
億
九
、
二
五
0
万
三
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
四
九
億
四
、
三
八
三

万
七
千
円
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
主
に
、

財
政
調
整
基
金
へ
の
積
み
立
て
、
高
齢

重
度
の
医
療
費
の
支
給
方
法
変
更
に
伴

う
医
療
費
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事

業
費
補
助
金
、
事
業
系
一
般
廃
棄
物
焼

却
施
設
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
施
設
改

造
費
補
助
金
等
の
追
加
で
す
。
（
）
は

補
正
後
の
総
額

〔
歳
入
〕

◇
町
税
二
億
二
、
八
一

0
万
円

（
二
八
億
二‘
1
0

六
万
六
千
円
）

◇
利
子
割
交
付
金
一
五

0
万
円
減

（
一
、
二
五0
万
円
）

◇
地
方
消
費
税
交
付
金
一
四
八
万
七

千
円
（
一
億
一
四
八
万
七
千
円
）

B
&
G

海
洋
セ
ン
タ
ー
の

管
理
及
び
運
営
に

関
す
る
条
例
の
＿
部
改
正

◇
自
動
車
取
得
税
交
付
金
一
、
七
五

0
万
円
減
（
五
、
一
五
0
万
円
）

◇
地
方
交
付
税
一
、
七
二

0
万
九
千

円
減
（
七
億
七
、
二
七
九
万
一
千
円
）

◇
国
庫
支
出
金
八
八
三
万
九
千
円
減

（
二
億
二
、
七
四
八
万
五
千
円
）

◇
県
支
出
金
四
六

0
万
六
千
円

（
一
億
三
、0
九
四
万
四
千
円
）

◇
寄
附
金
三
六
万
九
千
円

（
四
―
二
七
万
円
）

◇
繰
越
金
五
、

0
四
八
万
九
千
円

（
二
億
二
、0
四
八
万
七
千
円
）

◇
町
債
四
、
七
五

0
万
円
減

（
四
、
四
八0
万
円
）

〔
歳
出
〕

◇
総
務
費
一
億
七
、
九
九

0
万
円

（
一
四
億
一
、
六
五
九
万
三
千
円
）

◇
民
生
費
―
―
―
七
八
万
七
千
円

（
八
億
一
、
七
七
0
万
円
）

◇
衛
生
費
二
、
二
七

0
万
四
千
円

（
三
億
五
、
ニ
ニ
―
一
万
八
千
円
）

◇
農
林
水
産
業
費
一
、
六
三
―
―
―
万
四

千
円
減
（
二
億
二
、
八
二
八
万
五
千

円
）

◇
土
木
費
二
、
六

0
0

万
円

（
六
億
七
、
五
四
―
一
万
三
千
円
）

◇
消
防
費
八
五
三
万
四
千
円
減

（
二
億
六0
二
万
一
千
円
）

◇
教
育
費
一
、
五

0
二
万
円
減

（
七
億
一
、
五
八
八
万
四
千
円
）

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
二
、
四
五
0
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
七
億
九
、
九
六
一
万
円
に
し
ま

平
成
十
年
度
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
十
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
十
二
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
る

介
護
保
険
事
務
を
電
算
処
理
す
る
た
め
、

財
産
の
取
得

条
例
の

し
た
。
こ
れ
は
、
医
療
給
付
費
等
の
追

加
に
伴
う
補
正
で
す
。
（
）
は
補
正
後

の
総
額

〔
歳
入
〕

◇
支
払
基
金
交
付
金
一
、
七
一
五
万

円
（
五
億
三
、
五
三
五
万
九
千
円
）

◇
国
庫
支
出
金
四
九

0
万
円

（
一
億
六
、
九
七
0
万
―
―
一
千
円
）

◇
県
支
出
金
―
ニ
ニ
万
五
千
円

（
四
、
一
四
三
万
四
千
円
）

◇
繰
入
金
―
ニ
ニ
万
五
千
円

（
四
、0
九
六
万
四
千
円
）

〔
歳
出
〕

◇
医
療
諸
費

（
七
億
七
、
二
、
四
五
0
万
円

ニ
ニ
―
万
九
千
円
）

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
一
、
三
0
0

万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
六
億
四
、

0
四
八
万
九
千
円
に

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
療
養
諸
費
や
高

額
療
養
費
、
老
人
保
健
拠
出
金
の
追
加

に
伴
う
補
正
で
す
。
（
）
は
補
正
後
の

総
額

〔
歳
入
〕

◇
国
庫
支
出
金
四
四
二
万
円

（
一
億
九
、
五
七
九
万
三
千
円
）

◇
繰
入
金
八
五
八
万
円

（
八
、0
一
三
万
七
千
円
）

〔
歳
出
〕

◇
保
険
給
付
費
四
九
五
万
円

（
四
億
六
、
0
九
一
万
四
千
円
）

◇
老
人
保
健
拠
出
金
八

0
五
万
円

（
一
億
五
、
八
七
五
万
六
千
円
）

平
成
十
二
年
四
月
施
行
の
介
護
保
険

法
に
よ
り
、
地
方
団
体
に
義
務
づ
け
ら

れ
た
介
護
保
険
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、

町
の
組
織
機
構
を
改
正
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
介
護
保
険
事
業
と
保

健
指
導
が
一
体
と
な
っ
て
で
き
る
よ
う

「
福
祉
課
」
と
「
環
境
保
健
課
」
の
事
務

分
掌
を
見
直
し
、
そ
の
体
制
を
整
備
の

う
え
、
名
称
を
そ
れ
ぞ
れ
「
保
健
福
祉

課
」
「
環
境
課
」
と
し
ま
し
た
。
な
お
、

係
に
つ
い
て
は
、
保
健
福
祉
課
に
保
健

福
祉
係
を
加
え
、
環
境
課
に
つ
い
て
は
、

健
康
指
導
係
を
削
り
、
交
通
防
犯
係
を

加
え
ま
し
た
。

町
の
事

務
分
掌

部
改
正

資
本
的
収
入
の
予
定
額
を
一
、
二
三

九
万
八
千
円
追
加
し
、
六
、
二
三
九
万

八
千
円
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
庫

補
助
金
の
採
択
要
件
が
本
年
度
に
限
り

緩
和
さ
れ
、
配
水
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の

更
新
事
業
に
つ
い
て
事
業
費
の
四
分
の

一
が
補
助
と
な
り
補
正
し
ま
し
た
。

平
成
十
年
度
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算

分
権
型
行
政
シ
ス
テ
ム
ヘ
の
移
行
は
、

地
方
議
会
も
地
方
公
共
団
体
の
意
思
決

定
、
執
行
機
関
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
等

に
お
い
て
議
会
本
来
の
機
能
を
よ
り
発

揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
政

府
・
国
会
は
左
記
事
項
の
実
現
方
に
万

全
を
期
さ
れ
た
い
。

一
議
会
の
自
主
性
強
化

ニ
議
会
の
議
決
権
の
拡
大

三
議
員
の
政
策
立
案
・
審
議
能
力
の

向
上
（
抜
粋
）

地
方
分
権

関
す

に

る
意

の

見実

書現

町
の
機
構
改
革
に
伴
い
、
町
の
事
務

分
掌
条
例
が
改
正
さ
れ
、
行
政
組
織
並

び
に
事
務
分
掌
が
改
め
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
委
員
会
条
例
の

改
正
を
行
い
、
所
要
の
整
備
を
図
り
ま

し
た
。
主
な
内
容
は
、
課
の
名
称
の
う

ち
「
福
祉
課
」
を
「
保
健
福
祉
課
」
に
、

「
環
境
保
健
課
」
を
「
環
境
課
」
に
改
正

し
ま
し
た
。

条
例
の

町

恙
我

———
10 

会

委
部
改
正

員

会

介
護
保
険
事
務
電
算
処
理
シ
ス
テ
ム
関

係
機
器
お
よ
び
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
一
式
（
サ

ー
バ
一
台
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
三
台
ほ
か
）

の
購
入
に
あ
た
り
、
九
九
四
万
八
、
0

0
0

円
（
消
費
税
含
む
）
で
株
式
会
杜

両
毛
シ
ス
テ
ム
ズ
（
桐
生
市
広
沢
町
）

と
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

(3) 平成11年 4 月 10 日(±)



謝眉
ー

51 億円

こ羊 、今
ii我云

消防費

農林
水産業費

衛生費

5,142万9千円 (2.8%)

8,047万7千円 (5.8%)

2億68万 1 千円（△6.5%)

2億6,122万6千円 (10.8%)

3億5,768万2千円 (9.4%)

）内は前年度対比

（その他·商工費労働費、諸支出金〕
予偶費

公債費 I !I 3億9,822万6千円（△ 1.1%) 

総務費 I II 5億4,029万3千円（△53.7%)

土木費i [l 6億4,128万5千円（△ 1.0%)

教育費 I 11 億4,002万8千円 (58.1%) 

民生費 I 14億2,867万3千円 (86.4%)

平成11年度の予算が決まりましだ。一

般会計当初予算の総額は51億円で、前年

度に比べて4億9,000万円（前年対比10. 6% 

増）の増となりましだ。まだ、合年度か

ら下水道事業特別会計を設置し、 1億4,735

万4千円と定めだほか、老人保健特別会計

が8億2,940万円（同 12. 2％増）、国民健康

保険特別会計が6億5,200万円（同4. 7 ％増）、

水道事業会計が3億7,067万 1千円（同0. 7% 

増）となりました。

会計別予算規模（率は前年比）

般会計 51億0,000万円 I 10 6% 

] 
老人保健 8億2,940万円 I 12 2% 

国民健康保険 6億5,200万円 I 4. 7% 

下水道事業 1億4,735万4千円 皆増

水道事業会計 3億7,067万 1 千円 0. 7% 

合 言t [70億9,942万5千円 12. 0% 

財産と町債の現況
財 産（平成11年3月 11 日現在）

基金 40億8,065万9千円

現金 9億8, 132万7千円

土地 17万 1,714m2 

建物 3万2,517m2 

町債
平成10年度末呵債残高見込額

24億3,431 万6千円

平成11 年度末町債残高見込額

22億3, 128万9千円

（平成11年度中町債見込額1億30万円

平成11年度中元金償;;口，千円）
町償（地方債）とは
町債は、地方公共団体の財政収入の中で大

切な財源であり、当該公共施設の事業効果が

後世の住民に及ぶ場合には、後年度にも繰り

延べて支払うことが適当であると思われます。

また、町債を起こす場合には議会において

予算審議を受け、さらに無理な負担を将来に

残さないように適正限度を保持させるため、

知事の許可を必要としています。

なお、町債には国の補てんすべきものも多

く、元利償還金の一部が地方交付税として国

より算入されています。

歳出 5
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円
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町税の内訳
20億7, 143万4千円 平成11年度予算

町 民 税 10億4,570万7干円
（内法人町民税 6億2,465万7千円）

固定資産税 9億 1, 003万 1千円

軽自動車税 1, 578万2干円

町だばこ税 6,630万円

特別土地保有税 3,361 万4千円

町民一人当たり
町の人口 11, 656人

（平成 11年 3 月 1 日現在）

納める税金（法人分含む）

総額 177, 714円

町民税 固定資産税

疇｀
口

地方消費税交付金 1.9%

町債 2.0%

地方交付税 4.3%

県支出金 4.4%

町税

40.6% 

軽自動車税 I 町だばこ税 I 特別ヰ也保旬兌

その他 2.1%

繰越金 2.9%

諸収入 5.0%

1, 354円 5,688円

三皐
使われる予算

総額 437,543円

総務費 1 民生費 1 衛生費`<
122,570円 I 30,686円

2,884円

麟
農林水産業費 I 土木費 I 消防費

22, 411 円 55,018円 17, 217円

こ

：竺麟
教育費公債費その他
------------'------------'------------
97,806円 34, 165円 11,317円

負ら

I 自主財源 78.9%|

1依存財源 21.1%|

、
＼
ノ

% 
3
 
8
 

( 
円

\/ 

子
交
交
分
及
金

利
税
、
、
料
附
ョ

2
 

、
得
金
金
用
寄
＿
J

税
取
付
付
使
入
2

与
車
交
交
、
又

2

譲
動
例
別
金
且

5

方
自
特
特
担
産
＆
‘

地
、
方
策
負
財
億

入
豆
地
対
び
料

2

他
付
、
全
及
数

の
交
金
安
金
手

そ
割
付
通
担
び

/\ 

一般会計

9，ワ00万円（△3.0%)

1 億30万円 (8.7%)

1 億5,000万円 (0.0%)

2億2,000万円（△72.2%)

2億2,330万4千円 (8ワ．5%)

2億5,389万ワ千円 (5.1%) 

2億5,635万3千円 (64.0%)

14億4,249万円 (1004.9%)

20億ワ， 143万4千円（△ 19.3%)

地方消費税
交付金

町債

繰越金

地方交付税

県支出金

諸収入

国庫支出金

繰入金

町税

10 5 歳入

(5) 平成11年 4 月 10 日(±)



一穀会計の主な事業 印は新規

単位：千円

三羊；
団我 会 費

8,047万7千円

・議会費（定例議会および議会だよ

り発行等） 80,477 

総務費
5億4,029万3千円

・一般管理費（ 町例規集改版等）

254,570 

•財政管理費 (OA化推進事業等）

6,065 

•財産管理費（庁用自動車購入・買

い換え等） 19,902 

・交通対策費（交通安全施設の整備

充実等） 8,396 

・自治振興費（結婚相談事業等） 16,970 

・基金費（下水道整備等の公共施設

建設基金利子積立金等） 13,929 

•選挙費（県知事、県議会議員、町

議会議員） 16,522 

．賦課徴収費（賦課等電算処理業務

等） 34,434

・広報費（オフトーク通信関連事業、

広報紙発行等） 34,791 

・企画費（ 主要施策説明会開催、

町制施行モニュメント建設工事、

歴史漫画の発刊、町納涼祭補助

金、国内交流事業等） 38,955 

・戸籍住民基本台帳費（住民情報等

電算処理業務等） 26,575 

・統計調査費（ 世界農林業センサ

ス事業等） 9,686 

民生費
14億2,867万3千円

•国民年金費 226,825 

•国民健康保険特別会計繰出金 15,400

・老人保健特別会計繰出金 46,609 

・老人福祉費（ 介護保険関係事業、

ホームヘルプサービス委託事業、

デイサービスセンター管理運営委

託事業、特別養護老人ホーム等入

所委託事業等） 182,685 

・障害者福祉費（福祉作業所運営委

託事業、身体障害者措置事業、在

宅重度障害者等見舞い等） 23,754

•福祉医療費（ 小学校就学前の乳

幼児医療費の無料化等） 66,589 

・老人福祉センター費 12,226 

・児童福祉費（ 保育園新築工事、

出産祝金、児童手当、保育園運営

費等） 762,744 

衛生費
3億5,768万2干円

・邑楽館林医療事務組合負担金 27,711 

・邑楽館林医療事務組合出資金15,519

・予防費（f日本脳炎・三種混合予

防接種業務委託事業、各種検診等

予防事業） 45,471 

・環境衛生費（ 合併処理浄化槽設

置費補助事業、水道事業会計繰出

金等） 64,302 

・保健センター費（ 冷暖房機器取

替工事等） 9,469 

・公害対策費（ ダイオキシン類大

気含有量調査委託事業等） 3,197 

•清掃費（可燃性廃棄物焼却処分事

業、生ごみ処理機購入費助成事業、

し尿処理事業等） 133,577 

労働費
1,072万3千円

・労働諸費（勤労者生活資金預託金

等） 10,723

農林水産業費
2億6,122万6千円

・農業委員会費 9,595 

・農業振興費（緊急生産調整推進対

策事業、花いつばい運動推進事業、

農業近代化資金利子補給等） 12,326

・農地費（ 農業集落排水事業調査

委託事業、ふるさと総合整備事業、

邑楽用水路改修関連事業等） 205,362

商工費
2,888万2千円

・商工振興費（町商工会助成金、商

業設備近代化資金預託金、労働環

境整備資金預託金等） 18,791 

土木費
6億4,128万5千円

・道路維持費（側溝整備工事等）

89,020 

・道路橋りょう新設改良費（道路改

良・舗装工事等） 376,593 

・住宅管理費 7,127 

•都市計画総務費（ 下水道事業特

別会計繰出金、 まちづくり委員

会運営業務等） 89,508 

・公園費（桜並木路整備工事、各公

園等維持管理等） 32,714 

消防費
2億68万 1 千円

・消防費（常備・非常備消防費負担

金、消防施設費負担金〔防火水槽

新設工事、消防団詰所新築工事等〕、

災害対策費負担金〔防災設備の充

実・防犯灯設置工事等〕） 200,681

教育費
1 1 億4,002万8千円

・小学校費（ 東小学校南校舎耐震

補強工事、 東小学校北校舎屋上

防水工事、 西小学校北校舎耐震

診断業務委託事業等） 119,401 

•中学校費（ 北校舎耐震診断業務

委託事業、 南校舎耐震補強工事、

心の教室相談事業、英語指導助手

の招致事業、中学生海外派遣事業

等） 92,917

・幼稚園費（ 幼稚園新築工事、幼

稚園運営費等） 515,344 

・社会教育費（各種学級および生涯

学習推進事業、青少年育成対策事

業、公民館事業、ふるさと産業文

化館事業、図書館事業） 113, 121 

・保健体育費（各種教室および講習

会の実施、体育施設整備事業、海

洋センター事業、学校給食センタ

ー事業） 176,818 

公債費
3億9,822万6千円

・公債費（償還元金および支払利子

等） 398,226

諸支出金
82万4千円

•土地開発基金利子繰出金 824 

平成11年 4 月 10 日（お (6) 



►
 

老人保健

8億2,940万円

（歳入）

支払基金交付金

国庫支出金

県支出金

繰入金

その他

（歳出）

医療諸費

総務費

その他

（歳入）

国民健康保険税

国庫支出金

繰入金

療養給付費交付金

l会計

5億6,237万7千円

1億7,630万円

4,407万5千円

4,660万9千円

3万9千円

8億2,685万8千円

253万4千円

8千円

国民健康保険

6億5,200万円

2億5,308万2千円

2億2,546万9千円

9,540万円

6,232万 l千円

•• 

繰越金

その他

（歳出）

保険給付費

老人保健拠出金

保健事業費

共同事業拠出金

総務費

その他

業

736万 1千円

836万7千円

4億6,231万4千円

1億5,812万5千円

844万9千円

678万円

526万6千円

1,106万6千円

下水道事業

1億4,735万4干円

（歳入）

国庫支出金

繰入金

町債

その他

（歳出）

下水道費

その他

7,000万円

2,635万2千円

5,100万円

2千円

1億4,735万3千円

1千円

収益的収入

収益的支出

（収益的収入）

営業収益

営業外収益

（収益的支出）

営業費用

営業外費用

予備費

（資本的収入）

出資金

（資本的支出）

建設改良費

企業債償還金

◇業務の予定量

給水栓数

年間総給水量

一日平均給水量

◄
 

水道事業

2億8, 195万5千円

2億4,964万円

2億7,810万3千円

385万2千円

2億1, 941万8千円

2,822万2千円

200万円

5,000万円

1億1, 504万 1千円

599万円

3,705栓

212万2千m3

5, 798rrf 

平
成
十
一
年
度
予
算
編
成
方
針

国
の
経
済
動
向
は
、
金
融
機
関
の
経

営
に
対
す
る
信
頼
の
低
下
、
雇
用
不
安

な
ど
が
重
な
っ
て
、
家
計
や
企
業
の
マ

ィ
ン
ド
が
冷
え
込
み
、
消
費
、
設
備
・

住
宅
投
資
と
い
っ
た
最
終
需
要
が
減
少

す
る
な
ど
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
政

府
で
は
当
面
の
景
気
回
復
に
向
け
全
力

を
尽
く
す
と
の
観
点
に
立
っ
て
、
機
動

的
、
弾
力
的
な
経
済
運
営
を
行
う
と
し

て
お
り
ま
す
。

本
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
町
民
の

皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
、
常
に

健
全
財
政
を
堅
持
し
な
が
ら
行
政
水
準

の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
時
代
に
即

し
た
事
業
お
よ
び
行
政
の
推
進
を
図
り
、

よ
り
よ
い
町
制
を
執
行
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

平
成
十
一
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮

の
う
え
、
町
の
第
四
次
総
合
計
画
の
基

本
理
念
に
基
づ
き
、
明
和
の
特
性
か
ら

「
人
間
尊
重
」
「
資
源
の
有
効
活
用
」
「
明

和
文
化
の
創
造
」
の
三
つ
を
柱
と
し
、

二
十
一
世
紀
に
向
け
調
和
の
と
れ
た
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
計
画
的
・
合
理

的
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
推
進
し

つ
つ
、
国
・
県
の
方
針
お
よ
び
地
方
財

政
計
画
を
指
針
と
い
た
し
ま
し
た
。

主
な
施
策
と
し
て
は
、
統
合
し
た
保

育
園
・
幼
稚
園
の
建
設
事
業
や
乳
幼
児

甲
和
町
長
斎
藤

憲

の
医
療
費
無
料
化
を
小
学
校
就
学
前
ま

で
引
き
上
げ
る
な
ど
子
育
て
環
境
の
整

備
充
実
、
迫
り
来
る
高
齢
化
社
会
に
対

処
す
る
た
め
介
護
保
険
事
業
が
円
滑
に

導
入
で
き
る
よ
う
な
体
制
整
備
や
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
委
託
事
業
、
公
共

下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、

東
小
学
校
南
校
舎
お
よ
び
中
学
校
南
校

舎
の
耐
震
補
強
事
業
な
ど
を
推
進
し
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
町
道
整
備
等
の
都
市
基
盤
の

整
備
や
生
活
環
境
の
整
備
、
健
康
•
福

祉
の
向
上
、
教
育
文
化
の
向
上
、
産
業

の
振
興
、
行
政
基
盤
の
強
化
な
ど
を
積

極
的
に
取
り
組
み
、
一
般
会
計
を
前
年

度
比
一
0
•

六
言
増
の
五
一
億
円
と
定

め
ま
し
た
。

一
方
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
下
水
道

事
業
特
別
会
計
を
設
置
し
、
一
億
四
、

七
三
五
万
四
千
円
と
し
た
ほ
か
、
老
人

保
健
特
別
会
計
を
八
億
二
、
九
四

0
万

円
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
を
六
億

五
、
二
0
0

万
円
、
水
道
事
業
会
計
を

三
億
七
、
0
六
七
万
一
千
円
と
そ
れ
ぞ

れ
定
め
ま
し
た
。

本
年
度
も
心
の
通
っ
た
行
政
実
現
に
、

総
力
を
挙
げ
て
執
行
に
当
た
る
考
え
で

あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

調
和
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

(7) 平成11年 4 月 10 日出



地域のリーダー、行政とのパイプ役としてご活躍、ご協力いただ
く各行政区の区長さんをはじめ、衛生部長さんが決まりましだので
ご紹介します。それぞれの分野でご活躍いだだきます。よろしくあ
願いします。

改選が行われだ役員さんを紹介させていだだきます。なあ、青少
年育成補導推進員、子とも会育成会長等は、改選後 5 月号に掲載の

予定です。 （敬称略）
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村
登

須
藤
順
一

田
口
幸
太

折
原
常
―
―

（
再
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
再
）

（
再
）

（
再
）

（
再
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
再
）

（
新
）

（
再
）

（
再
）

衛
生
部

長

上
江
黒
区

千
津
井
区

江
口
区

田
島
区

南
大
島
区

南
大
島
区

新
里
区

新
里
区

中
谷
区

中
谷
区

梅
原
区

川
俣
区

須
賀
区

大
輪
区

入
ケ
谷
区

矢
島
区

大
佐
貰
区

石石金齋川石岩冨清高奥島蓮柿関立多
村川子藤島崎田塚水瀬澤田見沼 □ 岡田

賓
正
夫忠

秋
二

義
政明

一
三

静
夫

好
生

金
市

光
義

弘
二

龍
司

光
臣

多
勝

温
也賓

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
再
）

（
再
）

（
新
）

（
再
）

（
再
）

（
再
）

（
再
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
再
）

（
新
）

（
再
）

（
再
）

中新南田江千上下斗
大 津江江合

谷里島島 □ 井黒黒田

佐
々
木
秀
雄

照
内
敏
司

上
野
正
博

吉
田
長
治

奥
澤
祥
邑

北
島
勇

大
塚
米
蔵

木
原
幸
一

石
川
龍
二

（
再
）

（
新
）

（
再
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
再
）

（
新
）

衛
生
副
部
長

区

大矢入大須川梅中新南田江
佐ケ 大
貫島谷輪賀俣原谷里島島口

荒
井
美
一

奈
良
保
一

栗
原
保
朋

新
井
孝

坂
上
喜
平
治

立
木
茂

落
合
四
郎

加
藤
一
好

松
本
敏
雄

提
箸
胡
美

大
津
重
徳

篠
木
正
一

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
再
）

（
新
）

（
再
）

（
再
）

（
新
）

（
再
）

（
再
）

（
再
）

（
再
）

新
し
い
役

員

さ
ん
を
紹
介

し
ま
す

春の全国交通安全運動

スローガン

あなたが主役．／交通安全

期間

5 月 11 日（火）～20 日（木）

平
成
1
0年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
4

月

3
0日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ

ヽ
~
〇

し

こ
の
日
を
過
ぎ
ま
す
と
、
保
険
料

の
取
り
扱
い
が
社
会
保
険
事
務
所
に

変
わ
る
た
め
、
役
場
が
発
行
し
た
納

付
書
で
は
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

お
手
元
の
納
付
書
等
で
納
め
忘
れ

が
な
い
か
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

納
付
書
が
紛
失
し
た
と
き
は
、
再

発
行
し
ま
す
の
で
役
場
住
民
課
保
険

年
金
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

E
Et
目

n
ai

大矢入大須川梅
佐ケ
貰島谷輪賀俣原

篠泉金田丸藤猪
木田子 □ 山野越
久
四十征 虎和
郎一雄勇清弘博

/ ^ ^ ^ ^ ^ ^ 

再再再新新新再
ヽヽヽヽヽヽヽ

平成11年 4 月 10 日（土） (8) 



斎藤町長から辞令を手渡される関口団長

員
に
辞

4

月
1

日
、
館
林
地
区
消
防
組
合
明
和
消
防
団
辞
令
交
付
式
が

役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
、
斎
藤
町
長
（
副
管
理
者
）
ガ
ら
関
口
団

長
へ
、
ま
だ
関
口
団
長
か
ら
は
2
名
の
副
団
長
と
2
5
名
の
新
団
員
、

ぁ
よ
び
7

名
の
昇
格
団
員
に
そ
れ
ぞ
れ
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

な
あ
、
団
の
構
成
は
次
の
と
あ
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

0
本
部
▽
団
長
関
口
章
夫

▽
副
団
長
今
成
隆
、
島
田
高
志

卍
第
1

分
団
▽
分
団
長
鈴
木
公
明

明
和
消
防
団

新
団

令

▽
副
分
団
長
関
口
武

▽
第
1

班
班
長
佐
々
木
秀
之
▽
団

員
飯
島
淳
、
木
村
康
弘
、
木
暮
宜
男
、

佐
々
木
茂
美
、
牛
久
保
正
和
、
小
久
保

英
明
、
牛
久
保
嘉
教
、
江
森
勝
、
砂
賀

政
美
、
打
木
達
哉
、
多
田
博
、
後
藤
克

己
、
小
林
秀
規

▽
第
2

班
班
長
清
水
武
▽
団
員

渋
谷
功
、
新
井
正
彦
、
荒
井
克
明
、
奈

良
吉
伯
、
奥
澤
廷
行
、
野
中
忠
之
、
大

川
博
司
、
深
野
一
己
、
峯
崎
宏
之
、
奥

澤
一
男
、
奈
良
孝
一
、
横
塚
良
紀
、
冨

塚
茂
由

0
第
2

分
団
▽
分
団
長
山
形
和
良

▽
副
分
団
長
須
永
利
之

▽
第
1

班
班
長
栗
原
正
幸
▽
団
員

唐
沢
浩
一
、
帆
足
勝
美
、
島
田
重
男
、

蓮
見
和
正
、
小
松
原
豊
久
、
栗
原
淳
、

小
松
原
賢
一
、
森
尻
博
、
松
本
久
、
小

池
靖
志
、
帆
足
洋
一
、
原
秀
一
、
岡
安

英
治

▽
第
2

班
班
長
吉
永
知
博
▽
団
員

浅
見
修
、
西
郡
孝
夫
、
山
野
井
幸
男
、

西
野
彰
一
、
加
藤
浩
士
、
恩
田
浩
行
、

交
付

婦
人
消
防
隊

石
村
和
彦
、
田
中
克
明
、
田
部
井
洋
、

小
平
征
史
、
吉
永
政
幸
、
和
田
隆
幸
、

弓
削
泰
信

第
3

分
団
▽
分
団
長
大
津
恵
一

▽
副
分
団
長
原
口
崇

▽
第
1

班
班
長
村
田
浩
志
▽
団
員

戸
ケ
崎
良
幸
、
野
本
一
浩
、
大
牧
博
、

福
田
忠
史
、
落
合
正
幸
、
落
合
民
治
、

関
根
薫
、
藤
橋
力
、
藤
野
和
昭
、
吉
本

高
、
川
上
雅
史
、
齋
藤
一
夫
、
大
牧
清

人▽
第
2

班
班
長
薗
田
繁
▽
団
員

須
藤
久
雄
、
篠
木
加
仁
、
泉
田
俊
雄
、

秋
野
一
正
、
鯉
沼
利
行
、
鯉
沼
崇
、
泉

田
秋
夫
、
田
口
寿
明
、
齊
藤
寿
樹
、
清

水
稔
、
角
田
久
夫
、
落
合
隆
通
、
篠
木

正
和

卍
本
部

▽
隊
長
山
岸
美
知
子
▽
副
隊
長

堀
口
美
知
子
、
北
島
き
よ
子
▽
書
記

福
島
洋
子
▽
会
計
木
村
好
江

0
地
区
隊
長

▽
斗
合
田
阿
部
光
子
▽
下
江
黒

柴
崎
桂
子
▽
上
江
黒
川
口
美
和
子

▽
千
津
井
野
本
典
子
▽
江
口
石

川
静
江
▽
田
島
奈
良
弘
子
▽
南

大
島
田
部
井
桂
子
▽
新
里
堀

D

し
ず
子
▽
中
谷
関
根
和
子
▽
梅

原
島
田
千
寿
子
▽
川
俣
蓮
見
満

里
子
▽
須
賀
今
成
美
津
子
▽
大

輪
倉
本
賢
子
▽
入
ケ
谷
岩
崎
あ

い
子
▽
矢
島
泉
田
朝
子
▽
大
佐

貫
倉
持
久
美
子

竹
越
千
代
子
さ
ん
町
に
1
0万
円
寄
附

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

町
の
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
残
飯

や
調
理
残
菜
を
有
機
肥
料
化
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
を
図
る
た
め
、

3

月
に
生

ご
み
処
理
機
（
高
速
発
酵
型
）
2

台

を
設
置
し
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成

9

年
4

月

か
ら
稼
働
を
開
始
し
て
現
在
、
1

日

約
1
,
4
6
0

食
の
給
食
を
調
理
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は

1

日
平
均

1
4
5

キ
ロ
の
生
ご
み
を
週2
回
産
業

廃
棄
物
と
し
て
町
の
収
集
車
で
回
収

し
、
民
間
業
者
に
処
分
を
依
頼
し
て

き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
当
初
か
ら
計
画
さ
れ
て

い
た
生
ご
み
処
理
機
を
設
置
し
、
環

境
保
全
や
生
ご
み
の
有
機
肥
料
化
に

よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
を
図
り
、
生
ご
み

の
減
量
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

処
理
機
1

台
当
た
り
の
処
理
能
力

は
、
1

日

1
0
0

キ
ロ
か
ら1
6
0

キ
ロ

ほ
ど
が
処
理
で
き
、
約
1

日
で
生
ご

新
里
の
竹
越
千
代
子
さ
ん
は
、

2

月

2
6日
に
福
祉
の
た
め
に
と
1
0万
円

を
町
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
高
額
な
寄
附
に
感
謝
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
寄
附
の
趣
旨

を
尊
重
し
、
有
効
に
役
立
た
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

み
を
分
解
。
有
機
肥
料
と
し
て
分
解

さ
れ
た
、
た
い
肥
は
1

か
月
ほ
ど
寝

か
せ
た
後
、
当
面
は
町
内
の
学
校
や

公
共
施
設
な
ど
で
利
用
し
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。_

―
―
―
一
訂
竺
，

]

-

f

W
 

給
食
残
飯
を
有
機
肥
料
に
リ
サ
イ
ク
ル

高速発酵型生ごみ処理機
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町
ぉ

か

知
ら
ら
の
せ

日本公害史の原点 川俣事件発生から 100年……／

川俣事件記念碑を建てる町民の会（贋）の会員募集

,:~譴ーシ

利根川の土手から衝突場所を望む

（明和町川俣地内）

「
川
俣
事
件
記
念
碑
を
建
て
る
町
民

の
会
」
は
日
本
公
害
史
の
原
点
と
も
言

わ
れ
る
、
栃
木
県
足
尾
銅
山
の
鉱
毒
に

対
す
る
鉱
業
停
止
請
願
に
関
し
た
闘
争

事
件
、
「
川
俣
事
件
」
が
平
成
1
2
年
2

月

1
3
日
で
事
件
発
生
か
ら1
0
0

年
の
歳

月
が
経
過
す
る
こ
と
か
ら
、
被
害
農
民

の
代
表
と
し
て
活
躍
し
た
人
々
の
苦
闘

た
ど

の
後
を
辿
り
、
こ
れ
を
記
念
碑
と
し
て

建
立
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

栃
木
県
足
尾
銅
山
は
江
戸
幕
府
の

御
用
山
と
し
て
多
く
の
銅
を
産
出
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
民
間
に
経

営
移
譲
さ
れ
、
明
治
時
代
に
は
富
国

強
兵
等
の
担
い
手
と
し
て
日
本
の
基

幹
産
業
に
発
展
。
し
か
し
そ
の
反
面
、

明
治
1
2
年
夏
に
は
足
尾
銅
山
を
源
と

す
る
渡
良
瀬
川
の
魚
が
多
数
死
ん
で

浮
く
現
象
が
現
れ
、
農
民
は
足
尾
銅

山
か
ら
流
れ
出
る
丹
ば
ん
毒
が
魚
類

を
根
絶
や
し
に
す
る
こ
と
を
感
じ
取
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
明
治
2
3
年

8

月
2
3
日
渡
良
瀬
川
沿
岸
を
襲
っ
た

洪
水
は
魚
類
だ
け
で
な
く
作
物
に
も

重
大
な
被
害
を
及
ぽ
す
も
の
で
し
た
。

被
害
農
民
は
、
そ
の
原
因
と
見
ら
れ

る
足
尾
銅
山
の
鉱
業
停
止
を
直
接
政

府
に
訴
え
る
た
め
上
京
を
決
意
、
西

暦
1
,
9
0
0

年
（
明
治
3
3
年
）2

月
1
3
日
午
後1
時
ご
ろ
、
現
明
和
町

川
俣
地
内
の
旧
県
道
上
で
そ
れ
を
阻

止
し
よ
う
と
待
ち
構
え
て
い
た
威
言
察

じ

官
と
対
峙
し
、
流
血
の
弾
圧
を
受
け

た
事
件
。
こ
れ
が
川
俣
事
件
で
す
。

川
俣
事
件
の
あ
ら
ま
し

本
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
て
、

近
年
の
環
境
問
題
の
原
点
と
し
て
後
世

に
伝
忍
眺
め
よ
う
と
す
る
本
会
の
活
動

に
ご
参
加
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
本
会
の
事
業

①
川
俣
事
件
に
関
わ
る
歴
史
の
研
修

に
関
す
る
こ
と

②
川
俣
事
件
記
念
碑
の
建
立
お
よ
び

募
金
活
動
に
関
す
る
こ
と

③
そ
の
他
必
要
な
事
項

●
会
員

①
会
員
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者

で
趣
旨
に
賛
同
し
、
所
定
の
会
費

を
納
め
る
も
の

②
賛
助
会
員
趣
旨
に
賛
同
し
、
そ

の
事
業
を
支
援
助
成
す
る
個
人
も

し
く
は
法
人
・
団
体

●
会
費

①
会
員
（
年
額
）
3

，

0
0
0

円
程
度

②
賛
助
会
員
一
口
2
,
0
0
0

円
以
上

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

平
成
1
1年
4

月
3
0
日
向
ま
で
に
役
場

企
画
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
平
成
1
2
年
2

月
1
3
日
に
日

本
公
害
史
の
原
点
・
川
俣
事
件
発
生
か

ら

1
0
0

年
が
経
過
す
る
の
を
機
に
、

こ
の
ほ
ど
小
冊
子
を
発
刊
し
ま
し
た
。

一
同
事
件
は
、
足
尾
銅
山
の
鉱
毒
被
害

を
直
接
、
政
府
に
訴
え
よ
う
と
上
京
す

る
被
害
農
民
と
、
そ
れ
を
阻
止
す
る
威
言

察
官
と
が
明
和
町
川
俣
地
内
で
衝
突
し

た
公
害
闘
争
で
す
。
そ
こ
で
、
節
目
と

な
る
こ
の
機
会
に
、
事
件
を
振
り
返
る

こ
と
で
、
近
年
の
世
界
的
な
環
境
問
題

に
つ
い
て
再
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
作

製
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
小
冊
子
は
B
5

判
1
8
ペ
ー
ジ
で

編
集
さ
れ
、
川
俣
事
件
や
足
尾
鉱
毒
の

概
要
、
政
治
家
、
田
中
正
造
と
の
事
件

の
関
わ
り
、
被
害
農
民
の
活
動
拠
点
と

な
っ
た
雲
龍
寺
な
ど
版
画
や
図
表
を
交

え
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
発
刊
し
た
4
,

0
0
0

部
は
、
町
内
全
戸
へ
無
料
配
布

す
る
ほ
か
、
町
外
希
望
者
に
は
郵
送
代

実
費
負
担
（
1
4
0

円
）
で
配
布
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
で
は
現
代
社
会
の
環
境
問

題
に
ま
で
も
訴
え
続
け
て
い
る
、
足
尾

鉱
毒
問
題
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、

史
跡
案
内
板
の
設
置
や
記
念
碑
の
建
立
、

こ
の
問
題
を
学
ぶ
講
座
の
開
設
、
図
書

館
で
の
図
書
コ
ー
ナ
ー
設
置
な
ど
を
予

定
し
て
お
り
、
環
境
問
題
に
対
す
る
意

識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
く
計
画
で
す
。

役
場
企
画
課

内
線
3
4
0

川俣事件から 100年の経過を機に発刊された小冊子

川
俣
事
件
小
冊
子
発
刊

几
又
___ -
0
 

立
趣

意

書

環
境
問
題
を
後
世
に

9
.

「広報めいわ」は資源保護のため今月号から再生紙を使用しています。 平成11年 4 月 10 日（土） (10) 
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町
で
は
、
介
護
保
険
事
業
の
実
施
に
伴

い
、
介
護
保
険
事
業
と
保
健
指
導
が
一
体

と
な
っ
て
で
き
る
よ
う
、
福
祉
課
と
環
境

保
健
課
の
事
務
分
掌
を
見
直
し
、
4

月
1

日
か
ら
次
の
と
お
り
町
の
行
政
機
構
の
改

革
を
行
い
ま
し
た
。

名
称
変
更
さ
れ
た
課

（
従
来
の
課
名
）
（
新
課
名
）

福
祉
課
↓
保
健
福
祉
課

環
境
保
健
課
↓
環
境
課

□ 新設・移行・名称等変更箇所

役
場
保
健
福
祉
課

役
場
環
境
課

保
健
福
祉
課
・
環
境
課
に
名
称
変
更

町
で
は
、
住
民
の
皆
様
に
町
政
の
現
況

を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
従
来
の
村
政

懇
談
会
に
変
わ
り
、
平
成

1
1年
度
の
主
要

事
業
で
あ
る
主
要
施
策
説
明
会
お
よ
び
講

演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

◇
日
時

5

月
9

日
同
午
後

1

時
3
0分

ー
（
約
3

時
間
）

◇
場
所
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

◇
内
容
町
長
を
は
じ
め
役
場
の
各
課
局

長
が
今
年
度
町
の
行
う
主
な
事
業
の
内

容
（
施
策
）
を
説
明
し
ま
す
。

ま
た
、
説
明
会
終
了
後
に
は
、
講
演

会
を
行
い
ま
す
。

森
田
実
先
生
の
講
演
会
開
催

今
後
の
政
局
と
日
本
経
済
の

政
治
評
論
家

森
田
実
先
生

〈
講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

1
9
3
2

（
昭
和7
)
年
静
岡
県
伊
東

市
生
ま
れ
。
東
京
大
学
工
学
部
卒
業
。
日

本
評
論
社
「
経
済
セ
ミ
ナ
ー
」
絹
集
長
、

出
版
部
長
な
ど
を
経
て
、
1
9
7
3

年
か

ら
政
治
評
論
家
と
し
て
著
作
・
論
文
を
著

す
一
方
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
講
演
等
で

評
論
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、
フ
ジ

テ
レ
ビ
系
「
め
ざ
ま
し
テ
レ
ビ
」
の
「
森

変
更
後
の
行
政
組
織
図

田
実
の
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
（
金
曜
日
午
前

7

時
2
0分
頃
）
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
中
。

学
習
院
大
学
法
学
部
政
治
学
科
講
師

役
場
企
画
課

6
闘
4
9
2
6

6
闘
4
6
8
6

内
線
3
4
0

4

月
1
日
か
ら
町
の
行
政
機
構
が
変
わ
り
ま
し
た

こ
の
機
構
改
革
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

一
層
の
向
上
と
効
率
的
な
行
政
運
営
を
進

め
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
係
に
つ

い
て
は
、
保
健
福
祉
課
に
保
健
福
祉
係
を

加
え
、
環
境
課
に
つ
い
て
は
健
康
指
導
係

を
削
り
、
交
通
防
犯
係
を
加
え
ま
し
た
。

ま
た
、
総
務
課
の
財
政
交
通
係
を
財
政
防

災
係
と
交
通
防
犯
係
に
分
離
し
、
交
通
防

犯
係
は
環
境
課
に
移
行
し
ま
し
た
。

0

テ
ー
マ

展
望

〇
講
師

政
治
評
論
家

平
成

1
年
度
主
要
施
策
説
明
会
お
よ
び

森田実先生

▼増築された老人福祉センター
事務所

町
の
行
政
機
構
の
改
革
に
よ
り
、
保
健

福
祉
課
お
よ
び
環
境
課
の
事
務
室
は
、
増

築
さ
れ
た
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
務
所
内

に
4

月
1

日
か
ら
移
転
し
ま
し
た
。

ま
た
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
務
所
増

築
工
事
完
成
に
よ
り
、
同
セ
ン
タ
ー
の
玄

関
は
従
来
と
同
じ
く
西
側
と
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

/ / 
保
健
福
祉
課
お
よ
び

環
境
課
は
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
事
務
所
内
へ

(11) 平成11年 4 月 10 日(±)



町
ぉ

か

知
-
°
ら

の
せ

古着類の分別収集 4 月より開始．，
ごみの減量化・資源化にご協力ください

③
な
る
べ
く
洗
濯
し
、
清
潔
に
し
て

出
し
ま
し
ょ
う
。 こ

◇
収
集
日
時
平
日
の
午
前

9

時
か
ら

午
後
5

時
ま
で

◇
収
集
場
所
明
和
町
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

◇
収
集
品
目
古
着
、
タ
オ
ル
等
綿
製

品
、
毛
布
等
（
油
等
に
汚
れ
た
も
の

は
収
集
で
き
ま
せ
ん
）

◇
収
集
で
き
な
い
も
の
カ
ー
テ
ン
、

じ
ゅ
う
た
ん
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
ビ
ニ

ー
ル
ク
ロ
ス
等

◇
出
し
方
の
注
意
事
項

①
ボ
タ
ン
・
ジ
ッ
パ
ー
や
破
れ
・
ほ

こ
ろ
び
は
そ
の
ま
ま
で
出
し
て
く

だ
さ
い
。

②
異
物
は
混
ぜ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

゜

、
つ

役
場
環
境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
）

6
剥
4
6
8
6

◇
問
い
合
わ
せ

◇
古
着
類
（
古
繊
維
）
の
リ
サ
イ
ク
ル

使
用
に
十
分
堪
え
る
衣
類
は
、
外
国

に
輸
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
他
は
、
工
場

の
機
械
や
道
具
の
油
拭
き
の
布
（
ウ
エ

ス
）
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
材
（
パ
イ
ル
）
や
吸

音
材
、
フ
ェ
ル
ト
、
軍
手
の
素
材
な
ど

に
な
り
ま
す
。

役
場
環
境
課

凸

町
で
は
、
ご
み
減
量
化
あ
よ
び
資
源
化
を
よ
り
一
層
進
め

る
た
め
、
新
た
に
古
着
類
の
分
別
収
集
を
開
始
し
ま
す
。

4

月
よ
り
環
境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
で
随
時
収
集
を

行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
あ
願
い
し
ま
す
。

①
た
た
ん
で
整
頓
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
な
る
べ
く
ま
と
ま
っ
た
量
を
十
文

字
に
縛
る
か
、
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル

袋
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

二
]

犬の登録と狂犬病予防注射日程表
実施月日 時 間 場 所

午前 900~10 00 斗合田集落センター

4 月 14 日（水）
午前1030~11 30 東部児童館

午後 100~2 00 江口集落センター

午後 230~3 30 田 島 出 1H 可 所

午前 900~10 00 館林市農協佐貫支所

4 月 15 日（木）
午前1030~11 30 大輪転作促進研修施設

午後 100~2 00 矢島公民館

午後 230~3 30 大佐貫農構改善センター

午前 900~10 00 梅原集落センター

4 月 16 日（金）
午前1030~11 30 中谷教学院

午後 100~2 00 明和町保健センター駐車場

午後 230~3 30 南大島農構改善センター

4 月 18 日（日）
午前 930~11 30 

明和町保健センター駐車場
午後 100~3ｷ00 

登録・注射料金

◇登録済の犬 3,300円 ◇未登録の犬 6,300円

（注射料 2,750円） ［登録手数料 3,000円
済票交付手数料 550円 注射料 2,750円済票交付手数料 550円 l

飼
い
主
の
望
ま
な
い
犬
の
繁
殖
に

よ
る
野
犬
の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め

に
、
犬
の
避
妊
・
断
種
手
術
に
対
し

て
町
が
補
助
し
ま
す
。

対
象
に
な
る
の
は
、
登
録
・
注
射

を
受
け
て
い
る
こ
と
と
、
飼
い
主
が

明
和
町
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

犬
の
避
妊

犬
の
登

. 
断
種
手
術
に
補
助
金
を
交
付

平
成
且
年
度
犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
を
左
記
日
程
表
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

犬
の
所
有
者
は
、
3

か
月
以
上
の

飼
い
犬
に
つ
い
て
、
生
涯
に
一
度
の

晟
と
舎

狂
犬
病
予
防
注
射

登
録
と
年
一
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
必
ず
都
合
の
よ
い
会
場
で
受

け
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額
は
、
避
妊
手
術
が
1

万

円
、
断
種
手
術
が
5

千
円
で
す
。

補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
い
か
た

は
、
手
術
の
前
に
印
鑑
を
持
参
し
、

環
境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

役
場
渫
境
課

6
闘
4
6
8
6

平成11年 4 月 10 日(±) (12) 
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半診者

町
の
国
民
健
康
保
険
で
は
、

I
l

自
分
の

健
康
は
自
分
で
守
る
た
め
I
i
病
気
の
早
期

発
見
、
早
期
治
療
、
そ
し
て
健
康
増
進
を

図
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
短
期
（
半
日
）

人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
の
助
成
を
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
受
診
希
望
者
は
下
記
に
よ

り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者
町
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
で
、
年
齢
3
5
歳
以
上
お
よ
び
国
保

税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
の
か
た

短
期

受

^ 
人
間

を
募
集

◇
受
付
期
間

4

月
1
5
日
困
ー
3
0
日
固

◇
定
員

1
2
0

人
程
度
希
望
者
多
数

の
場
合
は
、
翌
年
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

◇
申
し
込
み
希
望
者
は
、
電
話
で
役
場

住
民
課
保
険
年
金
係
に
氏
名
と
受
診
希

望
医
療
機
関
お
よ
び
希
望
月
日

(
5月

下
旬
ー
）
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
委
託
医
療
機
関
館
林
厚
生
病
院
、
新

橋
病
院
、
館
林
記
念
病
院
、
浜
野
病
院
、

日

ヽ

町
で
は
、
迫
り
来
る
高
齢
化
社
会
に
対

処
す
る
た
め
、
明
和
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
設
立
総
会
を
3

月
3

日
、
2
6
人

の
会
員
の
出
席
を
得
て
中
央
公
民
館
で
開

催
し
ま
し
た
。

設
立
発
起
人
は
斎
藤
町
長
ら
7

人
で
、

運
営
規
程
の
承
認
や
1
2
名
の
運
営
役
員
の

選
任
を
行
っ
た
ほ
か
、
仕
事
の
情
報
収
集

や
就
業
援
助
事
業
、
情
報
交
換
な
ど
の
平

成
1
1
年
度
事
業
計
画
、
予
算
な
ど
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は
、
高
齢

者
の
か
た
で
就
職
は
望
ま
な
い
が
、
生
き

が
い
や
健
康
の
た
め
に
何
か
仕
事
を
し
た

い
、
何
ら
か
の
収
入
を
得
た
い
と
い
う
か

た
が
た
が
会
員
と
な
り
、
セ
ン
タ
ー
が
企

シ

ル

_
 

業
・
官
公
庁
・
一
般
家
庭
か
ら
高
齢
者
に

適
し
た
仕
事
を
引
き
受
け
会
員
に
提
供
し

て
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
的

と
す
る
組
織
で
す
。

な
お
、
同
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
明
和
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
4

月
1

日

か
ら
行
っ
て
お
り
ま
す
。

◇
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

6
0
歳
以
上
の
健
康
な
か
た
で
町
内
に
住

所
の
あ
る
か
た

◇
仕
事
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

屋
内
の
手
作
業
や
屋
外
の
軽
易
な
作
業
、

簡
単
な
修
理
・
修
繕
の
ご
用
命
は
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

セ

ド ン

しッ
夕

ま
す

ク
の

¥

l

 ^ 

設立総会であいさつする斎藤町長

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

明
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
）
6
闘
4
0
1
3

慶
友
検
診
セ
ン
タ
ー

◇
町
助
成
金

2
0
,
0
0
0

円
（
検
診

費
用
は
、
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
）

◇
主
な
検
盃
項
目
内
科
検
診
、
尿
検
査
、

生
化
学
検
査
（
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
等
）
、

X

線
お
よ
び
超
音
波
検
査
、
血
液
学
的

検
査
、
便
検
査
等

役
場
住
民
課

内
線
3
3
7

バ
人
材
を
設

会
員
お
よ
び
仕
事
の
申
し
込
み
受
け
付
け
中
_
 

立

年度別受水量 （単位： mり

年度 1 日最大受水量 年度 1 日最大受水量, 550 15 2,930 

10 1,090 16 3,230 

11 1,620 17 3,540 

12 1,950 18 3,840 

13 2,280 19 4, 120 

14 2,600 20 4,400 

今
回
、
料
金
改
定
と
な
る
要
因
は
東
部

地
域
水
道
か
ら
の
受
水
費
が
主
な
も
の
で

あ
り
、
受
水
協
定
に
よ
り
毎
年
（
平
成
2
0

年
度
ま
で
）
受
水
量
が
増
加
（
左
表
の
と

お
り
）
さ
れ
、
加
え
て
本
年
4

月
よ
り

1

3
m当
た
り

9

円

(
1
0
8

円
↓
1
1
7
円
）
の
値
上

げ
改
定
が
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他
、
安
定
給
水
確
保
の
た
め
、
施

設
の
整
備
や
改
良
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
に
要
す
る
経
費
は
、
皆
様

に
お
支
払
い
い
た
だ
く
水
道
料
金
に
よ
っ

て
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
め
い
わ
2

月
、

3

月
号
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

役
場
建
設
課

内
線
3
5
7

水
道
料
金
改
定
は

4

月

1

日
か
ら
で
す

(13) 平成11年 4 月 10 日(±)
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まち の
1 年間の学習の成果を披露

公民館

-99--ヘヽ
叩ヤI ＼ピ，t i: :ゞ
-生:!I学苫フェスティベ Iレ=-
ファミリーコンサート

東京アートアンサンブ）レ楽団によるコンサート

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

掲
諏
写
真
は
差
し
上
げ
ま
す
。

役
場
企
画
課

6
釧
3
1
1
1

3

月
6

日
、
7

日
の
2

日
間
、

町
制
施
行
を
記
念
し
た
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
公
民
館
ま
つ

り
」
が
中
央
公
民
館
等
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

自
主
グ
ル
ー
プ
や
公
民
館
主
催

講
座
な
ど
3
0
団
体
が
、
生
け
花
・

書
道
・
絵
画
等
の
力
作

1
,
2
3

7

点
の
作
品
展
示
を
行
い

1

年
間

の
学
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

東
京
ア
ー
ト
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
楽

団
に
よ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
、
ハ
ー
プ
・
フ
ル
ー
ト
・

オ
カ
リ
ナ
・
マ
リ
ン
バ
・
ピ
ア

ノ
の
演
奏
と
独
唱
。
そ
し
て
公

民
館
利
用
団
体
等
に
よ
る
踊
り
、

カ
ラ
オ
ケ
等
が
講
堂
で
披
露
さ

れ
、
家
族
連
れ
な
ど
が
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
書
き
初
め
や
作
文
、

家
族
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
、

子
ど
も
の
集
い
、
模
擬
店
、
茶

会
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
多
彩
な

催
し
が
行
わ
れ
、
多
く
の
町
民

ら
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ゎ

ま

子ども会で行われたビンコゲーム

パスタ料理実習に挑戦

女性ふれあいセミナー

つ

2

月
2
6
日
、
女
性
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ

ー
で
は
、
最
近
人
気
の
パ
ス
タ
料
理
の

実
習
を
プ
ロ
の
指
導
に
よ
り
中
央
公
民

館
で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
社
会
に
即
応
す

る
知
識
・
技
能
を
身
に
つ
け
、
明
る
い

家
庭
や
楽
し
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
で

き
る
女
性
の
育
成
が
目
的
。
2
0
人
が
、

プ
ロ
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら

パ
ス
タ
料
理
2

種
、
デ
ザ
ー
ト
の
3

品

に
手
際
良
く
挑
戦
し
ま
し
た
。

青
者
は
「
味
付
け
が
大
変
お
い
し
か
っ

た
。
工
夫
し
だ
い
で
手
軽
に
色
ど
り
良

く
作
れ
、
お
客
様
に
も
喜
ば
れ
そ
う
」

と
、
舌
鼓
み
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

~) 

tt. い

生ナミセるナ
•9 

受をきどほ手lらヵ

•[ 

励ましの言葉を胸に

明和中学校卒業式

拍手に贈られ母校を巣立つ卒業生

明
和
中
学
校
で
は
3

月
1
2
日
に
卒
業

式
が
行
わ
れ
、
1
4
4
名
（
男
子
8
1
名
、
女

子
6
3
名
）
の
生
徒
が
卒
業
し
ま
し
た
。

式
で
は
橋
本
校
長
か
ら
卒
業
生
に
卒

業
証
書
が
手
渡
さ
れ
た
後
「
人
生
に
近

道
は
な
い
。
努
力
を
惜
し
ま
ず
大
き
く

は
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
」
と
卒
業
生
の

門
出
を
祝
う
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
町
長
を
は
じ
め
多
く
の
か
た

が
た
の
励
ま
し
の
言
葉
を
受
け
た
卒
業

生
は
、
別
れ
の
言
葉
と
し
て
「
こ
の
学

校
で
学
ん
だ
こ
と
は
忘
れ
ず
、
失
敗
を

恐
れ
ず
確
実
に
乗
り
越
え
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
」
と
将
来
へ
向
け
て
抱
負
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

平成11年 4 月 10 日(±) (14) 



パワフルな歌唱力で熱唱
渡辺真知子コンサート

町
制
施
行
を
記
念
し
た
渡
辺
真
知
子
コ
ン

サ
ー
ト
「
あ
な
た
に
逢
う
た
め
に
」
が
3

月

2
7
日
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。町

教
育
委
員
会
主
催
の
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト

に
は
、
町
民
を
は
じ
め
町
外
か
ら
も
幅
広
い

年
齢
層
の
フ
ァ
ン
約
4
4
0

人
が
会
場
に
詰

め
掛
け
ま
し
た
。

出
演
者
は
、
ス
テ
ー
ジ
で
ト
ー
ク
を
交
え

な
が
ら
日
本
の
ポ
ッ
プ
ス
・
シ
ー
ン
に
残
る

数
々
の
ヒ
ッ
ト
曲
「
迷
い
道
」
「
か
も
め
が
翔

ん
だ
日
」
「
唇
よ
熱
く
君
を
語
れ
」
な
ど
を
パ

ワ
フ
ル
な
歌
唱
力
で
熱
唱
。
ア
ン
コ
ー
ル
を

含
め
1
6
曲
を
歌
い
あ
げ
、
酔
い
し
れ
た
観
客

か
ら
温
か
い
拍
手
が
盛
ん
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

迷い道を熱唱する渡辺真知子さん

三昧線の音色で聴衆を魅3

三味線ミニコンサート

石 llli；しiit経1叱lt l ；サ／ト

観客の前で見事なばちさばきを披露

無事故・無違反で入ケ谷 1 位

上位20位まで表彰

表彰状を受ける入ケ谷区長

第
1
9
回
館
林
市
・
板
倉
町
・
明
和
町
行
政

区
別
無
事
故
無
違
反
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式

が
3

月
2

日
、
館
林
市
文
化
会
館
で
開
か
れ
、

明
和
町
入
ケ
谷
区
の
1

位
を
は
じ
め
上
位
2
0

位
ま
で
の
優
良
区
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
館
林
蓼
―
＝
察
署
管
内

の
3

市
町
1
0
5

行
政
区
で
、
平
成
1
0
年
中

に
住
民
の
交
通
事
故
や
悪
質
な
交
通
違
反
の

率
が
少
な
か
っ
た
行
政
区
を
表
彰
す
る
も
の

で
す
。

入
ケ
谷
区
が
1

位
に
表
彰
さ
れ
た
の
は
、

昭
和
5
8
年
の
第4
回
以
来
3

度
目
。
今
回
、

本
町
の
2
0
位
ま
で
の
上
位
入
賞
区
は
、
川
俣

8

位
、
大
輪
1
6
位
、
須
賀
1
7
位
、
斗
合
田
1
8

位
の
順
で
し
た
。

交通事故防止を呼び掛け
追悼文集を発刊

交
通
事
故
で
長
女
の
直
実
さ
ん
（
当

時
2
1
歳
）
を
亡
く
さ
れ
た
江
口
の
関
口

明
さ
ん
と
美
智
子
さ
ん
夫
妻
が
、
こ
の

ほ
ど
一
周
忌
を
前
に
交
通
事
故
防
止
へ

の
願
い
を
込
め
て
追
悼
文
集
を
発
刊
し
、

_
'
:
「

d

.

.

 

曇
』
土
ー

ヽ
り
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t
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t
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9

、
`
t

-
1
,
'
^
"
R
O

り

こ
ん
な

E

し
み
苦
し
み
ー
一
塁
と
●
で
す

●
に
も
さ
せ
た
（
な
い
き
し
み
g
し
み
で
T

量
冥
の
分
2

で
し
あ
わ
せ
に
生
き
て
（
だ
さ
い

そ
れ
が
●
這
の
ん
か
ら
の
●
い
で
す

3

月

9
日
、
明
和
町
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
津
軽
三
味
線
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
か
れ
ま
し
た
。

は
じ
め

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
主
役
、
石
川
一

さ
ん
は
津
軽
三
味
線
の
1
0
年
度
全
国
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
で
あ
り
、
現
在
は
三
味
線
を

片
手
に
「
は
じ
め
一
人
旅
」
と
題
し
て

諸
国
を
行
脚
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
ツ
ア

ー
の
一
環
と
し
て
同
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
た
も
の
で
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
多
く
の
町
民
の

か
た
が
た
が
来
ら
れ
、
な
じ
み
深
い
津

軽
三
味
線
の
音
色
に
一
生
懸
命
、
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

一
あ
る
日
突
然
お
と
ず
れ
た

実

O
m
l
二
十
一
オ
青
春
の
終
わ
り

直
n
a

寄賭された追I'卓文集

町
立
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

美
智
子
さ
ん
の
兄
、
篠
原
幹
男
さ
ん

が
編
集
さ
れ
た
こ
の
文
集
に
は
直
実
さ

ん
の
友
人
や
親
族
な
ど
1
5
0

人
以
上

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
追
悼
文
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
3
0
0

部

製
作
し
、
関
係
者
に

配
布
さ
れ
た
も
の
で

す
。関

口
さ
ん
は
「
同

年
代
の
人
な
ど
に
交

通
事
故
防
止
を
呼
び

掛
け
、
幸
せ
に
生
き

て
ほ
し
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

(15) 平成11年 4 月 10 日(±)
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よほうせっしゅ

予防接種 が変わり ます

]
 

指
定
医
療
機
関
は
、
館
林
市
邑
楽
郡

医
師
会
の
個
別
接
種
実
施
医
療
機
関
で

す
。
名
簿
は
予
防
接
種
手
帳
と
一
緒
に

配
布
し
ま
す
。
な
お
、
町
内
医
療
機
関

の
接
種
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
要
予
約
）

竹
越
医
院
（
新
里
4
3
5

番
地
）

接
種
日
毎
週
火
・
金
曜
日

午
後
1

時
3
0分
1
3

時

電
話
闘

3
1
3
7

ミ
ツ
ワ
診
療
所
（
梅
原
5
8
8

番
地
）

接
種
日
予
約
に
よ
り
調
整
し
ま
す

電
話
閻

3
0
3
0

町で実施する予防接種

町
の
指
定
医
療
機
関

個別 集 団

・日本脳炎 ・ツ反、 BCG

・三種混合 ・ポリオ

・麻しん •日本脳炎

（小・中学生分）

・風しん

・ニ種混合

（小 6 分）

◎日本脳炎（流行期の夏前に行うとよい）
1 期初回 (2 回）生後 6 か月～就学前（標準的な接種年齢…… 3 歳）

1 期追加（ 1 回） 1/ (1 期初回終了後、 1 年経過した児で標準的な接種年齢…… 4 歳）

(2 回）

※就学後（90か月までの児）は、学校にて希望者のみ接種（集団接種）

◎三種混合 1 期初回 (3 回）生後 6 か月～90か月

1 期追加 (1 回） ヶ (1 期初回接種後、

(3 回）

予
防
接
種
は
合
ま
で
、
麻
し
ん
の
み

個
別
接
種
で
対
応
し
て
き
ま
し
だ
が
、

平
成
1
1
年4
月
1

日
よ
り
、
三
種
混
合

と
日
本
脳
炎
（
就
学
前
）
の
予
防
接
種

も
個
別
接
種
に
変
わ
り
ま
す
。
料
金
は

無
料
で
す
の
で
、
該
当
年
齢
に
な
り
ま

し
だ
ら
、
指
定
医
療
機
関
で
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。
な
あ
、
日
本
脳
炎
や
三
種

混
合
が
途
中
ま
で
接
種
し
て
あ
る
か
だ

は
、
受
け
直
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
続
き
か
ら
受
け
て
く
だ
さ
い
。

1 年経過した児）

種□
注
意
し
て
く
だ
さ
い

①
今
ま
で
予
防
接
種
事
業
を
実
施
す
る

た
び
に
個
人
通
知
を
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
日
本
脳
炎
、
三
種
混
合
予

防
接
種
の
個
別
接
種
へ
の
移
行
に
伴
っ

て
、
平
成
1
2年
度
か
ら
個
人
通
知
を

廃
止
い
た
し
ま
す
。
今
後
は
、
め
い

わ
カ
レ
ン
ダ
ー
や
保
健
事
業
予
定
表

を
参
考
に
し
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

②
予
防
接
種
の
個
人
通
知
は
、
就
学
前

ま
で
と
し
ま
す
。
未
済
者
で
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
直
接
保
健
福
祉
課
ま

で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
小
・
中
学
生
予
防
接
種
は
、
学
校
で

で
き
な
か
っ
た
場
合
、
予
備
日
に
保

健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

予
備
日
に
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
個

人
で
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

予防接種手帳

●子さんの霞やか“鼠Uを鵬って

．“予9ムぷ棒“`...,.,●●モつ999 し•"

口
明和町

予防接種手帳

暉
予
防
接
種
手
帳
を

ロ
配
布
し
ま
す

4

月
上
旬
に
、
就
学
前
の
乳
幼
児
ヘ

予
防
接
種
手
帳
を
配
布
し
ま
す
。

予
防
接
種
を
受
け
る
と
き
の
注
意
事

項
や
予
診
票
が
綴
じ
込
ん
で
あ
り
ま
す

の
で
、
切
り
取
っ
て
必
要
な
部
分
だ
け

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ポ
リ
オ
と
は
？

厚
生
省
の
調
査
に
よ
り
、
昭
和

5
0年

か
ら
5
2年
に
生
ま
れ
た
年
齢
層
（
現
在

2
1
1認
歳
）
に
つ
い
て
、
ポ
リ
オ
に
対

す
る
抵
抗
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
示
す

抗
体
の
保
有
率
が
他
の
年
齢
層
に
比
べ

て
低
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
の
年
齢
層
の
か
た
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
な
場
合
に
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

の
追
加
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

①
ポ
リ
オ
が
現
在
で
も
発
生
し
て
い
る

地
域
（
東
南
・
南
ア
ジ
ア
、
中
近
東
、

中
央
、
西
ア
フ
リ
カ
な
ど
）
に
渡
航

す
る
と
き

②
お
子
さ
ま
な
ど
の
ご
家
族
が
ポ
リ
オ

生
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
る
と
き

ま
れ

（
極
め
て
稀
で
す
が
、
接
櫂
を
受
け
た

か
た
か
ら
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
）

ま
た
、
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接

種
は
、
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
が
県
内

に
い
く
つ
か
あ
る
の
で
、
接
種
を
希
望

す
る
場
合
に
は
そ
こ
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
こ
の
追
加
接
種
は
法
律

（
予
防
接
種
法
）
に
基
づ
く
も
の
で
は
な

い
た
め
、
費
用
は
接
種
を
希
望
す
る
か

た
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ポ
リ
オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）
と
は
「
小

児
ま
ひ
」
と
い
わ
れ
て
い
る
病
気
で
、

我
が
国
で
は
3
0年
前
ま
で
は
流
行
し
て

い
ま
し
た
が
、
予
防
接
種
の
効
果
に
よ

り
、
国
内
で
の
自
然
感
染
は
昭
和

4
7年

加

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の

追
接
種

平成11年 4 月 10 日(±) (16) 



すすんで受けよラ定難健診

レントゲン・基本健診・肺がん検診・大腸がん検診

前立腺検診．腹部大動脈瘤検診日程表

実施日 曜日 1 時 間 会 場 該当地区

5 月 7 日

5 月 11 日

10:00~11 :30 斗合田
金ト--------―ーー斗合田集落センター—---------------
13:30~15:00 下江黒

10:00~11 :30 上江黒
火トー―--------―東部児童館―---------------
13:30~15:00 千津井

5 月 12日 I 水

5 月 14 日

5 月 19 日

5 月20 日

5 月21 日

10:00~11:30 田島集会所田島
------------------------------------------------
13:30~15:00 江口集落センター江口

10:00~11 :30 梅原（古森・梅東）
金トー―--------—梅原集落センター—---------------
13:30~15:00 梅原（梅中・梅西）

10:00~11 :30 川俣公民館川俣
水トー―--------- -----------------------------------

13:30~15:00 須賀公民館須賀

10:00~11 :30 大輪上
木トー一―----＿＿―-大輪転作促進研修施設ー―--------------
13:30~15:00 大輪下

10:00~11 :30 入ケ谷
金トー―--------―矢島公民館―---------------
13:30~15:00 矢島

町
で
は
、
平
成
1
1年
度
レ
ン
ト
ゲ
ン

基
本
健
診
．
肺
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん

検
診
•
前
立
腺
検
診
．
腹
部
大
動
脈
瘤

検
診
を
左
記
の
と
あ
り
行
い
ま
す
。
年

に
一
度
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
る
た

め
に
も
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
詳

し
い
こ
と
は
、
保
健
福
祉
課
ま
で
あ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
各
種
検
診
の
内
容
〉

基
本
健
診
（
無
料
）

問
診
・
身
体
計
測
・
血
圧
測
定
・
血

液
検
査
・
必
要
に
応
じ
て
心
電
図
．

眼
底
検
査
を
行
い
ま
す
。

肺
が
ん
検
診
（
無
料
）

指
定
容
器
に
3

日
分
の
早
朝
た
ん
を

と
り
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
会
場
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

5 月248
10:00~11:30 

月 トーー一――__----
13:30~15:00 

南大島下
南大島農構改善センタートー――-------------

南大島上

5 月27 日

10:00~11: 30 
ｷｷ - - -

木 [13:30~15:00

17:00~19:00 

大佐貫農構改善センター 1 太鉱貰

L新里
ター—---------------保健セン

明和町全域

5 月28 日

10:00~11 :30 

金「五―5ぷ五面 保健セン ター

中谷
1------------------

17:00~19:00 
明和町全域

大
腸
が
ん
検
診

(
S
o
o
円
）

指
定
容
器
に
2

日
分
の
便
（
ご
く
少
量

ス
テ
ィ
ッ
ク
に
つ
け
る
）
を
と
り
、
レ

ン
ト
ゲ
ン
会
場
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

前
立
腺
検
診
（
無
料
）

基
本
健
診
に
併
せ
て
採
血
し
ま
す
。

腹
部
大
動
脈
掴
検
診
（
無
料
）

5
月
2
7日
と

2
8日
の
保
健
セ
ン
タ
ー

で
の
基
本
健
診
に
併
せ
て
、
腹
部
超

音
波
検
査
、
下
肢
動
脈
触
診
等
の
検

査
を
実
施
し
ま
す
。
対
象
は
6
0歳
以

上
で
、
検
査
時
間
は
約
5

分
で
す
。

希
望
者
は
、
基
本
健
診
会
場
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

※
肺
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
の
申

し
込
み
者
に
は
、
後
日
検
査
セ
ッ
ト

を
配
布
し
ま
す
。

心
臓
か
ら
出
た
大
動
脈
は
、
体
の
中

心
を
走
っ
て
い
ま
す
。
腹
部
大
動
脈
は
、

そ
の
う
ち
お
腹
の
中
を
走
っ
て
い
る
部

分
を
言
い
ま
す
。
こ
の
大
動
脈
が
何
ら

は

か
の
原
因
で
腫
れ
て
膨
れ
て
し
ま
っ
た

も
の
が
動
脈
瘤
で
す
。

◆
動
脈
瘤
の
原
因
は
？

原
因
と
し
て
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
9
0％
以
上
が
動
脈
硬
化
に
よ

る
も
の
で
す
。
動
脈
硬
化
は
高
血
圧
や

高
脂
血
症
な
ど
を
合
併
し
や
す
く
、
日

本
で
は
、
食
生
活
の
欧
米
化
が
進
む
と

と
も
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
年
齢
的
に

は
、

5
0
1
7
0
歳
に
多
く
、
男
性
は
女
性

の
2

倍
か
ら
3

倍
み
ら
れ
ま
す
。

◆
症
状
は
？

特
定
の
症
状
と
い
っ
た
も
の
は
、
動

脈
瘤
が
あ
る
程
度
大
き
く
な
ら
な
い
と

あ
り
ま
せ
ん
。
大
き
く
な
れ
ば
腹
痛
、

腰
痛
が
現
れ
ま
す
が
、
特
徴
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
時
に
は
、
瘤
が
お
腹
に
触

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
瘤
が
破
裂
す

る
と
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
し
、
救
命
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
治
療
は
？

動
脈
硬
化
症
に
対
す
る
日
ご
ろ
か
ら

の
食
生
活
の
節
制
が
大
切
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、

動
脈
瘤
が
で
き
て
し
ま
っ
た
ら
、
外
科

的
か
内
科
的
に
何
ら
か
の
治
療
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
動
脈
瘤
の
大
き
さ
が
4

e
m以
上
で
あ
れ
ば
手
術
の
適
応
と
な
り

ま
す
。
小
さ
い
場
合
は
、
血
圧
を
で
き

る
限
り
低
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
経
過

を
み
ま
す
。

腹
部
大
動
脈
瘤
と
は
？

ポリオワクチン任意接種実施医療機関名簿

名 称 電話番号
オ旦当課・科

実施日時等 料金（担当者）

館林記念病院
72-3155 世よと鳥リや山ま

毎月第 1 、 3 失曜日 5000円
（館林市台宿町7-18)

太田福島総合病院
37-2378 小児科 毎月最終金曜日 3000円＋税

（太田市東今泉町875-1)

城山病院
電話予約により詞整 1600円十 6500円46-0311 医事課

実施人数（太田市飯塚町 1)

※必す前もって予約や確認の電話をしてください。

以
降
見
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
一
部
の
地

域
で
は
依
然
と
し
て
患
者
の
発
生
が
あ

る
た
め
、
今
で
も
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予

防
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(17) 平成11年 4 月 10 日(±)



町のスポーツ少年団の

仲間を募集します
詳しいことは、社会体育館へお問い合わせ

くださし＼。

募

集

＾
じ
｀
u簡↑！社会体育館

s (84) 4626 

海洋センター

8(84)5511 

. 
』. 9

、

少年団名 種i目 募集対象 定期活動日 活動場所

唄和東 J B C 野球 東小 2 ~ 6 年男女 毎週土・日・祝日 東小校庭

リ 卜 ）し／ 甲 和 野球 西小 2 ~ 6 年男女 毎週水・土・日 西小校庭

甲和西バレー バレーボール 東小•西小 3 ~ 6 年男女 毎週火・水•土 社会体育館

甲 和 剣 友 会 剣道 東小・西小 1 ~ 6 年男女
毎週水•土

武道館
第 2 土曜日 (900~11 30) 

唄 和 F C サッカー 東小・西小 2 ~ 6 年男 毎週木•土・日 西小北校庭

咀和西ウルトラナインズ 野球 西小 2 ~ 6 年男女 毎週土・日 西小校庭

咀和レスリングクラブ レスリング 東小・西小 1 ~ 6 年男女 毎週火・土 武道館

第
回
明
和
町
剣
道
大
会

ー 結

◇
期
日

◇
会
場

ー
ト

◇
対
象
小
学
生
以
上
の
男
女

◇
募
集
人
数
2
0
人
（
先
着
順
）

◇
費
用
4
5
0
円
（
保
険
料
）

◇
申
し
込
み
4
月
1
6
日
固
か
ら
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

町
制
施
行
記
念
第
1
回
町
剣
道
大
会

が
3
月
1
4
日
、
社
会
体
育
館
で
開
か
れ
、

町
内
の
剣
士
の
ほ
か
近
隣
市
町
か
ら
も

合
わ
せ
て
2
4
団
体
、
約
3
0
0
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
小
・
中
・
高
校
生
お
よ

び
一
般
の
参
加
者
は
、
日
ご
ろ
の
鍛
錬

の
成
果
を
発
揮
し
、
熱
戦
を
展
開
し
ま

し
た
。本

町
で
は
、
次
の
か
た
が
た
が
入
賞

し
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

優
勝
▽
金
子
春
江
（
高
校
一
般
女
子

の
部
）

フ―

5
月
＼
6
月
5
回

ふ
る
さ
と
の
広
場
テ
ニ
ス
コ

ス
講
習

会

熱戦を繰り広げる参加者 入賞した皆さん

準
優
勝
▽
池
田
翔
（
小
学
生
商
学
年

男
子
の
部
）
▽
寺
内
恒
太
郎
（
高

校
一
般
男
子
二
段
以
下
の
部
）
▽

久
保
庭
英
子
（
高
校
一
般
女
子
の
部
）

3
位
▽
田
部
井
康
平
（
小
学
生
低
学

年
の
部
）
▽
石
倉
麻
裕
美
（
小
学

生
高
学
年
女
子
の
部
）
▽
清
水
綾

（
中
学
生
男
子
の
部
）
▽
鈴
木
隆
（
吉
向

校
一
般
男
子
二
段
以
下
の
部
）
▽

池
田
行
正
（
高
校
一
般
男
子
二
段
以

下
の
部
）
▽
桑
原
長
―
―
―
（
高
校
一

般
男
子
三
段
以
上
の
部
）

平成11年 4 月 10 日山 (18) 



職
員

4
月
1
日
付
け
で
教
職
員
の
人
事
異

動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。〔

転
出
〕
（
）
は
転
出
先

▽
邑
楽
中
野
東
小
教
頭
冨
成
隆
司

（
東
小
）
▽
館
林
六
小
奥
澤
京
子
（
東

小
）
▽
館
林
三
小
関
口
彰
（
東
小
）

▽
太
田
城
西
中
細
谷
寿
夫
（
東
小
）

▽
邑
楽
中
野
小
設
楽
隆
（
西
小
）
▽

太
田
韮
川
西
小
井
戸
貴
子
（
西
小
）

▽
大
泉
南
中
帆
足
千
明
（
明
中
）
▽

在
外
教
育
施
設
・
米
・
シ
カ
ゴ
日
本
人

学
校
横
川
猛
（
明
中
）
▽
新
田
生
品

小
剣
持
薫
子
（
明
中
）
▽
太
田
韮
川

小
柳
幸
真
（
明
中
）
▽
館
林
三
小

小
澤
清
子
（
明
中
）

〔
転
入
〕
（
）
は
前
任
校

▽
東
小
野
口
順
子
（
千
代
田
西
小
）

▽
東
小
川
島
健
治
（
館
林
十
小
）
▽

西
小
橋
本
政
明
（
邑
楽
長
柄
小
）
▽

西
小
飯
塚
節
子
（
館
林
三
小
）
▽
西

小
原
正
江
（
玉
村
中
央
小
）
▽
明
中

校
長
石
塚
一
生
（
板
倉
北
小
校
長
）

▽
明
中
鈴
木
由
起
彦
（
板
倉
西
小
）

▽
明
中
野
木
村
崇
（
千
代
田
中
）
▽

明
中
石
島
秀
一
（
太
田
南
中
）
▽
明

中
正
田
博
之
（
板
倉
中
）
▽
明
中

丹
羽
葉
子
（
邑
楽
高
島
小
）
▽
明
中
置

籍
〔
県
教
育
セ
ン
タ
ー
〕
川
田
恵
美

子
（
館
林
七
小
）

教 教
職
員
. 

員

4
月
1
日
付
け
で
町
職
員
の
人
事
異

動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
（
）
は
前
職

総
務
課

▽
財
政
防
災
係
長
橋
本
貴
好
（
財

政
交
通
係
長
）

税
務
課

▽
固
定
資
産
税
係
福
田
和
寿
（
環

境
保
健
課
環
境
保
全
係
）

保
健
福
祉
課

▽
保
健
福
祉
課
長
堀
口
正
敏
（
福

祉
課
長
）
▽
高
齢
福
祉
係
長
（
課
長

兼
務
）
▽
高
齢
福
祉
係
長
代
理
吉

田
好
江
（
環
境
保
健
課
健
康
指
導
係
長

代
理
）
▽
高
齢
福
祉
係
立
岡
い
ち

子
（
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
）
▽
同

尾
花
佐
知
彦
（
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
I
I

館
林
市
か
ら
派
遣
）
▽
同
村
田
安

正
（
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
）
▽
同

清
水
美
津
江
（
税
務
課
固
定
資
産
税
係
）

▽
保
健
福
祉
課
1
1

館
林
市
へ
派
遣
宮

田
高
志
（
福
祉
課
）
▽
児
童
福
祉
係

長
福
島
義
雄
（
福
祉
課
児
童
福
祉
係

長
）
▽
児
童
福
祉
係
島
田
圭
子
（
福

祉
課
児
童
福
祉
係
）
▽
保
健
福
祉
係

町

職

町
職
員
の
人
事
異
動

〔
新
採
用
〕

▽
東
小
福
島
正
太
郎

〔
退
職
〕
（
）
は
前
職

▽
橋
本
千
城
（
明
中
校
長
）

長
篠
木
真
一
郎
（
福
祉
課
高
齢
福
祉

係
長
）
▽
保
健
福
祉
係
蓮
見
幸
夫

（
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
）
▽
同
高

瀬
静
子
（
環
境
保
健
課
健
康
指
導
係
）

▽
同
高
柳
順
子
（
環
境
保
健
課
健
康

指
導
係
）
▽
同
荒
木
佳
代
子
（
環

境
保
健
課
健
康
指
導
係
）
▽
同
高

橋
由
香
利
（
環
境
保
健
課
健
康
指
導
係
）

▽
中
央
保
育
園
木
村
涼
子
（
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）
▽
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
奈
良
京
子
（
中
央
保
育

園
）
▽
同
小
平
清
子
（
西
幼
稚
園
）

環
境
課

▽
環
境
課
長
須
永
賢
一
（
環
境
保

健
課
長
）
▽
環
境
保
全
係
長
落
合

康
秀
（
環
境
保
健
課
環
境
保
全
係
長
）

▽
環
境
保
全
係
吉
田
博
之
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館林邑楽地区 館林地区 千代田 変更※に • 耳鼻科 科人の • 祝は日板倉地区
明和地区

休 産婦人科 耳鼻科 内科外科

なにみI 
4 月 25 日

小西医院合村クリニック 後藤（内）医院川島脳外科 わだ5せりリニiy') 竹越医院 場＾口るロり 闘限吟9間99) 一 一ft (86) 2261 ft (70) 2221 ff (72) 0134 匹 (75)5511 8 (77)2727 匹 (84)3137

日 4 月 29 日
上野医院小曽根医院

匹 (72)3330 ff (72) 7707 まは (7匹2) 

5 月 2 日
真中医院小倉医院 森下医院慶友病院 館林地区と 館林地区と ］孟 3
匹 (72) 1630 匹 (72)0606 B (73) 7776 B (72) 6000 同じです。 同じです。 五認 1 1 

当 菅沼医院海宝病院 時ま 4 ー  
5 月 3 日

匹（72)9090 匹 (74)0811
しで ‘-が—' 

てで り
岡田医院岡田医院

かす

5 月 4 日 ら゜

番 匹（72)3163 8(72)3163 竺日多 ま
大石医院慶友病院 しす。

5 月 5 日
匹（74)2362 匹 (72)6000 : 因科

医 5 月 9 日
浜野病院大神医院 横田（善）医院永寿堂医院 井上医院 館林地区と 摩・
匹(88)5678 ff (62) 2200 ft (72) 4970 ft (72) 4469 B (82) 1131 同じです。 し 。、 外科、

5 月 16 日
白沢医院 川田（耳）医院 堀越医院 最上医院 増田医院 小西医院 喜匹（72)1600 匹 (72)3314 8(73)4151 匹（74)3763 匹 (82)2255 匹 (86)2261 

ヽ

(19) 平成11年 4 月 10 日(±)



こどもエコクラブ募集

県庁環境政策課

匹 027(223)1111

平成11年度のこどもエコクラブを

募集します。このクラブは、地域で

環境活動を行う小・中学生のグルー

プです。 2 人以上のクラブ員（小・

中学生）と活動を応援してくれるサ

ポーター（大人）で、クラブとして

登録します。

登録すると「こどもエコクラブ全

国事務局」からクラブのメンバーと

して手帳・バッジが配布されるほか、

各種イベントに参加できます。

◇申込時期随時

◇申込方法 所定の申込用紙を役場

環境課8(84)4686で配布します。

国税専門官募集

l 館林税務署 匹（72)4373 こ
◇受験資格昭和47年 4 月 2 日～昭

和53年 4 月 1 日生まれの人

◇試験程度大学卒業程度

◇申込受付期間 5 月 6 日（木）～ 5 月

13 日（木） （窓口申込の場合）

◇試験日

0 第 1 次試験 6 月 19 日田および20

日（日） 0 第 2 次試験 8 月 19 日（木）

または20 日（金）

◇申込書の請求・問い合わせ先館

林税務署総務課ヘ

登記インフォメーションサー

ビスをご利用〈ださい

前橋地方法務局

匹 027(221)4464

法務局では、 3 月 8 日から全国の

登記所の案内図および不動産登記手

続、商業登記手続に関する情報等を

電話回線（プッシュ式）を利用して

24時間音声またはファックスによっ

て入手できる登記インフォメーショ

ンサービスを開始いたしました。

登記に関するご質問に24時間お答

えしますのでご利用ください。

◇登記インフォメージョンサービス
TEL 027-260-8181 

◇問い合わせ サービスの内容等詳

しくは前橋地方法務局登記部門に

お尋ねください。

入漁証行使料金が

決まりました

東毛漁業協同組合（伊勢崎市）
ft 0270 (26) 1143 

平成11年度入i魚証行使料金および

河川または地区区分は、下記のとお

りです。

◇入漁証行使料金

0全漁券 4,300円…コロガシ、友釣、

ドブ釣、流し釣

0投網券 6,400円…投網

0学童券 （中学生300円、小学生以

下無料）…県下共通

◇河川まだは地区区分

〇利根川本支流（福島橋より下流五

料合流地点を経て埼玉共第 9 号板倉

地先まで） 〇滝川（東毛漁協地区）

0広瀬川 0粕川（伊勢崎佐波地区）

〇蛇川 0 石田川 0 早川（新田、

太田地区）

標準小作料が

決まりました

農業委員会（経済課内）
匹 (84)3111 

3 年に一度変更となる小作料の標

準額が、次のように決定しました。

これは平成11年 4 月 1 日から適用

となっています。

農地の区分 小作料の標準額 備考

田の部 14,000円 水稲

畑の部 9,000円 小麦

会
館林邑楽 B B S 会

募員 集

l 館林邑楽 BBS会冗（73)3638 こ
館林邑楽BBS 会では、現在、会

員を募集しています。

同会は、不幸にして社会のレール

を踏みはずした青少年たちの兄•姉・

友達となって彼らの立ち直りを一緒

に考えたり、非行や犯罪を生みだす

環境を少しでもよくするために活動

しています。社会を明る＜する運動

への参加や、施設訪問、映画会の開

催、また、レクリエーションやスキ

ーツアーなど多方面の活動もしてい

ます。一緒に活動してみませんか。

お気軽にご連絡ください。

労働保険の年度更新手続きは 5 月20 日までです。 群馬労働基準局

4 月 1 日から介護休業

給付制度がスタート

l ／＼ローワーク館林 m(75)8609 --
「育児・介護休業法」が、事業主

に義務づけられたことに伴い、労働

者が介護休業を取得しやすくし、そ

の後の円滑な職場復帰を援助促進す

ることを目的として『介護休業給付』

制度が創設されます。

家族等の介護休業を取得した雇用

保険の一般被保険者（在職者）で、

一定の条件を満たしたかたに介護休

業給付が、休業開始時点の賃金月額

の25名支給されます。

※お問い合わせは、ハローワーク館

林（館林公共職業安定所）適用係ま

でご連絡ください。

日野皓正～菊地雅章

デュオチャリティーコンサート

館林ローターアクトクラブ・コン
サート事務局 8(72)9364 

館林ローターアクトクラブでは、

「日野皓正～菊地雅章デュオ」チャリ

ティーコンサートを開催します。

◇日時 4 月 24 日田午後 6 時開場

午後 7 時開演

◇場所館林市文化会館大ホール

◇入場料 5,000円（全席自由席）

◇問い合わせ 館林ローターアクト

クラブ・コンサート事務局

※収益の一部は、ダルニー奨学金制

度に寄附され、タイの貧しい子ども

たちが十分な教育を受けるために役

立てられます。

第 1 回緑化センター祭り

l 県緑化センター 公 (88)7188
緑化センター祭り開催実行委員会

では、より身近で親しまれる県有施

設とするため緑化センター祭りを次

のとおり開催します。

◇日時 4 月 28 日（水）～ 29 日（木） 午前

10時～午後 4 時

◇場所 県緑化センター内芝生広場

◇催物 緑化相談所、庭づくり相談

所、無料苗木配布（各日先着150名）、

園芸用品販売、花と緑の販売、演

芸ステージ、抽選会 (29 日のみ）、

軽食コーナーなど

平成11年 4 月 10 日田 (20) 
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町の無料法律相談

日時＝ 5 月 10 日旧）

午前10時～午後 1 時

場所＝役場会議室

内 容＝法律一般事項

対象＝明和町民

担当者＝丸山弁護士

受付＝ 5 月 1 日から 8 日までに総

務課へお申し込みください。

乳幼児健診

日時＝ 5 月 13 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

場所＝保健センター

対象者＝ 10年5月、 10月、 11年 1 月、

9年5月生

健 康 相 三火
畝

◎準備講習会

◇日時 5 月 28 日（金）午前 9 時

◇会場館林市郷谷公民館

◇受講料 6,800円

◎試験

◇日時 6 月 27 日（日）午前 9 時

◇会場太田市関東学園大学ほか

◇受験料甲種5,000円

乙種3,400円

丙種2,700円

◎受付期間 5 月 10 日（月）～ 19 日（水）ま

でに明和分署へ

日時＝ 5 月 6 日（木）

午前 9 時30分～ 10時30分受付

場所＝保健センター

人権·行政·心配ごと相談

日時＝ 5 月 17 日旧）

午前10時～午後 3 時

場所＝役場会議室

交通事故相談

日時＝ 5 月 13 日（木）

午前10時～午後 4 時

場所＝館林市役所

年 金 相 吾火
ロ火

日時＝ 5 月 20 日（木）

午前10時～午後 3 時

場所＝館林市役所

今 月 の納税

軽自動車税、国民年金保険料、水道

料金

糸内其月闊艮＝ 4 月 30 日（金）

町営住宅

入居者募集

l 役場建設課 匹（84)3111 こ
町では、町営住宅の入居者を募集

しています。

◇募集している住宅

南大島・新田団地 1 戸

◇家賃 収入（所得）によって異な

ります

※入居資格等詳しくは役場建設課ヘ

危険物取扱者試験

l 明和分署
8 (84) 3131 

マナーアップドライブ200

参加チーム募集

県庁交通政策課

B 027(223) 1111 

5 人 1 組で期間中、無事故・無違

反の達成を目指すマナーアップドラ

イブ“200” コンテストを実施します。

◇実施期間 6 月 15 日（火）～ 12月 31 日

（金）までの 200 日間

◇参加資格

・県内に在住または通勤・通学して

いる人（高校生は通学許可証を受

けている人）

・自動車運転免許証（原付含む）を

有している人（ただし、ペーパー

ドライバーを除く）

◇参加費 l チーム1, 000円

◇募集期間 4月 15 日（木）～ 5 月 31 日旧）

◇申込用紙配布場所 役場住民課窓

口、明和駐在所ほか

◇達成特別賞 無事故・無違反を達

成したチームには、抽選によりハ

ワイ旅行招待券や国内旅行券など

の特別賞を贈呈します。

(21) 平成11年 4 月 10 日(±)

地域振興券取扱店に

2 業者を追加登録

l 役場経済課 公 (84)3111
地域振興券取扱店に新里のホワイ

ト急便新里店（クリーニング業）と

新里の両毛ヤクルト明和店（飲食料

品小売）が特定事業者として追加登

録になりました。

ふれあい看護体験

参加者募集

l 館林厚生病院 匹（72)3140
群馬県看護協会館林地区支部では、

例年、高校生を対象に実施しており

ます「ふれあい看護体験」を今年度

は、一般のかたについても実施する

ことになりました。

◇日時 5 月 12 日（水） 午前 9 時30分

～午後 4 時

◇場所館林厚生病院

◇対象者一般20名

◇内容 看護婦の仕事の見学と患者

とのふれあい

◇申し込み 4 月 28 日（水）までに館林

厚生病院へ

自衛隊幹部候補生

採用試験

自衛隊群馬地方連絡部太田出張所

8(45)5563 

陸上自衛隊 一般幹部候補生

一般幹部 一般要員

海上自衛隊 候補生 飛行要員
採用区分

技術幹部候補生

一般幹部 一般要員
航空自衛隊

候補生 飛行要員

受験資格
22歳以上26歳未満の人

（大学院修士課程者は28歳未満）

受付期限 5 月 14 日（金）

『 1 次試験』

5 月 29 日出
5 月 30 日（日）飛行要員のみ

『 2 次試験』
試験日 6 月 29 日似）～ 7 月 1 日（木）の内

指定する 1 日

『 3 次試験』
航空自衛隊飛行要員のみ

7 月 31 日出～ 8 月 12 日（木）

最 不1，欠こ 『陸海上自衛隊』 9 月 1 日（水）
合格発表 『航空自衛隊』 9 月 10 日倫）

◇受付・問い合わせ 自衛隊群馬地方連絡部太
田出張所

「広報めいわ」は資源保護のため今月号から再生紙を使用しています。
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: 町の人口と世帯 男 5,849人・女 5,809人 [: 

• i 4 月 1 日現在（対前月比） 〈 3 月中の動き〉 ] 
．：世帯数 3,342戸(+ 9) 出生 5 人・死亡 5 人
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0
0

年
を
迎
え
る
の

を
機
に
「
小
冊
子
」
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
近

年
、
地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
の
関
心
が
高
ま

っ
て
い
る
中
で
、
こ
の
事
件
を
振
り
返
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
身
近
な
環
境
問
題
に
取
り
組
む
契

機
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
⑯

5

月
9

日
に
は
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
、

町
長
や
各
課
局
長
が
、
今
年
度
に
行
う
事
業
な

ど
を
説
明
す
る
「
主
要
施
策
説
明
会
」
が
行
わ

れ
ま
す
。
町
の
事
業
な
ど
を
知
る
絶
好
の
機
会

で
す
の
で
、
皆
さ
ん
が
お
出
掛
け
に
な
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。
◎

入
園
、
入
学
式
も
終
わ
り
、
晴
れ
て
幼
稚
園

児
や
小
学
一
年
生
に
な
っ
た
児
童
や
生
徒
。
ま

だ
、
通
学
に
も
慣
れ
て
い
な
い
た
め
、
危
険
を

予
測
で
き
ず
思
わ
ぬ
事
故
を
引
き
起
こ
す
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
通

勤
通
学
に
は
十
分
ゆ
と
り
を
持
っ
て
、
安
全
な

運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
⑬

は
資
源
保
護
の
た
め
今
月
号
か
ら
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

急
3 月の救急車出動回数

病 12件 交通事故 6 件

代
表

南
雲
み
ゆ
き

-
l
r
nじ
ク
ス

Iス
―-
9ッ
1
ア
ッ
1
I

：ぺ入—←·itーゞ<·-`．っへよ―` `→ヽ3· 9.,._s· 呵， 9/ヽ·―`·‘”'·"‘ン・シ、5←·`‘シ-Cァi,'よべ 更／す S•9｀今3··i <.シ―’-t.こ•ゞナ、し；て '.9―◇3ク今S―`··, ←ゞ文L.、今ユーー·しすぐ3~·r ゃ
: その他 4 件 合 計 22件

渡
邊

根
岸

松
本

ぇ
切
、

4
》

, 

女

ふ
あ
く
や
み
ふ

氏
名
年
齢
世
帯
主

植
竹
秀
一

5
3

中
島
春
男

7
0

日
比
野
と
し
子
6
8

鈴
木
定
雄

7
4

岩
崎
昭

4
9

井齋
野藤氏
友ゅ

塁｀｀；悶： ；げ喜
雅利康浩京教夏勝静剛言で
子雄代子子夫江直名た？

性
男男女男別

入新田大梅地薮大南矢中大地薮

；里島貸原区喜輪互島谷輪区喜
% % % % ％腔 % % % ％弧闘

※掲載を希望されないかだは、届け出の際に申し出てください。

平成11年 4 月 10 日(±) (22) 
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ME/WA TOWN 

入園あめでとう

幼稚園の入園式で園の生活に胸を膨らませた

子どもたちが、父母と一緒に記念撮影に臨み

ました。 （中央幼稚園）

／ー今月の主な紐面一万

•平成 10年度町の尉政状況……②～③

・行政改革大綱の男直し……………④

•町政功労者2人を表彰……………⑤
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地方交付税（

諸 2億4,176万吼千円
2億3ど四互已千円 (95.5%)

国庫支出金(―逼三：言只闊 (43.2%)

金（

収 入

7億7,279万 1 千円
7億8,642万9千円（ 101.8%)

’ 収入割合（ ）書
(93.4%) 

繰 越
r ¥ 

2億2,0$$万円
I I 

2億2,065万円（ 100%)

繰 入 金

’ 
T¥  

1 億3,094万4千円
I'I 

8↓652万8干円 (66.1%)

そ の 他 3億9,964万3千円
3億4,449万3千円 (86.21%)

15 1 0 5
 

言讐，冑昇□□

髯塁言阜円こ］
※その他…地方消費税交付金、
地方譲与税、自動車取得税交付
金、町債、使用料及び手数料、
分担金及び負担金、財産収入、
利子割交付金、寄附金、交通安
全対策特別交付金

。（億円）

14億 1,721 万8千円
12億5,486万8干円 (88.5%)

” 支出割合（ ）書
(80.3%) 

ロロ言璧，雷］円

こ二言甕6口｀

公
a
爺 務 費

8億 1,782万2千円
7億 1,582万4千円 (87.5%) ）民 生 費

v億 1 闊88万4千円
5億5,717万9干円 (77.8%)

教 育 費

※その他•消防費、議会費、商工費、
労慟費、予備費、諸支出金

6億7,838万3千円
籍億3: 108万2千円 (48.8%)

億
億
4

4

 

）土

三
言冒言言干（＼ □％）ー）衛生費）

｀二\--)農林水産業費）

rベ

247万9干胴
77万3干円 (99.6%)

2億2,900万5千円
1 億3,743万2千円

木 費

予算の概況
（平成 11 年3月 31 日現在）

こ
の
公
表
は
、
財
政
概
要
の
作
成
及

び
公
表
に
関
す
る
条
例
（
町
条
例
第
三

十
五
号
）
に
基
づ
き
、
町
の
財
政
状
況

が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
、

几
又
舟

会

計

町
民
の
皆
さ
ん
に
あ
知
ら
せ
芍
る
も
の

で
す
。
合
回
は
、
平
成
十
年
度
（
平
成

十
＿
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）
の
予
算

執
行
状
況
を
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
あ
、
出
納
整
理
期
間
が
五
月
三
十

一
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
決

算
額
と
異
な
り
ま
す
。
決
算
額
は
、
広

報
め
い
わ
十
月
号
で
あ
知
ら
ピ
し
ま
す
。

平
成
十
年
度
は
、
町
制
施
行
の
実
施
、

保
育
園
・
幼
稚
園
の
統
合
施
設
整
備
の

3億3,370万6千田）
3億 533万3千円＇（91.5%)

そ の 他

推
進
、
福
祉
作
業
所
の
整
備
、
公
共
下

水
道
事
業
の
推
進
、
西
小
学
校
南
校
舎

耐
震
補
強
事
業
な
ど
各
分
野
の
事
業
を

積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
だ
。

※
出
納
整
理
期
間
と
は

出
納
整
理
期
間
と
は
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
よ
り
、
会
計
年
度
終
了
（
三

月
三
十
一
日
）
後
、
翌
年
度
の
四
月
一

日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
二
か
月

間
を
い
い
ま
す
。

□□ 
歳 入 歳 出

予算現額
収入済額 収入割合 支出済額 支出割合

老人保健 7億9,961万円 7億2,253万5千円 90.4% 7億360万6千円 88.0% 
I 

国民健康保険 6億4,048万9千円 5億5,271万8千円 86.3% 5億3,659万2千円 83.8% 

特
別
会
計

平成11年 5 月 10 日旧） (2) 



町有財産あよび町債の状況（平成11 年3 月 31 日現在ただし、基金・現金は平成 11 年4 月 13 日現在）
50 100 150億円

財産

町債

基金

43億2,845万9千円

借入金残高見込

24億3 ,431 万6干円

土地 建物L ---17万1,174m2 - 3万2,517m2
（目盛配分は地価公示価格の7割で試算） （取得価格で試算）
現金 6億3,213万5千円

財 産 町債

区分

土 I 行政財産
I 

地i普通財産

建 物

面積

16万8,473m2

2,701 m2 

3万2,517m2

土地、建物面積とも水道会計取得分、

区 分 現在高

！財政調整基金！ 11 億9,189万7千円
基i，減債基金 1 8億1,097万8千円
l 1 

金 1
l ふるさとづくり基金 l 3億7,042万2千円

l その他の目的基金 I 19億5,516万2干円

区 ノ刀\ 借入金残高見込

教 コ自 債 13億8,395万6千円

土 木 債 4億2,803万8千円

農林水産業債 3億4,228万7千円

そ の 他 2億8,003万5千円

合 計 24億3,431 万6千円道路分は含まれません。 1 現 金 | 6億3,213万5干円 I L__

※ただし、町債は昭和53年度から平成10年度借入分までの累計残高です。なお、平成9年度決算による本町の起債制限

比率は6.0％となっています。なお、この比率が20％を超えると借入れの制限を受ける場合があります。

住民の税等の負担状況

区 ノ刀\ 町民税 固定資産税 区 ノ刀\ 国民健康保険税

14億2,973万2千円 9億2 366万9千円
国

調定額 A 国民健康保険税 A 2億8,179万3千円
18億5,275万2千円 ' 

般 人口 B 1万1,658人 被保険者数 B 3,901人

I 対人口割 A/B| 15万8,925 円 ［ー／万9,230 円会 対加入者負担 A//B 7万2,236 円

計
戸数 c 3,342戸 加入世帯数 c 1,656戸

対戸数割 A/c 55万4,384円 27万6,382 円 対世帯数負担 A/c 17万164 円

※調整額の2段書上段は法人税

水道事業 会計 I （平成 11 年3 月 31 日現在）

給水人口 11,596人 給水栓数 3,705栓 普及率 99.47%

区 ノ刀\ 予 算 額 収入支出済額
予算に対する
執行率

収入 2億5,551万5千円 2億3,146万円 90.6% 
収益的収支i

支出 2億4,926万5千円 2億2,232万8千円 1 89.2% 

収入 6,239万8千円 5,000万円 I 80.1% 
資本的収支’

（平成 11 年3 月 31 日現在）

固定資産の状況

区 ノ刀\ 帳簿価格

土 地 5,627万3,163 円

建 物 2億53万6,738 円

構 築 物 9億1,896万6,795 円

機械および装置 3億61万5,900 円

車両および運搬貝 4万2,415 円

工貝器貝および備品 57万334円

合 計 14億7,700万5,345 円支出 I 1億4,118万8千円| 1億240万3千円| 72.5% 

※資本的収支において不足する 5,240万3千円は過年度損益勘定留保資金2,175 1昔入資本金の状況
万4千円、建設改良積立金2,000万円、減債積立金606万8千円、当年度分消

費税資本的収支調整額458万1千円で補てんします。 1 企業債現在高 1 6億9,995万2,872 円 I

(3) 平成11年 5 月 10 日伺）



事務事業等を見直しました

基
本
方
針

町
で
は
、
簡
素
で
効
率
的
な
町
政
の
実
現
を
図
る
だ
め
、

行
政
改
革
推
進
本
部
を
設
置
の
う
え
「
第
2

次
明
和
町
行

政
改
革
大
綱
」
を
平
成
8

年
度
に
策
定
し
、
行
政
改
革
を

推
進
し
て
き
ま
し
だ
。
こ
の
大
綱
は
平
成
1
2
年
度
ま
で
の

概
ね
5

年
間
の
計
画
を
定
め
だ
も
の
で
す
が
、
地
方
公
共

団
体
を
め
く
る
社
会
経
済
情
況
の
変
化
や
地
方
分
権
、
行

財
政
改
革
の
推
進
の
動
き
な
ど
、
現
状
を
改
め
て
認
識
の

lつ
え
、
国
の
新
指
針
に
基
づ
き
、
こ
の
だ
び
大
綱
の
一
部

見
直
し
を
行
っ
だ
も
の
で
す
。
な
あ
、
名
称
を
「
明
和
町

新
行
政
改
革
大
綱
」
と
改
め
ま
し
だ
の
で
、
合
回
改
訂
さ

れ
だ
事
項
の
概
要
を
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

近
年
少
子
高
齢
化
、
情
報
化
、
人
口

の
増
加
等
に
よ
る
生
活
の
質
、
環
境
へ

の
関
心
が
高
ま
る
な
か
で
、
地
方
の
自

主
性
を
重
ん
じ
た
地
方
分
権
の
推
進
が

実
施
の
段
階
に
至
り
、
地
方
公
共
団
体

の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な

っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
従
来
よ
り
住
民
福
祉
の
向
上

と
、
町
行
財
政
全
般
の
見
直
し
を
図
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
増

大
す
る
行
財
政
需
要
を
効
率
的
に
、
簡

素
で
わ
か
り
や
す
い
運
営
を
、
今
後
な

お
一
層
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
自
ら
の

責
任
に
お
い
て
、
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
に
柔
軟
か
つ
弾
力
的
に
対
応
で
き
る

町
行
政
運
営
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
た

め
、
こ
こ
に
新
た
に
行
政
改
革
大
綱
を

定
め
、
行
政
改
革
を
推
進
す
る
も
の
で

す
。

①
事
務
事
業
の
見
直
し

▽
事
務
事
業
の
合
理
化
の
項
目
に
「
受

益
者
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
を
記

載
し
ま
し
た
。

（
特
に
財
政
負
担
の
公
平
を
期
す
た
め

公
費
か
受
益
者
の
負
担
か
の
区
分
を
明

確
に
し
、
併
せ
て
受
益
者
負
担
の
軽
減

は
必
ず
し
も
地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り

に
反
映
さ
れ
な
い
と
い
う
意
識
を
高

め
、
も
っ
て
財
政
負
担
の
軽
減
を
図
り

ま
す
。
）

▽
補
助
金
等
の
整
理
統
合
の
項
目
に

「
事
業
振
興
お
よ
び
団
体
育
成
補
助
金

重
点
事
項

ど

: 
未来を担う保育園児たち

②
時
代
に
相
応
し
だ
組
織
、

機
構
の
見
直
し

に
つ
い
て
」
を
記
載
し
ま
し
た
。

（
事
業
振
興
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
目

的
を
達
成
し
た
も
の
の
洗
い
出
し
を
行

い
、
団
体
育
成
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

当
該
団
体
へ
の
指
導
を
行
い
ま
す
。
）

▽
「
財
政
の
健
全
化
関
係
」
を
新
た
に

設
け
「
自
主
財
源
の
確
保
に
関
し
、
徴

収
率
に
つ
い
て
の
数
値
目
標
」
を
記
載

し
ま
し
た
。

（
近
年
、
景
気
を
反
映
し
て
か
税
の
滞

納
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
今
ま
で
に
増
し
て
滞
納
整
理
を
実

施
し
、
徴
収
率
の
向
上
を
図
り
自
主
財

源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
数
値
目
標
は
、

前
年
度
以
上
の
徴
収
率
と
し
ま
す
。
）

▽
時
代
に
相
応
で
き
る
組
織
、
機
構
の

検
討
の
項
目
に
「
保
育
園
、
幼
稚
園
統

合
に
係
る
（
各
3
園
を
各
l

園
に
統
廃

⑥
効
率
的
な
会
館
等
公
共
施
設

の
設
置
あ
よ
び
管
理
運
営

合
す
る
）
数
値
目
標
」
を
記
載
し
ま
し
た
。

▽
外
郭
団
体
の
業
務
の
効
率
化
運
営
の

推
進
の
項
目
に
「
社
会
福
祉
協
議
会
に

つ
い
て
」
を
記
載
し
ま
し
た
。

▽
適
正
な
定
員
の
管
理
の
項
目
に
「
計

画
期
間
中
は
現
在
の
職
員
数

(
1
3
2

名
）

と
す
る
数
値
目
標
」
を
記
載
し
ま
し
た
。

▽
給
与
制
度
の
適
正
運
用
の
推
進
の
項

目
に
「
自
動
車
運
転
業
務
手
当
（
特
殊

勤
務
手
当
）
の
廃
止
に
係
る
数
値
目
標
」

を
記
載
し
ま
し
た
。

▽
専
門
技
術
職
員
の
確
保
の
項
目
に

「
県
等
へ
の
実
務
研
修
職
員

(
3名
）

の
数
値
目
標
」
を
記
載
し
ま
し
た
。

▽
計
画
的
な
事
務
の
O
A

化
の
推
進
の

項
目
に
「
パ
ソ
コ
ン
の
一
人
1

台
化
の

数
値
目
標
」
を
記
載
し
ま
し
た
。

▽
「
情
報
公
開
の
推
進
」
を
新
た
に
設

け
「
情
報
公
開
条
例
制
定
に
向
け
た
検

討
委
員
会
の
推
進
」
を
記
載
し
ま
し
た
。

▽
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
強
化
の
項
目

に
「
広
域
圏
に
お
け
る
相
互
利
用
」
を

記
載
し
ま
し
た
。

▽
管
理
委
託
等
の
推
進
の
項
目
に
「
委

託
と
直
営
の
再
検
討
」
を
記
載
し
ま
し

こ
。t
 

⑤
行
政
の
情
報
化
の
推
進
等
に

よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

④
効
果
的
な
行
政
運
営
と

職
員
の
能
力
開
発
等
の
推
進

③
定
員
管
理
あ
よ
び
給
与

の
適
正
化
の
推
進

平成11年 5 月 10 日旧） (4) 



一
，

平成 1 1年度

斎藤町長から表彰される受賞者

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
（
委
員
長
）

安
見
智
尋
さ
ん

（
新
里
）

永
年
に
わ
だ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に

あ
い
て
、
町
政
発
展
に
寄
与
さ
れ
だ
か

た
を
表
彰
す
る
「
平
成
十
一
年
度
町
政

功
労
者
表
彰
式
」
が
四
月
二
十
七
日
、

役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
だ
。
合
回

受
賞
さ
れ
た
か
だ
が
だ
は
、
安
見
智
尋

さ
ん
、
大
石
守
さ
ん
の
二
人
で
、
町
政

発
展
と
町
民
福
祉
の
増
進
に
ご
尽
力
い

だ
だ
き
ま
し
だ
。
あ
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

•
明
和
中
学
校
医

（
検
診
・
予
防
接
種
医
）
1
1

昭
和
5
0

年
4
月
1

平
成
1
1
年
3
月
(
2
4
年
）

大
石

守
さ
ん（

館
林
市
）

町
政
功
労
者

1
1

昭
和
5
9
年
4
月
＼
平
成
4
年
4
月

(
8年
）

・
文
化
財
保
護
調
査
員
1
1

平
成
6
年
4

月
＼
平
成
1
0
年
3
月
(
4年
）

・
社
会
教
育
委
員
1
1

平
成
7

年
4
月
＼

平
成
1
1
年
3
月
(
4年
）

・
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
（
委
員
長
）

1
1

平
成
7

年
4
月
＼
平
成
且
年
3
月

(
4年
）

・
文
化
協
会
長
1
1

平
成
7

年
4
月
＼
平

成
1
1
年
3
月
(
4年
）

※
免
除
を
受
け
だ
期
間
は

年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間

に
は
な
り
ま
す
が
、
年
金
額
は
通
常

の
3
分
の
1

に
な
り
ま
す
。

免
除
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
は
、

過
去
1
0
年
以
内
に
限
り
一
定
額
を
加

算
し
て
追
納
が
で
き
ま
す
。
追
納
す

る
と
年
金
額
は
通
常
に
戻
り
ま
す
。

2

人
を
よ
彰

長
い
人
生
の
間
に
は
、
経
済
的
な

理
由
か
ら
ど
う
し
て
も
保
険
料
が
納

め
ら
れ
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
保
険
料
を
未
納

の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
と
、
将
来

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に

は
、
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

住
民
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
申
請
免
除
】

①
所
得
が
少
な
い
か
た
や
病
気
や
ケ

ガ
等
で
経
済
的
に
お
困
り
の
か
た

②
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
特
別
の
理
由
の
あ
る
か
た

③
学
生
で
あ
り
親
元
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
人
で
、
親
元
の
収
入
が
一
定

基
準
以
下
の
か
た

保
険
料
の

免
除
制
度
は

(5) 平成11年 5 月 10 日旧）



青少年育成補導推進員、子とも会育成会長等が決まりま

しだ。それぞれの分野でご活躍いただきます。よろしくあ

願いしまま

改選されだ役員さんを紹介させていだだきます。（敬称略）

斗
合
田

下
江
黒

上
江
黒

千
津
井

江
口

江
口

田
島

南
大
島

南
大
島

新
里

新
里

中
谷

中
谷

梅
原

梅
原

川
俣

須
賀

大
輪

新渡木吉青坂坂奥佐栗小田今秋横石中砂
戸松

井辺口田野上登沢藤原原端成山塚川村賀

重 祐清憲元孝英義登茂春明置新
美

雄宏功隆繁次松治久夫夫晴雄好男男ー一

（
再
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
再
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
再
）

（
新
）

（
再
）

（
新
）

（
新
）

（
再
）

（
再
）

斗
合
田

下
江
黒

上
江
黒

千
津
井

江
口

田
島

南
大
島

新
里

中
谷

梅
原

福福真栗瀧木横石小吉

田山田原口村塚川林田

良輝孝清芳

之
（
再
）

一
（
新
）

男
（
新
）

保
（
新
）

茂
（
新
）

次
（
新
）

夫
（
新
）

男
（
再
）

子
（
新
）

操
（
新
）

青
少
年
育
成

補
導
推
進
員

上
江
黒

上
江
黒

打和

木田

道

雄紘

^ ^ 

新新
‘‘ 

甫
充
ネ 統

計
調
査
協
力
員

明喜一

大矢入大須川
佐ケ
貫島谷輪賀俣

渡泉蓮原田薗

邊田見口 □ 田

和嘉幸

育子

成ど

会も

長会

愛雅

巳
（
新
）

彦
（
新
）

大
（
新
）

夫
（
新
）

弘
（
新
）

子
（
新
）

大大矢矢入大
佐佐 ケ
貰貫島島谷輪

篠篠山石金駒

木木田崎子宮

道嘉一秀 勝

夫一成文功三

^ ^ ^ ^ ^ ^ 
新再新再新新
ヽヽヽー、ー、ヽ—/‘

臼
山
已

m

宝
膚
出
白
｛
祠
白

町
体
育
協
会
理
事
会
（
兼
総
会
）

が
4

月
1
9
日
、
ふ
る
さ
と
産
業
文

化
館
で
開
か
れ
、
同
協
会
の
会
長

に
市
村
正
男
さ
ん
（
新
里
）
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
副
会
長
に
は
、
武
井
英
夫

さ
ん
、
鯉
沼
哲
雄
さ
ん
、
鈴
木
勝

夫
さ
ん
の
3

人
が
選
出
さ
れ
ま
し

こ
。t
 

な
お
、
い
ず
れ
の
か
た
も
今
回
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

町
体
育
協
会
長
に

市
村
正
男
さ
ん

県
で
は
、
県
政
に
対
す
る
皆
さ

ん
の
意
見
や
要
望
な
ど
を
広
く
聴

く
た
め
に
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱

し
て
い
ま
す
。
平
成

1
1年
度
は
、

本
町
か
ら
次
の
二
人
の
か
た
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

県
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
県
政
モ
ニ
タ
ー

へ
お
気
軽
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
敬
称
略
）

▼
関
本
忠

（
南
大
島
）
C
8
4
|
3
0
0
4

▼
泉
田
初
乃

（
矢
島
）
C
8
4
|
2
6
1
0

塁意
モ見政

予等
へはの

県

ヘ

西東

小小

川
島
健
治
（
新
）

久
保
雅
美
（
新
）

補
充
体
育
指
導
委
員

平成11年 5 月 10 日国） (6) 



シリーズ分護保険(J)

( 
（万人）

600 

500 

400 

300 

200 
200 

日
本
は
急
速
な
高
齢
化
に
よ
り
、
2
1
世
紀
の
半
ば

に
は
3

人
に
1

人
が
高
齢
者
と
い
う
時
代
を
迎
え
よ

lつ
と
し
て
い
ま
す
。
寝
だ
き
り
や
痴
呆
の
高
齢
者
が

増
え
る
一
万
で
、
介
護
す
る
人
も
高
齢
に
な
り
、
ま

だ
働
き
に
出
る
女
性
も
増
え
る
な
ど
家
族
だ
け
で
介

護
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
介

護
は
誰
も
が
直
面
す
る
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
「
介
護
保
険
制

度
」
が
生
ま
れ
ま
し
だ
。
平
成
1
2年
4

月
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
、
合
月
か
ら
ジ

リ
ー
ズ
で
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

寝たきり・痴呆などの高齢者が急増 ) 
虚＾要＾寝
弱寝介寝た
のた護たき
高きのきリ
齢リ痴L）の
者の呆で高
高のあ齢
齢高つ者

介
護
保
険
と
は
？

①
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な

っ
て
も
、
自
立
し
た
生
活
が
で
き

る
よ
う
、
高
齢
者
の
介
護
を
社
会

年
3
0
2
5全
体
で
支
え
る
し
く
み
で
す
。

②
身
近
な
介
護
支
援
事
業
者
等
に

2
2
0
 

ノ

年
相
談
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
福
祉
と

0

0

 

1
7
2
0
1

医
療
に
分
か
れ
、
窓
口
も
別
々
で

，
利
用
し
に
く
か
っ
た
介
護
サ
ー
ビ

年
2
0
0
0
ス
を
総
合
的
に
受
け
ら
れ
る
利
用

゜

ー

2

し
や
す
い
し
く
み
で
す
。

年
③
社
会
保
険
の
し
く
み
に
よ
り
、

_
ノ

悶

9
0
9
9
3

受
け
ら
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
保

O
L険
料
の
関
係
が
分
か
り
や
す
い
し

く
み
で
す
。

100 

( 

130 

-L20 

介護する者の2人に 1 人は60歳以上

r39歳以下 4.1%

/―-40五｛言

) 

70歳以上

24.2% / 

190 

L30 

60~69歳―ー／
28.3% 

520 

\\—50~59歳
28.1% 

介
護
保
険
の
あ
ら
ま
し

①
制
度
の
運
営
主
体
（
保
険
者
）
は
、

市
町
村
•
特
別
区
で
す
。

②
制
度
の
ス
タ
ー
ト
は
、
平
成
1
2
年
4

月
か
ら
で
す
。

③
介
護
保
険
に
加
入
す
る
の
は
、
4
0
歳

以
上
の
か
た
で
す
。

①
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
は
、
市

町
村
に
要
介
護
認
定
を
申
請
し
ま
す
。

⑤
「
要
介
護
認
定
」
の
申
請
は
、
平
成

1
1
年
1
0
月
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

⑤
寝
た
き
り
や
痴
呆
な
ど
の
場
合
に
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

f
成

1
2年
4

月
か
ら
ス
タ
ー
ト

.
6
5
歳
以
上
の
か
た
（
第1
号
被
保
険

者
）
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態

（
要
介
護
状
態
）
や
、
日
常
生
活
に
支

援
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
た
場
合
に
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

.
4
0
歳
か
ら
6
4
歳
ま
で
の
か
た
（
第
2

号
被
保
険
者
）
初
老
期
の
痴
呆
、
脳
血

管
疾
患
な
ど
老
化
が
原
因
と
さ
れ
る
病

気
に
よ
り
要
介
護
状
態
や
要
支
援
状
態

に
な
っ
た
場
合
に
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

⑦
介
護
保
険
で
は
在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
施

設
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

⑧
保
険
料
は
所
得
に
応
じ
て
決
ま
り
ま

す
。
高
齢
者
の
保
険
料
は
、
原
則
と
し

て
老
齢
年
金
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

⑨
自
己
負
担
（
利
用
者
負
担
）
は
1

割

で
す
。

※
介
護
保
険
の
し
く
み
等
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、
次
号
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（介護者の85％が女性
) 

…
＇
§
醤
孟

U

男性
14.9% 

女性
85.1% 

来
年
4
月
の
介
護
保
険
法
施
行
に
向

け
、
県
で
は
7

月
か
ら
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
の
指
定
を
開
始
し
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
利
用
者
が
保

険
給
付
を
受
け
る
に
は
原
則
と
し
て
県

が
指
定
す
る
事
業
者
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
6
月
1
5
日

よ
り
指
定
申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

が
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
サ
ー
ビ
ス
の
種

類
ご
と
に
3
日
間
に
分
け
指
定
申
請
に

関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加

を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
県
介
護
保
険
室

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
日
程

5

月
1
9
日
⑱
福
祉
系
サ
ー
ビ
ス
①

（
訪
問
介
護
・
訪
問
入
浴
•
福
祉
用
具

貸
与
・
居
宅
介
護
支
援
）

5

月
2
0
日
④
福
祉
系
サ
ー
ビ
ス
②

（
介
護
老
人
福
祉
施
設
・
短
期
入
所

生
活
介
護
・
通
所
介
護
・
痴
呆
対
応

型
共
同
生
活
介
護
•
特
定
施
設
入
所

者
生
活
介
護
・
居
宅
介
護
支
援
）

5

月
2
1
日
⑥
医
療
系
サ
ー
ビ
ス

（
介
護
老
人
保
健
施
設
・
介
護
療
養
型

医
療
施
設
・
短
期
入
所
療
養
介
護
・
通

所
リ
ハ
ビ
リ
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
・
訪
問

看
護
・
居
宅
療
養
管
理
指
導
・
居
宅
介

護
支
援
）

◎
時
間
午
前
1
0
時
1

正
午

◎
場
所
県
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

◎
定
員
各

2
0
0

名

県
高
齢
政
策
課
介
護
保
険
室
計
画
係

c
o
2
7
(
2
2
3
)
1
1
1
1
 

内
線
2
5
3
4

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
指
定
申
請
説
明
会

(7) 平成11年 5 月 10 日旧）



県議選結果
久保田氏・矢口氏・山下氏が当選

県議会議員選挙地区別投票状況

行政区名
当日の

投票者数 オ又几ヵ華て志→一
順

有権者数 位

斗合田 290 229 78.97 3 

下江黒 262 213 81.30 2 

上江黒 396 274 69.19 7 

千津井 487 362 74.33 4 

江 口 497 311 62.58 12 

田 島 452 299 66.15 , 
南大島 959 608 63.40 11 

新里 1,223 642 52.49 15 

中谷 945 432 45.71 16 

梅原 776 480 61.86 13 

川俣 318 236 74.21 5 

須賀 353 259 73.37 6 

大輪 733 504 68.76 8 

入ケ谷 101 86 85.15 1 

矢島 552 360 65.22 10 

大佐貫 560 341 60.89 14 

合計 8,904 5,636 63.30 

本町の投票率は63.3%

（つきあい世帯別調整済）

浦
野

久
保
田

治

順
一
郎

第
1
4
回
統
一
地
方
選
挙
の
群
馬
県
議

会
議
員
選
挙
が
4

月

1
1日
に
執
行
さ

れ
、
邑
楽
郡
内
の
選
挙
区
で
は
1
2
年
ぶ

り
の
選
挙
戦
と
な
り
、
本
町
で
は

7

か

所
を
会
場
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

明
和
町
の
投
票
率
は

6
3
.
3％
と
、

前
回
（
昭
和
6
2
年4
月
）
を
2
6
.
7ポ

ィ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
が
、
県
平
均
よ

り
は

2
.
5
7ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま
し
た
。

な
お
、
邑
楽
郡
内
の
当
選
者
は
、
久

保
田
順
一
郎
さ
ん
、
矢
口
昇
さ
ん
、
山

下
勝
さ
ん
で
し
た
。

開
票
は
同
日
午
後
9

時
か
ら
役
場
議

場
で
行
わ
れ
、
本
町
で
の
得
票
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
掲
載
は
得
票
順
・
敬

称
は
略
し
ま
す
）

3

、

9
6
1

票

6
8
7

票

4
0
4

票

4
0
1

票

昌

山矢

下 口

勝昇

1111"'" 

,,1 
--~,;I・
ー、‘\

一慎重に行われた開票作業

開
有
権
者
数

投
票
者
総
薮

有
効
投
票

無
効
投
票 票

結
果

ヽ

8

、

9
0
4

票

5

、

6
3
6

票

5

、

4
5
3

票

1
8
3

票

¥ 

第 2 回目以後の体験入園計画

! I 
賃j月日・曜日 1 内 容

2 6月 19 日（土） 家族小運□三］，：00~11:00
見学・参加

楽しく遊ぼう

楽しく遊ぼ
（中央幼稚薗）

運動会見学
（西幼稚圏）
--- | 

楽しく遊ぼう
I 

6 I 11 月 20 日（土）

時 間

9: 10~10:40 

9:10~10:40 

9:00訪自白翻

楽しく遊ぼう

9:10~10:40 

9: 10~10:40 
1 1 | 1 

7
 

1 月 29 日（土） 楽しく遊ぼう 9: 10~10:40 

8
 

2月 19 日（土） 生活発表会見学 9:00訪自蒻川

対
象
者

内
容

日
寺

8
 5
月
2
9
日
山
午
前
9

時

1
0
分
＼
1
0
時
4
0
分

未
就
学
児

(
2歳
1
5

歳
児
）

幼
稚
園
体
験
入
園

第
1

回
「
は
じ
め
の
会
」

町
で
は
幼
稚
園
・
保
育
園
の
統
合

計
画
を
進
め
て
お
り
、
平
成
1
2
年
度

よ
り
幼
稚
園
で
は
3

歳
児
か
ら
の
受

け
入
れ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
伴
い
、
地
域
の
皆
様
に
幼
稚
園
を

よ
り
一
層
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、

本
年
度
か
ら
体
験
入
園
を
次
の
と
お

り
実
施
い
た
し
ま
す
。
皆
様
、
ぜ
ひ

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

町
教
育
委
員
会
（
中
央
公

民
館
内
）
・
中
央
幼
稚

園
・
西
幼
稚
園
に
備
え
て

あ
る
申
込
用
紙
で
5

月
2
5

日
因
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

当
日
は
、
必
ず
保
護
者
同

伴
で
、
上
履
き
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

•
明
和
中
央
幼
稚
園
（
中
央
・
東
地
区
）

<
84|2281

•
明
和
西
幼
稚
園
（
西
地
区
）

6
8
4
|
2
2
8
0
 

•
明
和
町
教
育
委
員
会
（
全
地
区
）

<
84|4491

そ
の
他

申
込
方
法

町
内
幼
稚
園
に

体
験
入
園
し
て
み
ま
せ
ん
か

平成11年 5 月 10 日旧） (8) 
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1又 場 ff (84)3111 

あなた の声をお寄せくださ
町への手紙で今後のまちづくりに反映

し‘

：「町への手｀｀□言：：f!:~あ寄せください
町政に対して，考えていること感じていることを11!1宛に手紙（下記封筒）でお送リください。

明る＜住みよい町づくりの参考にさせていただくため｀皆さんの注設的なご怠見・ご提宮をお待ち
しています。福祉，靱育、生活四jn ，防災、文化などテーマは自由です。

（締め切リ〉平成 12年 3月 31 日（金）当日消E!l有効 〈問い合わせ先〉企画蝶広報係 TEL 84-3111 

「町への手紙」の出し万
太線をハサミで切リ取リ、のり付けして封商にした後｀そのまま、お近くの郵便

ポストヘ投函してください。切手は不要です。

0Q0Q0Q叙？こり

フリガナ

ご氏名 ＝みんなの声＝

ご住所

ご職業

電話 1(
性別

年齢

男・女

哉

ご意見・ご提言

f
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A
L

き
リ
と
り
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'-1l 索趣目温画仔〉

函恋邑ざ岳

菩曲:::.,:::.,1 I 澗翌芭ざ岳
(>-要湘I)

町
で
は
、
町
政
に
関
す
る
皆
さ
ん
の
声
（
提
案
）
を
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
ガ
し
て
い
く
だ
め
、
合
月
の
広
報

紙
に
折
り
込
ま
れ
て
い
る
「
町
へ
の
手
紙
」
で
皆
さ
ん
の
建

設
的
な
ご
意
見
や
ご
要
望
を
あ
伺
い
し
ま
す
。

あ
寄
せ
い
た
だ
い
だ
内
容
は
、
合
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
反

映
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
私
た
ち
の
明
和
町
を
明
る
＜
住
み

よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に
、
あ
な
だ
の
声
（
提
案
）
を
あ
寄

せ
く
だ
さ
い
。

回
四
固
回
四
回
回

のリ

悲
惨
な
交
通
事
破
の
当
事
者
に

な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

館
林
威
言
察
署
管
内
で
は
、3
月
末

現
在
で
す
で
に
交
通
事
故
に
よ
る
死

者
が
5
人
と
昨
年
死
者
総
数
7

人
に

―
迫
る
勢
い
に
あ
り
ま
す
。

喫
言
察
・
交
通
関
係
機
関
・
団
体

は
、
死
亡
事
故
の
多
発
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
各
種
安
全
対
策
を
強
化

し
ま
す
が
、
住
民
の
皆
様
に
こ
の
現

状
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
「
交
通
事

故
を
起
こ
さ
な
い
・
交
通
事
故
に
遭

わ
な
い
」
と
の
交
通
安
全
意
識
の
高

揚
を
図
っ
て
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を

1

件
で
も
減
少
さ
せ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

◇
歩
行
者
・
自
転
車
の
皆
さ
ん

・
飛
び
出
し
は
絶
対
に
し
な
い

•
ま
だ
渡
れ
る
は
、
も
う
危
険

・
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
を
守
る

・
薄
暮
・
夜
間
は
反
射
材
を
身
に
つ

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
い
交

通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
ま
し

ょ
う
。

◇
期
間

5

月
1
1日
⑳
5
2
0日
③

◇
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
あ
な
だ
が
主
役
！
交
通
安
全
」

け
る

等
を
実
践
し
て
い
た
だ
き
「
常
に
周

囲
に
気
を
つ
け
る
」
と
い
う
心
構
え

を
忘
れ
ず
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
運
転
手
の
皆
さ
ん

・
交
通
ル
ー
ル
を
厳
守
し
た
運
転
を

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
同
乗
者
に
も
確

実
に
着
装
さ
せ
る

・
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い

・
交
差
点
で
の
安
全
確
認
の
徹
底

・
居
眠
り
運
転
の
防
止

等
の
「
細
心
の
注
意
」
と
「
思
い
や

り
の
運
転
」
で
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
。

ー
広
げ
よ
う
「
気
を
つ
け
よ
う
」
の

輪
を
ー

「
交
通
ル
ー
ル
を
守
れ
ば
安
全
が
確
保

さ
れ
る
交
通
環
境
づ
く
り
」
推
進
中

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

◇
運
動
の
重
点

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
・
ジ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底
と

チ
ャ
イ
ル
ド
ジ
ー
ト
の
着
用
促
進

・
複
数
死
者
事
故
の
防
止

交
通
死
亡
事
故
多
発

(9) 平成11年 5 月 10 日伺）



町
ぉ

か

知
ら
ら
の
せ

平
成
且
年
4

月
1

日
付
け
で
、
鯉
沼
哲

雄
さ
ん
（
大
佐
貰
）
が
総
務
長
官
か
ら
行

政
相
談
委
員
に
委
嘱
（
再
任
）
さ
れ
ま
し

こ
。t
 

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

皆
さ
ん
が
、
日
ご
ろ
、
国
道
・
国
税
・

登
記
・
郵
便
な
ど
国
の
業
務
や
地
方
公
共

団
体
が
国
か
ら
委
任
や
補
助
を
受
け
て
行

っ
て
い
る
、
国
民
年
金
•
生
活
保
護
・
土

地
改
良
事
業
な
ど
の
業
務
、
特
殊
法
人

(
JR
や
N
T
T

な
ど
）
の
業
務
に
つ
い
て

「
こ
れ
は
困
っ
た
、
な
ん
と
か
な
ら
な
い
だ

ろ
う
か
」
と
悩
ん
で
い
る
こ
と
や
「
こ
う

し
て
欲
し
い
」
と
い
う
よ
う
な
苦
情
・
要

望
・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、

役
場
保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）
穴
閥

4
9
2
6

す
。
ま
た
、
毎
月
役
場
で
の
定
例
相
談
の

ほ
か
、
電
話
や
手
紙
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
役
場
保
健
福
祉
課
（
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

◇
相
談
員
連
絡
先
大
佐
貫

2
9
5
|
l

C
8
4
|
2
4
7
3
 

毎
月
の
定
例
相
談
・
電
話
・
手
紙
で
受
け
付
け

行
政
相
談

員
に
鯉

沼

児
童
手
当
は
、
国
、
県
、
町
と
事
業
主

が
費
用
を
持
ち
合
い
、
児
童
を
養
育
す
る

人
に
児
童
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ

り
、
家
庭
生
活
の
安
定
と
、
次
代
を
担
う

児
童
の
健
全
な
育
成
お
よ
び
資
質
の
向
上

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◇
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
人

児
童
手
当
は
、
3

歳
未
満
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
で
、

3

歳
の
誕
生
月
ま
で

支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
自
分
の
子
で
な
く
て
も
そ
の
児

童
を
監
護
し
、
一
定
の
生
計
関
係
が
あ
れ

ば
受
給
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合

日
し

ー
ノ

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◇
支
給
額

▼
第
1

子
・
第
2

子
…
月
額
5

、

0
0
0

円

▼
第
3

子
以
降
…
一
人
月
額
1
0

、

0
0
0

円な
お
、
2

月
、
6

月
、
1
0
月
に
そ
れ
ぞ
れ

前
月
ま
で
の
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
申
請
方
法

印
鑑
と
振
込
先
を
明
示
の
う
え
、
役
場

保
健
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
い
ろ
い
ろ
な
届
け
出

養
育
す
る
児
童
が
増
え
た
場
合
（
出
生

等
）
、3
歳
未
満
の
児
童
が
少
な
く
な
っ
た

場
合
、
特
例
給
付
受
給
者
の
人
で
会
社
を

童
手
当
の
申
請
は

哲
雄
さ
ん

役
場
保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）

C
閥
4
9
2
6

お
忘
れ
な
く

3

歳
の
誕
生
月
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す退

職
し
て
厚
生
年
金
等
の
資
格
が
な
く
な

っ
た
と
き

◇
前
回
非
該
当
で
も
合
回
該
当
に
な
る
か

も今
ま
で
に
所
得
制
限
に
よ
り
非
該
当
に

な
っ
て
い
た
人
で
、
前
年
の
所
得
が
減
少

し
た
り
、
扶
養
親
族
の
増
加
等
に
よ
り
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
前
記
の
と

お
り
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
5

月
中
に
申
請
手
続
き
を
す
る
と

6

月
分
よ
り
支
給
と
な
り
ま
す
。

人権擁護委 員制度を ご存じですか

相
談
所
を

開
設
し
ま
す

6

月
1

日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

昭
和
2
4年
6

月
1

日
に
人
権
擁
護

委
員
法
が
施
行
さ
れ
、
国
民
の
基
本

的
人
権
を
擁
護
し
見
守
る
、
い
わ
ば

民
間
人
に
よ
る
人
権
の
番
人
の
機
関

が
誕
生
し
た
の
で
す
。
こ
れ
が
人
権

擁
護
委
員
制
度
の
始
ま
り
で
す
。

群
馬
県
の
人
権
擁
護
委
員
は
、

6

月
1

日
を
『
人
権
擁
護
委
員
の
日
』

と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
皆

さ
ん
と
と
も
に
一
層
の
人
権
思
想
の

啓
発
に
努
め
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ

て
お
り
ま
す
。

本
町
に
は
、
町
長
か
ら
推
せ
ん
さ

れ
て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
3

人

の
人
権
擁
護
委
員
が
お
り
ま
す
。

（
敬
称
略
）

瀬
下
昭
一
（
新
里
6
8
4
|
3
6
1
8
)

柿
沼
昭
博
（
江
口
〖
8
4
|
2
1
8
1
)

関
根
二
朗
（
須
賀
6
8
4
|
3
3
4
3
)

相
談
所
開
設
の
日
時
・
場
所
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◇
日
時

6

月
1
5
日
因
午
前
1
0
時

＼
午
後
3

時

◇
場
所
役
場
第

3

会
議
室

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

役
場
住
民
課

内
線
3
3
7

平成11年 5 月 10 日困） (10) 



1rし
1又 場 8 (84) 3111 

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
か
た
が
入
院
し
た
と
き
は
、

診
療
・
薬
代
の
ほ
か
に
、
食
事
代
が
自
己

負
担
と
な
り
、
食
事
代
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。

◇
一
般
1
日
に
つ
き
7
6
0

円

◇
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
で

•
9
0
日
ま
で
の
入
院
1

日
に
つ
き
6
5
0

円

•
9
0
日
を
超
え
る
入
院
（
過
去
1
2
か
月

の
入
院
日
数
）
1

日
に
つ
き
5
0
0

円

◇
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
で
老
齢
福
祉
年

金
を
受
け
て
い
る
人
1

日
に
つ
き
3
0
0

円

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
の
人
は
…

自
己
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
役
場
住

民
課
窓
口
で
申
請
手
続
き
し
、
「
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
、
医
療

機
関
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
9
0
日
を
超
え
る
入
院
の
場
合
は
、

さ
ら
に
申
請
が
必
要
で
す
。

役
場
住
民
課

国
保
加
入
者
で
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
か
だ

内
線
3
3
7

入
院
時

の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す

国民健康保険は、会社の医療保険に入っている人以外は職

業や年齢に関係なく必ず加入しなければならない保険です。

次のようなときは、必ず 4日以内に届け出をしてくださ
し＼。

国民健康保険に関する届け出

届け出が必要な場合 手続きに必要なもの

; [ 
他市町村から転入したとき 印かん、他の市町村の転出証明書

職場の健康保険をやめたとき
Enかん、職場の健康保険を
やめた日付の入った証明

職場の健康保険の被扶養者 印かん、被扶養者でなくな
でなくなったとき った日付の入った証明

子どもが生まれたとき 印かん、国保の保険証、母子手帳は
し‘
る 外国人のかたが入るとき 外国人登録証明書
と
き 加入手続きが遅れると→さかのぼって国保税を納めていただきます

i [ 

他市町村に転出するとき 印かん、国保の保険証

職場の健康保険に入ったとき 印かん、国保の保険証、職

職場の健康保険の被扶養者 場の健康保険証
になったとき

国保の被保険者が死亡したとき 印かん、国保の保険証や
め
た 外国人のかたがやめるとき 保険証、外国人登録証明書
と
き やめる手続きが遅れると→国保負担の医療費を返還させていただきます

退職者医療制度の対象になったとき
印かん、国保の保険証、年金
証書（積立月数のわかるもの）

そ
同じ町内で住所が変わったとき

世帯主や氏名が変わったとき
印かん、保険証

の 世帯を分けたり一緒にしたとき

出稼ぎや長期の旅行に行くとき

他
修学のため別に住所を定めるとき 印かん、保険証、在学証明書

保険証をなくしたとき（あるい 印かん、本人であることを証明す
は汚れて使えなくなったとき） るもの、使えなくなった保険証

国
民
健
康
保
険
に
加
入

. 
脱
退
等
の
場
合

こ
ん
な
と
き
は
必
ず
1
4
日
以
内
に
届
け
出
を

第 4 回線引きの見直しに伴う都市計画案を縦覧します

館
林
都
市
計
画
市
街
化
区
域
お
よ

び
市
街
化
調
整
区
域
の
変
更
に
つ
い

て
の
都
市
計
画
の
案
を
縦
覧
し
ま

す
。

◇
縦
覧
期
間

平
成
1
1
年5
月
1
2
日
因
か
ら5
月

2
5
日
因
ま
で

◇
縦
覧
時
間

午
前
8

時
3
0
分
か
ら
午
後
5

時

1
5分
ま
で

◇
縦
覧
場
所

県
都
市
計
画
課
お
よ
び
役
場
都
市

開
発
課

◇
意
見
書
の
提
出

こ
の
案
に
つ
い
て
、
ご
意
見
の

あ
る
か
た
は
、
縦
覧
満
了
日
ま

で
に
、
知
事
に
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
提
出
先

群
馬
県
前
橋
市
大
手
町
1
_
1
_
1

群
馬
県
土
木
部
都
市
計
画
課

◇
問
い
合
せ
先

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
役
場

都
市
開
発
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
な
お
、
明
和
町
に
お
い
て
は
今
回

の
線
引
き
の
見
直
し
で
、
市
街
化
区

域
お
よ
び
市
街
化
調
整
区
域
を
変
更

す
る
区
域
は
あ
り
ま
せ
ん
。

役
場
都
市
開
発
課

内
線
3
5
4

(11) 平成11年 5 月 10 日旧）



まち のゎ tfい
町制施行モニュメントを創造する言葉は

「未来に向かって飛躍」
ふるさと創生事業推進委員会

町
で
は
、
昨
年
1
0
月
の
町
制
施
行
を
記
念
し
た
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
の
建
設
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
そ
の
内
容
を

協
議
す
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
推
進
委
員
会
を

4

月
2
3
日
に
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

同
委
員
会
は
、
町
長
の
諮
問
機
関
で
議
会
議
員
、
区

長
、
各
種
団
体
の
代
表
者
な
ど
3
3
人
で
組
織
さ
れ
、
ふ

る
さ
と
創
生
事
業
を
推
進
す
る
た
め
平
成
元
年
度
か
ら

設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
「
未
来
に
向
か
っ
て
飛
躍
」
と
い

h

う
言
葉
を
イ

た
造
形
す
る
こ

温
”
メ
ー
ジ
し
て

-
5と
な
ど
が
協

議
議
さ
れ
ま
し

』
下
ぃ
「
口
：

事
定
に
よ
り
造

シ
形
な
ど
に
つ

メ
い
て
数
回
協

ィ
議
し
、
建
設

のト
に
向
け
て
推

x
y
進
し
て
い
く

ュ
こ
と
に
し
て

二モ
い
ま
す
。

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
写
真
は
差
し
上
げ
ま
す
。

役
場
企
画
課
〖
闊
3
1
1
1

梨の花

楽しんだ民謡の数々
NHK公開録音「民謡をたずねて」

「津軽節」を熱唱する岸千恵子さん

消費者と生産者が交流
梨組合で花見の会

明
和
町
梨
組
合
で
は
4

月
1
8
日
、
新

里
地
内
の
5
0
勺
の
梨
園
を
1

日
開
放
し

て
、
町
の
特
産
品
で
あ
る
梨
の
「
花
見

の
会
」
を
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

同
組
合
で
は
、
梨
の
オ
ー
ナ
ー
制
度

を
昨
年
か
ら
導
入
す
る
な
ど
消
費
者
へ

の
P
R

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
一

環
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

訪
れ
た
消
費
者
は
、
満
開
の
梨
の
花

の
下
で
「
収
穫
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
」
と
話
す
な
ど
、
生
産
者
と
の
交
流

を
深
め
な
が
ら
花
見
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
豚
汁
や
甘
酒
、
ポ
ン

菓
子
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
約

1

7
0

人
の
来
訪
者
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

4

月
9

日
、
町
制
施
行
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
N
H
K

ラ
ジ
オ
第
1

放

送
「
民
謡
を
た
ず
ね
て
」
の
公
開
録
音

が
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

岸
千
恵
子
さ
ん
を
は
じ
め
、
藤
堂
輝

明
さ
ん
、
京
極
加
津
恵
さ
ん
、
鈴
木
二

千
六
さ
ん
が
、
津
軽
音
頭
や
草
津
節
、

上
州
小
流
し
唄
な
ど
を
熱
唱
し
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
、
明
和
八
木
節
保
存
会

の
皆
さ
ん
が
、
明
和
町
を
折
り
込
ん
だ

八
木
節
を
披
露
し
ま
し
た
。

会
場
に
訪
れ
た
お
よ
そ

5
6
0

人
の

人
た
ち
は
、
懐
か
し
い
民
謡
の
数
々
を

大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

-―、ト
来訪者に感想をインタビューする生産者

平成11年 5 月 10 日(Jj) (12) 



入園おめでと ＿
っ ー幼稚園・保育園入園式

｀（l...こ歌＝了畜冤

桜
舞
う
中
、
4

月
7

日
に
中
央
・
西

保
育
園
で
、
9

日
に
中
央
・
西
幼
稚
園

で
入
園
式
が
行
わ
れ
、
か
わ
い
い
園
児

た
ち
が
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
ら
に
手

を
引
か
れ
、
園
の
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
早
朝
や
時
間
延
長
な
ど
保

育
内
容
の
充
実
と
、
園
児
た
ち
の
交
流

が
図
れ
る
よ
う
に
、
平
成
1
2
年
度
か
ら

県
内
初
の
、
保
育
園
と
幼
稚
園
を
合
設

し
た
施
設
で
の
保
育
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
こ
の

4

園
で
入
園
式

を
迎
え
る
の
は
今
回
が
最
後
。

保
護
者
た
ち
は
、
新
し
く
建
設
さ
れ

る
施
設
に
つ
い
て
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

シ
ス
テ
ム
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
合

っ
て
い
て
い
い
で
す
ね
」
「
床
暖
房
な
ど

恵
ま
れ
て
い
て
う
れ
し
い
で
す
」
と
期

待
の
気
持
ち
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
ま
し

こ
。t
 

“ぶ

何を話しているのかな．I

ｷ--ｭ
•こ一―
/—ー·

一こ-—, - r·’ 

連盟歌を斉唱する団員

（中央保）

盛大に 10周年記念式典
ボーイスカウト明和第一団

¥-m11_/}  

大きな声で「ハイ．／」とお返事（西幼）

新たな学校生活
西小学校入学式

真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
、

笑
顔
で
西
小
学
校
へ
入
学
し
た
児
童
9
0

名
。
4

月
8

日
、
西
小
学
校
の
入
学
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
に
東
小
学
校
、
明
和
中

学
校
で
も
入
学
式
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
3
3
名
、1
4
6

名
の
児
童
、
生
徒
が

新
た
な
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
。

西
小
学
校
の
入
学
式
で
は
、
新

1

年

生
に
一
二
つ
の
お
願
い
と
し
て
、
大
拙
学

校
長
か
ら
「
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
、
家
を
出
る
と
き
は
元

気
よ
く
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
先
生
や
お
兄

さ
ん
お
姉
さ
ん
に
聞
く
こ
と
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
明
和
第
一
団
の
1
0

周
年
記
念
式
典
が
4

月
且
日
、
社
会
体

育
館
で
団
員
や
来
賓
な
ど
約

1
0
0

人

の
出
席
を
得
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
団
は
、
平
成
元
年

4

月
に
カ
ブ
隊

を
発
団
後
、
ビ
ー
バ
ー
隊
、
ボ
ー
イ
隊
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
隊
を
そ
れ
ぞ
れ
結
成
し
、

空
き
缶
拾
い
や
町
民
体
育
祭
協
力
、
地

区
野
営
大
会
参
加
、
普
通
救
命
講
習
会

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

同
団
か
ら
町
教
育
委
員
会
に
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
た
後
、
落
合
団
委
員
長
が

「
奉
仕
と
感
謝
と
協
調
性
を
持
ち
、
未
来

に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
最
後
に
、
館
林
消
防
署
音

楽
隊
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
は

熟
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

先生に名前を呼ばれ起立する児童

(13) 平成11年 5 月 10 日旧）



表

彰

体
育
協
会
長

本
町
の
体
育
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
か

た
が
た
が
、
こ
の
ほ
ど
町
体
育
協
会
長

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
者
は
5

人
お
よ
び
2

団

体
で
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
、
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
（
敬
称
略
）

競
技
優
秀
者
（
団
体
）

◇
森
原
昌
代
（
上
江
黒
）

▼
第
1
4
回
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
女
子
七
種
競
技
1
1

優
勝

▼
第
5
1
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

6

1

 

2

1

 

4
6
5
5
 

)_) 
4

4

 

館
⑱
夕
侶

＾
＂
~
育
〖
ン

6

↑
体
セ

＂
＂
＂
＂
＂
会
洋

。
社
海p
 ̂

 

0
、

, ー・ 』. ●
、

会
女
子
七
種
競
技
1
1

準
優
勝

◇
川
〈
＿o達
夫
（
南
大
島
）

▼
平
成
1
0
年
度
全
日
本
選
抜
レ
ス
リ
ン

グ
選
手
権
大
会
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
8
5
キ
ロ

級
1
1

優
勝
▼
第
5
3
回
国
民
体
育
大
会

秋
季
大
会
成
年
男
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

9
7％
級
I
I

優
勝
▼
平
成
1
0
年
度
全
日

本
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
フ
リ
ー
ス

タ
イ
ル
8
5キ
ロ
級1
1

優
勝

◇
坂
上
桂
一
（
中
谷
）

▼
第
1
5
回
全
国
社
会
人
オ
ー
プ
ン
レ
ス

リ
ン
グ
選
手
権
大
会
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン

6
3キ
ロ
級11
優
勝

◇
明
和
F
C

▼
第
2
2
回
関
東
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
出

場◇
明
和
中
女
子
バ
レ
ー
部

▼
第
3
4
回
群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大

会
中
学
生
女
子
の
部
1
1

優
勝

功
労
者

◇
渋
谷
和
雄
（
田
島
）

▼
田
島
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
監
督
を

1
2
年
間
努
め
る
。
（
昭
和
5
4
年
＼
平
成

2

年
）
ま
た
、
昭
和
5
9
年
明
和
東
JB

C

発
足
か
ら
子
ど
も
の
教
育
と
チ
ー
ム

の
発
展
に
尽
力
し
、
現
在
も
監
督
と
し

て
指
導
に
当
た
る
。

感
謝
状

◇
蜜
井
奎
二
（
江
口
）

▼
江
口
支
部
長
と
し
て
、
体
育
協
会
常

任
理
事
並
び
に
理
事
を
平
成
6

年
8

月

か
ら
平
成
1
0
年
度
ま
で
努
め
る
。

◇
期
日

6

月
ー

7

月
：
8

回
）

◇
場
所
社
会
体
育
館

◇
募
集
人
員
2
0
人

太
極
拳
教
室

ソ
フ
ト
バ
レ

講
習

会

熱戦を展開する参加者

◇
日
時

6

月
認
日
仰
午
前
9

時
1

◇
場
所
海
洋
セ
ン
タ
ー

◇
対
象
者
町
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

者
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
利
用
者

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み

5

月
1
8
日
因
か
ら
3
0
日

⑪
ま
で
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け

し
ま
す
。
（
月
曜
日
を
除
く
）

◇
期
日

6

月
2

日
因
、
9

日
困
、
1
6

日
困
午
後
7

時
3
0
分1

◇
場
所
社
会
体
育
館

◇
募
集
人
員
2
0
人

◇
対
象
者
町
内
在
住
・
在
勤
者

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み

5

月
1
5
日
口
か
ら
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

◇
対
象
者
一
般
男
女

◇
参
加
費

4
5
0

円
（
保
険
料
）

◇
申
し
込
み

5

月
1
5
日
山
か
ら
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

邑
楽
郡
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
4

月

1
8
日
、
ふ
る
さ
と
の
広
場
で
開
催
さ
れ
、

郡
内
か
ら
3
4
チ
ー
ム
、
約
2
0
0

人
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
こ
の
大
会

に
、
本
町
か
ら
は
1
0
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

健
闘
し
た
結
果
、
優
勝
が
須
賀
チ
ー
ム
、

準
優
勝
が
千
津
井
チ
ー
ム
で
し
た
。

第
1
3回
邑
楽
郡

ゲ
ー
ト
ボ
—
ル
大
会

3 準優
優

位勝勝

吉和吉

（
敬
称
略
）

田
フ
ミ

田
政
江

永
廣
次

第
1
0回
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
交
流
大
会

第
1

回

水
泳
記
録
大

募

集
会

結

清掃活動に汗を流す参加者

河
川
敷
や
堤
防
等
の
清
掃
に
努
め
る

た
め
、
町
体
育
施
設
利
用
団
体
の
人
た

ち
に
よ
っ
て
「
利
根
川
上
流
河
川
一
斉

ク
リ
ー
ン
作
戦
」
が
4

月
1
8
日
、
利
根

川
総
合
運
動
場
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し

こ
。t
 この

清
掃
は
、
河
川
美
化
運
動
の
一

環
と
し
て
同
団
体
が
毎
年
こ
の
時
期
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
2
9
団
体
、22
6

人
が
清
掃
活
動
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
参
加

者
は
、
河
川
敷
等
に
捨
て
ら
れ
た
空
き

缶
、
空
き
瓶
、
雑
誌
な
ど
可
燃
・
不
燃

物
を
闊
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
約
1

台
分
を
収
集

し
ま
し
た
。 体

育
施
設
利
用
団
体

利
根
川
河
川
敷
清
掃

に
2
2
6

人
参
加

平成11年 5 月 10 日旧） (14) 
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漣康つ＜ いしませんか
◇
対
象
3
0
歳
か
ら
6
0
歳
ま
で
の
明

和
町
在
住
の
家
庭
婦
人

◇
定
員
2
0
人
（
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

参
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

6

月
4

日
（
金
）
の
午
後5
時
ま
で
に
明

和
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ヘ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は
：
·
·

町
で
は
、
日
ご
ろ
運
動
す
る
機
会

の
少
な
い
家
庭
婦
人
を
対
象
に
、
楽

し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
し
よ
う

と
、
次
の
と
お
り
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教

室
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
第
1

回
か
ら
5

回
ま
で
の
ヘ

ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
で
は
「
ほ
っ
と
一

息
タ
イ
ム
」
と
し
て
ヘ
ル
シ
ー
な
お

や
つ
も
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。
皆
さ

ん
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ヘルスアップ教室の日程表

醗＿［旦時•一•1 時 間 1 会場 i—-·--·——•一戸"-一·—□·—ーマ＿． •一
1 I 6/ 15 （災） 午後 1 時30分～ 3 時 保健センター 自分のからだを知ろう

2
 

7/13 （災）

3
 

8/10 （失汀午後 1 時30分～ 3 峙

4 I 9/14 （失）

ニ：
6
 
11/ 17 （水）

午後 1 時30分～ 3 特

午後 1 時30分～ 3 時

午後 1 峙30分～ 3 時

午後 1 時30分～ 3 箇30分

ん
／

ん

ク

ク

海洋センター

背骨の柔軟は若さの秘訣

腰痛予防のためのストレッチ

自分のためのストレッチ

レクリエーションダンスも取リ入れて

水中ビクスに挑戦

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
が開か

れ
ま
す

/ 

科人ヨ
布
ヵ産

: 
木ィ

館林邑楽地区

日

当

番

医

5 月 23 日

館 林 地 区
板倉地区

土井グリニック
匹（72)8841

耳鼻科

合村クリニッグ
匹 (70)2221 

内 科

増田医院

8(72) 1387 

外 科

新橋病院
ff (75) 3011 

館林地区と

同じです

千代田

明和地区

館林地区と

同じです

5 月 30 日
落合医院

ff (72) 3160 

川村医院
8(72) 1337 

田内医院

ff (72) 3855 
川島脳外科
匹（75)5511 

わだらせりリこ 1yり

ft (77) 2727 

竹越医院

ft (84) 3137 

6 月 6 日i
1 根岸医院
I s (72) 3262 

小倉医院
匹（72)0606

大塚医院
ff (72) 0176 

小曽根医院
匹 (72)7707 

館林地区と

同じです

館林地区と

同じです

6 月 13 日
小西医院
匹（86)2261

大神医院
匹（62)2200

神尾医院
四 (75) 1288 

永寿堂医院
匹 (72)4469 

井上医院
ff (82) 1131 

館林地区と

同じです

◎
祝
日
は
館
林
厚
生
病
院

[
6⑫
3
1
4
0
]
が
担
当
し
ま
す
。

人
科
の
み
）

◎
耳
鼻
科
に
限
り
診
療
時
間
は
午
後
1

時
ま
で
で
す
。

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
確
認
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

（
内
科
・
外
科
・
産
婦

\ 

(15) 平成11年 5 月 10 日旧）



響
ン

群
コ

フ
サ

ア ミリ

ト開催

ふるさと産業文化館
ff (84) 5555 

「第23 回県民芸術祭参加」平成11

年度「県民音楽のひろば」群響ファ

ミリーコンサートが次のとおり開催

されます。

◇日時 8 月 28 日出午後 7 時開演

◇会場 ふるさと産業文化館

※入場料、曲目等詳細につきまして

は、広報めいわ 6 月号でお知らせし

ます。

「アトピーツ子倶楽部」
の冊子を作成

館林保健福祉事務所
ff (72) 3230 

館林保健福祉事務所では、アト

ピー対策事業として実施しました

「アンケート」と「セミナー」の集

大成を「アトピーツ子倶楽部」と

題し、冊子を作成しました。

◇作成の経緯館林保健福祉事務所

管内の保育園や幼稚園等に対し、

アトピー性皮膚炎児の実態と対策

の実状および、母親に対し実際の

児の状況や園、行政、医療機関に

対する要望等を調査し、それを受

けて 4 日間のセミナーを開催しま

した。

◇閲覧の方法 県内の保健センタ

ー、役場保健福祉課、および館林

保健福祉事務所管内にある保育

園、幼稚園、児童館に配布してあ

りますのでご覧いただけます。

◇その他 アトピーで悩む親の会

「アトピーツ子倶楽部」が結成さ

れましたので、入会希望者は次の

かたへご連絡ください。

じ小堀美津子さん 872-9766 

い関内法子さん 872-5715

沐
口

~
T

祠

紅
ー
ー
ー
・
[

丑
£
r
'
〖

回

1

億

年
ド
等

自動車税は 5 月 31 日
までに納めましょう

館林行政事務所
8 (72) 4461 

自動車をお持ちの皆さん、自動車

税は、毎年 4 月 1 日現在、陸運支局

に登録されている自動車の所有者に

納めていただく県税です。

お近くの金融機関、郵便局、行政

事務所の窓口で 5 月 31 日（月）までに納

めてください。

口座振替をご利用のかたは、預金

残商を確認しておいてください。

なお、身体などに障害のあるかた

が所有している自動車については、

その障害の程度により、自動車税が

減免される場合がありますので、館

林行政事務所に相談のうえ、 5 月 24

旧）までに申請してください。

歯の無料相談会

社団法人館林邑楽歯科医師会
ff (62) 5952 

◇日時 6 月 13 日（日）

◇場所 とりせん（成島店）

◇内容 無料相談コーナー、フッ素

塗布、歯型とり、石膏人形作り、

風船、その他

歌会

題お

kt'屹加，枯除罪喪渭河予9炉屯ー涅知卸l坪屯召＇K4聾．手9l

罠需息昂胃
（発売総額1,110億円 •37ユニットの場合）

1 等• • • • • • • • • • • • • • • •,................ 2億円

1 等の前後賞••………… 5,000万円
1 等の租違し、1!t···………… •••10万円
2等・・・・・・・・•·················· 1,000万円
3等・・・··········● • • • • • • • • • •...... 100万円

4等・....・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 5万円

5等・································ 1 万円
6等・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．、．．．．．．．．． 300円•

抽せん日：6月 15日（火）
ドリームジャンポ宝くじは通信販売でもお求めになれます。
どうぞご利用下さい。

74本
14B本

7,326本
•••1 85本

1,850本
148,000本
·740,000本

37,000,000本

西n
g• 

ー
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7

郎

3

定
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先
夕
全

せ

5
5

芯しじ問くお宝

は

始

「時」

の

平成12年歌会始のお題および

詠進歌の詠進要領が決まりまし

た。（宮内庁）

※詳しくは、役場企画課広報係

8(84)3111 へお問い合わせく

ださい。
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' • 日本一の産地を誇る
わい性カーネーション

戸

青少年ボランティア
養成講座参加者募集

県立東毛少年自然の家
a 0277 (78) 5666 

◇期日第 1 期 7 月 10 日出～ 11 日（日）

第 2 期 9 月 4 日仕）～ 5 日（日）いずれ

も 1 泊 2 日

◇会場 県立東毛少年自然の家

◇対象中学生、高校生、特殊教育

諸学校中学部・高等部生徒で第 1

期・ 2 期とも参加できるかた

◇募集人員 80名（先着順）

◇募集期間 5 月 15 日 (±)~6 月 18 日

倫）

◇内容 講義、実習、ボランティア

体験、体験発表等

◇参加費 一人当たり 5,400円

◇申し込み 参加を希望する生徒は

学校を通してお申し込みくださ

v ヽ

5 月 21 日（金）から 31 日（目）

まで「家内労働旬間」です

受ける前確認しよう委託の条件

群馬労働基準局8027-231-4518

明和分署職員

人 事 異 動

4 月 1 日付けで明和分署職員の人

事異動がありましたのでお知らせし

ます。

転出 ( 
[>分署長

部）
[>茂木義男（板倉分署）

[>野村文男（館林消防署）

[>江原 浩（千代田分署）

[>吉田偲作（館林消防署出張所）

[>井汲久司（館林消防署出張所）

[>坂上浩三（千代田分署）

[>卯都木紀孝（館林消防署）

転入 ( ）は前任署

[>分署長 半田晴ー（館林消防署

出張所）

[>田中 栄（邑楽分署）

[>木口邦彦（千代田分署）

[>荻原和雄（館林消防署出張所）

[>大沢誠（館林消防署）

[>吉永均（館林消防署出張所）

[>小島好広（館林消防署）

[>小林一貴（館林消防署）

）は転出先

岩上箕啓（館林消防本

平成11年 5 月 10 日旧） (16) 
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町の無料法律相談

日時＝ 6 月 10 日（木）

午前10時～午後 1 時

場所＝役場会議室

内容＝法律一般事項
対象＝明和町民

担当者＝丸山弁護士
受付＝ 6 月 1 日から 8 日までに

総務課へお申し込みくだ

さい。

乳幼児健診

日時＝ 6 月 10 日（木）

午後 1 時～午後 2 時受付
場所＝保健センター

対象者＝ 9 年 6 月、 10年 6 月、 11
月、 11年 2 月生

健 康 相 号火
ll火

日時＝ 6 月 1 日因

午後 1 時～午後 2 時受付

場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

日時＝ 6 月 15 日因

午前10時～午後 3 時受付

場所＝役場会議室

交通事故相談

日時＝ 6 月 17 日（木）
午前10時～午後 4 時受付

場所＝館林市役所

年 金 相 三火
畝

日時＝ 6 月 17 日（木）

午前10時～午後 3 時受付

場所＝館林市役所

今 月 の納税

►固定資産税 ► 国民年金保険料

►水道料金
納期限＝ 5 月 31 日旧）

町営住宅
入居者募集

l 役場建設課 穴（ 84)3111
町では、町営住宅の入居者を募集

しています。

◇募集している住宅

南大島・新田団地 1 戸

◇家賃 収入（所得）によって異な

ります。

※入居資格等詳しくは役場建設課ヘ

東洋大学で
学んでみませんか

l 板倉町教育委員：パ82)1111
東洋大学公開講座（県民文化大学

市町村連携講座）が開かれます。皆

さんも生涯学習を実践してみません

か。お気軽にご参加ください。

◇テーマ 東南アジアの安全保障と

わたしたち日本人の立場

◇講師 西川吉光（東洋大学国際地

域学部助教授）

◇日時 6 月 12 日辻） 午前10時～

正午

◇会場東洋大学板倉キャンパス

◇申込期間 5 月 10 日旧）～ 6 月 8 日

因必着

◇定員 200名

◇聴講料無料

◇申込方法往復はがきに「学術講

演会」と記入のうえ、住所・氏名

（フリガナ）・性別・年齢・職業・

電話番号・返信用にもあて先を明

記し、板倉町教育委員会(〒374-

0192 板倉町板倉2067) へ

夜間労働相談

l 太田行政事務所四 (32)2215
県では、夜間労働相談を実施し、

特に勤務時間内では相談に訪れるこ

とが難しい中小企業の労働者および

使用者に便宜を図ることになりました。

◇実施期限 9 月 30 日（木）までの間の

毎週木曜日（祝祭日は除く）

◇時間午後 5 時30分～ 7 時

◇場所 太田行政事務所（太田市西

本町60-27 、 4 月 1 日から設置）

◇相談内容 労働問題一般等

◇対象者労使一般

町道等法面への
除草薬散布はやめましょう

l 役場建設課 匹（ 84)3111
町では、道路・水路等の法面を保

護するために、除草する場合は草刈

りでお願いしています。法面の維持

管理のため、除草薬散布はやめまし

ょう。

群馬県職員・県警察官
採用試験

群馬県人事委員会事務局
8027 (223) 1111 

県職員（事務・技術系職種）

◇資格昭和45年 4 月 2 日から 53年

4 月 1 日までに生まれた人

◇申込期間 5 月 17 日旧）～ 28 日釦

◇出願用紙配布場所 館林行政事務

所笠72-4461 ほか

嗅警察官A （男性・女性）

◇資格昭和44年 4 月 2 日から 53年

4 月 1 日までに生まれ、学校教育

法による大学（短大を除く）を卒

業(1 2年 3 月卒業見込みを含む）

した人

◇申込期閻 5 月 10 日併）～ 6 月 11 日位）

◇出願用紙配布場所館林警察署合

75-0110明和駐在所884-2200ほか

※詳しくは、群馬県人事委員会事務

局へ

群馬県調理師
試験説明会

l 館林保健福祉事務所
匹（ 72)3230

平成11年度調理師試験は 7 月 28 日

困に実施を予定しております。受験

を希望されるかたは、説明会に出席

してください。

◇日時 5 月 18 日因第 1 回目午

前 10時第 2 回目午後 2 時 (30

分程度で終了しますのでどちらか

一方に出席してください。代理の

かたでも結構です）

◇会場館林保健福祉事務所

◇対象 調理業務に 2 年以上従事し

たかたで、調理師試験受験希望者

◇内容願書用紙配布、願書提出に

おける諸注意および質疑応答、調

理師読本・調理師試験問題集販売

および講習会の申し込み（合計

1 1, 000円程度）

c
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格
蟄
や
祓
数
の
旅
予
約
せ
る

山
下
書
治

お
う
な

春
な
れ
や
年
を
忘
れ

1
蝸
森
ぅ

山
下
ふ
で

、
．
ご
｀

＼
介
、

1

花
代
十
七
、
音
の
位
．
ま
れ
ゆ
く

高
橋
三
重
子

下
崩
や
身
内
秘
か
に
育
つ
も
の

a

名
子
春
安

こ小1い明和も 1\,7千｝

/\ 

草
＇
森
朗
や
土
も
り
上
げ
マ
雨
を
呼

ぶ
荒
井
み
ね
子

木
曜
会
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
十

年
、
先
生
は
野
本
千
代
子
先
生
で
し
た
。

入
会
間
も
な
く
先
生
の
「
は
な
ぶ
さ
会
」

の
舞
踊
発
表
会
が
あ
り
、
未
熟
な
私
た

ち
が
共
演
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
思
い
出

が
あ
り
ま
す
。
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

毎
月
第
一
第
三
木
曜
日
が
稽
古
日
で

す
。
時
に
は
お
し
ゃ
べ
り
会
半
分
に
な

る
こ
と
も
あ
り
、
友
達
同
士
交
流
の
場

と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

毎
年
町
の
納
涼
祭
に
参
加
し
、
時
に

は
公
民
館
ま
つ
り
、
文
化
祭
に
も
出
番

を
い
た
だ
き
、
な
お
老
人
福
祉
施
設
慰

問
に
も
同
行
し
年
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

し
た
。
昨
年
、
先
生
の
御
都
合
に
よ
り

現
在
は
田
村
美
代
子
先
生
で
す
。

会
員
の
希
望
に
よ
り
、
こ
の
度
「
木

曜
会
」
と
し
て
文
化
協
会
に
入
会
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
生
涯
学
習
の
一
端
と
し

て
踊
り
は
頭
だ
け
で
な
く
体
で
技
を
覚

え
る
こ
と
で
、
ま
す
ま
す
元
気
に
若
々

し
く
と
意
欲
を
も
や
し
て
い
ま
す
。
踊

り
好
き
の
か
た
、
お
仲
間
入
り
歓
迎
い

た
し
ま
す
。

町の人口と世帯

町
の
特
産
の
一
っ
「
梨
」
の
花
見
交
流
会

が
、
白
い
花
の
咲
き
誇
る
梨
園
で
行
わ
れ
、

秋
に
味
覚
を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
花
見
も
楽

し
め
る
な
ど
新
た
な
春
の
風
物
詩
が
誕
生
し

ま
し
た
。
®

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
す

が
期
間
中
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
が
出

掛
け
る
前
に
は
「
車
に
気
を
つ
け
て
」
と
一

声
か
け
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
©

来
年
4

月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
導
入
さ

れ
ま
す
。
こ
の
制
度
に
つ
い
て
、
今
月
号
か

ら
シ
リ
ー
ズ
で
と
り
あ
げ
ま
す
の
で
、
高

齢
・
少
子
化
社
会
の
道
し
る
べ
と
し
て
お
読

み
く
だ
さ
い
。
⑱

「
広
報
め
い
わ
」
は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

訪
れ
l

七
つ
旭
政
の
春
帽
子

清
水
妨
生

5 月 1 日現在（対前月比）

世帯数 3,379戸 (+37)

人口総数 11,677 戸（＋ 1 9) 

4 月の救急車出動回数

急病 13件交通事故 6件

一
四
橋

丸
山

田
口

森
戸

編
集
使
記

菜
の
花
に
酔
い

7

黄
色
に
染
ま

り
け
り
清
水
巌

須
藤
き
よ
の

す
み 青｀｀ー

と
め

貞
治

中
島
正
次
郎

山
岸
イ
ツ
子

89 

隆

司

江

口

％う

76 

夫
新

里

，
愛
憎
は
逹
さ
a

の
、
‘
t
春
姐
達

野
沢
芳
手

か
ば

設
摩
堂
の
寒
さ
底
え
り
膝
顔

対
比
地
｀
京
子

あ
め
で
だ
（
敬
称
略
）
い

氏
名
父
母
名
性
別
地
区
詣
芦

< 

新
里
砂
て

出し

中
谷
砂
申こ

大
倫
パ
闊

庫

4

の出ナ

（
敬
称
略
）
国

地
区
罷
よ

だ
芦
ガ\ し

8
 
グ
な

2
れ

ゾ
さ1

3望
グ
希を

凶
載掲

冗
※

68 

ノ‘ム、

新

里

7ワ

富

夫
大

輪

81 

伸

新

里

86 

忠

JI I 

その他

俣

山
笑
う
二
両
電
車
の
み
え
か
く

れ
江
原
ざ
ぃ

42 

茂

男
千
津
井

花
吠
會
沿
ぴ
マ
自
分
史
ま
だ
未

完
松
本
夜
詩
久

あ
く
や
み

氏
名
年
齢
世
帯
主

代
表
立
川
ツ
ヤ
子

明

和
誹
句

一云

男 5,880人・女 5,797 人

〈 4 月中の動き〉

出生 3人・死亡 7人

転入 73人・転出 50人

3件 合

阿
部

か
ず
や
ロ
乍
隆

禾

5
1

端

穂史

男

ホ
曜

台

計

田
村

日
日

ま
リ
な鞠

奈
＂
兄
' 

子弘

女

荒
川

文

芸

22件

隆

ゅ
う
や雄

哉
詞

子司

男
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温水プールで泳ごうよ！

利用者数が40万人を突破した海洋センター

では、年間を通じて小学生水泳教室などが

行われています。

今月の主な祇面

・県知事・町議会讀貴選挙………②～③

•平成11年度町主要胞策説朗会……④～⑤

•まちづくり委員会町長に答申…⑥～⑦

・三重果紺和町と国内交流……………⑧



昨年度の選挙啓発ポスターコンクール
都道府県選挙管理委員会連合会

会長賞・ニ瓶樹君（西小）

7
月

2
5
8
仰

明
和
町
役
場

投
票
で
き
る
人

そ
れ
ぞ
れ
次
の
要
件
を
溝
た
す
人

午
前
7

時
ー
午
後
8

時

投 開 投
川

華
示

華
示 票

時
間

群
馬
県
知
事
選
挙
が
7

月
4

日
⑲
に
、
明
和
町
議
会
議

員
選
挙
が
7

月
2
5日
⑪
に
、
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
嗅
政
や
町
政
の
方
向
を
決
め
る
身
近
で
一
番
大

切
な
選
挙
で
す
。

有
権
者
で
あ
る
事
に
自
覚
を
持
ち
、
私
だ
ち
の
代
表
と

し
て

1
3
1
さ
わ
し
い
か
だ
を
選
び
、
明
る
＜
き
れ
い
な
選
挙

で
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
棄
権
す
る
こ

と
な
く
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

所

入
場
券
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
よ
く
確
か
め
て
か
ら
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

所

年
齢
要
件

7

月
4

日
現
在
で
満
2
0
歳
以
上
の
人

（
昭
和
5
4
年
7

月
5

日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
）

住
所
要
件

平
成
1
1
年3
月
1
6
日
ま
で
に
町
に
住

民
登
録
を
し
、
引
き
続
き
3

か
月
以
上

町
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

年
齢
要
件

7

月
2
5
日
現
在
で
満
2
0
歳
以
上
の
人

（
昭
和
5
4
年
7

月
2
6
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
）

町

議

選

県
知
事
選

県知事選
統一啓発標語

みんなで決めよう
＜‘んまの未来

住
所
要
件

平
成
1
1
年4
月
1
9
日
ま
で
に
町
に
住

民
登
録
を
し
、
引
き
続
き
3

か
月
以
上

町
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

投 華
示

議
会
議
員
選
脊

日

7
月

4
B
⑪

民

知

事

選

拳

平成11年 6 月 10 日（木） (2) 



選挙人名簿登録者数 （平成11.6.2現在）

地区名
有権者数

男 女 計

斗合田 145 146 291 

下江蕪 142 125 26 ワ

上江黒 192 204 396 

千津井 246 25 ワ 503 

江 ロ 239 256 495 

田 島 230 229 459 

南大島 473 503 976 

新 里 642 605 1,24 ワ

中 谷 504 478 982 

梅 原 384 389 ワ 73

) 1 | 俣 147 155 302 

須 賀 198 208 406 

大 輪 357 354 ワ 1 1 

入ケ谷 50 50 100 

矢 島 2'75 2 ワ 4 549 

大佐貫 329 253 582 

合 計 4,553 4,486 9,039 

（
告
示
日
）

6

月
1
7日
③
ー
7

月
3

日
②

県
知
事
選

投
票
日
に
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の

予
定
や
レ
ジ
ャ
ー
、
買
物
、
旅
行
な
ど

の
用
事
が
あ
っ
た
り
、
病
気
の
た
め
に

投
票
所
に
行
け
な
い
人
の
た
め
に
不
在

者
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

不
在
者
投
票
が
で
き
る
期
間

明
和
町
役
場

投

票

場
所

午
前
8

時
3
0分
ー
午
後
8

時

投

票

時

間

（
告
ホ
日
）

7

月
2
0日
⑳
ー
7

月
2
4日
⑤

町

議

土
・
日
曜
日
も
で
き
ま
す

選

簡
単
に
で
き
る
不
在
者
投
票

※
詳
し
く
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
総
務
課
内
C
閻
3
1
1
1
)

へ
あ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

籍孟：
者会, ふ 6 等議

虐と 翡 f1 員

: 偲前日 合せ会挙選立
闘 開候
催補

ヽ

体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
か
た
や
戦

傷
病
の
か
た
は
自
宅
か
ら
郵
便
で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
早
め
に
町
選

挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 体

の
不
自
由
な
か
た
は

郵
便
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す

県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
し
た
病

院
な
ど
に
入
院
し
て
い
る
人
は
、
病
院

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

病
院
長
等
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

病
院
で
不
在
者

投
票
で
き
ま
す

入
場
券
（
届
か
な
い
と
き
は
、

し
な
く
て
も
投
票
で
き
ま
す
）

持
参

持
参
す
る
も
の

公
職
の
候
補
者
等
の
寄
附
は
…

一
立
候
補
予
定
者
や
現
在
公
職
に
あ
る

人
（
以
下
「
政
治
家
」
と
い
う
）
が
、

選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
寄
附
を
す
る

こ
と
（
政
党
や
親
族
に
対
す
る
も
の

お
よ
び
政
治
教
育
集
会
に
関
す
る
必

※
 

要
や
む
を
得
な
い
実
費
の
補
償
は
除

か
れ
ま
す
）
は
、
い
か
な
る
名
義
を

も
っ
て
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
禁
止

さ
れ
て
お
り
、
次
の
も
の
を
除
き
、

す
べ
て
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

①
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
結

婚
披
露
宴
に
あ
け
る
祝
儀

②
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
葬

式
や
通
夜
に
あ
け
る
香
典

（
①
や
②
で
あ
っ
て
も
、
選
挙
に

関
し
て
な
さ
れ
た
場
合
や
通
常
一

般
の
社
交
の
程
度
を
超
え
て
い
る

場
合
は
処
罰
さ
れ
ま
す
）

※
政
治
教
育
集
会
に
関
す
る
実
費
の

補
償
と
し
て
す
る
寄
附
で
あ
っ
て

も
、
次
の
も
の
は
禁
止
さ
れ
罰
則

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

a

食
事
の
実
費
補
償
（
食
事
の
提
供

も
含
む
）
と
し
て
行
う
寄
附

き
ょ
う

b

饗
応
接
待
（
酒
食
の
提
供
、
映
画

演
劇
の
鑑
賞
、
温
泉
へ
の
招
待
等
）

が
行
わ
れ
る
よ
う
な
集
会
で
な
さ

れ
る
寄
附

C

政
治
家
の
選
挙
区
外
で
行
わ
れ
る

集
会
で
な
さ
れ
る
寄
附

d

政
治
家
の
選
挙
に
関
す
る
一
定
期

間
（
任
期
満
了
に
よ
る
選
挙
で
は

そ
の
任
期
溝
了
日
前

9
0日
に
当
た

る
日
か
ら
当
該
選
挙
の
投
票
日
ま

で
の
間
）
内
に
開
催
の
集
会
で
な

さ
れ
る
寄
附

な
お
、
政
治
家
以
外
の
者
が
、
政

治
家
名
義
で
政
治
家
の
選
挙
区
内
に

あ
る
者
に
寄
附
を
す
る
こ
と
も
罰
則

を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
政
治
家
に
対
し
、
そ
の
選

挙
区
内
に
あ
る
者
に
寄
附
を
出
す
よ

う
勧
誘
や
要
求
を
す
る
行
為
も
禁
止

さ
れ
て
お
り
、
政
治
家
を
威
迫
し
て

あ
る
い
は
政
治
家
の
当
選
ま
た
は
被

選
挙
権
を
失
わ
せ
る
目
的
で
勧
誘
や

要
求
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。
政

治
家
以
外
の
者
に
政
治
家
名
義
で
政

治
家
の
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
寄
附

を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
、
威
迫

し
て
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

い
ず
れ
も
処
罰
さ
れ
ま
す
と
、
公
民

権
停
止
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

政
治
家
の
寄
附

禁
止
さ
れ
て

し‘

は

ま
す

(3) 平成11年 6 月 10 日（木）
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今年度の主要施策を述べる斎藤町長

町
で
は
、
平
成
1
1年
度
の
町
政
の
現
況

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
だ
だ
く
だ
め
、

初
の
王
要
施
策
説
明
会
あ
よ
び
講
演
会
を

5

月
9
日
、

1
3
1
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
開

催
し
ま
し
た
。

説
明
会
で
は
、
は
じ
め
に
斎
藤
町
長
が
主

要
施
策
等
を
交
え
た
あ
い
さ
つ
を
行
い
、

そ
の
後
各
課
局
長
が
事
業
概
要
を
詳
し
く

説
明
し
ま
し
だ
。

ま
だ
、
講
演
会
で
は
政
治
評
論
家
の
森
田

実
先
生
が
「
合
後
の
政
局
と
日
本
経
済
の

展
望
」
と
題
し
て
、
最
新
の
政
局
や
経
済
、

金
融
、
消
費
の
動
向
な
ど
を
的
確
に
と
ら

え
、
興
昧
深
い
熱
弁
を
振
る
わ
れ
ま
し
だ
。

会
場
を
埋
め
だ
約
1
6
0

人
の
町
民
は
、

説
明
や
講
演
を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
だ
。

こ
こ
で
は
、
町
長
あ
い
さ
つ
あ
よ
び
合
年

度
の
王
要
施
策
の
概
要
に
つ
い
て
あ
知
ら

せ
し
ま
す
。

甘
＿
芦
繭
暉
憲
〖
囀 * 

各
3

園
ず
つ
あ
る
保
育
園
と
幼
稚
園

を
そ
れ
ぞ
れ
1

園
に
統
廃
合
し
、
今
年

度
は
そ
の
園
舎
の
建
設
を
進
め
、
平
成

1
2年
4

月
か
ら
の
開
園
に
向
け
て
整
備

中
で
す
。
場
所
は
、
地
権
者
の
協
力
を

得
て
、
ふ
る
さ
と
の
広
場
の
東
側
の
約

1

昇
の
土
地
で
す
。
―
つ
の
建
物
に
保

育
園
と
幼
稚
園
を
合
設
し
て
整
備
す
る

会
保
育
園
・
幼
稚
園
の

統
合
園
舎
建
設

今
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

常
に
健
全
財
政
を
堅
持
し
な
が
ら
総
額

で
約
7
1億
円
と
、
前
年
度
よ
り
約

1
2
%

の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
行
政
水
準
の
向
上
が
図
ら
れ

る
こ
と
を
最
重
点
と
し
て
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
が
低
下
す
る
こ
と
な
く
今
ま
で
以

上
に
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
「
明
和
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と

い
う
よ
う
な
町
政
が
執
行
で
き
る
よ
う

に
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

2
1世
紀
に

向
け
、
調
和
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
計
画
的
、
合
理
的
な
行
政
運

営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

の
は
県
内
で
も
初
め
て
の
試
み
で
す
。

ま
た
、
早
朝
保
育
や
延
長
保
育
な
ど

時
間
の
延
長
を
行
い
、
保
育
内
容
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

乳
幼
児
の
医
療
費
の
無
料

化
を
小
学
校
就
学
前
ま
で

引
き
上
げ

乳
幼
児
の
医
療
費
の
無
料
化
を
、
5

歳
未
満
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
引
き

上
げ
、
子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

町立保育園・幼稚園完成予想図

平成11年 6 月 10 日（木） (4) 
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シルバ一人材センター会員による除草作業

国
道
1
2
2

号
の
昭
和
橋
の
架
け
替

え
が
今
年
度
か
ら
着
工
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
現
在

2

車
線
で
す
が
、

そ
の
下
流
8

信
の
と
こ
ろ
に
も
う
一
本

橋
が
新
し
く
建
設
さ
れ
、
平
成
1
6
年
ご

国
道
1
2
2

号

昭
B

橋
の
架
け
替
え

今
年
度
か
ら
新
た
に
下
水
道
事
業
特

別
会
計
を
設
置
し
、
約
1

億
5

千
万
円

の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

下
水
道
終
末
処
理
場
の
建
設
に
向

け
、
南
大
島
地
区
の
谷
田
川
沿
い
で
江

口
排
水
路
の
東
側
に
地
権
者
の
協
力
を

得
て
、
約
闊
芦
の
土
地
を
今
年
度
に
取

得
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
下
水

か
ん
き
ょ

道
幹
線
管
渠
等
の
設
計
も
含
め
て
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

下
水
道
事
業
を
進
め
る
に
は
、
国
か

ら
の
補
助
が
あ
る
た
め
県
の
指
導
が
あ

り
建
設
省
の
認
可
を
受
け
て
か
ら
で
な

い
と
着
手
で
き
ま
せ
ん
。
今
ま
で
国
と

協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
よ
う
や
く
建
設

省
の
承
認
を
い
た
だ
き
平
成
1
1年
度
の

な
か
で
公
共
下
水
道
事
業
に
着
手
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

東
小
南
校
舎
と
明
中
南
校
舎
の
耐
震

診
断
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
補
強
工
事
が

必
要
と
の
判
定
が
あ
り
、
今
年
度
に
両

校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
西
小
と
明
中
の
北
校
舎
も
、

今
年
度
に
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
生
涯
教
育
施
設
や
社
会
体
育

施
設
の
管
理
運
営
に
は
、
十
分
配
慮
し

な
が
ら
教
育
関
係
に
も
重
点
を
置
い
て

執
行
し
て
い
き
ま
す
。

小
ノ
中
学
校
舎
の
耐
震
補
強
あ
よ

び
生
涯
敦
育
施
設
等
の
管
理
運
常

講 演 会

最新の政局や経済などについて、
興味深い講演をされた政治評論家

の森田実先生

平
成
1
2
年4
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
介

護
保
険
事
業
が
円
滑
に
導
入
で
き
る
よ

う
、
県
の
方
針
と
同
様
に
保
健
福
祉
を

一
体
と
考
え
て
機
構
改
革
を
行
い
、
従

来
の
福
祉
課
に
環
境
保
健
課
の
係
の
一

部
を
加
え
て
「
保
健
福
祉
課
」
と
名
称

変
更
し
ま
し
た
。

ま
た
、
従
来
の
環
境
保
健
課
を
「
環

境
課
」
に
名
称
変
更
し
て
、
世
界
的
な

問
題
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
等
の
公
害
関

係
や
ご
み
処
理
関
係
に
交
通
防
犯
関
係

を
加
え
て
事
務
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
両
課
の
事
務
室
は
、
増
築
さ
れ

た
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
内
に

4

月
か
ら
移
転
し
ま
し
た
。

福
祉
関
係
で
は
、
今
年
度
か
ら
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
運
営

を
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
ま
し

保
険
制
度
の
実
施

え
た
機
構
改
革

ろ
ま
で
に
完
成
の
予
定
で
す
。

ま
た
、
今
年
度
中
に
は
、
西
小
の
信

号
北
側
辺
り
ま
で
の
測
量
も
県
館
林
土

木
事
務
所
の
所
管
で
行
う
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。

新しく橋が建設される昭和橋の下流側

町民の知識の宝庫となっている図書館

海洋センターでの小学生水泳教室

た
。
お
年
寄
り
の
か
た
が
、
自
分
の
技

量
を
生
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
も

兼
ね
な
が
ら
軽
作
業
等
の
需
要
に
応
え

て
い
き
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り

を
目
指
す
も
の
で
す
。

海
洋
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成

6

年
6

月

1
6
日
に
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
1

日
平
均

約
2
7
0

人
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
ま

も
な
く
利
用
者
が
4
0
万
人
に
達
成
す
る

予
定
で
す
。
(
4
0
万
人
に
は
、5
月

1
1

日
に
達
成
し
ま
し
た
）

図
書
館
は
、
平
成
8

年
7

月

1
7日
に

開
館
し
て
か
ら
1

日
平
均
の
利
用
者
が

約
2
0
6

人
で
、
4

月
末
ま
で
に
1
6
万

3
、

8
8
8

人
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
は
、
平
成

8

年
6

月
2

日
に
開
館
し
て
か
ら
4

月
末

ま
で
の
利
用
が
1

、

0
9
1

回
で
、
7

9
、

1
3
8

人
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
施
設
も
多
く
の
皆
さ
ん
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
、
好
評
を
得
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
も
さ
ら
に
ご
利
用

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(5) 平成11年 6 月 10 日（木）



のある
会が 町長

ま
に

ちつく
答
u
 

申

明
和
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
市
街
化
区
域
等
の
都
市
基
盤
の

基
本
構
想
に
つ
い
て
、
平
成
9

年
1
0
月
に
町
長
か
ら
の
諮
問
を
受
け
て
、

町
議
会
議
員
、
地
元
有
識
者
、
各
種
団
体
役
員
、
町
職
員
な
ど
3
1
人
の

委
員
で
8

回
に
わ
だ
り
槙
重
に
室
議
・
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
だ
。
そ

の
結
果
、
5

月
2
6
日
開
催
の
同
委
員
会
で
、
明
和
ら
し
さ
を
生
か
し
だ

「
や
す
ら
ぎ
と
う
る
あ
い
の
あ
る
ま
ち
」
を
目
指
す
計
画
案
が
江
原
会
長

（
助
役
）
か
ら
斎
藤
町
長
へ
答
申
さ
れ
ま
し
だ
。
町
で
は
合
後
、
こ
の
答

申
書
を
尊
重
し
な
が
ら
、
財
源
が
許
す
範
囲
で
整
備
を
推
進
し
て
い
く

予
定
で
す
。
そ
こ
で
合
回
は
、
答
申
書
の
内
容
の
概
要
に
つ
い
て
あ
知

ら
せ
し
ま
す
。

本
委
員
会
で
は
、
町
長
よ
り
諮
問
さ

れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
構
想
に
つ
い

て
審
議
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
計
画
案

斎
藤
町
長
に
答
申
書
を
手
渡
す
江
原
会
長

こ
｛

答

申

に
掲
げ
ら
れ
た
基
本
方
針
、
整
備
構
想

は
概
ね
妥
当
な
も
の
と
認
め
ま
す
。

な
お
、
審
議
の
過
程
で
出
さ
れ
た
意

見
、
要
望
等
を
次
の
と
お
り
付
し
ま
す

の
で
、
新
里
・
中
谷
地
区
の
整
備
の
推

進
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
に
配
慮
さ

れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

♦
計
画
テ
ー
マ
（
計
画
方
針
）

①
明
和
ら
し
さ
の
実
現
に
あ
た
っ
て

は
、
公
園
・
道
路
等
の
公
共
施
設
だ

け
で
な
く
、
広
範
な
手
法
を
検
討
し

推
進
さ
れ
た
い
。

令
駅
周
辺
整
備
の
万
向
性

①
駅
周
辺
の
工
業
系
施
設
に
つ
い
て

は
、
本
町
の
将
来
的
な
ま
ち
づ
く
り

を
行
う
上
で
住
居
系
を
中
心
と
し
た

土
地
利
用
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
長
期
的
な
土
地
利

用
転
換
に
向
け
て
、
町
の
総
合
計
画

等
と
の
調
整
を
図
り
つ
つ
整
備
を
推

進
さ
れ
た
い
。

②
駅
舎
を
含
む
鉄
道
施
設
に
つ
い
て

は
、
改
札
口
が
西
口
の
み
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
駅
周
辺
整
備
に
あ
わ
せ
て
、

駅
東
側
か
ら
も
利
用
可
能
と
な
る
よ

う
橋
上
駅
の
整
備
に
向
け
て
協
議
推

進
さ
れ
た
い
。

令
住
宅
整
備
の
万
向
性

①
住
宅
整
備
は
、
別
紙
の
基
本
構
成

図
を
も
と
に
推
進
さ
れ
た
い
。

②
住
宅
整
備
に
あ
わ
せ
て
緑
化
の
推

進
を
図
る
と
と
も
に
、
み
ど
り
豊
か

な
ま
ち
を
形
成
す
る
た
め
、
地
域
住

一
民
や
行
政
・
各
種
事
業
所
等
の
適
正

な
役
割
分
担
の
も
と
、
総
合
的
か
つ

効
果
的
な
手
法
を
検
討
さ
れ
た
い
。

◇
具
体
的
な
整
備

①
新
里
・
中
谷
地
区
の
具
体
的
な
整

備
計
画
を
早
期
に
明
確
化
さ
れ
た

②
整
備
計
画
は
、
障
害
者
や
将
来
的

に
増
加
す
る
高
齢
者
お
よ
び
少
子
化

傾
向
に
留
意
し
て
策
定
さ
れ
た
い
。

③
基
本
構
想
案
に
つ
い
て
は
、
既
存

の
利
便
性
を
損
な
わ
ず
通
過
交
通
が

流
入
し
に
く
い
別
紙
の
基
本
構
想
図

（
基
本
構
成
図
を
参
照
）
を
も
と
に
、

安
全
性
・
快
適
性
を
確
保
し
た
中
で

整
備
を
推
進
さ
れ
た
い
。

④
公
園
・
緑
地
の
整
備
は
、
本
町
の

か
つ
て
の
屋
敷
林
、
動
植
物
の
生
態

系
等
を
考
慮
し
、
樹
林
地
の
復
元
な

ど
環
境
保
全
に
留
意
し
て
推
進
さ
れ

た
い
。

⑤
駅
周
辺
整
備
に
あ
わ
せ
て
、
駅
利

用
者
等
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
駐
輪

場
や
駐
車
場
の
整
備
も
推
進
さ
れ
た

⑤
新
里
・
中
谷
地
区
の
整
備
に
併
行

し
て
下
水
道
事
業
の
整
備
も
推
進
さ

れ
た
い
。

やすらぎとうるおいのあるまち
MｷEｷlｷWｷA 

Make 新しく生み出す＝つくる

Exchange 人やものが行き来し交わる＝交流

②
計
画
プ
ー
マ

Identity 

Warmth 

Amply 

自分らしさ＝明利らしさ

心のあたたかみ、人間味＝うるおい

ゆとりがあるさま、ゆったり、たっぷり＝のんびり

計
画
案 （

財
源
等
）

令
そ
の
他

①
市
街
地
整
備
事
業
の
実
施
に
は

多
額
の
財
源
を
必
要
と
す
る
こ
と
か

ら
、
都
市
計
画
税
の
賦
課
等
に
つ
い

て
早
急
に
検
討
さ
れ
た
い
。

特
に
、
区
画
整
理
事
業
等
の
事
業

化
に
あ
た
っ
て
は
、
同
税
の
導
入
を

考
慮
さ
れ
た
い
。

①
ま
ち
づ
く
り
の
総
合
目
標

•
町
民
生
活
の
拠
点
と
な
る
中
心
市
街

地
つ
く
り

•
明
和
町
の
顔
づ
く
り

．
魅
力
と
澗
い
の
あ
る
定
住
空
間
づ
く

り

平成11年 6 月 10 日（木） (6) 



やすらき
ま
と
ち
う
づ
る

v
 

おい
り委 員

①
土
地
利
用

•
住
宅
地
を
中
心
に
、
商
業
機
能
な
ど

と
調
和
し
た
土
地
利
用
を
形
成
す
る
。

•
市
街
化
区
域
内
の
農
地
は
、
将
来
の

土
地
利
用
の
方
向
性
を
十
分
考
慮
し

な
が
ら
、
積
極
的
な
市
街
化
誘
導
を

行
う
。

②
道
路
交
通
体
系

•
地
区
内
を
一
体
的
か
つ
均
等
に
サ
ー

ビ
ス
で
き
る
利
便
性
の
高
い
道
路
骨

格
を
構
成
す
る
と
と
も
に
、
歩
行
者

等
の
安
全
を
考
慮
し
た
人
に
優
し
く

魅
力
あ
る
道
路
空
間
を
創
出
す
る
。

•
鉄
道
に
よ
る
地
区
の
東
西
分
断
の
解

消
に
つ
い
て
は
、
歩
行
者
等
の
利
便

性
の
向
上
や
安
全
性
・
快
適
性
を
確

保
し
た
計
画
と
す
る
。

•
障
害
者
や
お
年
寄
り
等
に
配
慮
し
た

歩
行
空
間
を
確
保
す
る
た
め
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
を
図
る
。

③
公
園
緑
地

•
日
常
を
楽
し
く
利
用
で
き
る
都
市
公

園
（
近
隣
・
街
区
公
園
）
の
位
置
と

規
模
を
適
正
に
定
め
る
と
共
に
、
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
な
ど
の
配
置
を
検
討

す
る
。

•
公
園
の
配
置
と
併
せ
、
歩
行
者
動
線

お
よ
び
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

を
図
る
。

•
地
区
計
画
等
に
よ
り
、
明
和
ら
し
さ

の
演
出
が
可
能
な
緑
化
の
推
進
を
検

討
す
る
。 基

本
方
針

④
公
共
・
公
益
施
設
等

•
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
や
文
化
活

動
等
を
支
援
す
る
施
設
の
必
要
性
や

地
区
住
民
の
要
望
を
検
討
し
、
公
共

・
公
益
施
設
の
充
実
を
図
る
。

⑤
生
活
衛
生
・
排
水

•
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
を
目
指
し
て

公
共
下
水
道
事
業
を
推
進
す
る
と
と

も
に
早
期
に
整
備
を
実
現
す
る
た
め

の
方
策
を
検
討
す
る
。

•
道
路
、
水
路
な
ど
の
公
共
施
設
の
清

掃
・
美
化
に
つ
い
て
は
、
地
域
ぐ
る

み
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
·
住
民

・
事
業
所
等
に
よ
り
一
体
的
に
推
進

す
る
。

⑥
ま
ち
な
み
・
景
観

•
魅
力
的
な
ま
ち
、
か
つ
明
和
ら
し
さ

の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
、
公

共
施
設
の
整
備
や
地
区
計
画
等
に
よ

り
ま
ち
な
み
・
景
観
形
成
を
誘
導
す

る
な
ど
、
総
合
的
か
つ
効
果
的
な
手

法
を
検
討
す
る
。

•
明
和
ら
し
さ
に
基
づ
い
た
デ
ザ
イ
ン

計
画
等
に
よ
っ
て
、
よ
り
高
品
質
な

都
市
空
間
を
形
成
す
る
。

⑦
地
区
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
等

•
住
民
等
の
発
意
と
協
力
に
支
え
ら
れ

た
、
継
続
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
、
慎
重
か
つ
き
め
細
や
か
な
合
意

形
成
活
動
を
行
う
。

〈基本構成図〉

至伊嬰崎

●低層戸建住宅ゾーン

・敷地規模にゆとりのあるグレードの高い
低層戸建住宅地とし、明和町のイメージ
アップを図れるような新しい住宅地を形
成するゾーン

●一般住宅ゾーン

•長期的に、既存の工場から

住居系土地利用への転換を
図ることが望ましいゾーン

●駅前商業ゾーン

・駅前広場の整備と併せて、
明和町のメイン玄関口に

相応しい商業施設の形成
を図るとともに、地区住
民の生活利便性の向上を

図るゾーン

●一般住宅ゾーン

．既に形成されている住宅地のス

プロール化を防止し、良質な住
環境を保全していくゾーン

一
. ヽ

｀

．
ー
・

国
道
1
2
2

号

—.」
●旧集落ゾーン

・県道沿いにある昔からの集落を明

和町らしさとして保全していき、
町の核となる駅と主要施設を結ぶ
軸として位置づけるゾーン

●公共・公益施設ゾーン

．既存の施設に、不足し

ている施設を加え、町
の主要施設の拡充を図

っていくソーン

凡

ーー一幹線道路
デ補助幹線道路

三主要区画道路

ピ歩行者ネットワーク

［近隣公園

口街区公園

例

(7) 平成11年 6 月 10 日（木）
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熊
i
野

灘

三

三重県「明和町」の呼び名
は「めいわちょう」です。

重
県
明
和
町
と

近
年
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
国

内
の
地
域
間
交
流
事
業
が
活
発
化
し
て

き
て
い
ま
す
。
明
和
町
で
は
、
平
成

7

年
度
に
策
定
土
た
第
四
次
総
合
計
画
の

中
に
、
初
め
て
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
産

業
等
の
多
面
的
な
地
域
間
交
流
の
推
進

を
盛
り
込
み
、
交
流
の
相
手
先
や
交
流

の
内
容
等
を
模
索
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
全
国
3

、

2
0
0

有
余
の
市

町
村
の
中
で
、
唯
一
同
じ
町
名
の
三
重

県
明
和
町
と
毎
月
発
行
の
広
報
紙
の
交

換
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
昭

和
6
1
年9
月
に
町
民
の
か
た
が
、
三
重

県
明
和
町
役
場
を
訪
問
し
た
こ
と
に
つ

い
て
昭
和
6
2
年5
月
の
「
広
報
め
い
わ
」

に
掲
載
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
文
書

交
流
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

奈
良
県

ロ
ロ

岐

]
?
1
/
.
I
/
.

』
]
ロ

ノ
久ノ

県
市賀
一
野
銅
万

（
上
名
（
一
さ
；
＜
ー
ー
ゃ
・
ー

9
m
/

滋
？
．
＼
t
b
.j
f
＼
~
囁
し
＜
r
.＼
和
歌
山
県

〉
.
f
ダ

1一
っ

ま
た
、
本
町
の
商
工
祭
に
お
い
て
も

三
重
県
明
和
町
の
特
産
品
の
販
売
な
ど

を
し
て
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
町
で
は
平
成
1
0
年
1
0
月

の
「
町
制
施
行
」
を
契
機
に
、
よ
り
一

層
の
活
性
化
を
図
る
た
め
町
の
総
合
計

画
に
基
つ
き
全
国
で
唯
一
、
同
じ
町
名

の
三
重
県
明
和
町
と
の
国
内
交
流
を
検

討
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今
後
の
交
流

計
画
を
検
討
す
る
た
め
、
平
成
1
1
年
1

月
に
三
重
県
明
和
町
よ
り
企
画
担
当
職

員
2

名
が
来
町
す
る
と
と
も
に
、
5

月

に
は
本
町
か
ら
企
画
担
当
職
員
2

名
が

三
重
県
明
和
町
を
訪
問
し
、
交
流
事
業

の
最
終
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
、
同
名
称
の
町
が
生
活
や
文
化
な

ど
の
違
い
を
学
び
、
地
域
の
活
性
化
や

二

r:l) 

新
し
い
文
化
の
創
造
を
推
進
し
て
い
く

計
画
で
す
。

ま
た
、
住
民
参
加
型
の
交
流
事
業
と

し
て
、
よ
り
充
実
し
た
内
容
へ
と
発
展

さ
せ
る
た
め
、
今
年
度
は
行
政
レ
ベ
ル

で
、
ま
ず
両
町
の
主
な
イ
ベ
ン
ト
開
催

時
に
町
長
や
議
会
議
長
等
が
お
互
い
に

表
敬
訪
問
し
て
、
遠
隔
の
地
と
の
地
域

間
交
流
を
進
め
、
広
域
的
な
親
睦
を
深

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
表
敬
訪
問
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
広
報
め
い
わ
7

月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

--」i
三重県明和町から職員が来町し、交流事業の
検討を行う両町の担当者

国
内
交
流

• 
町
で
は
、
三
重
県
明
和
町
と
の
国
内
交
流
事
業
を

推
進
す
る
に
あ
た
り
、
今
回
か
ら
三
重
県
明
和
町
を

シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

三
重
県
明
和
町
は
、
県
の
ほ
ぼ

中
央
で
あ
る
伊
勢
平
野
の
南
部
に

位
置
し
、
町
北
部
が
伊
勢
湾
に
面

す
る
廷
長
約
臼k
mの
海
岸
線
、
中

央
部
に
緑
豊
か
な
田
園
地
帯
、
そ

し
て
南
部
に
標
高
約
4
0
m
か
ら
5
0

m
の
丘
陵
地
帯
を
有
す
る
美
し
い

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
で

す
。ま

た
、
伊
勢
市
と
松
阪
市
に
隣

接
し
、
国
史
跡
斎
宮
跡
な
ど
古
き

時
代
か
ら
伊
勢
神
宮
と
ゆ
か
り
の

深
い
歴
史
文
化
の
豊
か
な
ま
ち
で

も
あ
り
ま
す
。

た
き
ぐ
ん
め
い
わ
ち
ょ
う

◇
町
名
三
重
県
多
気
郡
明
和
町

◇
町
誕
生
ま
で
▼
昭
和
3
0
年
に

大
淀
町
・
上
御
糸
村
・
下
御
糸

村
が
合
併
↓
三
和
町
▼
同
年

に
斎
宮
村
・
明
星
村
が
合
併
↓

斎
明
村
▼
3
3
年
に
斎
明
村
、

三
和
町
が
合
併
↓
明
和
町
誕
生

◇
町
の
紋
章

明
和
の
頭
文
字
の
「
明
」

を
解
体
し
て
日
と
月
で

表
し
、
日
は
「
威
厳
」
、

月
は
「
慈
愛
」
を
意
味

し
、
天
体
の
ご
と
く
丸

く
高
く
発
展
と
向
上
を

表
し
ま
す
。

=·ニ•—== 
伊勢神宮にご鎮座する天照大神に仕え
るために選ばれた未婚の皇族女性「斎王」
をしのんで行われています。

◄

斎
王
ま
つ
り

◇
町
の
木
横
（
ま
き
）

◇
町
の
花
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

（
ど
ん
ど
花
）

◇
町
の
歌
明
和
町
歌
、
明
和
音

頭
◇
総
人
口

2
2

、

6
0
8

人

男
1
0

、

8
5
5

人

女
1
1
7
5
3

人

（
平
成
1
1
年
4

月
1

日
）

◇
世
帯
薮

6
、

4
7
2

世
帯

◇
面
積
4
0
.
8
3

k
n
i

◇
特
産
物
伊
勢
ひ
じ
き
、
黒
の

り
、
大
根
、
地
酒
、
御
糸
織
り
、

ア
サ
リ
貝
・
バ
カ
貝

f
峨

0

イ
ン

0

孝
と
り
①

／
／
；
庫
県
叫
~
糾
川

平成11年 6 月 10 日（木） (8) 
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1又 場 8 (84) 3111 

役
場
保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）

C
閥
4
9
2
6

役
場
で
は
、
平
成
1
2
年
度
採
用
の
職
員

募
集
を
次
の
と
お
り
予
定
し
て
い
ま
す
。

◇
採
用
人
員
若
干
名

◇
職
種
一
般
行
政
職
お
よ
び
土
木
技

術
職

◇
一
次
試
験

庚馬
◇
試
験
日

9

月
1
9
日
⑪

◇
試
験
場
所
県
立
前
橋
女
子
高
等
学

校
（
前
橋
市
紅
雲
町
2
|
1
9
_
1
)

◇
問
い
合
わ
せ
役
場
総
務
課
庶
務
行

政
係

役
場
総
務
課

町
の
取
り
組
み
状
況
や
し
く
み
を
説
明
し
ま
す

町
で
は
、
住
民
の
皆
様
に
、
平
成
1
2
年

4

月
か
ら
始
ま
る
介
護
保
険
制
度
に
つ
い

て
、
町
の
取
り
組
み
や
制
度
の
し
く
み
を

ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
介
護
保
険
制
度

住
民
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

◇
日
時
7
月
1
8
日
⑪
午
後

1

時

3
0
分
ー
（
約2
時
間
）

◇
場
所
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

◇
内
容
介
護
保
険
制
度
に
対
す
る
町
の

取
り
組
み
状
況
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。
ま
た
、
県
高
齢
政
策
課
介
護
保
険

室
よ
り
講
師
を
招
き
、
介
護
保
険
に
つ

介
護
保
険
制
度
の
住
民
説
明
会
を
開
催

県
町
村
会
が
行
う
統
一
試

内
線
3
3
2

い
て
、
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
保
健
福
祉
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
広
報
め
い
わ
7
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

几
又
舟

平
成

1
2』政

一
了

ー
イ

職

. 
土
木
技
術
職

町
教
育
委
員
会
で
は
、
キ
ャ
ン
プ
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

◇
期
日
平
成
1
1
年
7

月
2
7
日
因
、
2
8
日

困
1

泊
2

日

◇
場
所
小
平
の
里
（
大
間
々
町
）

◇
対
象
小
学
校

4
.
5
.
6

年
生

◇
定
員
2
5
人
（
個
人
応
募
に
限
り
ま
す
）

◇
受
付

6

月
1
8
日
⑤
か
ら
教
育
委
員
会

事
務
局
（
中
央
公
民
館
内
）
で
随
時
受

け
付
け
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
初

参
加
者
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
内
容
野
外
炊
飯
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
わ
た
ら
せ
渓

谷
鉄
道
利
用
な
ど
（
変
更
に
な
る
こ
と

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課C麟

4
4
9
1

も
あ
り
ま
す
）

◇
参
加
費

5
、

0
0
0

円

※
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
度
採
用
の
町
職
員
を
募
集

わ
た
ら
せ
渓
谷
線
で
足
尾
銅
山
に
行
こ
う
！

キ
ャ
ン
プ
の
参
加
者
を
募
集

著名人の 「サイン色紙展」 開催中

；］皇；し
．麟乏9

夏．9と
サイン色紙等約50枚が展示されているロビー

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

C
閥
5
5
5
5

6

月
2

日
で
、
ふ
る
さ
と
産
業
文

化
館
は
開
館
し
て
3

周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
日

ご
ろ
の
感
謝
を
込
め
、
今
ま
で
来
館

さ
れ
た
各
著
名
人
の
「
サ
イ
ン
色
紙

展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

◇
期
間

7

月
2

日
釦
ま
で

午
前
8

時
3
0
分
ー
午
後
1
0
時
（
月

曜
日
休
館
）

◇
会
場
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
内

ロ
ビ
ー
｀

◇
内
容
同
館
に
来
館
さ
れ
た
各
著

名
人
の
サ
イ
ン
色
紙
等
約
5
0
枚
を

展
示

(9) 平成11年 6 月 10 日（木）



町
ぉ

か

知
-
°
ら

の
せ

公
共
下
水
道
事
業

明
和
町
単
独
公
共
下
水
道
の
計
画
案
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
説

明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

こ
の
説
明
会
に
は
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
ご
都
合
に
あ
わ
せ
て
お
気

軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ご
来
場
の
際
に
は
広
報
め
い
わ

パ
ソ
コ
ン
や
電
気
機
械
の
基
礎
的
な
操
作

方
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
期
間

9

月
2
1
日
因
か
ら
1
0
月
2
6
日
因

ま
で
火
・
木
曜
日
の
全
1
0
回
（
午
後
6

時
3
0
分1
9

時
3
0
分
）

◇
場
所
県
立
館
林
商
工
高
等
学
校

◇
対
象
者
平
成

7

年
4

月
1

日
か
ら

1
1
年3

月
3
1
日
ま
で
に
戦
没
者
の
遺

族
に
給
付
さ
れ
る
年
金
（
公
務
扶
助

料
、
遺
族
年
金
等
）
の
支
給
を
受
け

る
者
が
い
な
く
な
っ
た
戦
没
者
の
遺
族

（
第
6
回
特
別
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得

特
集
号
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
6
月
2
8
日
⑪
午
後
7

時
＼

◇
会
場
東
小
学
校
体
育
館

◇
日
時

6

月
2
9
日
因
午
後
7

時
＼

◇
会
場
西
小
学
校
プ
レ
イ
ル
ー
ム

◇
日
時

6

月
3
0
日
困
午
後
7

時
＼

◇
会
場
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
研
修
室

◇
定
員
3
0
人
（
先
着
順
）

◇
費
用

4
、

4
1
0

円
（
資
料
・
材
料

費
と
し
て
）

◇
申
込
期
間

7

月
1
2
日
⑤
＼
1
6
日
⑤

◇
申
し
込
み
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

ヘ
※
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

し
て
い
な
い
遺
族
）

◇
給
付
内
容
額
面
2
4
万
円

6

年
償
還
）

◇
請
求
期
間

3

年
間

◇
請
求
窓
口

(
4万
円
x

平
成
1
1
年4
月
1

日
か
ら

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

役
場
保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）

C
閥
4
9
2
6

保
健
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

※
詳
し
く
は
、
役
場
保
健
福
祉
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

請
求
は
平
成

1
4年
3

月

3
1日
ま
で
に

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課C

閥
4
4
9
1

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電

気

と
機
械
の
基
礎
入
門

高

校

開

放

講

座

開

催

役
場
都
市
開
発
課

広
報
め
い
わ
特
集
号
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

内
線
3
7
1

※
詳
し
く
は
、
役
場
都
市
開
発
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

の
説
明
会
開
催

群響ファミ リーコンサー卜 8 月 28 日（土）

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

C
閥
5
5
5
5

第
2
3
回
県
民
芸
術
祭
参
加
、
平
成

1
1
年
度
「
県
民
音
楽
の
ひ
ろ
ば
」
群

響
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か

れ
ま
す
。

◇
日
時

8

月
2
8
日
山

◇
開
場
午
後

6

時
3
0
分

◇
開
演
午
後

7

時

◇
開
場
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

◇
入
場
料
全
席
自
由

一
般

2
、

0
0
0

円

高
校
生
以
下

1
、

0
0
0

円

親
子
ペ
ア
券

2
、

5
0
0

円

（
一
般
と
高
校
生
以
下
）

※
当
日
2
0
0

円
増

◇
主
催
群
馬
県
・
群
馬
県
教
育

委
員
会
・
明
和
町
・
明
和
町
教
育

委
員
会
ほ
か

◇
後
援
明
和
町
文
化
協
会

◇
前
売
開
始
6
月
1
3
日
国
午
前

8

時
3
0
分
か
ら

と
つ
か
な
お
ひ
ろ

◇
指
揮
十
束
尚
弘

◇
司
会
磯
野
貴
理
子

◇
プ
ロ
グ
ラ
ム
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
バ
レ
エ
組
曲
「
く
る
み
割

り
人
形
」
ほ
か

◇
問
い
合
わ
せ
ふ
る
さ
と
産
業
文

化
館

平成11年 6 月 10 日（木） (10) 
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1又 場 8(84)3111 

平成 1 1 年度明和町農作業標準料金表

◇水稲作業 (10アール当たり）

作 業 名 作業内容 作業料金

耕 起 1 番うない 4,500 

It 2 番うない 3,500 

代 か き 6,000 

耕起～代かき 耕起～代かきまで一貫で委託した場合 13,000 

代かきのみ 委託した場合 6,000 

育苗（種苗） 苗箱 20 枚標準 一切受託者もち 14,000 

I/ 苗箱 20 枚標準 種子・苗箱は委託者もち 10,000 

田植（機械植） 補植なし（端まわり 欠株の補植をのぞく） 6,000 

育苗～田植 育苗～田植一切 19,000 

コンバイン刈取り 刈取り、委託者宅迄運搬（結束は 2,000 円高） 16,000 

コンバイン一貫作業
刈取り、乾燥調整、委託者宅迄届ける

廻り刈りを含む一切（結束は 2,000 円高）
27,000 

乾燥籾摺り調整 1 俵当たり（生籾の場合） 1,500 

籾摺り調整 1 俵当たり（生籾の場合） 600 

◇麦作業 (10アール当たり）

作 業 名 作業内容 作業料金

耕 起 7,000 

施肥播種 ドリル播（耕起・肥料・種子代は別） 4,500 

覆 土 2,800 
l 

刈 取 り 15,000 

セ ツ 卜 刈取りから乾燥、調整 26,000 

〇農繁期労賃

〇農繁期以外労賃

1 日当たり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 8,000 円

1 日当たり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 6,000 円

（注）上記の料金は標準額ですから、ほ場条件・地域間でそれぞれ
格差がある事と思いますので、参考として利用してください。

農
作
業
の
標
準
料
金
が
決
ま
り
ま
し
だ

農
休
日
は
7

月
2

日
面. 

) 

3

日
土( 

. 
4

日
⑭

総
務
庁
統
計
局
・
通
商
産
業
省
で
は
、

平
成
1
1年
7

月
1

日
現
在
で
、
事
業
所
・

企
業
統
計
調
査
お
よ
び
商
業
統
計
調
査
を

1

枚
の
調
査
票
で
実
施
し
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
、
都
道
府
県
、
市
区

町
村
に
お
け
る
経
済
・
社
会
政
策
の
立
案

に
活
用
さ
れ
る
な
ど
、
極
め
て
重
要
な
惹

礎
資
料
と
し
て
多
方
面
で
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
群
馬
県
知
事
か

ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
各
事
業
所
・
商

店
に
6

月
下
旬
ご
ろ
直
接
訪
問
し
、
調
査

票
を
配
布
し
て
必
要
な
事
項
を
記
入
し
て

い
た
だ
き
、
回
収
す
る
と
い
う
方
法
で
行

い
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、
統
計
法
に
よ

役
場
経
済
課

調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

事
業
所. 
企
業
統
計
調
査
、
商
業
統
計
調
査

農業委員会（経済課内） 内線351

り
厳
密
に
秘
密
が
守
ら
れ
、
統
計
作
成
の

目
的
以
外
に
は
一
切
使
用
い
た
し
ま
せ
ん

の
で
、
正
確
な
報
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

内
線
3
5
2

大南江
佐大
貫島口

中関今

山本成

洋 箕

美忠治

新新新

交
通
指
導
員
（
補
充
）
3

名
が
決
ま
り

ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
今

後
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

役
場
環
境
課

合
閥
4
6
8
6

交
通
指
導
員
補
充

社
会
福
祉
協
議
会
（
老
人
福
祉
セ

ン
タ
—
)
C

閥
4
0
1
3

◇
期
日

8

月
2
2日
⑪
1
2
3日
⑤

◇
場
所
伊
東

◇
対
象
町
内
に
住
む
母
子
家
庭
の
母

と
子
、
お
よ
び
寡
婦

◇
募
集
人
員

4
0名

◇
募
集
期
間

6

月

1
0日
因
1
3
0日
困

◇
内
容
温
泉
保
養
お
よ
び
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
等
を
利
用
し
た
研
修

◇
参
加
費
一
人

7
、

0
0
0

円
程
度

（
参
加
人
数
に
よ
り
決
定
）

◇
申
し
込
み
参
加
を
希
望
す
る
か
た

は
、
参
加
費
を
添
え
て
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

母
子
生
活
学
校

参
加
者
募
集

(11) 平成11年 6 月 10 日（木）



まち のゎtf い
県議選の投票優良地区を表彰

1 位

ヽ

入ケ谷

~~ ff 

` 三
.....~···—· 

表彰を受ける入ケ谷区長

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
写
真
は
差
し
上
げ
ま
す
。

役
場
企
画
課

6
闘
3
1
1
1

4

月
1
1
日
に
行
わ
れ
た
群
馬
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票

総
参
加
運
動
成
績
優
良
地
区
の
表
彰
式
（
町
内
行
政
区
単

位
）
が
5

月
7

日
、
推
進
委
員
（
区
長
）
ら
2
0
人
ほ
ど
が

出
席
し
て
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

投
票
率
第
1

位
1
1

入
ケ
谷

(
8
5
.
1
5
%
)

、
第
2

位
1
1

下

江
黒
(
8
1
.
3
0
%
)
、
第

3

位
1
1

斗
合
田
(
7
8
.
9
7
%
)
の
上

位
推
進
委
員
に
原

D
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
表
彰
状
と
記
念
品
代
の
金
一
封
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し

こ
。t
 

ま
た
、
県
投
票
率
を
上
回

っ
た
1
1
行
政
区
に
努
力
賞
、

そ
の
他
の
行
政
区
に
参
加
賞

が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
労
を
ね

ぎ
ら
い
ま
し
た
。

原
口
委
員
長
は
「
今
後
も

知
事
選
挙
や
町
議
会
議
員
選

挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
推
進
委
員
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
各
行
政
区
の
投
票

状
況
は
広
報
め
い
わ
5

月
号

の
8

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ

り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

ヽ
4
0
¥
v
 

40万人目は矢島キミさん
海洋センター利用者40万人達成

左から杉下さん・矢島さん・栗原さん 斎藤町長

奉仕の心を養い育てて
ガールスカウト群馬77団

町
の
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
群
馬
第

7
7団

の
1
0
周
年
記
念
式
典
お
よ
び
平
成
1
1
年

度
入
団
式
が
5

月
3
0
日
、
中
央
公
民
館

で
開
か
れ
、
4
7
名
の
団
員
が
築
比
地
教

育
長
な
ど
来
賓
か
ら
祝
福
を
受
け
、
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

同
団
は
、
平
成
元
年
9

月
に
発
団
後
、

町
民
体
育
祭
協
力
、
各
種
キ
ャ
ン
プ
、

福
祉
施
設
訪
問
な
ど
の
活
動
を
行
い
、

数
多
く
の
体
験
を
し
て
き
ま
し
た
。

砂
賀
団
委
員
長
は
「
他
人
へ
の
奉
仕

の
心
を
養
い
育
て
る
こ
と
が
大
切
。
団

で
学
ん
だ
ス
カ
ウ
ト
精
神
が
今
後
の
生

活
の
中
で
大
い
に
花
開
く
こ
と
を
祈
り

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
入
団
式

で
は
、
ブ
ラ
ウ
ニ
ー
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
団

員
に
ピ
ン
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

5

月
1
1
日
の
午
後
1

時
3
0
分
、
海
洋

セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
数
が
4
0
万
人
を
超

え
ま
し
た
。
4
0
万
人
目
に
利
用
さ
れ
た

か
た
は
、
田
島
の
矢
島
キ
ミ
さ
ん
で
、

海
洋
セ
ン
タ
ー
ヘ
は
娘
に
勧
め
ら
れ
、

4

年
前
か
ら
週
に
2

、

3

回
利
用
し
て

い
ま
す
。
矢
島
さ
ん
が
海
洋
セ
ン
タ
ー

を
利
用
し
て
変
わ
っ
た
こ
と
は
、
病
気

を
し
て
足
が
持
ち
上
が
ら
な
か
っ
た
の

が
普
通
に
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

だ
そ
う
で
す
。
今
回
4
0
万
人
目
前
後
の

利
用
者
の
栗
原
勝
子
さ
ん
（
南
大
島
）

と
杉
下
英
男
さ
ん
（
羽
生
市
）
、
4
0
万
人

目
の
矢
島
さ
ん
を
含
め
2
1
人
の
か
た
に

町
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ワ 四．
- -•• ~, 

10年の歩みを朗読する団員

平成11年 6 月 10 日（木） (12) 



花つくりで思いやりの心
花いっぱい運動

花づくりを通じて人とのふれあい

上山市とサッカーで交流
明和 FC ・中川 FC

山
形
県
上
山
市
と
館
林
市
・
明
和
町

の
少
年
サ
ッ
カ
ー
交
流
大
会
が
、

5

月

2

日
か
ら
4

日
ま
で
館
林
市
大
島
の
青

少
年
広
場
で
開
か
れ
、
計

8

チ
ー
ム
の

子
ど
も
た
ち
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

こ
。t
 この

大
会
は
、
上
山
の

4

チ
ー
ム
の

選
手
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
、
お
互

い
に
友
情
を
深
め
合
い
、
毎
年
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
当
町
か
ら
参
加
し
た
明

和
F
C

は
中
川
F
C

の
選
手
1
3
名
を
受

け
入
れ
、
仲
の
よ
い
友
達
を
つ
く
り
ま

し
た
。

大
会
で
は
昨
年
に
続
い
て
見
事
優
勝

し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
の

皆
さ
ん
、
大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

町
教
育
委
員
会
お
よ
び
町
子
ど
も
会

育
成
会
で
は
5

月
1
0
日
、
花
の
苗
約
1

、

6
3
0

鉢
を
1
6
地
区
の
子
ど
も
会
に
配

布
し
、
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
行
い
ま

し
た
。

こ
の
運
動
は
、
花
づ
く
り
を
通
じ
て
人

と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
、
思
い
や
り
の
心

を
育
む
こ
と
が
目
的
。
苗
は
マ
リ
ー
ゴ

ー
ル
ド
、
サ
ル
ビ
ア
、
ペ
チ
ニ
ア
、
ア

ゲ
ラ
タ
ム
の

4

種
類
で
、
子
ど
も
の
人

数
相
当
分
を
町
花
丼
組
合
の
協
力
を
得

て
用
意
し
た
も
の
で
す
。

神
社
境
内
に
苗
を
植
え
た
矢
島
子
ど

も
会
の
子
ど
も
た
ち
は
「
花
を
見
て
き

れ
い
だ
と
思
っ
て
も
ら
え
る
と
気
持
ち

い
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 t9 べ、· - 9 

ギ・｀＇｀長—- ·と、占：．o,,".., .-

交流を深めた明和FC 中川FC

歌うコツは「メリハリ」
老人福祉センターカラオケ大会

左から藤野さん 今成さん•吉永さん

撮影の技術を学ぷ
やさしい写真教室

中
央
公
民
館
の
定
期
新
講
座
「
や
さ

し
い
写
真
教
室
」
が
4

月
2
5
日
、
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
写
真
撮
影
の
基
本
技

術
や
知
識
を
習
得
し
、
写
真
撮
影
の
楽

し
さ
を
味
わ
う
こ
と
を
目
的
に
1
3
人
が

参
加
し
て
開
か
れ
た
も
の
で
す
。
講
師

に
明
和
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
代
表
の
山
平
薫

さ
ん
を
迎
え
、
年
間
1
0
回
の
講
座
の
う

ち
初
回
は
写
真
の
知
識
の
概
要
を
学
び

ま
し
た
。

今
後
は
カ
メ
ラ
の
扱
い
方
、
作
画
、

野
外
実
習
、
レ
ン
ズ
の
は
た
ら
き
な
ど

を
学
習
す
る
予
定
で
す
。
参
加
者
は

「
撮
影
の
技
術
を
学
び
、
作
品
が
出
品
で

き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

町
で
は
5

月
1
3
日
、
第
1

回
明
和
町

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を

行
い
ま
し
た
。
3
9
名
の
参
加
者
の
中
、

江
口
の
今
成
幸
一
さ
ん
が
「
無
法
松
の

一
生
」
を
歌
い
、
見
事
優
勝
。
今
成
さ

ん
は
過
去
に
、
特
別
賞
と
優
秀
賞
受
賞

の
経
験
が
あ
り
、
歌
を
う
ま
く
歌
う
コ

ツ
は
「
歌
は
メ
リ
ハ
リ
が
第
一
番
に
必

ず
あ
り
、
自
分
で
歌
っ
て
テ
ー
プ
に
吹

き
込
ん
で
何
回
も
聞
く
と
一
番
歌
の
コ

ツ
が
分
か
り
ま
す
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
で
の
準
優
勝
は
藤
野
シ

ズ
イ
さ
ん
、

3

位
は
吉
永
廣
次
さ
ん
で

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

西熱心に撮影の技術を説明する講師
(13) 平成11年 6 月 10 日（木）

言



シリーズ分護保険②

ビーチボールで楽しむお年寄りたち

（デイサービスセンターで）

介
護
保
険
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す
'
.

平
成
1
2年
4

月
か
ら
介
護
保
険
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
だ
平

成
1
1年
1
0月
か
ら
は
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
要
介
護
認
定
が
始
ま
り

ま
す
。
現
在
わ
が
国
で
は
急
速
に
高
齢
化
が
進
み
、
介
護
を
必
要

と
す
る
か
だ
も
増
え
て
い
く
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
介
護
保
険

は
、
そ
ん
な
将
来
へ
の
不
安
を
な
く
し
、
介
護
を
社
会
全
体
で
支

え
含
つ
制
度
で
、
運
営
は
市
町
村
が
行
い
ま
す
。

ジ
リ
ー
ズ
2

回
目
の
合
月
は
「
介
護
保
険
に
加
入
す
る
人
」
と

「
介
護
保
険
の
保
険
料
」
に
つ
い
て
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

加
入
す
る
の
は

4
0歳
以
上
の
人
で
す

6
5歳
以
上
の
人
（
第
1

号
被
保
険
者
）

と

4
0歳
以
上
6
5歳
未
満
の
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
（
第
2

号
被
保
険
者
）

が
介
護
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

介
護
保
険
の
保
険
料

保
険
料
は
所
得
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す

高
齢
者
の
保
険
料
は
、
原
則
と
し
て
老

齢
年
金
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

第
1

号
被
保
険
者

(
6
5
歳
以
上
の
人
）

▼
そ
の
人
の
所
得
に
応
じ
て
保
険
料
が

決
ま
り
ま
す
。

そ
の
額
は
市
町
村
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
水
準
に
応
じ
て
高
く
な
っ
た
り
、
低

く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

▼
保
険
料
は
老
齢
年
金
か
ら
天
引
き
に

な
り
ま
す
。

年
金
額
が
一
定
以
上
（
月
額
1
5

、

0
0
0

円
以
上
）
の
人
は
、
年
金
か
ら

保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

介
護
保
険
に
加
入
す
る
人

▼
そ
れ
以
外
の
第
1

号
被
保
険
者
は
個

別
に
市
町
村
に
納
め
ま
す
。

年
金
額
が
月
額
1
5

、

0
0
0

円
未
満

の
人
は
、
個
別
に
市
町
村
に
納
め
ま
す
。

第
2

号
被
保
険
者

(
4
0
歳
以
上
6
5歳
未
満
の
人
）

▼
保
険
料
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

そ
の
額
は
そ
れ
ぞ
れ
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
の
算
定
方
法
に
よ
っ
て
決
ま

り
ま
す
。

▼
現
在
支
払
っ
て
い
る
医
療
保
険
料
と

一
括
し
て
納
め
ま
す
。

健
康
保
険
な
ど
被
用
者
保
険
の
加
入
者

•
そ
れ
ぞ
れ
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

の
保
険
料
と
あ
わ
せ
て
納
め
ま
す
。

・
保
険
料
は
給
料
に
応
じ
て
、
高
く
な

っ
た
り
低
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

・
保
険
料
は
事
業
主
と
折
半
に
な
り
ま

す
。

・
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
は
、
加
入
し

て
い
る
医
療
保
険
の
被
保
険
者
が
皆

で
保
険
料
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
直
接
の
保
険
料
の
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
。

介
護
保
険
に
加
人
す
る
人
と
保
険
料

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

・
住
ん
で
い
る
市
町
村
ご
と
に
決
め
ら

れ
、
国
保
税
と
あ
わ
せ
て
納
め
ま
す
。

・
保
険
料
は
所
得
、
資
産
等
に
応
じ
て
、

高
く
な
っ
た
り
低
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。

・
保
険
料
と
同
額
の
国
庫
負
担
が
あ
り

ま
す
。

・
保
険
料
の
納
付
は
世
帯
ご
と
で
、
世

帯
主
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

第 1 号被保険者 第2号被保険者

対象者 65歳以上の人
40歳以上65歳末満で医療保険に加
入している人

寝たきリや祠呆などで入浴、排せつ、食事などの 初老期痴呆、悩血管障害など老化に
介護サービスを 日常の生活動作について常に介護が必要な人 伴う病気（特定疾病）によって介護

利用できる人 家事や身じたくなどの日常生活に支援 などが必要となった人
が必要な人

介護保険の保険料 所得段階に応じて市町村ごとに設定 柏入している医療保険の算定方式に基づいて設定
決め方

介護保険の保険料
年金額が一定額以上（月額 15,000円以上）
の人は、年金から天引き 医療保険料と一括して支払い

納め方 それ以外の人は市町村に個別に支払い

平成11年 6 月 10 日（木） (14) 
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きちんと霧てい攣すか？ 診鶴
5月に行われだ基本健康診盃の結果説明会が保健センターで開かれます。合年度は結果

が先に郵送されますので、必す健診結果をあ持ちください。なあ、対象地区以外の日程で

も受けられます。

実施日

6/29 （火）

ワ／ 2 （金）

受付特間

9:40~10:00 

13: 10~13:30 

9:40~10:00 

13: 10~13:30 

平成 11 年度基本健康診査結果説明会日程表

対象地区 実施日 受付時間

斗合田

千津井

田島

新里

下江黒

江口

南大島

上江黒 ワ／ 6 0;)

ワ／ワ（水）

ワ／ 12 （月）

13: 10~13:30 

9:40~10:00 

9:40~10:00 

13: 10~13:30 

対象地区

中谷

梅原

須賀

矢島

） 1|俣

大輪 入ケ谷

大佐貫

健
康
診
査
、
受
け
た
だ
け
で
安
心
し

て
は
い
ま
せ
ん
か
。
せ
っ
か
く
受
け
た

健
康
診
査
で
す
。
何
の
た
め
に
受
け
た

の
か
、
意
義
を
持
た
せ
る
た
め
に
は
、

そ
の
結
果
を
き
ち
ん
と
見
て
自
分
の
健

康
状
態
を
把
握
し
、
今
後
の
生
活
改
善

に
役
立
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

中
に
は
、
健
診
結
果
に
異
常
が
見
ら

れ
て
も
痛
く
も
か
ゆ
く
も
な
い
し
、
す

ぐ
に
ど
う
な
る
わ
け
で
も
な
い
し
…
と

放
置
し
て
し
ま
う
人
が
い
ま
す
。
こ
れ

で
は
健
診
を
受
け
た
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
生
活
習
慣
病
は
静
か
に
深
く
進
行

し
て
い
き
ま
す
。
初
期
に
は
ほ
と
ん
ど

自
覚
症
状
は
な
く
、
症
状
が
出
た
時
は

か
な
り
進
行
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

健
診
で
少
し
で
も
か
ら
だ
の
異
常
が

見
つ
か
っ
た
ら
医
師
や
保
健
婦
等
に
相

談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
健
診
の
結
果
、

「
要
指
導
」
「
要
医
療
」
だ
か
ら
と
い
っ

て
す
ぐ
に
病
気
と
診
断
さ
れ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
ま
た
ま
検
査
し
た

日
の
体
調
が
悪
く
、
そ
れ
が
検
査
結
果

に
影
響
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
も
う
一
度
検
査
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
「
異
常
な
し
」
と
言
わ
れ
た

人
も
「
今
回
の
健
診
を
受
け
た
時
点
で

は
健
康
だ
っ
た
」
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
の
か
ら
だ
は
常
に
変
化
を
し
て

い
ま
す
。
「
異
常
な
し
」
と
言
わ
れ
て

す
っ
か
り
安
心
し
て
し
ま
い
無
謀
な
生

活
を
続
け
て
し
ま
う
と
、
日
常
生
活
の

良
く
な
い
習
慣
が
重
な
っ
て
、
生
活
習

慣
病
を
招
い
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結

果
だ
け
に
一
喜
一
憂
す
る
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ま
で
の
経
過
や
こ
れ
か
ら
の

生
活
改
善
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

町
で
は
、
平
成
9

年
、
1
0年

に
引
き
続
き
男
の
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

町
食
生
活
改
善
推
進
員
の
か

た
が
た
の
ご
協
力
を
得
て
、
初

め
て
包
丁
を
に
ぎ
る
か
た
や
料

理
を
つ
く
る
か
た
に
も
分
か
る

よ
う
に
、
簡
単
な
料
理
か
ら
始

め
ま
す
の
で
、
健
康
や
料
理
に

興
味
の
あ
る
か
た
は
ふ
る
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
受
付
〉

募
集
期
間

平
成
1
1年
6

月

1
0日
因
か
ら

6

月

2
2日
因
の
午
前
8

時
3
0

分
か
ら
午
後
5

時
1
5分
ま
で

（
土
日
除
く
）

対
象明

和
町
在
住
の
男
性

募
集
人
員

2
0名
（
先
着
順
）

申
し
込
み
先

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
保
健

福
祉
課
（
保
健
福
祉
係
）

c
閣
ー4
9
2
6

男の料理教室日程表

回数 日 時 会 場 内 容

2

3

4

5

6

 

6月 30 巳（水） 19:00~

7月 14 日（水） 19:00~

7月 28 日（水） 19:00~

8月 1 1 日（水） 19:00~

8月 25 日（水） 19:00~

9月 8 日（水） 19:00~

中央公民館調理実習室

ク

ク

ク

ク

ん
'

基本技術を身に付けよう①

基本技術を身に付けよう②

おつまみをつくろう

調理方法について①

調理方法について②

手打ちそばをつくろう

男
の
料
理
教
室
胴
催
の
お
知
ら
せ

(15) 平成11年 6 月 10 日（木）



◇
期
日

7

月

2
0日
因
・
2
1日
因
・
2
3

日
⑤
・
2
7日
因
•
2
8日
因
•
3
0日
釦

◇
時
間
午
後

2

時
＼
3

時

◇
会
場
海
洋
セ
ン
タ
ー

◇
対
象
小
学
生

◇
募
集
人
数

3
0人
（
先
着
順
）

◇
募
集
期
間

6

月

2
0日
⑪
ー
7

月
4

、

_
l

日
日、
,
9
‘

◇
参
加
費
入
会
金

5
0
0

円
・
会
費

l

、

5
0
0

円

◇
申
し
込
み
海
洋
セ
ン
タ
ー
ヘ
参
加

短夏

期休

水み

泳小

教学

室生

募

6

1

 

2

1

 

6

5

 

4

5

 

)

-

)

 
4
 

館

5
夕
侶

＾
＂
~
育

6
ン

6

↑
体
セ

員
＂
属
＂
＂
会
洋

。
社
海

員
"
r̂

 
0
、

八
，

. • . ●
、

教室名 期間 対 象 人数 回数 場 所

剣 道 教 室 小中一般 20 武 道 館

レスリング孝ダ室 7~8 月 ）」＼ 中学生 20 8 匝l 武 道 館

ミニバスケットボール教室 小学4年生以上 30 社会体育館

中高年スポーツ教室 40 オ以上 30 8 回 社会体育館他

ワ～11 月
健康スポーツ教室 60 オ以上 30 10 回 社会体育館他

各
種
教
室

費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
参
加
者
は
町
の
水
泳
教

室
入
会
者
以
外
の
か
た
を
優
先
し
ま

す
。

◇
参
加
費

4
5
0

円
（
保
険
料
）

◇
申
し
込
み

6

月

1
6
日
因
か
ら
社

会
体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

4 3 準優
優

位位勝勝

新南大千
大輪津

里島 B 井

第
1

回
協
会
長
杯

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

優勝した「千津井クラブ」

第
3
5回
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟
式
野

球
大
会
兼
第
1
8回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
交
流

大
会
県
予
選
会
の
邑
楽
郡
予
選
会
が
、

こ
の
ほ
ど
邑
楽
町
青
少
年
広
場
で
開
催

さ
れ
、
本
町
の
「
リ
ト
ル
明
和
」
が
優

勝
し
、
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

楽
郡
で
優
勝

リ
ト
ル
明
和

邑

`)  " !"!!Ill I 示

あなたが主役
生涅スポー＼ン

町ではスポーツ振興蔀市宣言に基づ

き、町民一人 1 スポーツを適して、健

康な体と8月る＜豊かな心をつくるため

に、生涯スポーツを実践し継続できる

ょうに努めています。各行事に皆さん

の積極的な参加をお待ちしています。

優
勝
千
津
井
ク
ラ
ブ

準
優
勝

M
S
C
フ
レ
ン
ド

3

位
大
明
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

3

位
江
口
愛
好
会

（
入
賞
者
・
敬
称
略
）

4
5歳
代
・
や
り
投
げ

3
5
m
7
6
1
位

•
2
0
0
m
2
8
秒
0
1
5
位

堀
口
優

6
0
歳
代
・1
0
0
m
1
4

秒
0
3
3
位

・
走
幅
跳

4
m
2
0
1
位

・
三
段
跳

8
m
8
5
1

位

小
平
弘

•
1

、

5
0
0
m
5
分
1
8秒
0
7
1位

.
5

、

0
0
0
m
2
0分2
2秒
2
9
1位

奈
良
原
勇
二
郎

6
5
歳
代
・
円
盤
投3
6
m
7
6
1

位
※

・
ハ
ン
マ
ー
投2
9
m
5
5
1位
※

・
や
り
投
2
9
m
8
4
1

位

（
※
は
大
会
新
）
始
澤
重
信

第
1
6回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

一
票
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
大
会

第
1

回
町
民

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

3 準優
優

位勝勝

大大江
輪輪
AB □ 

結

第
1

回
老
人
ク
ラ
ブ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

県
内
各
地
区
の
代
表

2
1チ
ー
ム
が
参

加
し
た
県
大
会
で
健
闘
し
ま
し
た
が
、

惜
し
く
も
2

回
戦
で
薮
塚
リ
ト
ル
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
に
敗
れ
ま
し
た
。

郡で優勝し、県大会に出場した「リトル13月和」

外国人労働者の適正な雇用・労働条件の確保と不法就労の防止に理解と協力を 平成11年 6 月 10 日（木） (16) 



夏の県民交通安全運動

レディース交通安全週間

スローガン

あなたが主役．！交通安全

期 間

7 月 1 0 日 (±)~1 6 日（金）

運動の重点

・シートベルトの薦用の徹底と

チャイルドシートの着用促進

•うっかり、ぼんやり運転の防止

•若者の交通事故防止

国民年金の保険料は

忘れずに納めましょう

住
民
訴
訟
問
題

明
和
町
民
（
原
告
石
川
俊
夫
、
高

橋
正
雄
、
江
森
浩
）
の
か
た
か
ら
「
明

和
村
が
集
め
た
粗
大
ご
み
を
適
切
な
処

理
を
せ
ず
に
、
村
の
給
食
セ
ン
タ
ー
の

敷
地
に
埋
め
た
、
こ
れ
を
搬
出
し
、
元

の
と
お
り
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
よ

う
な
内
容
の
訴
訟
に
つ
い
て
、
第

7

回

の
口
頭
弁
論
が
4

月

2
8
日
前
橋
地
方
裁

判
所
（
村
田
達
生
裁
判
長
）
で
開
か
れ

ま
し
た
。

こ
の
裁
判
に
は
、
原
告
側

3

名
と
被

告
代
理
人
2

名
（
森
尻
弁
護
士
、
福
島

国民年金保険料の納め忘れはありませ

んか。納め忘れてそのままにしておく

と、将来受ける老齢基礎年金が減額さ

れたり、全く受けられなくなってしま

う場合もあります。

また、万ーの時の障害基礎年金や遺

族基礎年金も受けられなくなってしま

います。

このようなことにならないためにも、

毎月忘れずに納めてください。

納め忘れがなくなるように「口座振

替」のご利用をお勧めします。

（
粗
大
ご
み
処
分
）

弁
護
士
）
が
出
廷
し
ま
し
た
。

前
回

(
2
/
2
4
)は
被
告
側
証
人

（
江
原
助
役
、
落
合
係
長
）
の
尋
問
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
原
告
側
か
ら
の
証

人
請
求
が
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
日
が

最
終
の
口
頭
弁
論
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
ま
ず
被
告
側
か
ら
準
備

書
面
に
よ
り
本
件
の
争
点
を
ま
と
め
た

見
解
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

争
点
①
テ
レ
ビ
、
ス
ト
ー
ブ
を
埋
め
立

て
た
か
、
埋
め
立
て
し
た
石
油
ス
ト
ー

ブ
中
に
灯
油
が
残
存
し
た
か
、
焼
却
灰

判
決
H

は
6

月
9
8

第
7

回
口
頭
弁
論
（
最
終
）
の
概
要

中
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
残
存
し
た
か

等
。
争
点
②
焼
却
の
物
件
は
何
か
、
そ

の
場
所
と
規
模
は
ど
う
か
。
争
点
③
同

埋
め
立
て
土
地
部
分
上
に
建
設
予
定
が

あ
る
か
、
将
来
あ
る
と
し
て
埋
め
立
て

物
件
の
撤
去
の
可
否
、
埋
め
立
て
土
地

部
分
の
価
値
減
少
の
有
無
。
争
点
④
本

件
の
埋
め
立
て
行
為
は
、
法
令
違
反
か
。

争
点
⑤
本
件
埋
め
立
て
は
、
地
方
財
政

法
第
8

条
に
違
反
す
る
か
。
以
上
の

5

項
目
に
つ
い
て
現
在
ま
で
に
裁
判
所
に

提
出
し
た
準
備
書
面
（
添
付
書
類
を
含

む
）
の
証
明
を
し
な
が
ら
反
論
の
見
解

を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
原
告
か
ら
は
、
今
ま
で
に
提

出
さ
れ
た
準
備
書
面
に
よ
り
陳
述
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
の
口
頭
弁
論
で
結
審
と
な
り
、

裁
判
所
か
ら
判
決
は
6

月
9

日
と
す
る

旨
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

/ 
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、

館林邑楽地区 館林地区 千代田 変更※1: • 耳鼻科 科人の • 祝は日板倉地区

休 産婦人科 耳鼻科 内科外科
明和地区

なにみ 昇[ る限一

真中医院川田（目）医院 ゆたか医院慶友病院 増田医院 小西医院 ，ゞり
6 月 20 日

ff (72) 1630 ff (72) 3314 匹 (73) 7308 匹（72)6000 匹 (82)2255 B (86) 2261 』り間 「日
ま [ をす (72)
の 3

浜野病院川村医院 橋田クリニック海宝病院 館林地区と 館林地区と 贔認 1 1 
当 6 月 27 日

8 (88) 5678 8 (72) 1337 匹 (72) 0001 匹（74) 0811 同じです 同じです 時ま I 4 ー  l 
しで が

l 
てで

閏かす

客診g C し

番 7 月 4 日
白沢医院 合村グリニック 記念病院 慶友病院 わだ5せりリニッり 竹越医院 ま

匹（72) 1600 匹 (70)2221 8 (72) 3155 ff (72) 6000 匹 (77)2727 匹 (84)3137 し
す。

て

^ 宜；こ
医 さ

乳土井クリニック 小倉医院 横日（圭）医院 岡田医院 館林地区と 館林地区と し‘
7 月 11 日 ゜ff (72) 8841 匹 (72)0606 匹（72)0255 匹（72)3163 同じです 同じです

喜
\ 

(17) 平成11年 6 月 10 日（木） 6月は「外国人労働者問題啓発月間」です ハローワーク館林



町営住宅
入居者募集

l 役場建設課 四（ 84)3111 --
町では、町営住宅の入居者を募集

しています。

◇募集している住宅

南大島・新田団地 l 戸

◇家賃 収入（所得）によって異な

ります。

※入居資格等詳しくは役場建設課ヘ

老人保健の薬剤一部負担
金が7月から変わります

l 役場住民課 合 (84)3111
平成11年 7 月 1 日から、平成11年

度の臨時特例措置として老人保健制

度加入者の皆さんは、医療機関等の

窓口で薬剤一部負担金を支払う必要

がなくなります。

ただし、外来の診療に関する一部

負担金 (1 日につき 530円）は、従

来どおり医療機関へ支払うことが必

要です。

介護保険サービス事業者
の指定申請を受け付け

県庁高齢政策課介護保険室
8027 (223) 1111 

県では、平成12年 4 月の介護保

険制度のスタートに向け、事業者

や施設の指定を次のとおり開始し

ます。

【居宅介護支援事業者】

◇申請用紙配布 6 月 7 日旧）～

◇申請書受付 6 月 15 日因～

【居宅サービス事業者】

◇申請用紙配布 8 月 2 日困）～

◇申請書受付 8 月 10 日因～

【介護療養型医療施設】

◇申請用紙配布 9 月下旬～

◇申請書受付 10月ごろ～

【共通事項】

◇喋の指定を受けるには

介護保険法およびそれに基づく

厚生省令の基準を満たす必要が

あります。

◇申請用紙配布場所

県庁高齢政策課介護保険室、館

林保健福祉事務所等

◇問い合わせ 県庁高齢政策課介

護保険室へ

水源林ウォーク
参加者募集

県庁森林保全課
8027 (223) 1111 

水を育む森林の大切さを広く県民

に理解してもらうため、県内の主要

な水源森林を歩き、その役割を学び

ます。

◇日時 8 月 1 日（日） 午前 8 時から

（雨天決行）前橋市内大渡町庁

舎暫定職員駐車場へ集合し、開催

地への往復はバスを使用

◇コース ► 一般A ► 親子A ＝利根

郡片品村花咲地内 武尊山周辺

► 一般B ► 親子B ＝沼田市玉原地

内玉原高原

◇定員各コース40名（申し込み多

数の場合は抽選）

◇参加費一人500円（通信費、バ

ス保険料等、開催当日支払い）

◇対象者 ► 一般コースは、県内在

住の 15歳以上のかた ► 親子コース

は、県内在住の親 1 名に子 2 名

（小学 3 年生～中学生）まで

◇申し込み 官製はがきに参加希望

コース名、申込者の住所、氏名、

年齢、電話番号を記入のうえ、〒
371-8570前橋市大手町1-1-1群馬

県庁森林保全課水源林整備係へ

► 一般コースは、はがき 1 枚に希

望者 2 名まで ► 親子コースは、親

と子の氏名、子の学年を必ず記入

◇申込期限 6 月 26 日山 当日消印

有効

県介護実習・普及セン
ターの介護講座開設

県立高齢者介護総合センター明風園
匹027(269)7780

県では、地域住民への介護知識・

技術の普及を図るため、介護実習・

普及センターを運営しています。

平成11年度は、次のような介護講

座を実施しますので申し込みおよび

講座内容・日程等の詳細について

は、県高齢者介護総合センター明風

園介護研修課までお問い合わせくだ

さい。

◇講座名 介護ミニ・入門・夏休み

体験・ふれあい体験・県民介護セ

ミナー・介護機器等活用・ナイタ

ー入門・自助具・介護実技入門・

家族介護者・専門・住宅改造・リ

ハビリ・痴呆性老人介護の各コー

ス

安全確保と公害防止のだめ「しないさせないクルマの不正改造」

老人大学学生募集
大利根学園

l 館林保健福祉事務所
匹（ 72)3230

◇日程 9 月から原則週 1 回、約 3

か月間

◇場所 館林保健福祉事務所

◇内容 介護講座、一般教養、健康

教育、時事問題、趣味、レクリエ

ーション活動、園外学習等

◇対象 県内にお住まいで、 60歳以

上の通学可能な人

◇費用 実習費などは本人負担

◇申し込み 役場保健福祉課窓口に

ある申込用紙に記入し、 7 月 1 日

（木）から 30 日釦までに同窓口へ提出

してください。

リウマチ講演会

l 館林保健福祉事務所
匹（ 72)3230

◇日時 7 月 9 日⑤ 午後 2 時～ 4

時

◇場所 館林保健福祉事務所検診室

◇対象疾患 リウマチ患者および家族

◇内容 講演会「リウマチの最新情

報」講涸終了後懇談会「よりよい

療養生活を送るには」（希望者）

◇担当医師前橋赤十字病院

磯武信先生

◇申し込み電話予約制先着30人

程度館林保健福祉事務所へ

I ヽ

川俣事件小冊子の
訂正とおわび
町でこのほど発行しましたJ II 

俣事件小冊子「明和町と足尾銅

山鉱毒問題」の内容の一部に、

誤読等される箇所がありました

ので、次のとおり訂正しておわ

びいたします。 （役場企画課）

訂正箇所 誤 正

P3 本文 10行目 68名前後 50名前後

P3 さし絵設岨交 約68名 15名

P6 本文 14行目 岨治23年 咀治 12年

pg本文2行目
新聞は 新開は翌々日

直訴分の に直訴文の

pg本文4行目
館林市 佐野市

下早川田 下羽田町
\ 

平成11年 6 月 10 日（木） (18) 



くらし
の

情

町の無料法律相談

日時＝ 7 月 12 日旧）

午前10時～午後 1 時

場所＝役場会議室

内容＝法律一般事項
対象＝明和町民

担当者＝福島弁護士
受付＝ 7 月 1 日から 8 日までに

総務課へお申し込みくだ

さい。

乳幼児健診

日時＝ 7 月 8 日（木）

午後 1 時～午後 2 時受付
場所＝保健センター

対象者＝ 9 年 7 月、 10年 7 月、 12
月、 11年 3 月生

健 康 相 ＝火畝

日時＝ 7 月 6 日因・ 15 日（木）

午前 9 時30分～ 10時30分受付
場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

日時＝ 7 月 15 日（木）

午後10時～午後 3 時受付

場所＝役場会議室

交通事故相談

日時＝ 7 月 15 日（木）

午前10時～午後 4 時受付
場所＝館林市役所

年 金 相 三火
畝

日時＝ 7 月 15 日（木）

午前10時～午後 3 時受付
場所＝館林市役所

今 月 の納税

I>町県民税I>国民健康保険税I>利根加用
水賦課金1>国民年金保険料I>水道料金
翁丸其月闘艮＝ 6 月 30 日困

(19) 平成11年 6 月 10 日（木）

林間・隔海学校を
一般に貸し出します

東毛広域市町村圏振興整備組合
（太田市役所内）匹（47)1850

東毛広域市町村圏振興整備組合で

は、小・中学生の課外教育の場とし

て利用されている林間学校（赤城

山）、臨海学校（新潟県出雲崎町）

を次のとおり一般に貸し出します。

◇貸出期間 ► 林間学校＝ 7 月 24 日

山～ 8 月 8 日（日）、 8 月 14 日出～ 22

日（日） ► 臨海学校＝ 8 月 13 日倫）～ 22

日（日）

◇宿泊料金（林間・隔海学校 1 泊）

小・中学生300円、高校生500 円、

大学生・一般1,000円

◇食事料金 (1 食） ► 林間学校＝朝

食430円、昼食500円、夕食620円

► 臨海学校＝朝食470円、昼食510

円、夕食640円

◇申し込み ► 林間学校＝ 6 月 24 日

（木）午前 9 時から電話にて組合事務

局で受け付けます。 ► 臨海学校＝

はがきに利用したい期間 (2 泊 3

日以内）を第 1 から第 3 希望と、

住所、氏名、宿泊人数、電話番号

を明記し、 7 月 5 日旧）までに東毛

広域市町村圏振興整備組合事務局

〒 373-8718太田市浜町2-35太田市

役所内へお送りください。
はがき 1 枚につき 1 室とし、希望

が部屋数を超えたときは抽選とし

ます。

税務職員（税務
大学校生）募集

「館林税務署 穴（ 72)4373
税務職員を採用するための平成11

年度国家公務員採用 rn種（税務）試

験を次のとおり実施します。

この試験に合格し、税務職員とし

て採用されますと、税務大学校（全

寮制）に入校し大学水準の教養と税

務職員として必要な専門知識を習得

するための研修を受けることになり

ます。

◇受験資格昭和54年 4 月 2 日から

57年 4 月 1 日生まれの人

◇申し込み館林税務署にある申込

用紙に記入し、 6 月 23 日因から 30

日因までに人事院関東事務局〒

100-0004東京都千代田区大手町1-

3-3へ郵送してください。

※詳しくは、館林税務署総務課ヘ

館林地区消防組合
消防職員募集

館林地区消防組合消防本部
8(72)3171 

館林地区消防組合では、平成12年

度採用の消防職員を募集します。

◇募集人員若干名

◇応雲資格 消防組合管内に住んで

いる大学卒業（卒業見込みを含む）

のかたで、昭和48年 4 月 2 日から

53年 4 月 1 日までに生まれた日本

国籍を有するかた。ただし、管外

に住んでいても、家族が管内に住

んでいれば応募できます。

なお、短大・高校卒の募集は、

広報めいわ 7 月号でお知らせします。

◇応募期間 6 月 15 日因～ 7 月 6 日

因（土・日曜日を除く）

◇提出書類履歴書、学業成績証明

書、人物証明書

◇申し込み・問い合わせ 館林地区

消防組合消防本部総務課庶務係へ

館林厚生病院
職員募集

l 館林厚生病院庶務課
B (72) 3140 

邑楽館林医療事務組合（館林厚生

病院）では、平成12年 4 月に採用す

る職員を次のとおり募集します。

◇職種・人員事務員…若干名

◇応募資格大学卒（卒業見込みを

含む）昭和49年 4 月 2 日以降に生

まれたかた（大学院修士課程修了

のかたは、昭和47年 4 月 2 日以後

に生まれたかた）※上記の資質を

そなえた日本国籍を有するかた

◇募集期間 6 月 15 日因から 7 月 6

日因（土・日曜日を除く）

郵送の場合は郵便書留とし、 7 月

6 日の消印のあるものまで有効

◇提出書類履歴書、最終学校卒業

（見込み）証明書、学業成績証明書

◇申し込み・問い合わせ 邑楽館林

医療事務組合（館林厚生病院）へ

‘’ 
町文化協会皐月展

不正改造車を排除する運動 6月 1 日～30 日 関東運輸局
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~ 6 月 1 日現在（対前月比） 〈 5 月中の動き〉 。
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私
た
ち
は
、
健
康
増
進
と
い
く
つ
に

な
っ
て
も
心
身
共
に
若
く
（
？
）
あ
り

た
い
と
ス
ト
レ
ッ
チ
、
柔
軟
体
操
、
ダ

ン
ベ
ル
、
ゴ
ム
縄
、
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
等

を
、
明
る
＜
元
気
な
清
水
ア
ッ
子
先
生

の
指
導
の
も
と
で
楽
し
く
活
動
し
て
い

ま
す
。

リ
ズ
ム
に
乗
れ
な
い
な
が
ら
も
先
生

の
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
の
も
と
、
そ
れ

な
り
に
身
体
を
動
か
し
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
一
週
間
の
疲
れ
を
癒
す
た
め

二
人
一
組
に
な
っ
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行

い
ま
す
が
、
こ
れ
が
私
た
ち
の
一
番
の

ス
ト
レ
ス
解
消
法
と
な
り
、
こ
れ
を
家

族
に
し
て
あ
げ
る
こ
と
に
よ
り
大
変
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

毎
週
木
曜
日
夜
7

時
3
0分
か
ら
中
央

公
民
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。
普
段
、
運

動
不
足
な
か
た
、
私
た
ち
と
心
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い
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し
ま
せ
ん
か
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笑
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な
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な
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お
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し
て
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す
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平成11年 6 月 10 日（木） (20) 
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群馬県明和町 . 三重県明和町

友好交流提携調 に口→
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「明和町」同士で新たな交流がスタート

明和町と三重県の明和町との友好交流提携

調印式で、斎藤町長と木戸口町長は調印書

に署名後、固く握手を交わし、末長い友好

交流を誓い合いました。

今月 の主な祇面

・交通安全に閑する条例を制定……②～③

・三重票祖和町と友好交流握携調印…④～⑤

•まちづくり意回調盃給果……••⑥～⑦

・川俣臓件記怠婢を建てるf/JJ民の会殷立……⑧



平
成
十
一
年
度

土
地
開
発
公
社
予
算

報

告

交
通
安
全
に
関
す
る
条
例
を
制
定

町
議
会
定
例
会

第
二
回
町
議
会
定
例
会
は
、
六
月
九
日
（
会
期
一
日
）
開
か
れ
、

町
交
通
安
全
に
関
す
る
条
例
の
制
定
、
館
林
市
外
五
町
介
護
認
定

審
査
会
の
共
同
設
置
、
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
変
更
な
ど
町

長
提
出
議
案
十
一
件
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
だ
結
果
、
い
す
れ

も
原
案
ど
あ
り
可
決
さ
れ
ま
し
だ
。
ま
だ
、
平
成
十
一
年
度
土
地

開
発
公
社
予
算
な
ど
四
件
に
つ
い
て
町
長
提
出
の
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
だ
。
そ
の
主
な
内
容
を
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
、
前
年
度

に
取
得
し
た
保
育
園
・
幼
稚
園
建
設
用

地
等
の
売
却
事
業
の
費
用
を
盛
り
込
み

ま
し
た
。

〔
収
益
的
収
入
・
支
出
〕

◇
収
入

・
事
業
収
益
（
公
有
地
取
得
事
業
収
益

等
）
九
、
0
四
六
万
七
千
円

・
事
業
外
収
益
（
受
取
利
息
等
）

九
一
万
一
千
円

◇
支
出

・
事
業
原
価
（
公
有
地
取
得
事
業
原
価
）

八
、
七
七
三
万
六
千
円

・
販
売
費
お
よ
び
一
般
管
理
費

ニ
四
0
万
一
千
円

〔
資
本
的
収
入
・
支
出
〕

◇
収
入

・
資
本
的
収
入
（
借
入
金
）
一
千
円

◇
支
出

・
資
本
的
支
出
（
公
有
地
取
得
事
業
費

等
）
―
―
―
千
円

（
資
本
的
収
入
の
額
が
資
本
的
支
出
の

額
に
対
し
不
足
す
る
額
二
千
円
は
、
過

年
度
分
留
保
資
金
で
補
て
ん
し
ま
す
）

町
か
ら
の
委
託
に
基
づ
き
、
公
有
地

取
得
事
業
と
し
て
、
保
育
園
・
幼
稚
園

の
建
設
用
地
を
取
得
し
ま
し
た
。

〔
収
益
的
収
入
・
支
出
〕

◇
収
入

・
事
業
収
益
（
付
帯
等
事
業
収
益
）

1
0
万
円

・
事
業
外
収
益
（
受
取
利
息
等
）

1
0
四
万
六
、
0
一
五
円

◇
支
出

・
事
業
原
価
0
円

・
販
売
費
お
よ
び
一
般
管
理
費

ニ
ニ
0
万
六
、
四
0
四
円

〔
資
本
的
収
入
・
支
出
〕

◇
収
入

・
資
本
的
収
入
（
借
入
金
）
0
円

◇
支
出

・
資
本
的
支
出
（
公
有
地
取
得
事
業
費
）

八
、
一
八
六
万
四
、
一
八
八
円

平
成
十
年
度
土
地
開
発
公
社

事
業
及
び
決
算
の
報
告

議

案

前
年
度
に
お
い
て
一
般
会
計
の
補
正

予
算
に
よ
り
、
繰
越
明
許
費
に
計
上
し

た
次
の
経
費
を
十
一
年
度
に
繰
り
越
し

ま
し
た
。

◇
総
務
費
五
、
四
一
三
万
六
千
円

（
地
域
振
興
券
交
付
事
業
）

◇
民
生
費
二
三
一
万
円
（
介
護
保
険

事
務
電
算
処
理
運
用
方
式
開
発
事
業
）

◇
衛
生
費
二
六
八
万
二
千
円
（
合
併

処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
）

国
の
第
三
次
補
正
予
算
に
よ
り
、
平

成
十
年
度
に
限
り
国
庫
補
助
金
の
採
択

要
件
が
緩
和
さ
れ
、
石
綿
セ
メ
ン
ト
管

更
新
事
業
を
継
続
し
て
行
う
た
め
二
、

五
二
七
万
一
、
七
五
0
円
を
十
一
年
度

に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

町
税
条
例
の
一
部
改
正

個
人
住
民
税
の
最
高
税
率
の
引
き
下

げ
お
よ
び
定
率
減
税
の
実
施
、
固
定
資

産
税
の
価
格
等
に
係
る
審
査
申
し
出
制

水
道
事
業
会
計

予
算
の
繰
越
計
算
書

度
の
見
直
し
、
非
課
税
等
特
別
措
置
の

整
理
合
理
化
等
の
た
め
の
措
置
を
講
じ

ま
し
た
。
ま
た
、
た
ば
こ
税
の
税
率
の

改
定
を
併
せ
て
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
施
行
は
平
成
十
一
年
四
月
一

日
等
か
ら
で
す
。

地
域
振
興
券
交
付
事
業
で
使
用
期
限

が
八
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
五
、
四
―
―
―
―
万
六
千
円
を
十
一

年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

ま
た
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
は
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
に
よ
り
、

十
一
年
度
の
事
業
費
が
前
倒
し
と
し
て

交
付
さ
れ
ま
し
た
の
で
二
六
八
万
二
千

円
を
十
一
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

条
例
は
、
交
通
安
全
対
策
基
本
法
に

基
つ
き
、
町
と
町
民
、
事
業
者
、
運
転

者
と
歩
行
者
等
の
責
務
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
町
の
施
策
の
基
本
を
定

め
、
町
民
の
交
通
安
全
に
関
す
る
意
識

を
高
め
る
こ
と
な
ど
十
七
条
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
運
転
中
の
携
帯
電
話
等

の
使
用
自
粛
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
や

反
射
器
材
等
の
交
通
安
全
用
具
の
普
及

な
ど
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

な
お
、
施
行
は
平
成
十
一
年
六
月
九

日
か
ら
で
、
県
内
の
市
町
村
で
は
初
め

町
交
通
安
全
に
関
す
る

条
例
の
制
定

平
成
十
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

第
一

回

一
般
会
計
予
算
の
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書

平成11年 7 月 10 日(±) (2) 



邑
楽
館
林
医
療
事
務

組
合
規
約
の
変
更

群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
組

織
団
体
の
増
加
、
共
同
処
理
す
る
組
織

団
体
等
の
増
加
に
伴
い
、
規
約
を
変
更

す
る
も
の
で
す
。

「
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患

者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
」
が

本
年
四
月
に
施
行
さ
れ
、
現
行
の
「
伝

染
病
予
防
法
」
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
組
合
が
共
同
で
処
理
す
る
事
務

の
う
ち
、
伝
染
病
関
係
の
条
文
を
削
除

す
る
も
の
で
す
。
現
在
の
伝
染
病
隔
離

病
舎
が
廃
止
さ
れ
、
今
後
は
知
事
が
病

院
に
対
し
そ
の
開
設
者
の
同
意
を
得

て
、
二
次
医
療
圏
に
つ
き
一
か
所
の
感

染
症
指
定
医
療
機
関
を
設
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

同
組
合
は
、
本
年
四
月
一
日
か
ら
太

田
・
館
林
二
次
医
療
圏
に
属
し
、
館
林

厚
生
病
院
が
知
事
の
指
定
を
受
け
ま
し

た
の
で
、
患
者
の
収
容
お
よ
び
治
療
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

群
馬
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
規
約
の
変
更

寧：

チャイルドシート

て
制
定
し
た
も
の
で
す
。

福
祉
医
療
費
の
支
給
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
条
例
の
一
部
改
正

館
林
市
と
邑
楽
郡
の
六
市
町
が
、
平

成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
始
ま
る
介
護

保
険
制
度
の
う
ち
、
介
護
認
定
審
査
事

務
を
共
同
処
理
す
る
た
め
、
介
護
認
定

審
査
会
を
共
同
設
置
し
、
介
護
認
定
の

ば
ら
つ
き
を
な
く
し
、
公
平
、
公
正
な

審
査
を
行
う
も
の
で
す
。
な
お
、
施
行

は
平
成
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
で
す
。

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
固

定
資
産
の
価
格
等
に
係
る
不
服
審
査
制

度
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
審
査
申
し
出
の
機
会

の
充
実
、
審
査
委
員
会
の
審
理
の
合
理

化
、
審
査
委
員
会
委
員
の
構
成
要
件
の

撤
廃
、
定
数
要
件
お
よ
び
委
員
の
任
期

の
合
理
化
を
図
り
ま
し
た
。
な
お
、
施

行
は
平
成
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
で

す
。群

馬
県
福
祉
医
療
費
補
助
金
交
付
要

綱
の
改
正
に
伴
い
、
本
条
例
を
改
正
し

ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
「
母
子
家
庭

等
の
児
童
の
受
給
年
齢
を
十
八
歳
に
達

館
林
市
外
五
町
介
護
認

定
審
査
会
の
共
同
設
置

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
三
、
八
四
二
万
二
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
五
一
億
三
、
八
四
二
万
ニ

千
円
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
主
に
、
介
護
保
険
の
認
定
審

査
事
務
を
共
同
処
理
す
る
た
め
の
費

平
成
十
一
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

保
育
園
・
幼
稚
園
建
設
の
た
め
、
土

地
開
発
公
社
か
ら
町
が
買
い
受
け
る
土

地
の
取
得
で
す
。

土
地
の
所
在
地
は
ふ
る
さ
と
の
広
場

東
側
の
田
島
地
内
で
、
面
積
は
九
、
九

二
―
平
方
信
、
取
得
価
格
は
九
、
0
三

六
万
五
、
六
九
八
円
で
す
。

土
地
の
取
得

町
立
の
三
つ
の
幼
稚
園
を
統
廃
合

し
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
新
幼
稚
園
を

開
設
す
る
た
め
に
改
正
し
ま
し
た
。
名

称
は
「
明
和
町
立
明
和
幼
稚
園
」
と
し
、

所
在
地
を
「
明
和
町
田
島
八
番
地
の
一
」

と
し
ま
し
た
。
な
お
、
施
行
は
平
成
十

二
年
四
月
一
日
か
ら
で
す
。

町
立
学
校
設
置
条
例
の

一
部
改
正

し
た
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
ま
で
」

と
し
ま
し
た
。
な
お
、
適
用
は
平
成
十

一
年
七
月
一
日
か
ら
で
す
。

町
議
会
臨
時
会

第
二
回
町
議
会
隔
時
会
が
六
月
二
十
三
日
（
会
期
一
日
）

開
か
れ
、
保
育
園
・
幼
稚
園
舎
本
体
等
の
建
設
工
事
請
負

契
約
の
締
結
な
ど
、
町
長
提
出
議
案
三
件
の
審
議
が
行
わ

れ
、
原
案
ど
あ
り
可
決
さ
れ
ま
し
だ
。
そ
の
主
な
内
容
を

あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

明
和
保
育
園
・
明
和
幼
稚
園
建
設

工
事
を
行
う
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ

事
に
応
じ
て
建
設
業
者
八
社
（
建

築
・
外
構
工
事
以
外
は
七
社
）
に
よ

る
指
名
競
争
入
札
を
実
施
し
た
結

果
、
次
の
三
社
が
落
札
と
な
り
、
議

会
の
議
決
を
経
て
建
設
工
事
請
負
契

約
を
締
結
し
ま
し
た
。
（
契
約
金
額

は
消
費
税
含
む
）

◇
建
築
工
事
・
外
構
工
事

契
約
金
額
六
億
一
、
三
二

0
万
円

契
約
の
相
手
方
明
和
町
大
佐
貫

用
、
緊
急
生
産
調
整
推
進
対
策
事
業
関

係
補
助
金
、
邑
楽
用
水
路
改
修
関
連
道

路
改
良
工
事
負
担
金
等
の
追
加
に
伴
う

補
正
で
す
。
（
）
は
補
正
後
の
総
額

歳
入

◇
県
支
出
金
九
九
万
円

（
二
億
二
、
四
二
九
万
四
千
円
）

◇
繰
越
金
三
、
七
四
三
万
二
千
円

（
一
億
八
、
七
四
三
万
二
千
円
）

. 

荒
井
建
設
株
式
会
社

荒
井
清

◇
機
械
設
備
工
事

契
約
金
額
一
億
五
、
ニ
ニ
五
万
円

契
約
の
相
手
方
館
林
市
松
原

株
式
会
社
神
寛
代
表
取
締
役
神

谷
信
博

◇
電
気
設
備
工
事

契
約
金
額
七
、
九
八

0
万
円

契
約
の
相
手
方
千
代
田
町
大
字
上

中
森
高
木
電
設
有
限
会
社
代
表

取
締
役
高
木
宏

代
表
取
締
役

歳
出

◇
総
務
費
六
三
万
円

（
五
億
四
、0
九
二
万
三
千
円
）

◇
民
生
費
六
五
万
円

（
一
四
億
二
、
九
三
二
万
三
千
円
）

◇
衛
生
費
六
三
万
二
千
円

（
三
億
五
、
八
三
一
万
四
千
円
）

◇
農
林
水
産
業
費
三
、
六
五
一
万
円

（
二
億
九
、
七
七
三
万
六
千
円
）

保
育
園
幼
稚
園
の

建
設
工
事
請
負
契
約
を
締
結

第
二
回

(3) 平成11年 7 月 10 日(±)



群馬県明和町・三重県明和町

友好交流提携調印式
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言］
明

に］和
町

ー→長

塁
友好交流提携調印式で署名する斎藤町長（右）と木戸口町長

群
馬
県
明
和
町
長

斎
藤
憲
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め
い
わ
ち
ょ
う

明
和
町
と
三
重
県
の
明
和
町
と
の
友

好
交
流
提
携
調
印
式
が
6

月
5

日
、
三

重
県
明
和
町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

両
町
は
全
国
の
市
町
村
の
な
か
で
唯

一
、
同
名
の
町
と
し
て
、
教
育
・
文

化
・
産
業
・
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び
観
光
等

幅
広
い
分
野
の
交
流
を
推
進
し
、
相
互

の
親
睦
と
友
好
を
深
め
、
地
域
の
発
展

と
振
興
を
図
ろ
う
と
提
携
に
合
意
し
た

も
の
で
す
。

交
流
は
、
昭
和
6
1年
9

月
に
江
D
の

住
民
（
故
人
・
柿
沼
治
正
さ
ん
）
が
三

重
県
明
和
町
を
訪
れ
、
当
時
の
町
長
が

町
内
を
案
内
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

始
ま
り
、
広
報
紙
の
交
換
や
本
町
の
職

員
等
に
よ
る
視
察
、
商
工
祭
で
三
重
県

明
和
町
の
特
産
品
の
販
売
な
ど
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
本
町
が
昨
年
1
0

月
か
ら
の
町
制
を
契
機
に
、
一
気
に
両

町
が
盛
り
上
が
り
、
本
格
的
な
交
流
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
国
内
交
流
地
訪
問
お
よ
び

友
好
交
流
提
携
調
印
の
た
め
、
斎
藤
町

長
を
は
じ
め
、
議
会
、
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
、
農
業
、
商
工
の
代
表
者
ら

1
4人
が

「
斎
王
ま
つ
り
」
の
開
か
れ
た
三
重
県

明
和
町
を
訪
れ
た
も
の
で
す
。

調
印
式
は
、
本
町
か
ら
斎
藤
憲
町
長
、

三
重
県
明
和
町
か
ら
木
戸
口
慎
澄
町
長

ら

2
5人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
木
戸
口
町
長
は
「
調
印
を
両
町

交
流
事
業
の
第
二
の
ス
タ
ー
ト
と
し

て
、
住
民
や
各
種
団
体
が
中
心
と
な
っ

た
交
流
事
業
を
推
進
し
た
い
」
な
ど
と

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
斎
藤
町
長
は

「
今
後
の
幅
広
い
交
流
で
親
睦
と
友
好

を
深
め
、
お
互
い
に
協
力
し
て
両
町
の

発
展
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
た
い
」
な

ど
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

来
賓
の
か
た
が
た
や
両
町
の
紹
介
の

後
、
両
町
長
が
調
印
書
に
署
名
し
て
固

く
握
手
を
交
わ
し
、
今
後
の
末
永
い
友

好
交
流
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

調
印
を
記
念
し
て
、
互
い
に
町
旗
を
交

換
し
、
全
員
の
乾
杯
で
調
印
式
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

な
お
、
8

月
1

日
の
明
和
ま
つ
り
に

は
、
三
重
県
明
和
町
の
木
戸
口
町
長
ら

を
招
待
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

両
町
で
は
今
後
、
自
然
体
験
学
習
、

伝
統
芸
能
に
よ
る
文
化
交
流
、
ス
ポ
ー

ツ
交
流
試
合
、
特
産
品
展
示
即
売
の
物

新
た
な
交
流
が
ス
タ
ー
ト

-
m麟
心
“
ア
門
罵
澁
＇
’
暉
迄
』
圭
·
且

一一_ 
罰
日
犀
麟
阻
螂
“
·
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P
]

産
交
流
な
ど
の
事
業
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

調印式が行われた三重県明和町役場
ー·•一―--h

調印式前に両町の出席者が自己紹介

平成11年 7 月 10 日出 (4) 
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三重県明和町・群馬県明和町
友好交流提携調印書

三重県多気郡明和町と群馬県邑楽郡明和町は、全国

3,230有余の市町村のなかで唯一同名称の町です。

同名称の両町がともに手を携え、来る 21世紀に向けて

さらなる発展を遂げる礎とするため、 ここに友好交流提

携を調印します。

この提携は、教育、文化、産業、スポーツ及び観光等

幅広い分野における広域的な地域間の交流を推進するも

ので、相互の親睦と友好を深め、地域のよりよき発展と

振興に寄与するものです。

平成 11年 6 月 5 日

• 
三重県多気郡明和町
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群馬県邑楽郡明和町

三
重
県
明
和
町
は
、
県
の
ほ
ぼ
中
央

部
で
あ
る
伊
勢
平
野
の
南
部
に
位
置

し
、
伊
勢
市
や
松
阪
市
な
ど
に
隣
接
す

る
と
と
も
に
、
北
部
は
伊
勢
湾
に
面
し

て
い
ま
す
。
地
形
は
、
北
部
か
ら
中
央

部
に
か
け
て
は
平
坦
な
平
野
で
、
そ
の

大
部
分
は
良
質
の
米
を
生
産
す
る
水
田

地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
南
部

は
、
緑
と
自
然
豊
か
な
、
標
高
約

4
0メ

ー
ト
ル
か
ら
印
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
地
帯

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
は
「
伊
勢
神
宮
」
に
ゆ
か
り

を
も
ち
、
神
宮
や
街
道
を
中
心
と
し
た

産
業
、
文
化
等
が
発
達
し
て
き
ま
し
た
。

古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
、
そ
の
中
心

を
成
し
た
国
史
跡
「
斎
宮
跡
」
は
、
約

1
4
0

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
広
大
な
面

積
を
有
し
、
現
在
も
継
続
的
な
発
掘
調

査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
「
活
力
と
緑
農
か
な
文
化

の
か
お
り
た
か
い
ま
ち
」
を
目
指
し
、

平
成
3

年
度
か
ら

1
2年
度
を
計
画
年
度

と
す
る
「
第
3

次
長
期
総
合
計
画
」
に

基
づ
き
、
「
み
ど
り
と
そ
よ
風
の
ま
ち

町員
（
ま
き
）

才

の

木

づ
く
り
」
を
実
施
計
画
の
基
本
理
念
と

し
て
、
各
種
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

三
重
県
明
和
町
の
紹
介

ヽ

ヽ̀
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明和町

口重県甲禾D EBJ 群馬県甲和町 口重喋唄和町 群馬瞑明和町

人 口 22,608人 I | 11,658人 産業別就業者数（平ワ年国調）

世帯数 6,4ワ2世帯 I I 3,342世帯 第 1 次産業 1 ,4 11 人 (12.4%) 855人 (14.4%)

町の木 橿（まき） l ! iつげ 第 2次産業 4,332人 (381 %) 2,570人 (431%) 9 眉町の花 ））＼ナショウブ（どんど花） I 菊 第 3次産業 5,637人 (49.5%) 2,533人 (42.5%)
には

標 高 約0~117m l iI 約 1 ワ～21m 農水産業 米、施設周芸（トマト、 米麦、施設園芸（キ つ
ヽ

I I I 10 15km 
い三

東 西 5 9km メロン、キュウリ等） ュウリ、ナス等）、露

: ] 南 北 10.25km l 1I 3.42km 畜産、漁業 地野菜、果樹、花丹

面 積 40.83km2 I I 19.6ワkm2 特産物 伊勢ひじき黒のり、 梨、ぶどう（巨峰）、

山 圧下山 1 1 ワ．2m 大根、地酒、御糸織り、 シクラメン、わい性

利川 0) は祓らい川
利根川 アサリ貝バカ貝 カーネーション ゜町

河 ) | | の
全長約 14km 全長約 152.1km 農家戸数 人

口 多
海岸線 全長約7.5km 専 業 119戸（平7年） 121 戸（平7年）

ヽ

年車均気温 15.6℃ 14.3℃ 1 種兼業 190戸（'l) 182戸（1/) 9臭ヽヽヽ ち
年周降水量 1,666.0mm 1140 7mm 2糧兼業 1 ,432戸（'/) 612戸（,;,,)

町の歌 苓和町歌 明和小唄 農地面積 1,'?88ha (,;,) 961ha （平9年） シリーズ②

甲和音頭 8月和音頭 粗生産額 4,248百万円（平8年） 2,609百万円（ク）

※総人ロ・世帯数は平成 11 年 4 月 1 日現在

(5) 平成11年 7 月 10 日(±)



明和町まちづくり意向調査結果
の概要をお知らせします

現
在
、
町
で
は
第
4
次
総
合
計
画

に
掲
げ
る
『
未
来
を
創
造
す
る
明
和

文
化
の
ま
ち
づ
く
り
』
の
実
現
に
向

け
町
政
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
に
は
、
市
街
化
区
域
内

の
整
備
事
業
や
「
ま
ち
の
中
心
地
づ

く
り
」
な
ど
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。こ

う
し
た
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
計
画

段
階
か
ら
住
民
の
か
た
が
た
の
積
極

的
な
参
加
と
協
力
が
必
要
と
な
り
ま

す
。町

で
は
、
平
成

9

年
8

月
に
住
民

の
皆
様
の
意
向
を
把
握
す
る
た
め
、

ま
ち
づ
く
り
意
向
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
は
、

平
成
9
年
1
0
月
に
メ
ン
バ
ー
の
一
部

を
町
民
か
ら
公
募
し
て
設
置
さ
れ
た

「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
の
検
討
資
料

と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。今

回
は
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が

計
画
案
の
検
討
を
行
う
上
で
、
よ
り

幅
広
い
住
民
の
皆
様
の
考
え
を
取
り

入
れ
る
た
め
に
参
考
と
し
た
、
「
ま
ち

づ
く
り
意
向
調
査
」
の
集
計
結
果
の

概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
答

申
は
前
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お

り
で
す
。

次
号
以
降
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
記
事
を
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
す
る
予

定
で
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
た
し
ま
す
。

新
里
・
中
谷
地
区
の

整
備
に
つ
い
て

駅
お
よ
び
駅
前
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
の

イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

■
回
収
結
果

調
査
は
、
平
成
9

年
8

月
に
町
内
在

住
の
1
6
歳
以
上
7
0
歳
未
満
の
か
た
が
た

の
中
か
ら
、
無
作
為
抽
出
し
た

1

、

0

0
0

人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で

行
い
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
約
半
数
の
4
6
5

人
か
ら

回
収
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

回
収
率
は
、
約
4
7
％
で
す
。

■
意
向
調
査
の
視
点

今
回
、
次
の
3

つ
の
視
点
か
ら
意
向

調
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆回収結果

対象者 配布数 ⑬収数 旦収率

町内の 16歳

以上70歳未 1,000 465 465% 
満の住民

【まちづくりのイメージ】

屋敷林や水田が広がる緑豊かなまち

ふるさとと呼べる自然を生かしたまち

商店街等人の集まるにぎわいのあるまち

一戸建て中心の静かな安らぎのあるまち

神社等を中心とした歴史を感じるまち

人々か安全にいきいきと暮らせるまち

その他

無回答

10 

14.4% 

34.6% 

20 

34.0% 

64.1% 

30 40 50 60 70% 

ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

は
「
人
々
が
安
全
に
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
ま
ち
」
と
回
答
し
た
人
が
最
も
多

く
、
次
い
で
「
商
店
街
等
人
の
集
ま
る

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
」
へ
の
回
答
が

問
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
の
ま
ち

づ
く
り
を
望
み
ま
す
か

◎
『
新
里
・
中
谷
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
の
イ
メ
ー
ジ
』
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
し
た
。

多
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

以
下
「
自
然
を
生
か
し
た
ま
ち
」

「
一
戸
建
て
中
心
の
静
か
な
安
ら
ぎ
の

あ
る
ま
ち
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
結
果
を
見
る
限
り
、
自
然

環
境
や
安
ら
ぎ
よ
り
も
「
安
全
性
」
や

「
に
ぎ
わ
い
」
に
対
す
る
意
向
が
高
く
、

強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え

ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
年
代
層

や
職
業
に
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
か
た
が

た
か
ら
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
活
力
の
あ
る
ま
ち
」
が
望
ま
れ
て
い
ま
す

ー

平成11年 7 月 10 日(±) (6) 



【駅及び駅前の方向性】

鉄道の玄関
口として相
応しい整備
をする

使いやす
さととも
に玄関口
としての

整備

駅利用者
の使いや

すさを中
心に整備
する

駅
お
よ
び
駅
前
に
つ
い
て
は
、
ほ
と

ん
ど
の
か
た
が
た
が
「
商
業
系
を
中
心

と
し
た
イ
メ
ー
ジ
」
に
関
心
を
寄
せ
る

結
果
と
な
り
、
こ
の
た
め
、
整
備
の
方

向
性
や
改
善
点
に
つ
い
て
も
「
玄
関
口

と
し
て
の
整
備
」
や
「
駅
前
広
場
の
整

備
」
「
公
共
駐
車
場
の
設
置
」
な
ど
に

商
い
関
心
が
一
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

駅
や
駅
前
広
場
は
ど
の
よ
う
な

整
備
を
進
め
て
い
く
の
が
良
い

で
す
か

駅
お
よ
び
駅
前
広
場
整
備
の
方
向
性

に
つ
い
て
は
「
玄
関
口
と
し
て
の
整
備
」

が
最
も
高
く
、
次
い
で
「
駅
利
用
者
の

使
い
や
す
さ
を
中
心
と
し
た
整
備
」
と

な
っ
て
お
り
、
駅
お
よ
び
駅
前
広
場
整

備
へ
の
強
い
要
望
が
伺
え
ま
す
。

問 ◎
『
駅
お
よ
び
駅
前
に
つ
い
て
』
意

見
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

駅
や
駅
前
広
場
は
、
ど
ん
な
点

を
改
善
し
だ
ら
良
い
で
す
か

駅
周
辺
の
改
善
点
に
つ
い
て
は
「
駅

前
広
場
の
整
備
」
が
最
も
多
く
、
全
体

の
約
7

割
を
占
め
、
次
い
で
「
東
口
の

改
札
整
備
」
「
公
共
駐
車
場
の
整
備
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
踏
切
や
歩
行
者
ア
ク
セ
ス

の
改
善
に
関
す
る
意
向
も
高
い
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

問 問
【駅前のイメージ】

大規模店鋪
・業務施設
を中心とし
た駅前

戸建住宅中
心に地元の
涸店街があ
る駅前

使
い
や
す
く
、
商
業
施
設
が
充
実
し
た

駅
前
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

地元の商店
街を中心と
した駅前

ど
の
よ
う
な
駅
前
に
な
れ
ば
よ

い
で
す
か

駅
前
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
「
大

規
模
店
舗
や
業
務
施
設
を
中
心
と
し
た

駅
前
」
と
回
答
し
た
人
が
最
も
多
く
、

そ
の
他
を
見
て
も
、
商
業
系
を
中
心
と

し
た
駅
前
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
回
答
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
環
境
に
関
す
る
各
項
目
に

つ
い
て
不
便
・
不
安
を
感
じ
ま

す
か

生
活
環
境
に
つ
い
て
は
、
「
歩
道
等

の
安
全
施
設
が
少
な
く
危
険
」
「
病
院

な
ど
の
医
療
施
設
が
遠
い
」
「
公
園
・

広
場
が
不
足
し
て
い
る
」
等
の
項
目
に

つ
い
て
『
そ
う
思
う
」
と
回
答
し
た
人

が
4

割
か
ら
6

割
を
占
め
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
項
F
l
で
の
高
い
不
満
が
表
わ
れ

て
い
ま
す
。

問

【生活環境の不満度（上位5位）】
I 順位 1 回答 l割合(%)|

1 位 歩道等の安全施設が少なく危険 62 2 

2位 病院等の医療施設が遠い 480 

3位 公園 広場が不足している 452 

4位 日常の買い物が不便 417 

5位 下水道がないので不便 39 4 

新
里
・
中
谷
地
区
は
、
全
体
的
に
住

み
よ
い
と
感
じ
て
い
る
住
民
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
反
面
で
は
「
医
療
施

設
、
日
常
の
買
い
物
」
や
「
下
水
・
排

水
の
便
、
安
全
施
設
、
公
園
・
広
場
」

等
に
対
す
る
不
安
、
不
便
さ
を
指
摘
す

る
意
見
も
多
く
、
こ
の
た
め
、
全
面
的

な
整
備
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
人
が

多
い
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

◎
『
新
里
・
中
谷
地
区
に
つ
い
て
」

意
見
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

新
里
・
中
谷
地
区
は
、
ど
の
よ

lつ
な
整
備
が
ふ
さ
わ
し
い
で
す

ガ
。

調
査
地
区
内
で
は
、
7

割
以
上
の
か

た
が
た
が
整
備
を
望
む
結
果
と
な
り
ま

し
た
。特

に
「
全
面
的
な
整
備
」
を
望
む
声

が
多
く
、
逆
に
特
に
整
備
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
な
い
人
は
、

1

割
に
も
満
た

な
い
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

問 問
【住みやすさ】

住みよい
/‘ 

わからなし、

問
い
合
わ
せ
役
場
都
市
開
発
課

穴
闊
3
1
1
1

内
線
3
7
1

【地区の改善点（上位5位）】
［順位j 回答 ［割合(%)|
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

1 位 歩道街灯を整備する l 675 | 
2位 下水道を整備する 1 4s 6 I 

3位 公唇や子供の遊び場を整備する I 41 7 i 

4位 良好な住褒境を整備する

I 
404 I 

5位 公園や緑を多くする 35 7 I 

住みにくい

特
に
と
ん
な
点
を
整
備
し
た
ら

良
い
で
す
か

地
区
の
改
善
点
に
つ
い
て
は
「
歩

道
・
街
灯
を
整
備
す
る
」
が
最
も
多
く
、

次
い
で
「
下
水
道
の
整
備
」
「
公
園
・

遊
び
場
の
整
備
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問

まあ
住みよい

無回答

その他
4.3% 

特に整備の
必要はない

道路の拡輻
等部分的な
整備をすれ
ばよし、

新
里
・
中
谷
地
区
は
住
み
良
い

と
思
い
ま
す
か

「
ま
あ
住
み
よ
い
」
を
加
え
「
住
み

よ
い
」
と
感
じ
て
い
る
か
た
が
全
体
の

6

割
強
を
占
め
て
お
り
、
お
お
む
ね
満

足
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

【地区整備の方法】

全面的に整
備する必要
がある

「
住
み
良
い
」
も
の
の

さ
ら
な
る
整
備
が
望
ま
れ
て
い
ま
す

ヽノ

(7) 平成11年 7 月 10 日(±)
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会長に選出されあいさつする吉永五三次さん

日
本
公
害
史
の
原
点
と
言
わ
れ
る

「
川
俣
事
件
」
発
生
か
ら
来
年
2

月
1
3

日
で
1
0
0

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

「
川
俣
事
件
記
念
碑
を
建
て
る
町
民
の

会
」
の
設
立
総
会
が
6

月
3

日
、
会
員

約
4
0
人
が
出
席
し
て
、
ふ
る
さ
と
産
業

文
化
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

川
俣
事
件
は
、
足
尾
銅
山
の
鉱
毒
被

害
を
直
接
政
府
に
訴
え
よ
う
と
上
京
す

る
被
害
農
民
と
、
そ
れ
を
阻
止
す
る
叡
言

察
官
と
が
本
町
の
川
俣
地
内
で
衝
突
し

た
事
件
で
す
。
そ
こ
で
、
節
目
と
な
る

こ
の
機
会
に
鉱
毒
被
害
民
の
代
表
と
し

て
、
大
衆
上
京
請
願
に
参
加
し
た
人
々

の
苦
闘
の
後
を
辿
り
、
現
代
社
会
の
環

境
問
題
に
ま
で
も
訴
え
続
け
て
い
る
足

尾
鉱
毒
問
題
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に

記
念
碑
を
建
立
し
後
世
に
伝
え
る
も
の

で
す
。

町
民
の
会
設
立
に
向
け
募
集
し
た
結

果
、
発
足
時
に
会
員
5
6
名
、
賛
助
会
員

4
0
名
が
入
会
し
、
設
立
総
会
で
会
長
に

梅
原
の
吉
永
五
三
次
さ
ん
、
顧
問
に
斎

藤
町
長
、
森
尻
議
会
議
長
を
選
出
し
ま

し
た
。

同
会
で
は
今
後
、
講
師
を
招
い
て
川

俣
事
件
に
関
わ
る
歴
史
の
研
修
と
し

て
、
足
尾
鉱
毒
問
題
な
ど
の
学
習
や
足

尾
鉱
毒
関
連
の
史
跡
め
ぐ
り
を
開
催
す

る
ほ
か
、
記
念
碑
建
立
の
募
金
活
動
や

会
員
・
賛
助
会
員
の
募
集
も
行
っ
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
記
念
碑
の
除
幕
式
は
来
年
2

月
1
3
日
に
予
定
し
、
記
念
碑
の
規
模
や

町
民
の
会

設

立

JII 

事
件
記

建
立
場
所
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
町
教
育
委
員
会
で
は
川
俣

事
件
の
現
場
を
史
跡
指
定
し
、
案
内
板

の
設
置
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

「
川
俣
事
件
記
念
碑
を
建
て
る
町
民
の

会
」
で
は
、
6

月
2
5
日
に
ふ
る
さ
と
産

業
文
化
館
で
、
4
8
名
が
出
席
し
て
初
の

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
町
民
の
会
の
自
主

グ
ル
ー
プ
が
会
員
・
賛
助
会
員
を
対
象

に
4

回
の
計
画
で
足
尾
鉱
毒
問
題
な
ど

を
学
習
す
る
も
の
で
す
。

講
師
に
迎
え
た
元
佐
野
高
校
校
長
の

藤
沼
坦
先
生
が
、
初
回
は
足
尾
銅
山
と

鉱
毒
被
害
と
題
し
て
、
足
尾
町
の
銅
山

が
江
戸
時
代
に
発
見
さ
れ
、
採
掘
が
始

図
書
館
に
川
俣
事
件
コ
ー
ナ
ー
設
置

皆
さ
ん
が
ご
利
用
く
だ
さ
い

町
で
は
、
現
代
社
会
の
環
境
問

題
に
ま
で
も
訴
え
続
け
て
い
る
、

足
尾
鉱
毒
問
題
を
風
化
さ
せ
な
い

た
め
に
、
こ
の
ほ
ど
図
書
館
に

足
尾
鉱
毒
問
題
を
学
習

ま
っ
て
か
ら
鉱
毒
被
害
に
至
る
ま
で
な

ど
の
経
緯
を
講
演
し
ま
し
た
。

藤
沼
先
生
は
「
鉱
毒
事
件
の
背
景
と

し
て
、
産
銅
額
の
増
加
に
伴
う
足
尾
銅

山
の
発
展
に
よ
り
、
木
材
需
要
の
急
増
、

精
錬
所
煙
害
に
よ
る
山
林
被
害
、
選

鉱
・
精
錬
過
程
で
発
生
し
た
大
量
の
鉱

滓
を
山
間
の
谷
間
・
河
岸
に
投
棄
・
堆

積
、
坑
内
か
ら
湧
出
す
る
鉱
物
を
含
ん

だ
地
下
水
の
河
川
放
流
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
鉱
毒
被
害
の
顕
在
化

と
し
て
は
、
朝
野
新
聞
に
「
鮎
の
大
量

記
念
碑
を
建
て
る
町
民
の
会

— `m-足尾鉱毒問題などを講演する藤沼先生

「
川
俣
事
件
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し

ま
し
た
。

町
で
発
行
し
た
「
明
和
町
と
足

尾
銅
山
鉱
毒
問
題
」
の
小
冊
子
を
は

じ
め
「
写
真
で
見
る
田
中
正
造
の

生
涯
」
「
田
中
正
造
と
足
尾
鉱
毒
事

件
研
究
」
「
田
中
正
造
選
集
」
な
ど

川
俣
事
件
に
関
す
る
約
9
0
冊
の
図

書
が
そ
ろ
え
て
あ
り
ま
す
。

川
俣
事
件
発
生
か
ら
来
年

2

月

1
3
日
で
1
0
0

年
が
経
過
す
る
こ

の
機
会
に
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
が
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

死
」
と
魚
類
の
異
変
を
報
道
。
明
治
2
3

年
8

月
の
渡
良
瀬
川
の
大
洪
水
に
伴

い
、
鉱
毒
被
害
が
一
挙
に
表
面
化
し
ま

し
た
。
深
刻
な
農
作
物
被
害
が
発
生
し
、

農
民
た
ち
の
公
害
反
対
運
動
が
活
発
化

し
て
、
鉱
業
停
止
を
求
め
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

平成11年 7 月 10 日山 (8) 



8
月
1

日
⑭
の
午
後
3

時
か
ら
午
後

9

時
3
0分
ご
ろ
ま
で
、
名
称
も
新
だ
に

『
第
1
回
明
和
ま
つ
り
』
が
ふ
る
さ
と

の
広
場
で
行
わ
れ
ま
す
。
合
回
は
明
和

町
に
な
っ
て
初
め
て
の
祭
り
で
、
花
火

や
群
馬
テ
レ
ビ
の
放
送
な
ど
各
種
の
催

し
物
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
、

友
好
交
流
提
携
を
結
ん
だ
三
重
県

明
和
町
か
ら
、
木
戸
口
町
長
ら
を
あ
招

き
す
る
予
定
で
す
。
合
回
は
「
飲
み
物

引
換
券
」
を
毎
一
戸
に
配
布
し
ま
す
の
で
、

忘
れ
す
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

『
明
和
ま
つ
り
』
に
ご
家
族
そ
ろ
っ
て

あ
越
し
く
だ
さ
い
。
な
あ
、
雨
の
場
合

は
8

日
⑲
に
順
延
さ
れ
ま
す
。

主
な
催
し
物

あ
み
こ
し
出
陣明青

会
・
大
佐
貰
子
育
連
等

社
明
音
頭
更
生
保
護
婦
人
会

ジ
ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン
大
会

交
通
安
全
信
号
3

兄
弟

交
通
安
全
協
会
婦
人
部

ぁ
ガ
め
・
ひ
よ
っ
と
こ
親
和
会

民
踊
町
文
化
協
会
加
入
団
体
等

八
木
節
明
和
八
木
節
保
存
会

歌
と
踊
り
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

木
遣
リ
・
梯
子
乗
り鳶

職
組
合
・
若
鳶
会

ジ
ョ
ー
タ
イ
ム

ひ
ろ
み

小
野
廣
巳
ピ
エ
ロ
シ
ョ
ー

和
太
鼓
明
和
太
鼓
稲
妻
会

花
火
打
ち
上
げ
・
仕
掛
花
火

※
当
日
参
加
し
た
か
た
に
豪
華
商
品
が
当

た
る
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
が
、
午
後
7

時
か
ら
と
午
後
9
時
か
ら
2
回
開
催
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
抽
選
券
は
午
後
6
時
4
5

分

ま
で
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

明和まつり
こ協賛のお願い

役員さんが皆さんのところに訪

問し、プログラム、うちわ、豆し

ぽりを配布します。ご賛同のほど

よろしくお願いします。

協賛金は何口でも結構です。

► 一般住民 ーロ 300 円

► 法人事業所 ーロ 10,000 円

明和まつリ
テレビ放送決定

明和まつり駐車場

←—方通行

ー駐車禁止

N

L

 

篇

攣
つ
9

夏
の

今
回
の
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
は
『
ピ

ェ
ロ
シ
ョ
ー
』
。
2
人
の
ピ
エ
ロ

に
よ
る
曲
芸
や
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
が
あ
り
ま

す
。ま

た
、
ち
び
っ
子
広
場
に
は
、

昨
年
の
フ
ワ
フ
ワ
パ
ン
ダ
の
代
わ

り
に
「
ダ
ル
マ
落
と
し
」
が
登
場

し
ま
す
。
こ
れ
は
名
前
の
と
お
り
、

人
間
と
同
サ
イ
ズ
の
ダ
ル
マ
を
頭

の
部
分
が
落
ち
な
い
よ
う
に
胴
体

部
分
を
か
な
づ
ち
で
た
た
い
て
ぬ

い
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

ナ
イ
ン

な
お
、
今
年
も
9
ア
タ
ッ
ク
ゲ

ー
ム
や
金
魚
す
く
い
も
あ
り
ま
す

の
で
、
子
ど
も
た
ち
も
大
人
に
負

け
ず
に
明
和
ま
つ
り
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

9

攣
せ
ん
か

第
1

回
明
和
ま
つ
り

の
模
様
が
群
馬
テ
レ
ビ

で
放
送
さ
れ
ま
す
。

放
送
は
8

月
2
4
日
囮

の
午
後
7

時
1
5
分
か
ら

8

時
ま
で
で
す
。

再
放
送
も
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
再
放
送
は

8

月
2
7
日

命
の
午
後
2

時
か
ら
2

時
4
5
分
ま
で
で
す
。

おみこしの担ぎ手
募集中

「見る」だけでなく、参加して

祭りを肌で感じてみませんか。祭

り半てんやみこし足袋は実行委員

会でお貸しします。

参加されるかたは、役場企画課

8 (84) 3111 、商工会8(84) 3130 に

ご連絡ください。

ジョータイムはピエロ

(9) 平成11年 7 月 10 日(±)



町
ぉ

か

知
ら
ら
の
せ

町
で
は
、
平
成
1
2
年
4

月
採
用
予
定
の

職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

町
政
に
情
熱
の
あ
る
皆
さ
ん
、
あ
な
た
の

若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
応
募
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◎
職
種
・
採
用
予
定
人
員

◇
一
般
行
政
職
若
干
名

◇
土
木
技
術
職
若
干
名

◎
受
験
資
格

◇
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務
員
法
の

欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い
者

◇
一
般
行
政
職
…
昭
和
5
0
年
4

月
2

日
か

ら
5
7
年4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

◇
土
木
技
術
職
…
昭
和
3
5
年
4

月
2

日
か

ら
5
7
年4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

県
で
は
、
河
川
、
道
路
、
耕
作
放
棄
地
、

森
林
な
ど
の
自
発
的
な
美
化
活
動
を
す
る

団
体
等
に
対
し
奨
励
金
を
支
給
し
、
安
全

で
住
み
や
す
く
環
境
に
優
し
い
県
土
と
心

温
か
い
住
民
自
治
の
風
土
の
構
築
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

こ
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
団
体
の
代
表

者
は
、
下
記
の
と
お
り
申
請
し
て
く
だ
さ

ヽ
4
0
¥
v
 

用
町
職
員
を
募
集

で
、
土
木
科
系
の
高
等
学
校
以
上
の
卒

業
ま
た
は
見
込
み
の
者

◎
受
験
手
続
き
あ
よ
び
受
付
期
間

◇
申
込
用
紙
の
請
求
お
よ
び
申
込
先
…
役

場
総
務
課
で
7

月
1
9
日
⑤
か
ら
交
付
し

ま
す
。

◇
受
付
期
間
…

7

月
3
0
日
⑤1
8

月
1
2

日
困
時
間
は
、
午
前

8

時
3
0
分
か
ら

午
後
5

時
1
5
分
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

ま
で
、
郵
送
の
場
合
は
、
事
前
に
電
話

連
絡
と
受
付
期
間
中
の
消
印
の
あ
る
も

の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

◎
試
験
の
方
法

◇
第
1

次
試
験
（
初
級
試
験
）
…
公
務
員

と
し
て
必
要
な
一
般
教
養
、
知
識
お
よ

び
能
力
に
つ
い
て
の
択
一
式
の
筆
記
試

験
（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）
を
群
馬
県

◇
対
象
者
1
0
人
以
上
の
団
体
（
た
だ

し
、
営
利
法
人
、
公
益
法
人
、
組
合
、

学
校
、
未
成
年
者
の
み
で
構
成
す
る

団
体
等
は
除
く
）

◇
申
請
期
限

7

月
3
0
日5

◇
申
請
先

▼
役
場
建
設
課
（
河
川
・
道
路
の
美
化

活
動
に
関
す
る
も
の
）

▼
役
場
経
済
課
（
耕
作
放
棄
地
、

用
排

美
化
活
動
ボ

み
ち
ぷ
し
ん

道
普
請
型
く
ん
ま
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

役
場
建
設
課

役
場
経
済
課

水
路
、
里
山
・
平
地
林
の
美
化
活
動

に
関
す
る
も
の
）

ラ
ン

テ
ィ

町
村
会
に
委
託
し
て
行
い
ま
す
。

◇
第
2

次
試
験
…
D
述
試
験
、
作
文
試
験
、

身
体
検
査

◎
試
験
日
あ
よ
び
場
所

◇
第
1

次
試
験.. 

ぷ
片
月
1
9
日
⑪
、
県
立
前

橋
女
子
高
等
学
校
（
前
橋
市
）

◇
第
2

次
試
験
…
1
0
月
下
旬
予
定
、
役
場

会
議
室
（
第
1

次
試
験
合
格
者
の
み
）

◎
合
格
者
の
発
表

◇
第
1

次
試
験
…
1
0
月
中
旬
予
定

◇
第
2

次
試
験
…
1
1
月
中
旬
予
定

※
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
庶
務
行
政
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
総
務
課

受
け
付
け
は

7

月

3
0日
⑥
ー
8

月

1
2日
⑧

平
成

1
2年
度
採

内
線
3
5
5

内
線
3
5
3

内
線
3
3
2

ア
団
体
募
集

明
和
町
議
会
議
員
選
挙
は
、

7

月
2
0
日

因
に
告
示
さ
れ
、
7

月
2
5
日
⑤
が
投
票
日

で
す
。

当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票

に
行
け
な
い
と
思
わ
れ
る
か
た
は
、
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

7

月
2
0
日
か
ら
7

月
2
4
日
の
、
午
前
8

時
3
0
分
か
ら
午
後
8

時
ま
で
役
場
選
挙
管

理
委
員
会
で
で
き
ま
す
。

棄
権
を
し
な
い
で
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ

゜

、
つ

役
場
総
務
課

国
の
緊
急
経
済
対
策
の
一
っ
と
し
て
地

域
振
興
券
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ

受
領
さ
れ
て
い
な
い
人
は
お
早
め
に
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
す
で
に
交
付
さ
れ
て
い
る
地
域

振
興
券
の
使
用
期
限
は
8

月
3
1
日
因
で
す
。

使
い
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
総
務
課

地
域
振
興
券
の
有
効

期
限
は

8

月

3
1日
肉

内
線
3
3
2

内
線
3
3
4

町
議
会
議
員
選
挙

投
票
日
7

月

2
5日
⑭

平成11年 7 月 10 日(±) (10) 
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交
通
安
全

町
民
の
交
通
安
全
を
確
保

交
通
安
全
に
関
す
る
条
例
が
、
6

月
9

日
開
か
れ
た
第

2

回
町
議
会
定
例
会
で
可

決
、
同
日
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例

は
、
全
1
7条
で
構
成
さ
れ
、
交
通
安
全
の

基
本
理
念
や
基
本
方
針
を
定
め
る
と
と
も

に
、
町
、
町
民
、
事
業
者
、
歩
行
者
等
の

責
任
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町

民
総
ぐ
る
み
と
な
っ
た
交
通
事
故
防
止
気

運
の
醸
成
と
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図

る
も
の
で
す
。

自
動
車
交
通
社
会
が
発
展
す
る
中
で
町

民
生
活
に
交
通
事
故
等
の
危
険
性
が
常
に

存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
法
令
ル
ー

ル
の
遵
守
意
識
お
よ
び
自
動
車
利
用
に
対

す
る
当
事
者
意
識
の
希
薄
性
等
が
指
摘
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

町
民
一
人
ひ
と
り

識
を
高

が
当
事
者
意
識
を
も
っ
て
、
交
通
事
故
の

防
止
を
自
ら
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
と
と

も
に
、
全
町
民
的
な
課
題
で
あ
る
交
通
安

全
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

交
通
の
安
全
は
、
町
民
の
安
全
か
つ
快

適
な
生
活
実
現
の
基
本
で
あ
り
、
町
民
一

人
ひ
と
り
が
法
令
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

現
在
、
群
馬
県
・
各
市
町
村
で
は
、
1
2

月
3
1
日
ま
で
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
徹
底

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
中
で
す
。
そ
し

て
、
平
成
1
0
年
中
の
交
通
事
故
で
は
、
交

通
事
故
発
生
時
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用

し
て
い
な
か
っ
た
場
合
は
、
着
用
時
に
比

ベ
死
亡
す
る
確
率
が
5

倍
に
も
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
死
亡
事
故
時
に
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
た
人
は
、
わ
ず

住
民
訴
訟
問
題

明
和
町
民
（
原
告
石
川
俊
夫
、
高
橋

正
雄
、
江
森
浩
）
の
か
た
か
ら
「
明
和

村
が
集
め
た
粗
大
ご
み
を
適
切
な
処
理
を

せ
ず
に
、
村
の
給
食
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
に

埋
め
た
、
こ
れ
を
搬
出
し
、
元
の
と
お
り

に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
の

訴
訟
に
つ
い
て
、
前
号
の
広
報
め
い
わ

判
決
日

^ 
（
粗
大
ご

(
6月
号
）
に
お
い
て
「
判
決
日
は
6

月
9

日
」
と
い
う
お
知
ら
せ
を
し
ま
し
た
が
、

そ
の
2

日
前
の
6

月
7

日
に
「
6

月
9

日

に
予
定
さ
れ
て
い
た
判
決
言
い
渡
し
が
延

期
に
な
り
、
7

月
1
4
日
に
口
頭
弁
論
を
再

開
す
る
旨
、
裁
判
所
よ
り
連
絡
が
あ
っ
た
」

と
弁
護
士
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

従
っ
て
、
判
決
は
7

月
1
4
日
の
口
頭
弁

論
を
踏
ま
え
て
後
日
に
な
る
予
定
で
す
。

役
場
総
務
課

み
処
分
）

内
線
3
3
2

6

月

9

日

ヽ

が
延
期
に

環
境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

C
閥
4
6
8
6

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
等
の
着
用
を

か
3
2
.
6％
で
し
た
の
で
、
運
転
す
る
人
は

も
ち
ろ
ん
助
手
席
の
人
や
後
部
座
席
に
乗

っ
て
い
る
人
も
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
幼
児
を
同
乗
さ
せ
る
場
合
は
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
利
用
し
、

不
要
に
な
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
（
修

理
が
必
要
な
も
の
は
除
く
）
は
、
無
償
で

提
供
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

な
お
、
取
扱
い
は
、
役
場
環
境
課
（

C

8
4
|
4
6
8
6
)
ま
た
は
、
館
林
交
通

安
全
協
会
（

C
7
2
|
5
0
3
0
)
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

意

め
ま
し
ょ
う

交
通
安
全
条
例
を
制
定
し
推
進
活
動
実
施

宕
闘
4
6
2
6

シ’‘゜
I,'. 
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レデイース交通安全週間

7月 10日坦～ 16日3

主● n●●●●n●●●●● mn"ヌ知●●●●

明
和
西
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
で
は
、
指
導
者
と
団
員
（
部
員
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

初
心
者
は
大
歓
迎
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

①
指
導
者
小
学
生

3
.
4
.
5
.
6

年
の
女
子
児
童
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
基

本
的
な
指
導
が
で
き
る
者
（
心
あ
る
か

た
、
ぜ
ひ
ご
一
報
く
だ
さ
い
）

②
団
員
小
学
生

3
.
4
.
5
.
6

年

の
女
子
児
童

③
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
ご
相
談
い

た
し
ま
す
。

④
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

町
社
会
体
育
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

゜゜社
会
体
育
館

少
女
バ
レ
—
ボ
—
ル

指
導
者
・
団
員
募
集

初
心
者
大
歓
迎

I
.
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町
ぉ

か

知
ら
ら
の
せ

法
務
省
主
唱
の
「
社
会
を
明
る
＜
す
る

運
動
」
の
強
調
月
間
が
7

月
1

日
か
ら
1

か
月
間
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
で
4
9
回
目
を
迎
え
る
こ
の
運
動
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
に
陥
っ
た
少
年

も
い
ず
れ
は
地
域
に
戻
り
、
地
域
の
一
員

と
し
て
生
活
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
わ
け

で
す
の
で
、
そ
の
立
ち
直
り
と
円
滑
な
社

会
復
帰
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、

本
人
の
強
い
意
志
と
併
せ
、
家
庭
、
学
校
、

職
場
、
地
域
杜
会
の
理
解
と
協
力
が
不
可

欠
で
す
。
特
に
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
、

町
で
は
、
毎
年
8

月
と
1
2
月
に
原
因
が

不
明
で
治
療
法
の
確
立
し
て
い
な
い
う
え
、

長
期
の
療
養
を
必
要
と
す
る
難
病
（
下
表

参
照
）
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
患
者
ま
た
は

家
族
に
対
し
、
そ
の
精
神
的
負
担
の
軽
減

と
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
見
舞
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
定
疾
患
と
同
様
に
長
期
の
療

養
が
必
要
と
さ
れ
る
小
児
慢
性
特
定
疾
患

親
の
養
育
機
能
の
低
下
、
大
人
社
会
の
規

範
意
識
の
低
下
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
現
状

に
あ
っ
て
は
家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地
域

社
会
が
一
体
と
な
っ
て
、
こ
う
し
た
問
題

に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
は
運
動
の
重
点
目
標
を

「
地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
、
犯

罪
・
非
行
を
防
止
し
、
罪
を
犯
し
た
人
や

非
行
に
陥
っ
た
少
年
の
更
生
を
支
え
る
」

統
一
標
語
を
「
ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築

く
明
る
い
社
会
」
と
し
、
こ
の
問
題
を

地
域
の
皆
さ
ん
で
話
し
合
う
た
め
の
集
会

を
は
じ
め
、
種
々
の
行
事
等
が
実
施
さ
れ

ま
す
の
で
進
ん
で
こ
れ
に
参
加
し
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
ご
協
力
を
お
願

特
定
疾
患
・
小
児
慢
性
特
定
疾
患
・
人
工
透
析
・
人
工
肛
門

医
療
受
給
者
、
人
工
透
析
療
法
対
象
者
、

人
工
肛
門
装
着
患
者
に
つ
き
ま
し
て
も
見

舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
か
た
は
、
特
定
疾
患
医
療

受
給
者
証
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
お
よ
び
印

鑑
を
持
参
の
う
え
、
7

月
2
3
日
固
ま
で
に

保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）

C
飼
4
9
2
6

※
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

該
当
さ
れ
る
か
た
は
申
請
を

< 
llを困した人たちの更生について珊厚畳IIめ．

それぞれの立場において力重含わせ．記胃や狂行のな

＂るい社全を纂こうとずる全onな遍11です．

に向かって

ー竺:99明運動明和町実施委員会
明和町保護司会

保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）

C
閥
4
9
2
6

い
い
た
し
ま
す
。

犯
罪
や
非
行
の
な
い
社
会
づ
く
り
を

7

月
は
社
会
を
明
る
＜
す
る
運
動
協
調
月
間

特定疾患名
14 ビュルガー病 30 広範脊柱管狭窄症

15 天疱癒 31 原発性胆汁性肝硬変

1 ベーチェット病 16 脊髄小脳変性症 32 重症急性膵炎

2 多発性硬化症 17 クローン病 33 特発性大腿骨頭壊死症
l 

3 重症筋無力症 18 難治性の肝炎のうち劇症肝炎 34 混合性結合組織病

4 全身性エリテマトーデス 19 悪性関節リウマチ 35 原発性免疫不全症候群

5 スモン 20 パーキンソン病 36 特発性間質性肺炎

6 再生不良性貧血 21 アミロイドーシス 37 網膜色素変性症

7 サルコイドーシス 22 後縦靱帯骨化症 38 クロイツフェルト・ヤコブ病

8 筋萎縮性側索硬化症 23 ハンチントン舞踏病 39 原発性肺高血圧症

9-1 強皮症 24 ウィリス動脈輪閉塞症 40 神経線維腫症

9-2 皮膚筋炎・多発性筋炎 25 ウェゲナー肉芽腫症 41 亜急性硬化性全脳炎

10 特発性血小板減少性紫斑病 26 特発性拡張型（うっ血型）心筋症 42 バッド・キアリ (Budd-Chiari)症候群

11 結節性動脈周囲炎 27 シャイ・ドレーガー症候群 43 特発性慢性肺血栓塞栓症（肺高血圧型）

12 潰瘍性大腸炎 28 表皮水疱症 44 ファブリー (Fabry)病

13 大動脈炎症候群 29 膿疱性乾癬

平成11年 7 月 10 日(±) (12) 
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児
童
扶
養
手
当
（
母
子
家
庭
等
）

1
8
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3

月

3
1
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
障
害
の
あ

る
場
合
は
2
0
歳
未
満
の
児
童
）
で
、
次
の

い
ず
れ
か
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
者
を
監

護
し
て
い
る
母
子
家
庭
な
ど
の
母
親
、
ま

た
は
母
親
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
か
た

・
父
母
が
離
婚
・
父
が
死
亡
・
父
が
重
度

の
障
害
（
国
民
年
金
1

級
程
度
）
・
父
の

生
死
が
不
明
・
父
か
ら
1

年
以
上
遺
棄
・

未
婚
の
子
・
父
が
1

年
以
上
拘
禁

両
毛
広
域
都
市
圏
総
合
整
備
推
進
協
議

会
で
は
、
多
く
の
皆
様
に
広
く
圏
域
の
こ

と
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
昨
年
に

引
き
続
き
圏
域
2
0
市
町
村
に
ま
た
が
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
他
市
町

村
の
名
所
・
旧
跡
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
訪

ね
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
内
容
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
」
ま
た

は
「
歴
史
コ
ー
ス
」
の
い
ず
れ
か
を
選

び
、
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
頼
り
に
圏
域
2
0

市
町
村
の
ラ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
ス
タ
ン

プ
を
集
め
て
応
募
す
る
と
、
抽
選
で
素

敵
な
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

昭
和
6
0年
8

月
1

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
2
0
歳

未
満
の
児
童
を
監
護
す
る
父
母
ま
た
は
父

母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
か
た

◇
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
場
合

・
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
と

き・
児
童
（
児
童
扶
養
手
当
は
母
、
養
育
者

を
含
む
）
が
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る

と
き

※
児
童
扶
養
手
当
は
、

両
毛
6
J

C

◇
開
催
期
間

ヽ
ー
，日

ヽ

◇
参
加
資
格
・
方
法
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
役
場
企
画
課
ま

で
当
選
し
た
賞
品
を
取
り
に
来
ら
れ
る

か
た
に
限
ら
れ
ま
す
。

7

月

1
9
日
⑪
か

ら
役
場
企
画
課
で
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
と

ス
タ
ン
プ
シ
ー
ト
を
無
料
で
配
布
し
ま

す
。

◇
賞
品
特
賞
…
ハ
ワ
イ
ペ
ア
旅
行

1

本

金
賞
…
旅
行
券
3
5

、

0
0
0

円
相
当
8

本そ
の
他
…
2
0
市
町
村
賞
、

7

月
3
1日
山
1
1
0
月
3
1
日

賞
な
ど

◇
応
募
方
法
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
」

ま
た
は
「
歴
史
コ
ー
ス
」
い
ず
れ
か
の

コ
ー
ス
2
0
箇
所
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た

ス
タ
ン
プ
シ
ー
ト
を

1
1月

1
7日
因
ま
で

に
役
場
企
画
課
へ
持
参
す
る
か
、
ま
た

は
郵
送

(
-
T
3
7
0
|
0
7
9
5明
和

町
新
里

2
8
8
)
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
発
表
当
選
者
の
発
表
は
公
開
抽
選
会

で
行
い
、
当
選
者
に
は
連
絡
し
ま
す
。

役
場
企
画
課

7

月
1
9日
⑮
か
ら
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
等
配
布

内
線
3
4
0

両
毛
交
流
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）

C
飼
4
9
2
6

特
別
児
童
扶
養
手
当
（
障
害
の
あ
る

児
童
）

日
以
降
に
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
か
た
で
、
支
給
要
件
に
該
当
す
る
日

か
ら
5

年
を
経
過
し
た
と
き
は
請
求
で
き

ま
せ
ん
。

ま
た
、
父
母
な
ど
の
所
得
が
一
定
の
額

を
超
え
る
と
き
は
、
手
当
の
支
給
が
停
止

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
保
健
福
祉
課
児
童
福
祉
係

児
童
扶
養
手
当

. 
特
別
児
童
扶
養
手
当

--.... 
し一·

存
知
で
す
か

町
文
化
協
会
総
会
が
6

月
1
0
日
、
ふ
る

さ
と
産
業
文
化
館
で
開
か
れ
、
同
協
会
の

会
長
に
吉
永
五
―
―
一
次
さ
ん
（
梅
原
）
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

吉
永
さ
ん
は
、
安
見
智
尋
前
会
長
の
後

任
と
し
て
、
今
年
の
4

月
1

日
付
け
で
就

任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
副
会
長
に
は
宮
崎
敬
次
さ
ん
、

石
川
温
也
さ
ん
、
石
村
艶
子
さ
ん
の

3

人

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
協
会
長
に

吉
永
五
三
次
さ
ん

自
衛
官
を
志
す
人
に
情
報
の
提
供
や
自

衛
隊
を
広
く
地
域
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
こ
の
ほ
ど
自
衛
隊
群
馬
地
方

連
絡
部
長
と
明
和
町
長
か
ら
次
の
か
た
に

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

2

年
間
ご
協
力
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

ま
た
、
前
任
者
の
野
木
村
公
一
さ
ん
に
は

長
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。
（
敬
称
略
）

◇
相
談
員
吉
永
五
一
二
次

◇
住
所
梅
原

4
4
0

番
地
の
1

◇
電
話

8
4
|
2
9
2
5

自
衛
官
募
集
相
談
員
に

吉
永
五
三
次
さ
ん

(13) 平成11年 7 月 10 日山



子とも会の情報交換を目的に
明和町子どもサミット

手をあげ、活発な意見を交換する児童

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
写
真
は
差
し
上
げ
ま
す
。

役
場
企
画
課
〖
闘
3
1
1
1

6

月
認
日
、

町
子
ど
も
会
育

成
団
体
連
絡
協

議
会
主
催
に
よ

る
、
初
め
て
の

「
明
和
町
子
ど

も
サ
ミ
ッ
ト
」

が
ふ
る
さ
と
産

業
文
化
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
各

地
区
子
ど
も
会

の
情
報
交
換
や

子
ど
も
た
ち
の
声
を
聞
き
、
今
後
、
事
業
計
画
を
立
て
る

う
え
で
参
考
に
し
よ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
1
6
地
区
の
子
ど
も
会
長
と
児
童
代
表

約
6
0
人
が
出
席
。
子
ど
も
た
ち
は
自
己
紹
介
を
し
た
後
、

3

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
「
各
地
区
で
行
っ
て
い
る
催
し

や
今
後
ど
の
よ
う
な
行
事
を
し
た
い
の
か
」
な
ど
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
に
は
、
「
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
を
や
っ
て
ほ
し
い
」
「
廃
品
回
収
や
草
取
り
は
大
変
だ

け
ど
、
ご
苦
労
さ
ん
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
人
が
い
る
の

で
う
れ
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

生涯の仕事を探すために
中学生職場体験学習

学
校
外
で
の
経
験
を
通
し
て
将
来
の

生
き
方
を
考
え
る
「
職
場
体
験
学
習
」

が
6
月
2
9
日
に
行
わ
れ
、
中
学
2

年
生

1
5
6

名
が
町
内
の
3
6
事
業
所
等
で
社

会
と
の
関
わ
り
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

今
屈
の
職
場
体
験
で
は
明
和
駐
在
所

も
初
め
て
加
わ
り
、

5

名
の
男
子
生
徒

そ
く
せ
き
あ
し
あ
と

が
足
跡
（
犯
人
な
ど
の
足
跡
を
型
に
取

る
仕
事
）
を
体
験
。
一
生
懸
命
、
石
膏

で
自
分
の
足
形
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

体
験
に
参
加
し
た
5

名
の
中
に
は
翫
言

察
官
に
な
り
た
い
と
希
望
し
て
い
る
生

徒
も
い
て
「
石
膏
で
足
跡
を
取
り
ま
し

た
。
結
構
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「―-·..・ヒ蜘迄寄や"~--,ノ“'
足謗取リを体験する生待

280haの計画排水区域等を決定

公共下水道事業の説明会

l • -

ー

計画案の説咀をする常見毬市胴発課長

明
和
町
単
独
公
共
下
水
道
事
業
の
説
明

会
が
6
月
2
8日
か
ら
3

日
間
、
ふ
る
さ
と

産
業
文
化
館
な
ど
で
開
催
さ
れ
、
約
9
0
人

の
町
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
説
明
会
は
、
町
の
第
四
次
総
合
計

画
等
に
基
づ
き
、
平
成
7

年
度
か
ら
国
や

県
の
指
導
を
受
け
て
、
各
種
調
査
・
協
議

を
続
け
て
き
た
結
果
、
市
街
化
区
域
を
中

心
と
し
た
2
8
o
h
aの
計
画
排
水
区
域
と

南
大
島
地
区
に
終
末
処
理
場
が
決
定
し
た

こ
と
な
ど
の
計
画
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

斎
藤
町
長
は
、
あ
い
さ
つ
で
「
こ
の
事

業
は
多
く
の
費
用
と
長
い
年
月
を
必
要
と

し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

平成11年 7 月 10 日出 (14) 



町制施行モニュメントのデザイン決定
明和の紋章を形象化した作品

第
2

回
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
推

進
委
員
会
が

6

月
1
1
日
に
開
か

れ
、
町
制
施
行
を
記
念
し
た
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
の
デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ン
を

協
議
・
選
考
の
結
果
、
明
和
の
紋

章
を
形
象
化
し
た
作
品
を
採
用
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

町
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る
同
委

員
会
で
は
、
第

1

回
目
の
会
議
で

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
創
造
す
る
言
葉

を
「
未
来
に
向
か
っ
て
飛
躍
」
と

定
め
、
町
で
指
名
し
た

5

業
者
か

ら
提
案
さ
れ
た
1
0
点
の
デ
ザ
イ
ン

プ
ラ
ン
の
中
か
ら
、
今
回
の
会
議

で
決
定
し
た
も
の
で
す
。

デ
ザ
イ
ン
は
、
町
の
自
然
・
歴

史
・
文
化
を
象
徴
し
た
台
座
に
、

明
和
の
紋
章
を
形
象
化
し
た
「
日
」

ら

e
う

を
真
鍮
の
球
で
、
「
月
」
を
ス
テ

ン
レ
ス
の
ル
ー
プ
で
表
現
し
、
高

さ
約
8

ね
。
ま
た
、
地
面
に
は
御

影
石
貼
方
位
板
を
設
置
し
、
中
央

に
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
埋
め
込
ん

だ
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
制
施
行
の
1
0
月
1

日
の
正

午
、
方
位
板
の
上
に
ル
ー
プ
の
影

が
重
な
る
と
、
町
の
紋
章
の
よ
う

に
見
え
る
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま

す
。な

お
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
ふ

る
さ
と
産
業
文
化
館
の
前
庭
に
設

置
さ
れ
る
こ
と
に
決
ま
り
、
本
年

度
中
の
完
成
を
目
指
す
予
定
で

す
。

... 
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町制施行モニュメントのデザイン

ジャガイモの茎にミニトマト？
開花前後の雨不足が原因

大
輪
の
松
本
信
子
さ
ん
宅
で
栽
培
し

て
い
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
枝
に
、
ミ
ニ
ト

マ
ト
に
似
た
実
が
な
り
話
題
に
な
り
ま

し
た
。

松
本
さ
ん
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を

6

月

中
旬
に
収
穫
し
た
と
こ
ろ
、
地
上
茎
に

約
直
径
2

芋
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
に
似
た
実

が
付
い
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は

初
め
て
の
こ
と
で
驚
い
て
い
ま
し
た
。

品
種
は
「
キ
タ
ア
カ
リ
」
で
、
3
5
本

植
え
た
う
ち
、
7

本
に
そ
れ
ぞ
れ
約
5

個
の
黄
緑
色
の
実
が
な
り
、
味
は
ジ
ャ

ガ
イ
モ
に
似
て
い
た
そ
う
で
す
。

今
年
は
、
開
花
か
ら
結
実
の
間
に
雨

が
少
な
く
、
よ
く
受
粉
し
た
た
め
、
こ

の
よ
う
な
実
が
付
い
た
そ
う
で
す
。

子ともと一緒に楽しんで
中央・西幼稚園ミニ運動会

ジャンケンポン僕の陛ち！ （中央幼稚園）

枝に実ったジャガイモ

家
族
で
運
動
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ

う
と

6

月
1
9
日
、
中
央
幼
稚
園
と
西
幼

稚
園
で
ミ
ニ
運
動
会
が
開
か
れ
、
玉
入

れ
、
じ
ゃ
ん
け
ん
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
風

船
割
り
競
争
、
リ
レ
ー
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
体
験
入
園
児
も
競
技
に

参
加
す
る
場
面
も
あ
り
、
元
気
良
く
走

る
子
や
泣
き
べ
そ
を
か
い
て
い
る
子
な

ど
に
園
児
た
ち
は
「
ガ
ン
バ
ッ
テ
」
と

声
を
か
け
る
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
姿
も
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
し
た
お
父
さ
ん
は
「
普

段
か
ら
子
ど
も
と
遊
ぶ
よ
う
に
心
掛
け

て
い
ま
す
。
特
に
こ
う
い
う
機
会
に
は

必
ず
参
加
し
、
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し

ん
で
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

(15) 平成11年 7 月 10 日(±)



シリーズ分護保険③

平成12年 4 月から介護保険がスタートします。まだ、平成1 1 年 1 0月
からは、それに先だって要介護認定が始まります。ジリーズ 3回目の合
月は「介護サービスを利用するには」「介護保険で受けられるサービス」
などについてあ知らせします。

書

要
介
護
認
定
の
申
請
は
の
出

平
成
1
1年
1
0月
か
ら
始
ま
り
ま
す
請
申
提

[
―
利
用
者
（
被
保
険
者
）
―
―

介護保険サービスの申請から利用まで

冒

要支援

要介護 l

要介護2

要介護3

要介護4

5

ス

譴
ょ
〈
）
立
サ
ま
の
れ

要
自
険
ら保
ナ直
t
l

A
)は

／
ヽ

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

:
-こ内以

゜
日
す

0

ま

3

れ
ら
さ
か
知
請
通
申
が、果

て
結
し
定
と
認
. 貝原

介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
た
人
が

介
護
保
険
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に

は
、
市
町
村
の
担
当
窓
口
に
「
申
請
」

を
し
て
、
「
要
介
護
認
定
」
の
審
査
を

受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

申
請
を
行
う
と
、
市
町
村
の
職
員
や
、

市
町
村
か
ら
委
託
を
受
け
た
居
宅
介
護

支
援
事
業
者
等
の
介
護
支
援
専
門
員
が

家
庭
等
を
訪
問
し
、
心
身
の
状
況
な
ど

の
聞
き
取
り
調
査
を
し
ま
す
。
そ
の
調

査
結
果
と
か
か
り
つ
け
の
医
師
の
意
見

書
を
も
と
に
、
保
健
・
医
療
•
福
祉
の

専
門
家
か
ら
な
る
「
介
護
認
定
審
査
会
」

で
、
ど
れ
く
ら
い
介
護
が
必
要
か
等
に

つ
い
て
審
査
・
判
定
が
さ
れ
ま
す
。
市

町
村
で
は
、
そ
の
判
定
を
も
と
に
要
介

護
度
を
認
定
し
て
、
本
人
へ
通
知
し
ま

す
。
市
町
村
へ
申
請
し
て
か
ら
、
認
定

結
果
が
通
知
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
は
、

原
則
と
し
て
3
0
日
間
で
す
。

判
定
は
、
該
当
し
な
い
場
合
の
「
自

立
」
、
該
当
す
る
場
合
の
「
要
支
援
」

「
要
介
護
」
で
、
要
支
援
・
要
介
護
の

人
は
、
介
護
の
必
要
な
程
度
に
よ
っ
て
、

6

段
階
の
区
分
に
認
定
さ
れ
ま
す
。
ま

介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
に
は

◇
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
家
庭
を
訪
問
し

在
宅
で
受
け
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス

「
要
介
護
」
「
要
支
援
」
と
認
定
さ

れ
た
人
は
、
在
宅
で
の
サ
ー
ビ
ス
と
、

介
護
保
険
の
適
用
と
な
る
施
設
へ
入

院
・
入
所
し
て
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
で
き
ま
す
。

介
護
保
険
の
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

は
次
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
中
か
ら
自

分
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
な
お
、
要
介
護
者
と
そ

れ
よ
り
介
護
の
必
要
な
程
度
が
軽
度
な

要
支
援
者
で
は
、
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
の
種
類
と
量
が
異
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
で

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

た
こ
の
区
分
に
よ
っ
て
、
月
々
受
け
ら

れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
「
限
度
額
」

な
ど
が
決
ま
っ
て
き
ま
す
。

な
お
、
認
定
の
結
果
は
、
原
則
と
し

て
6

か
月
ご
と
に
見
直
す
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
要
介
護
認
定
の
申
請
受
付

は
、
平
成
1
1年
1
0
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

要
介
護
認
定
の
申
請
の
受
付
は

1
0月
か
ら

介
護
保
険
制
皮
が
は
じ
ま
り
ま
す

9
.

て
、
介
護
や
家
事
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

◇
訪
問
入
浴
介
護

移
動
入
浴
車
が
訪
問
し
、
家
庭
で
入

浴
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

◇
訪
問
看
護

看
謙
婦
な
ど
が
家
庭
を
訪
問
し
、
療

養
上
の
世
話
や
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
い

ま
す
。

◇
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

家
庭
で
、
理
学
療
法
士
や
作
業
療
法

士
な
ど
が
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
す
。

◇
居
宅
療
養
管
理
指
導

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
な
ど
が

家
庭
を
訪
問
し
、
療
養
上
の
管
理
や
指

導
を
行
い
ま
す
。

◇
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
入
浴
、

食
事
、
機
能
訓
練
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

行
い
ま
す
。

◇
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ
イ

ケ
ア
）

施
設
で
、
理
学
療
法
士
や
作
業
療
法

士
な
ど
が
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
す
。

◇
短
期
入
所
生
活
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
）

老
人
短
期
入
所
施
設
等
に
お
い
て
入

浴
、
排
泄
等
の
世
話
を
行
い
ま
す
。

◇
短
期
入
所
療
養
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
）

老
人
保
健
施
設
等
に
短
期
間
入
所
さ

せ
、
看
護
、
医
学
的
管
理
の
下
の
介
護

等
を
行
い
ま
す
。

ち
ほ
う

◇
痴
呆
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
痴
呆

性
老
人
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

痴
呆
の
た
め
介
護
を
必
要
と
す
る
人

が
、
5
\
9

人
で
共
同
生
活
を
す
る
住

平成11年 7 月 10 日(±) (16) 



保僣福松探 (84)4926

町
で
し
J
の
介
護
認
定

審
査
会
を
邑
楽
館
林
地
域

の
1

市
5

町
（
館
林
市
・

板
倉
町
・
明
和
町
・
千
代

田
町
・
大
泉
町
・
邑
楽
町
）

で
共
同
設
置
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

こ
れ
は
、
地
域
的
に
関

係
の
深
い
邑
楽
館
林
地
域

で
、
同
じ
水
準
で
の
公

平
・
公
正
な
審
査
を
行
う

た
め
に
は
共
同
設
置
が
有

効
と
判
断
さ
れ
、
関
係
市

町
で
同
意
が
得
ら
れ
た
こ

と
に
よ
り
実
現
す
る
も
の

で
す
。

今
後
、
関
係
市
町
で
協

定
書
を
締
結
し
、
1
0
月
1

日
か
ら
始
ま
る
要
介
護
認

定
に
向
け
て
具
体
的
な
事

務
処
理
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
て
い
く
予
定
で
す
。

介
護
保
険
で
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
に
は
「
要
介

護
認
定
」
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
が
、
そ
の
た

め
に
各
市
町
村
に
「
介
護

認
定
審
査
会
」
が
設
置
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま

町
の
介
護
認
定
審
査
会
は

広
域
で
対
応
「
館
林
市
外

五
町
介
護
認
定
審
査
会
」

を
共
同
設
置

区分

要支援

要介護 1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

要介護度と給付額
支給限度額

万円／月主な状態（例）

生活管理能力が低下

し、時々介護が必要

食事、排泄等概ね自立、

一部介護を必要

洋服の着脱等自立、排

泄等に介護を必要

食事、排泄いずれにも

介護を必要

重度痴呆、全面的介護

を必要

寝返リを打てない等一

巳中ベッドで生活

施設入所の場合

特別養護老人ホーム

老人保健施設
療養型病床群

6万円

17万円

20万円

26万円

31 万円

35万円

※金額は未定です。この表は一つの目安です。

額

31.5万円

33.9万円

46.1 万円

手
す
り
の
取
り
付
i
ゃ
段
差
解
消
な

ど
の
小
規
模
な
改
修
の
費
用
を
支
給
し

ま
す
。

◇
居
宅
介
護
支
援
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
サ
ー
ビ
ス
）

介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
心
身
の
状

況
や
意
向
な
ど
を
踏
ま
え
、
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
な
ど
に
つ
い
て
介
護
サ
ー
ビ
ス

計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
作
り
、
確
実

居
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
で
の
介
護
サ

ー
ビ
ス
も
、
介
護
保
険
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
（
※
だ
だ
し
、
『
要
支
援
』
の
人

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
）

◇
特
定
施
設
入
所
者
生
活
介
護
（
有
料

老
人
ホ
ー
ム
等
に
お
け
る
介
護
）

有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス

な
ど
で
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
も
介
護
保
険

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
福
祉
用
具
の
貸
与
・
購
入
費
の
支
給

車
椅
子
や
ベ
ッ
ト
な
ど
の
福
祉
用
具

を
貸
し
出
す
ほ
か
、
特
殊
尿
器
な
ど
は

購
入
費
を
支
給
し
ま
す
。

◇
住
宅
改
修
費
の
支
給ナ

几
又
）

一
＿
―
-
ロ

入
院
治
療
は
必
要
の
な
い
人
に
、
家

庭
に
戻
れ
る
よ
う
介
護
や
リ
ハ
ビ
リ
な

ど
を
行
い
ま
す
。

◇
介
護
療
養
型
医
療
施
設
（
療
養
型
病

床
群
な
ど
）

長
期
に
わ
た
る
療
養
介
護
が
必
要
な

人
な
ど
を
対
象
に
し
ま
す
。

※
『
要
支
援
』
の
人
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

◇
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
）

日
常
生
活
で
常
に
介
護
が
必
要
で
、

在
宅
で
の
適
切
な
介
護
が
困
難
な
人
の

生
活
の
場
で
す
。

◇
介
護
老
人
保
健
施
設
（
老
人
保
健
施

施
設
で
利
用
で
さ
る

サ
ー
ビ
ス

に
利
用
で
き
る
よ
う
介
護
サ
ー
ビ
ス
提

供
機
関
な
ど
と
の
連
絡
調
整
を
し
ま

す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
利
用
者
が
自
由

に
選
べ
ま
す
が
、
介
護
保
険
で
利
用
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
の
量
は
、
要
介
護
度
に

応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。
有
効
に
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
た
め
に
、
居
宅
介
護
支

援
事
業
者
の
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
に
、
1

人
ひ
と
り
に

あ
わ
せ
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア

プ
ラ
ン
）
を
作
成
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
す
（
自
分
で
作
成
し
て
も
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
ん
）
。

ま
た
、
介
護
支
援
専
門
員
は
、
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
と
の
連
絡
や

調
整
も
行
い
ま
す
。

施
設
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合

は
、
そ
の
施
設
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画

が
作
成
さ
れ
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画

の
作
成

た
低
所
得
者
i
i
高
額
介
護
サ
ビ

ス
費
や
食
費
負
担
に
つ
い
て
、
低
い
額

を
設
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

場
合
は
、
利
用
者
は
か
か
っ
た
費
用
の

1

割
を
負
担
し
ま
す
。
ま
た
、
施
設
入

所
の
場
合
は
、
費
用
の
1

割
の
ほ
か
に

食
費
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
な
お
、1
割
の
利
用
者
負
担
が
高
額

に
な
っ
た
場
合
に
は
、
自
己
負
担
額
の

上
限
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
上
限
を
越
え

た
分
は
、
あ
と
か
ら
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
と
し
て
払
い
戻
し
さ
れ
ま
す
。
ま

ク
）
ま

自
己
負
担
（
利
用
者

負
担
）
は
1

割
で
す

介
護
保
険
で
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

は
、
作
成
さ
れ
た
こ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

計
画
に
基
づ
い
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。な

お
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成

に
関
す
る
費
用
は
全
額
保
険
か
ら
給
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
自
己
負
担
は
あ
り
ま

せ
ん
。

在宅サービス

訪周介護（ホームヘルプサービス）
訪問入浴介護

訪周看護

訪周リハビリテーション

居宅療養管理指導（医師•歯科医師による訪商診察
通所介護（デイサービス）

通所リハビリテーション（デイケア）
短期入所生活介護（ショートステイ）
短期入所療養介護（ショートステイ）

痴呆対応型共同生活介護（痴呆性老人のグ）レープホ
特定施設入所者生活介護（有料老人ホーム等におけ
福祉用貝の貸与購入費の支給
住宅改修費の支給（手すリ、段差の解消など）
居宅介護支援（ケアマネージメントサービス）

同上（痴呆対応型共同生活介護を除く）

など）

要介護者

ーム）

る介護）

要支援者

施設サービス

介護老人福祉施設

（特別養護老人ホーム）

介護老人保健施設
（老人保健施設）

介護療養型医療施設
療養型病床群

老人性痴呆疾患療養病棟
介護力強化病院（施行後3年間）

要支援者は施設入所はできません

(17) 平成11年 7 月 10 日(±)



]
』
]

今

＼
欠
’

マV

念

H
E
A
L
T
B
 

_. 

貧血を予防 しよう
9

・

最近、「だるい」「朝が起きられない」「立ちくらみがする」「疲れやすい」といったことはありま

せんか？もし、どれにも思い当だる節がある場合、それは貧血かもしれません。

貧血は血液中のヘモグロビンの材料となる鉄分が不足して、体中に酸素が十分運ばれない酸欠の

状態です。若い女性や妊婦に多くみられますが、雷や消化管の病気や子宮筋腫、ガンなとの病気を

もっている人も貧血になりまま

病気で貧血の場合はその病気を治さないと貧血が治らない場合がありますが、

食事で積極的に鉄分を補給し、貧血を予防しましょう。

血色素量の標準値 男14.0~18.0g /df女 12.0~16.0g /df

できるだけ毎日の

偏匿．欠匡せす（こ 1 日 3匿 l＼ランスを考えだ匿事をしよラ！

①鉄分の多い食品を使あう

1 人分使用量

動物性

肉 豚レバー 50g 6.5mg 

豚もも肉 50g 0.6mg 

マグロ（赤身） 5 切れ1.0mg

わかさぎ中 3 尾 2.0mg

1 個 0.9mg

あさり 20g 1.4mg 

魚

卵

貝類

牡蠣 1 個 0.5mg

植物性

大豆類木綿豆腐 1/4 丁1.1mg

きな粉大さじ 1 0.6mg 

海草ひじき 2 g 1.1mg 

緑黄色野菜

かぽちゃ 100 g 0.4mg 

ほうれん草 100g 3.7mg 

小松菜 100 g 3.0mg 

②タンパク質の多い食品を使あう
魚・肉・卵・牛乳・大豆類

③ビタミン Cの多い食品を使あう
新鮮な野菜・果物

④酢や香辛料を使あう

ただし、胃や腸に病気がある人は

控えめに

⑤食事中のコーヒー・紅茶・緑茶は

控えめに（食後 1 時間を目安）

食中毒予防の三原則

ロ 食中毒の原因菌をつけない］

｀戸蕊｀一翠
ニド

こ
口
•午~ツJ •9

゜

こ一｀
ロ
・

食中毒の原因菌を増やさない I 
、点庁吋・午頂3

[ 
食中毒の原因菌を殺す］

ヽ

：こグ 賃i
三

食
中
毒
は
飲
食
店
や
給
食
な
ど
の

一
食
事
が
原
因
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
毎
日
食
べ
て
い
る
家
庭
の
食
事

で
も
発
生
し
て
い
ま
す
し
、
発
生
す

る
危
険
性
が
た
く
さ
ん
潜
ん
で
い
ま

す
。食

中
毒
は
「
悪
く
な
り
か
け
た
食

べ
物
を
口
に
入
れ
た
」
こ
と
で
起
こ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
細
菌
に
汚
染
さ
れ
た
調
理

用
具
を
使
っ
て
調
理
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
食
品
に
細
菌
が
つ
い
て
、
食
中

家
庭
か
ら
防
ぐ

食
中

毒
毒
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
期
は
高
温
多
湿
で
食
中
毒

が
発
生
し
や
す
い
の
で
、
食
品
、
調

理
用
具
の
取
り
扱
い
に
は
注
意
し
、

調
理
前
の
手
洗
い
の
ほ
か
、
調
理
中

で
も
肉
や
魚
、
卵
な
ど
を
扱
っ
た
ら

次
の
動
作
に
入
る
前
に
手
を
洗
い
ま

し
ょ
う
。

※
吐
き
気
や
お
う
吐
、
腹
痛
、
下
痢
、

唇
の
し
び
れ
な
ど
食
中
毒
と
思
わ
れ

る
症
状
が
現
れ
た
ら
、
直
ち
に
医
師

に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

平成11年 7 月 10 日田 (18) 



旬の野菜を使っだ鑽血を予防する献立

/ 

\ 

豆腐とさやいんげんの梅風昧和え

材料 (4 人分）

木綿豆腐 1 丁 さやいんげん100g 

干しひじき 4 g 梅干し 2 個

〔あえ衣〕

白ゴマ大さじ 4 砂糖大さじ 1 1/2 

だし汁大さじ 1 醤油小さじ1/2

塩小さじ2/5

作り方

①梅干しは種を取り除いて小さくちぎり、い

んげんは筋を除く。干しひじきはさっと洗

い、水につけ15~20分戻す。

②豆腐は 1.5cmのさいの目に切り、沸騰した

湯でさっと茄で、水気を切り冷ます。

③いんげんを茄で、斜めに切り冷ます。ひじ

きをさっと茄で冷まし、適当な大きさに切

る。

④白ゴマを炒ってすり鉢ですり、あえ衣の材

料を混ぜ合わせる。

⑤②、③が冷めたら④のあえ衣と梅干しをあ
わせ、豆腐を崩さないようさっくりと混ぜ、

器に盛ってできあがり。

栄養価（ 1 人分）

エネルギー 15lkcal タンパク質15. lg 

鉄分3.4mg 塩分1.5g 

館林邑楽全地区

レバーの南蛮漬け

材料 (4 人分）

豚レバー200g 小麦粉適量

揚げ油適量 ニンジン小1/2本

セロリ（軸）1/2本 きゅうり 1 本

パセリ 1 本

〔漬け汁〕

赤唐辛子1/2本 酢大さじ 2

醤油大さじ 2 砂糖大さじ 1

水大さじ 3

作り方

①レバーは脂肪と血の固まりを取り除き、血

抜きをする。

②漬け汁の材料を一煮立ちして冷ます。

③①のレバーの水気を拭き、小麦粉をつけて

170度の油で揚げ、②の漬け汁につけ込む。
④ニンジン、セロリ、きゅうりの千切りを器

にしいて③を盛り、パセリのみじん切りを

ふってできあがり。

栄養価（ 1 人分）

エネルギー 126kcal タンパク質11.8g

鉄分7.0mg 塩分0.8g（漬げ汁残す）

館林地区 千代田
板倉地区] 変更※に • 耳鼻科 科人の • 祝は日

休 産婦人科 耳鼻科 内科外科
明和地区

ｷ- - .. なにみ[ 
場＾るば口り 胃限訟ロ間りク 一 一7 月 18 日

落合医院大神医院 吉日内科りリニ 1リり最上医院井上医院 館林地区と

匹（72)3160 匹（62)2200 匹（70) 7117 ft (74) 3763 ft (82) 1131 同じです

日 7 月 20 日 星男こどもりリこり 新橋病院 ] I 
匹 (70) 7200 ff (75) 3011 まは匹

根岸医院川田（目）医院 後藤（内）医院川島脳外科増田医院 小西医院 す` (72) 7 月 25 日 の 3
匹（72)3262 匹（72)3314 匹 (72) 0134 を (75) 5511 ff (82) 2255 ft (86) 2261 ヽ認 1 1 当

時 4

小西医院川村医院 松井内科医院小曽根医院 I 館林地区と 館林地区と ま°
8 月 1 日

匹（86) 2261 ff (72) 1337 8 (75) 9880 匹（72)7707 同じです 同じです
しで I がI 

てで 口
真中医院合村クリニック 上野医院慶友病院わだらせりリこッり 竹越医院

かす

8 月 8 日
t̀ ｰ ま番 匹（72) 1630 匹 (70) 2221 匹（72)3330 匹 (72) 6000 B (77) 2727 B (84) 3137 

浜野病院
しす。

8 月 13 日
8 (88) 5678 だてく ^ 科内

医 8 月 14 日
浜野病院 さ·

B (88) 5678 し 。、 外科

浜野病院 小倉医院 森下医院 永寿堂医院 館林地区と 館林地区と 畠
\ 

8 月 15 日匹 (88) 5678 B (72) 0606 匹 (73) 7776 8 (72) 4469 同じです 同じです

(19) 平成11年 7 月 10 日国



何
の
問
題
も
な
か
っ
だ
よ
う
に
見
え
た
子
ど
も
が
、
突
然
、
凶

悪
．
粗
暴
な
非
行
に
走
る
そ
ん
な
事
件
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
だ
ち
の
心
が
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
、
と
ま
ど
い
の
声
も
聞

か
れ
ま
す
が
、
子
と
も
の
問
題
ガ
ら
逃
げ
な
い
で
、
も
っ
と
子
ど
も

を
見
つ
め
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
を
ち
ゃ
ん
と
育
て
る
こ
と
は
、
大

人
の
責
任
、
社
会
全
体
の
役
目
で
す
。
親
と
し
て
、
ま
だ
、
子
ど
も

を
育
て
る
社
会
の
一
員
と
し
て
、
子
ど
も
の
だ
め
に
何
が
で
き
る
か

を
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

_
 

行
に
か
か
わ
る
、
深
刻
な
ニ
ュ
ー
ス
が

目
立
ち
ま
す
。

ひ
と
昔
前
な
ら
、
非
行
に
走
り
そ
う

な
子
ど
も
は
、
ふ
だ
ん
の
態
度
や
行
動
、

服
装
な
ど
に
そ
の
兆
候
が
現
れ
て
お

り
、
あ
る
程
度
分
か
り
や
す
か
っ
た
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
今
は
、
一

見
、
何
の
問
題
も
な
い
よ
う
に
見
え
る

子
ど
も
が
、
突
然
、
重
大
な
非
行
に
走

る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

た
だ
、
大
人
に
と
っ
て
は
「
突
然
」

に
見
え
て
も
、
た
い
て
い
の
場
合
、
子

ど
も
は
そ
れ
以
前
か
ら
問
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。
そ
の
兆
候
は
飲
酒
や
喫
煙
な

ど
の
問
題
行
動
や
、
表
情
・
態
度
な
ど

に
現
れ
て
い
ま
す
が
、
周
囲
の
大
人
が

気
づ
か
な
い
の
で
す
。

子
ど
も
が
非
行
に
走
る
前
に
、
そ
う

し
た
サ
イ
ン
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
子
ど
も
が
抱
え
る
問
題
を
早
く
取

り
除
き
、
非
行
か
ら
守
る
こ
と
が
で
き

る
は
ず
で
す
。

最
近
は
、
自
分
の
部
屋
に
こ
も
っ
た

り
、
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
や
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
遊
ん
だ
り
す
る
子
ど
も

も
多
く
、
子
ど
も
の
姿
は
、
以
前
よ
り

も
周
囲
の
大
人
に
見
え
に
く
い
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
な
か
で
、
子
ど
も
の
微
妙

な
変
化
に
気
づ
い
て
あ
げ
る
た
め
に

は
、
大
人
が
も
っ
と
子
ど
も
に
近
づ
い

て
い
っ
て
、
子
ど
も
を
見
つ
め
る
。
そ

ん
な
努
力
が
必
要
で
す
。

◇
表
情
や
生
活
態
度
に
現
れ
る
サ
イ
ン

（
例
）

・
登
校
時
間
に
な
る
と
体
の
不
調
を
訴

え
る

・
衣
服
が
汚
れ
て
い
た
り
、
ケ
ガ
を
し

て
い
た
り
す
る

・
学
校
に
行
き
た
が
ら
な
い
、
学
校
を

早
退
し
て
く
る

•
う
そ
を
つ
い
た
り
ご
ま
か
し
た
り
す

る
・
成
績
が
急
に
落
ち
る

•
生
活
が
不
規
則
に
な
る

・
家
族
と
の
対
話
を
避
け
る

．
感
情
の
起
伏
が
激
し
い

・
ペ
ッ
ト
な
ど
を
い
じ
め
る

小
学
生
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
や
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
等
を
対
象
に
教

育
相
談
事
業
を
開
設
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
相
談
内
容
い
じ
め
、
登
校
拒
否

等
に
か
か
わ
る
悩
み

◇
相
談
方
法

▼
電
話
相
談

C
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1
2
0
|
8
4
|
5
6
6
5
 

・
日
時
月
ー
金
曜
日
、
午
前

8

時

3
0
分
＼
午
後5
時
（
時
間
外
は
留

守
番
電
話
が
受
け
付
け
）

・
相
談
員
町
教
育
委
員
会
武
井

淳
指
導
主
事

▼
来
所
（
面
接
）
相
談

・
日
時
毎
月
第

2
•

第
4

水
曜

と

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

C
闘
4
4
9
1

（
例
）

◇
行
動
に
現
れ
る
サ
イ
ン

・
酒
や
ビ
ー
ル
を
飲
む

•
た
ば
こ
を
吸
う

・
学
校
を
さ
ば
る

・
夜
遅
く
ま
で
街
の
中
で
遊
ぶ

・
親
に
断
ら
ず
に
外
泊
す
る

ょ
見
慣
れ
な
い
物
、
高
価
な
も
の
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た

・
親
の
財
布
か
ら
こ
っ
そ
り
お
金
を
持

※
子
ど
も
と
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
、

大
事
な
こ
と
は
き
ち
ん
と
教
え
る
。
そ

れ
が
大
人
の
責
任
で
す
。

日
、
午
後
1

時
＼
3

時

・
場
所
中
央
公
民
館

・
相
談
員
砂
賀
柾
夫
相
談
員

．
申
し
込
み
事
前
に
専
用
電
話
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◇
費
用
い
ず
れ
の
相
談
も
無
料

※
相
談
は
、
学
校
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
実
施
し
、
家
庭
訪
問
相
談
も
随

時
行
っ
て
い
き
ま
す
。
秘
密
は
固
く

守
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
早
め
に

親
子
の
教
育
相
談

7月は「青少年の非行問題に取り組む全国強調月間」です

、＼
．＼・·

・
部
屋
に
閉
じ
こ
も
る

・
言
葉
が
悪
く
な
る

平成11年 7 月 10 日山

ち
出
し
て
い
る

髪
型
や
服
装
が
派
手
に
な
る

(20) 



◇
期
日

8

月
2
2
日
⑪

◇
会
場
明
和
中
学
校
校
庭

◇
対
象
小
学
生
以
上
の
町
内
在
住

B
&
G

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年

も

7

月
2
0
日
因
の
国
民
の
祝
日
「
海
の

日
」
を
記
念
し
て
無
料
開
放
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
真
夏
の
1

日
を
水
に
親

し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

町
の
部
総
合

市
町
村
別
対
抗
の
総
合
成
績
は
、
町

の
部
で
第
7

位
、
種
目
別
成
績
は
次
の

7

位

第
1

回
町
民
マ
ラ
ソ
ン

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
1
6回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
大
会

結

果

7

月

2
0
因
無
料
開
放

海
洋
セ
ン
タ
ー

募

集
6

1

 

2

1

 

6

5

 

4

5

 

)

-

)

 

4

4

 

館
⑱
夕

5

＾
＂
~
育

6
ン

[
3

↑
体
セ

＂
＂
＂
＂
＂
会
洋

。
社
海

員
"
r

鼻

0
、

, . • . ●
、

卓
球
教
室

在
勤
者
で
編
成
す
る
チ
ー
ム

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み

8

月
1

日
⑪
ま
で
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

第
1

回
町
民
野
球
大
会

◇
期
日

8

月
2
9
日
⑪

◇
会
場
利
根
川
総
合
運
動
場

◇
対
象
町
内
在
住
・
在
勤
者
で
編
成

す
る
チ
ー
ム

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み

8

月
1
5
日
⑪
ま
で
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

◇
期
間

8
\
1
1
月

◇
対
象
小
・
中
・
一
般

◇
人
数
2
0
人

◇
回
数

8

回

◇
場
所
社
会
体
育
館

◇
参
加
費

4
5
0

円
（
保
険
料
）

◇
申
し
込
み

7

月
1
5
日
困
か
ら
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

心
豊
か
で

た
く
ま
し
い
青
少
年
に

夏
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動

7

月

1
5
日
巾
i8
月

3
1日
囮

第
1

回
海
洋
セ
ン
タ
ー

水
泳
記
録
大

会

第
2

回
町
民
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

準
優
勝
ク
イ
ー
ン
ズ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

A

ブ
ロ
ッ
ク

5

立,1 

綱
引
き

B

ブ
ロ
ッ
ク

3

位

第
3
1回
春
季

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

と
お
り
で
す
。
（
入
賞
種
目
・
敬
称
略
）

▼
監
督
久
保
口
敏
夫
▼
選
手
丸

山
知
紗
、
齋
藤
真
理
、
久
保
口
優
喜
、

金
田
聖
子
、
清
水
亮
、
小
松
原
脩
吾
、

奈
良
岳
央
、
福
田
和
寿
、
岡
田
直
泰
、

堀
口
優

▼
監
督
鯉
沼
哲
雄
▼
選
手
吉
永

知
博
、
恩
田
晴
巨
、
風
間
徳
教
、
立
川

祐
一
、
桜
井
竹
秀
、
福
田
操
、
吉
永
修

和
、
大
川
寛
、
村
社
弘
美
、
吉
永
裕
身

子
、
黒
澤
美
代
子
、
吉
永
光
子
、
吉
永

寿
子
、
始
澤
稔
、
吉
永
欣
司

▼
監
督
加
藤
助
治
▼
選
手

助
治
、
金
子
増
蔵
、
篠
木
進
一
、

玲
二
、
石
崎
幸
一

加
藤

原
口

第
1

回
海
洋
セ
ン
タ
ー
水
泳
記
録
大

会
が
6

月
1
3
日
、
同
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
1
0
2

名
の
参
加
者
は
自
己
ベ
ス

ト
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
水
泳
に
親
し
み
な
が

ら
健
康
づ
く
り
を
図
り
、
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
試
し
て
も
ら
う
こ
と
が
目

的
で
、
バ
タ
フ
ラ
イ
、
背
泳
ぎ
、
平
泳

ぎ
、
自
由
形
、
個
人
メ
ド
レ
ー
、
リ
レ

ー
の
6

種
目
、
5
5
レ
ー
ス
の
競
技
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
大
人
の
か
た
は
「
若
い
人

と
一
緒
に
泳
ぐ
こ
と
が
楽
し
み
で
、
大

会
の
雰
囲
気
を
味
わ
い
な
が
ら
マ
イ
ペ

ー
ス
で
泳
ぎ
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら

6

年
目
を
迎
え

た
同
セ
ン
タ
ー
は
、
利
用
者
が
す
で
に

4
0
万
人
を
突
破
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

健
康
づ
く
り
や
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

A
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
キ
ャ
ッ
ツ
愛
選
抜

準
優
勝
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー

B

ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
ひ
ま
わ
り

A

B 千
ブメ
ロ l
ット

クル

リ
2 レ
位 l

力泳する選手たち

準
優
勝
斗
合
田
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ

C
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
ひ
ま
わ
り

B

準
優
勝
キ
ャ
ッ
ツ
愛
代
表

D

ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
小

4
,
S

準
優
勝
コ
ス
モ
ス

B

優勝した皆さん

(21) 平成11年 7 月 10 日(±)
言



の
集

几
又
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ロ

施
募

祉福
員

人老
職

宝寿会
匹（ 71)0811

館林市岡野町に 11月オープン予定

の特別養護老人ホーム「ヴィレージ

ュ」、ケアハウス「館林レジーナ」

では、次のとおり職員を募集してい

ます。特別養護老人ホームは、身体

や心の障害のため、常時介護を必要

とするかたのために、快適な居住環

境の中で過ごしていただくための施

設です。

◇職種事務職員、寮母（父）、生

活指導員、看護婦（士）、調理員、

ケアマネージャー、栄養士

◇人員各職種とも若干人

◇資格 45歳未満のかた

◇申し込み 7 月 31 日山までに履歴

書を「杜会福祉法人宝寿会」事

務局〒 374-0067 館林市岡野町字

新倉前335-1へ郵送してください。

社会福祉法人

安全運転管理者の
届出はあ済みですか

館林警察署交通課
8(75)0110 

事業所の業務に関しての交通事故

防止等のため、自動車の使用者に対

して、法律（道路交通法第74条の2)

により自動車の使用者（事業所）は、

安全運転管理者を選任・届出義務が

ありますので、未選任の場合は選

任・届出されるようお願いします。

なお、選任届出義務があり、これ

を怠り安全運転管理者を選任しなか

った場合には、 5 万円以下の罰金が

課せられることになります。

詳しくは、館林警察署交通課へお

問い合わせください。

狩猟免許試験開催

l 東部林業事務；斤0277(52) 7373 
◇日時 9 月 7 日因午前 9 時

◇会場 群馬県クレー射撃場

（安中市中宿2,004)

◇申し込み 受験期日の10 日前まで

に狩猟免許（更新）申請書、医師

の診断書、写真（縦3.6センチ横

2.4センチ）、手数料5,300円を添

えて東部林業事務所へ

市町村振興宝くじ
（サマージャンボ）発売

（財）群馬県市町村振興協会事務局
匹027(290)1350

今年のサマージャンボ宝くじの賞

金は、これまでにない 1 等•前後賞

併せて 3 億円と大幅に引き上げてお

ります。 (1 等 2 億円、前後賞各

5,000万円）

収益金は、市町村の明る＜住み良

い街づくりに使われます。

◇発売期間 7 月 19 日旧）～ 8 月 6 日

倫）

◇抽選日 8 月 18 日休）

なお、この宝くじの購入には、予

約引換券は不要です。また、通信

販売で買うこともできます。

※昨年のサマージャンボ宝くじの時

効（平成11年 8 月 23 日）が迫ってお

りますのでお忘れなく。

群馬県職員採用
中級•初級試験

群馬県人事委員会事務局
8027 (223) 1111 

◇第一次試験巳 9 月 26 日（日）

◇職種事務系・技術系職種

◇資格

・中級…昭和47年 4 月 2 日から 55年

4 月 1 日までに生まれた人

•初級…昭和53年 4 月 2 日から 57年

4 月 1 日までに生まれた人

◇申込期間 8 月 9 日旧）～ 27 日魯）

◇出願用紙配布場所館林行政事務

所872-4461 ほか

※詳しくは、県人事委員会事務局へ

児
移
童相談窓口が
転しましだ

太田保健福祉事務所
匹（ 31) 8241 

太田保健福祉事務所の児童相談に

関する窓口が、旧太田児童相談所か

ら旧東部保健所へ移転し、 6 月 7 日

から旧東部保健所内で業務を行うこ

とになりました。

所在地等は次のとおりです。お気

軽にご利用ください。

太田保健福祉事務所

◇場所 〒 373-0033

太田市西本町41-34

（旧太田児童相談所）

31-8241 FAX 31-8349 ◇電話

夏休み親子映画会

ふるさと産業文化館
ff (84) 5555 

今年 3 月ごろ封切りの新作「バグ
ズ・ライフ」ウォルト・デイズニー

映画を上映します。

◇日時 8 月 21 日(±)

昼の部午後 2 時上映（午後 1 時

30分開場）

午後 6 時30分上映（午後

6 時開場）

◇会場 ふるさと産業文化館

◇入場料

大人

子ども

夜の部

800円

600円 (3 歳以上中学生

以下）

いずれも当日券は200円増

◇前売り開始 7 月 11 日（日） 午前 8

時30分から、ふるさと産業文化館

窓口で発売します。

放送大学学生募集

放送大学群馬学習センター
匹027(230)1085

学びたい！それが入学資格です。

テレビとラジオの放送を活用して講

義を行う放送大学では、平成11年度

第 2 学期（10月授業開始）入学生を

募集しています。

◇募集要項の請求（無料） ・問い合

わせ 放送大学群馬学習センター

〒 371-0032 前橋市若宮町1-13-2

蓼
―
＝
事

察官 B ・警
務採用試

察
験

］館林警察署 穴（75)0110 -
◇資格 ► 警察官 B ＝昭和44年 4 月

2 日から 57年 4 月 1 日までに生ま

れた大学既卒・卒見以外の人 ► 

警察事務（中級・初級） ＝昭和47

年 4 月 2 日から 57年 4 月 1 日まで

に生まれた人

◇申込期間 ► 警察官B=7 月 19 日

旧）～ 8 月 20 日位） ► 警察事務（中

級・初級） = 8 月 9 日但）～ 27 日倹）

◇試験日 ► 警察官 B=9 月 19 日

（日） ► 警察事務（中級・初級） = 

9 月 26 日（日）

◇出願用紙配布場所 館林警察署、

明和駐在所 884-2200ほか

平成11年 7 月 10 日田 (22) 
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町の無料法律相談

日時＝ 8 月 10 日因

午前10時～午後 1 時

場所＝役場会議室

内容＝法律一般事項

対象＝明和町民

担当者＝蓮見弁護士

受付＝ 8 月 1 日から 8 日までに

総務課へお申し込みくだ

さい。

乳幼児健診

日時＝ 8 月 12 日（木）

午後 1 時～午後 2 時受付

場所＝保健センター

対象者＝ 9 年 8 月、 10年 8 月、 11
年 1 月、 4 月生

健 康 相 三火
畝

日時＝ 8 月 3 日因

午後 1 時～午後 2 時受付

場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

8 月は、お休みさせていただきます

交通事故相談

日時＝ 8 月 19 日（木）

午前10時～午後 4 時受付

場所＝館林市役所

年 金 相 火
火

—-=-R 

日時＝ 8 月 19 日（木）

午前10時～午後 3 時受付

場所＝館林市役所

今 月 の納税

l>固定資産税
納期限＝ 8 月 2 日旧）

l>国民年金保険料l>水道料金
納期限＝ 7 月 30 日直

町営住宅
入居者募集

］役場建設課 匹（ 84)3111 ^ 

町では、町営住宅の入居者を募集

しています。

◇募集している住宅

南大島・新田団地 1 戸

◇家賃収入（所得）によって異な

ります。

※入居資格等詳しくは役場建設課ヘ

初心者のパソコン教室
受講者募集

［役場経済課
8(84)3111 

◇日時平成11年 8 月 23 日旧）～ 27

日倫）の 5 日間 午後 7 時～ 9 時

◇場所明和中学校

◇内容 パソコンの基本操作・文書

作成

◇対象 町内在住の勤労者

◇定員先着40名（定員になり次

第締め切ります）

◇講師派遣会社

◇費用 教材費個人負担

◇申込期間 7 月 21 日因～30 日倫）

◇申し込み 電話で役場経済課ヘ

子育てアドバイザー
養成講習会

l 館林保健福祉事務所
ff (72) 3230 

◇日時・内容

• 9 月 3 日偉） 午前 9 時30分～午後

4 時 開講式、親子関係論

• 9 月 10 日倫） 午前10時～午後 4 時

親子関係論

• 9 月 17 日倹午前 9 時30分～正午

育児としつけ、乳幼児の健康

「乳幼児の救急看護」
• 9 月 24 日倫） 午前 9 時30分～正午

子育てボランティア論、閉講式

◇会場館林保健福祉事務所

◇対象 ► 現在、子育てをしていて

親子関係で悩んでいるかた ► 地

域の中で子育て支援ボランティア

として活動を考えているかた

◇募集期間 8 月 9 日但）～ 20 日⑤

なお、定員25人になり次第締め切

ります。

◇申し込み 電話で館林保健福祉事

務所へ

東広圏施設めくり
参加者募集

東毛広域市町村圏振興整備組合
8(47)1850 

東毛広域圏（邑楽郡、館林市、太

田市、尾島町、新田町）では「東広

圏施設めぐり」と称して、組合施設

の見学や宿泊を行う、観光めぐりを

次のとおり開催します。

◇期巳 8 月 25 日（オ0~26 日（木） 1 泊

2 日

◇行程 ► 第 1 日 (25 日） 館林市発

…林間学校（赤城山）見学…臨海

学校（新潟県出雲崎町）宿泊 ► 

第 2 日 (26 日） 臨海学校…出雲崎

町周辺見学…館林市着

◇集合時間午前 7 時15分（帰着時

間は午後 6 時予定）

◇集合場所館林市役所正面玄関

◇対象者小学生以上の圏域在住者

（小・中学生は保護者同伴）

◇募集人数 80名（応募者が募集組

数を超えた場合は抽選）

◇参加費 5,000円

◇申し込み はがきに希望者全員の

住所、氏名、年齢、電話番号、を

記入し、 7 月 24 日山（当日消印有

効）〒 373-8718 太田市浜町2-35

太田市役所内 東毛広域市町村圏

振興整備組合へ（人数は、はがき

1 枚につき 5 名以内）

館林地区消防組合
消防職員募集

館林地区消防組合消防本部
8(72)3171 

館林地区消防組合では、平成12年

度採用の消防職員を募集します。

◇募集人員若干名

◇応募資格 消防組合管内に住んで

いる短大卒業（卒業見込みを含む）

のかたで、昭和50年 4 月 2 日から

55年 4 月 1 日までに生まれた者、

高校卒業（卒業見込みを含む）の

かたで、 52年 4 月 2 日から 57年 4

月 1 日までに生まれた者、いずれ

も日本国籍を有するかた。ただし、

管外に住んでいても、家族が管内

に住んでいれば応募できます。

◇応募期間 8 月 2 日旧）～ 23 日 rn)

（土・日曜日を除く）

◇提出書類履歴書、学業成績証明

書、人物証明書

◇申し込み・問い合わせ 館林地区

消防組合消防本部総務課庶務係へ

(23) 平成11年 7 月 10 日は）



一

立
岡

正
久

の
ハ
ン
ド
ル
の
前
に
惰
ゞ
、
わ
t
立

「
水
守
り
」
t
な
り
1

初
め
マ
水
門

和諺投票9埠板8

瀬
下

一
、
i

奈
良
原
さ
く
の

町
議
進
川
句
う
よ
り
雨
の
中
最
後

の
お
顆
い
r

か
す
れ
芦
ひ
び
く

帝
ざ
く
ら
の
木
陰
に
誅

r

進
は
せ

1

遅
れ
咲
さ
花
小
ら
が
牧
ら
す

市
介

e

ま
つ

オ
・
＞ 江

森
政
美

吐
路
を
復
う
・
ざ
ー
ぎ
ー
の
道
せ
ん

ば
逹
廻
り
ー
1

麦
を
見
延
る

l

祖
母
思
い
出
づ
祐
茶
も
ら
い

1

か
た
（頑

な
に
手
作
り
の
茶
に
、
ふ
に
わ
り

か

ほ

や
ヵこ‘

：召

文

芸

『
健
康
で
過
ご
す
』
と
い
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同
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人
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ま
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や
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を
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、
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疲
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残
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に
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の
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「
広
報
め
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わ
」

町の人口と世帯

7 月 1 日現在（対前月比）

世帯数 3,391 戸(+ 4) 

人口総数 11 ,7 13 人(+ 1 7) 

全
国
で
唯
一
、
同
名
称
の
町
同
士
で
新

た
な
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。
三
重
県
明

和
町
と
幅
広
い
分
野
で
の
友
好
を
深
め
、

後
世
に
残
る
大
き
な
財
産
を
築
い
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
®

来
年
4
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
始
ま

り
ま
す
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広
報
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
が
ご
覧
い
た
だ
い
て
い
ま
す
か
。

7

月

1
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に
説
明
会
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す
の
で
お
出
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け
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だ
さ
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。
◎
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⑪
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。
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。
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夢や願いが、かなうといいね！

幼稚園児と寿学級生の世代交流会で七夕短

冊作りが行われ、夢や願い事を書いた短冊を

笹に飾り付け、ふれあいを深めました。

今月の主な祇面

•町請会議貴・知事選挙給果……②～］口］
・保育圏・幼推圏の建設工事着手………④

•新里、中谷抱区のまちづくリイメージ…⑥～⑦

•町民文化大学教養講座のこ案内……⑧



大切な一票を正確に

任
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2
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か
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。
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、
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な
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社
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無
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1
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1
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町
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初
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8
5
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3
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。
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次
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町議会議員選挙地区別投票状況

行政区名
選挙人名簿 当日の

投票者数 投票率
登録者数 有権者数

斗合田 293 289 251 86.85 

下江黒 269 266 235 88.35 

上江黒 398 397 338 85.14 

千津井 499 498 441 88.55 

江 口 514 506 443 87.55 

田 島 451 447 388 86.81 

南大島 96ワ 961 842 87.62 

新 里 1,256 1,228 972 ワ9.15

中 谷 9ワ7 949 ワ 14 ワ524 

梅 原 781 ワワワ 676 87 00 

) | | 俣 320 320 28ワ 89.69 

須 賀 361 356 323 90.73 

大 綸 ワ41 ワ35 661 89.93 

入ケ谷 101 101 98 9ワ03

矢 島 554 550 484 8800 

大佐貫 621 611 519 84.94 

合 計 9,103 8,991 ワ，672 85.33 

第2投票所で

. 
3
3％
と
萬
水
準

町
議

会
議
員
選
半
の
結
果

夏の青少年健全育成運動
活動の夏、様々な体験活動に挑戦！

～心豊かでたくましい青少年に～

・様々な体験活動に進んで参加しよう！

・地域で青少年を守り育てよう！

（つきあい世帯別調整済）

平成11年 8 月 10 日因 (2) 



三重嗅明和町 群馬県明和町 三重県甲和町 群馬県明和町

商 業

商店数

従業者数

178店（平9年）

657人（平6年）

92店（平9年）

388人（ み ) 

年固商品

販売額
1,549,755万円

(1/) 

1 ,491 ,493万円

(1/) 

工 業

事業所数

従業者数

69か所（平8年）

1,818人（'1/)

81 か所（平9年）

2,6ワ2人（'/)

製造品

出荷額
2,04ワ，305万円

('l) 

工業団地

11,886,03ワ万円
('/) 

鱈•大淀・夏：甲和工業団地
I 矢島・大輪

工業団地ほか I 工業団地

観

潮干狩り、海水

浴場、キャンプ場、

国史随「斎宮跡」

光 I 「水池土器製作遺
跡」、斎宮歴史博

物館等

行 事

贔
mm  r-TT 9 nｷ --“――打「ー・『―`‘―yn---—ー , 

海水浴客でにぎわう大淀海水浴場

1 月上旬

北野のたこ揚げ大会

2月第 1 日曜

扉産の忍責食
2月 10 日
うまのうえ

馬之上の獅子舞

2月 11 日
生の おかしらしんじ

則野の御頭神事
6月上旬の土日
さいおう

斎王まつり

6月最終日曜
豆の せんげん

削野の浅間さん

7月 13 日

虫おくリ

7月 14 日
うになか かっこ

有爾中の翔鼓踊リ
7月 14 日ほか
さかもと

坂本の獅子舞

旧暦6月 14 日に

近い土曜
おおよど ぎおんまつリ

大淀の祇圏祭
旧暦7月 14 日に

近い土曜

賃恥遠薗藝

3月上旬の土日

公民館まつリ

4月 14 日
さんぎじん

三義人の供養の法要

ワ月 26·27 日に

近い土日
ぎょうばんじょうにん

行錢上人祭礼

ワ月下旬
とごうた しもえくろ

斗合田、下江黒、
え＜｀ち

江口の「ささら」

（獅子舞）

8月第 1 日曜

明和まつリ

10月第2日曜

体育祭

11 月上旬の土日

文化祭

ーー交通機関
；わ．

近畿巳本鉄道
山田線

咀星駅乗車人員
696人／ 1 日

（平9年）
斎宮駅乗車人員

1,21 ワ人／ 1 巳
（平8年）

口重交通バス 墨
2

岨
十

t

]
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1

員
日
年

線
人
バ
。

崎
車
ー

勢
乗
人
平

道
伊
5
(ヽ

鉄
駅

4
,

武
俣

2

東
川

群馬票知事選挙地区別投票状況

今
回
は
、
友
好
交
流
提
携
を
調
印
し
た
三
重
県
明
和
町

と
本
町
の
産
業
、
行
事
、
交
通
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

f
y
刈
わd

イ
ツ
の
多
も

／
／
：
庫
県
叫
利
川
2

シリーズ③

行政区名
選挙人名簿 当日の

投票者数 投票率
登録者数 有権者数

斗合田 291 288 209 7257 

下江黒 268 264 190 ワ 1 9ワ

上江黒 397 395 244 61.7ワ

千津井 498 495 313 63.23 

江 ロ 510 503 271 53.88 

田 島 456 451 274 60.75 

南大島 9ワ〇 964 539 55.91 

新 里 1,245 1,221 571 46．ワ6

中 谷 9'79 951 402 42.27 

梅 原 782 ワワ6 444 57.22 

J 11 俣 319 318 230 72.33 

須 ブ貝ロ 364 357 246 68.91 

大 輯 736 730 490 67 12 

入ケ谷 102 101 85 84 16 

矢 島 555 550 326 59 2ワ

大佐霞 582 565 309 54.69 

合 計 9,054 8,929 5,143 57.60 

（つきあい世帯別調整済）

2
1世
紀
の
群
馬
県
政
の
方
向
を
決
め

る
県
知
事
選
挙
が
7

月
4

日
に
執
行
さ

れ
、
本
町
で
は
7

か
所
の
会
場
で
投
票

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
の
投
票
率
は
、
5
7
.
6％
と
前

回
（
平
成
7

年
7

月
）
を
1
2
.
9
7
ポ
イ

ン
ト
下
回
り
ま
し
た
が
、
県
平
均
よ
り

も

1
7
.
4
5
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま
し
た
。

開
票
は
、
午
後
9

時
か
ら
役
場
議
場

で
行
わ
れ
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
県
知
事
選
挙
の
当
選
者
は
小

寺
弘
之
氏
で
し
た
。
（
掲
載
は
得
票

士
口
斎

選
挙
人
名
簿
登
録
者
数
9

、

0
5
4

人

（
当
日
の
有
権
者
数
8

、

9
2
9

人
）

投
票
者
総
数

5
、

1
4
3

人

有
効
投
票
数

5
、

0
2
4

票

無
効
投
票
数

1
1
9

票

開

票

果

候
補
者
別
得
票
数

小
寺
弘
之

4
、

2
4
5

票

吉
村
駿
一

7
7
9

票

群
馬
県
知
事
選
学
の
結
果

順
・
敬
称
略
）

町
内
の
投
票
率
は

5
7
.
6
%

知
事
に
小
寺
弘
之
氏
当
選

(3) 平成11年 8 月 10 日因



町立保育園・幼稚園の完成予想図

保

園
•— 

鋤入の儀を行う斎藤町長

県
内
初
の
合
築
で

明
和
保
育
園
・
幼
稚
園
建
設
工
事
の

起
工
式
が
7

月

1
0日
、
ふ
る
さ
と
の
広

場
東
側
の
建
設
予
定
地
で
、
斎
藤
町
長

ら
関
係
者
約
7
0
人
が
出
席
し
て
行
わ

れ
、
工
事
の
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

同
園
は
、
幼
児
教
育
等
検
討
委
員
会

か
ら
の
答
申
に
よ
り
、
3

園
ず
つ
あ
る

保
育
園
と
幼
稚
園
を
各
1

園
に
統
廃
合

し
、
運
営
の
合
理
化
や
保
育
内
容
の
充

実
を
図
る
た
め
建
設
す
る
も
の
で
、
平

成
1
2年
3

月
末
の
完
成
を
目
指
し
、

4

月
か
ら
開
園
す
る
予
定
で
す
。

保
育
園
・
幼
稚
園
の
園
舎
は
、
合
築

で
一
体
的
な
建
物
と
し
、
両
園
を
東
西

に
分
け
て
園
庭
や
遊
具
な
ど
が
共
有
で

き
、
園
児
た
ち
が
交
流
を
図
れ
る
よ
う

な
施
設
。
ま
た
、
県
産
材
を
利
用
し
た

_ 
体
的
な
園
舎

木
の
ぬ
く
も
り
の
あ
る
施
設
で
、
太
陽

熟
利
用
や
夜
間
電
力
利
用
な
ど
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
考
慮
し
た
設
計
に
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
、
早
朝
、
時
間
の
延
長
な
ど

保
育
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。こ

の
よ
う
に
‘
―
つ
の
建
物
に
保
育

園
と
幼
稚
園
を
合
設
し
て
整
備
す
る
の

は
県
内
初
の
施
設
と
な
り
、
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
環
境
に
優
し

い
よ
り
よ
い
園
舎
の
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
近
く
に
は
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
幼
児
と
高
齢
者
の
交
流
な
ど
も
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

項 目 保育園 幼稚園

定 貝— 150 人 150 人
(0 歳児～ 5 歳児） (3 歳児～ 5 歳児）

建 築 面 積 1536．ワ3m2 1150.01 m2 

ほ 心```\ < 室 1 

保 育 室 7 6 

遊 戯 室 1 1 

職員室（医務保健室） 1 1 

厨 房 1 

子育て支援室 1 

多 巨 的 室 1 1 

ー所在
地
明
和
町
田
島

8
|
l

敷
地
面
積

9
、

9
2
1
2
m

建
築
面
積

2
、

6
8
6
.
7
4

構
造
鉄
骨
造
り
平
屋
建
て

事
業
費

8

億
4

、

5
2
5

万
円

位 置 図 町立保育園・幼稚園の平面図

口
□

J
―
z
4丁

桜並木路

中央幹線排水路

建設場所

―
―
―
嗅
道
江
王
厚
ぼ

[
L
|
|

.
-
―
ー号言ー島田

保育室

ほふく室
遊戯室
子育て支援室
多目的室
職員室
厨房

保育園舎

A

B

C

D

 
幼稚園舎

N
L
-
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消
防
団
ポ

雨天の中、標的めがけて放水する団員

個優
秀
賞

・
指
揮
者

・
一
番
員

・
ニ
番
員

・
三
番
員

•
四
番
員

浅吉角小小
松

見永田池原

政久靖賢

修幸夫志一

人
（
同
）

3 塁優団
位勝勝

自
動
車
ポ
ン
プ
か
ら
ホ
ー
ス
を
つ
な
い

で
標
的
に
放
水
す
る
ま
で
の
時
間
や
迅

速
な
動
作
、
操
作
の
正
確
さ
な
ど
を
競

い
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。
（
敬
称
略
）

体
（
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
）

第
2

分
団
第
2

班

第
3

分
団
第
2

班

第
2

分
団
第
1

班

二

第
1
9
回
明
和
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
競

技
大
会
が
7

月

1
1
日
、
社
会
体
育
館
西

側
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
、
団
員
ら
関
係

者
約
2
1
0

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
今
年
か
ら
自
動
車
ポ
ン

プ
の
部
6

チ
ー
ム
3
6
人
の
選
手
が
出
場

し
、
途
中
か
ら
雨
に
降
ら
れ
た
も
の
の
、

消
防
団
員
は
日
ご
ろ
鍛
え
た
訓
練
の
成

果
を
十
二
分
に
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

競
技
は
、
団
員
の
志
気
高
揚
と
消
火

技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
、

『

-
hi
]
『
三

[
1
·
•
r

r‘-

零

迅速な動作などが競われた大会

ン
。
フ
操
法
競
技
大
会

個人優秀賞受賞者 優勝した第2分団第2班

2
0歳
に
な
た
ら
必
ず

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し

つ

住
民
訴
訟
問
題
（
粗
大
ご
み
処
分
）

第
8
回
口
頭
弁
論
（
最
終
）
の
概
要

明
和
町
民
（
原
告
石
川
俊
夫
、

高
橋
正
雄
、
江
森
浩
）
の
か
た
か

ら
「
明
和
村
が
集
め
た
粗
大
ご
み
を

適
切
な
処
理
を
せ
ず
に
、
村
の
給
食

セ
ン
タ
ー
の
敷
地
に
埋
め
た
。
こ
れ

を
搬
出
し
、
元
の
と
お
り
に
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
の
訴
訟

に
つ
い
て
、
第

8

回
の
口
頭
弁
論
が

7

月
1
4
日
前
橋
地
方
裁
判
所
（
村
田

達
生
裁
判
長
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
裁
判
に
は
、
原
告
側
3

名
と

被
告
代
理
人
2

名
（
森
尻
弁
護
士
、

福
島
弁
護
士
）
が
出
廷
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
裁
判
は
、
当
初
6

月
9

日
に
判
決
言
い
渡
し
を
行
う
予
定
で

し
た
が
、
裁
判
長
よ
り
原
告
に
確
認

国
民
年
金
と
い
う
と
老
後
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
ピ
ン
と
こ
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
若
い
人
に
も

決
し
て
無
縁
で
は
な
い
の
で
す
。

例
え
ば
、
交
通
事
故
等
で
体
に
障
害

が
残
っ
た
場
合
、
国
民
年
金
に
加
入

し
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
と
障
害

の
程
度
に
よ
っ
て
障
害
基
礎
年
金
が

よ
ろ
っ

し
た
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

再
開
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
原
告
側
の
訴
状
に
よ

る
請
求
が
平
成
1
0
年
1
0
月
2
1
日
（
第

3

回
口
頭
弁
論
）
に
変
更
に
な
っ
た

こ
と
に
対
す
る
確
認
が
行
わ
れ
、
地

方
自
治
法
第
2
4
2

条
の
2

第
1

項

第
3

号
（
当
該
執
行
機
関
又
は
職
員

に
対
す
る
当
該
怠
る
事
実
の
違
法
確

認
の
請
求
）
は
撤
回
し
、
第
4

号
後

段
（
現
状
回
復
の
請
求
）
の
み
に
つ

い
て
請
求
す
る
と
い
う
こ
と
の
確
認

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

以
上
の
口
頭
弁
論
で
結
審
と
な

り
、
裁
判
所
か
ら
判
決
は
8

月
2
5
日

と
す
る
旨
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

支
給
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
は
、
日
本
に
住
む

2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の
人
は
国
民
年

金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。2

0
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
ら
、
手

続
き
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

判
決
日
は

8

月

2
5日
⑱

(5) 平成11年 8 月 10 日因



薪量・、中谷應区のまちつくリイメージ
~ 明和町まちづくり委員会 ~ 

◆まちづくりの目標
ヽ

①IBJ民生活の拠点となる中心地づくり

町の玄関口となる駅周辺には商業施設、役
場周辺には公共公益施設のさらなる集積を図
り、人が集まり、にぎわい、交流する中心市街
地を形成します。

②明和町の顔づくり

明和町の顔としてシンボルロードを整備し、
町並みをデザインすることにより、明和町らしさ
を感じることのできる空間を形成します。

③魅力と潤いのある定住空間づくり

明和町らしい集落景観を保全しつつ住環境
を改善するとともに、町のモデルとなる新規住
宅地を整備し、誰もが暮らしやすい空間を形成
します。

► 

► 

► 

キーワード

六、‘士.x../)IL 

集まる

にぎわい

らしさ

やすらぎ

うるおい

のんびり

のどかさ

住む

やすらぎ

うるおい

やさしさ

ゆとり

のんびり

ヽ

合
回
は
、
「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
に
あ
い
て
検
討
さ
れ
た
、
新
里
・
中
谷
地
区
の
ま

ち
づ
く
リ
イ
メ
ー
ジ
（
基
本
構
想
）
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
合
後
は
、
こ
の
基
本
構

想
を
ベ
ー
ス
に
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
だ
め
の
具
体
的
な
調
盃
や
検
討
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
町
で
は
、
皆
様
の
積
極
的
な
参
加
を
い
だ
だ
き
な
が
ら
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進

め
て
い
き
だ
い
と
考
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
合
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
あ

願
い
し
ま
す
。

な
あ
、
次
号
で
は
、
こ
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
行
う
た
め
の
様
々
な
方
法
に
つ
い
て

あ
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

至伊勢崎

◆
基
本
構
想

テ」-「一·—.」↓
一

i

.

 

·• 
．
ー
ー
ー
国
道
1
2
2

号

凡 例

至東京

---i幹線道路

---i補助幹線道路

三主要区画道路

四歩行者ネットワーク

ロ近隣公園

口街区公園

平成11年 8 月 10 日因 (6) 



計
画
テ
ー
マ
に
基
づ
き
「
明
和
ら
し

さ
」
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
い

ま
す
。

そ
こ
で
、
町
に
残
る
あ
た
た
か
さ
、

交
流
、
人
情
や
き
れ
い
な
河
川
、
空
気
、

虫
な
ど
の
自
然
、
風
土
を
活
か
し
、
あ

る
い
は
再
生
し
て
、
町
に
不
足
し
て
い

る
色
や
季
節
感
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
憩
い
の

場
、
う
る
お
い
の
場
と
し
て
い
つ
で
も

楽
し
く
利
用
で
き
る
特
徴
あ
る
公
園
づ

く
り
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

季
節
感
を

感
じ
ら
れ
る
公
園

やすらぎとうるおいのあるまち
MｷEｷlｷWｷA 

Make 

Exchange 

Identity 

Warmth 

Amply 

新しく生み出す＝つくる

人やものが行き来し交わる＝交流

自分らしさ＝明利らしさ

心のあたたかみ、人間味＝うるおい

ゆとりがあるさま、ゆったり、たっぷり＝のんびり

◆
計
画
の
テ
ー
マ

森
の
公
園

夏
は
木
陰
で
涼
し
く
、
秋
は
紅
葉
が

楽
し
め
る
よ
う
な
公
園

花
畑
の
公
園

花
畑
や
お
花
見
が
楽
し
め
る
よ
う
な

公
園

▲芝生の公園のイメージ

▼シンボルロードのイメージ

芝
生
の
公
園

芝
生
広
場
で
ひ
な
た
ほ
っ
こ
が
楽
し

め
る
よ
う
な
公
園

▲水の公園のイメージ

特
徴
あ
る
公
園
の
例

水
の
公
園

子
供
た
ち
が
水
と
遊
べ
、
暑
い
夏
を

涼
し
げ
に
す
る
よ
う
な
親
水
公
園

守
芯
謬
．
~
囀
＿
t
J

9

．
哀

氣
虐

町
の
顔
と
な
る

シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド

至I.C

◄

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の

イ
メ
ー
ジ

町
の
顔
と
な
る
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド

は
、
明
和
町
ら
し
さ
を
満
喫
で
き
る
空

間
と
し
て
、
街
路
樹
な
ど
に
よ
る
緑
農

か
な
景
観
の
形
成
や
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
も
含
め
た
整
備
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。ま

た
、
歩
道
に
つ
い
て
は
障
害
者
や

お
年
寄
り
な
ど
に
配
慮
し
て
段
差
の
な

い
歩
道
や
歩
行
者
専
用
道
路
の
整
備
、

ま
た
街
灯
の
設
置
に
よ
り
、
安
全
性
、

快
適
性
に
配
慮
し
ま
す
。

` ゚
Q
 こ

9 - -

▲歩行者専用道のイメージ

◄

シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
と

旧
集
落
ソ
ー
ン
の
イ
メ
ー
ジ

◆
緑
豊
か
な
住
宅
地

古
く
か
ら
の
明
和
町
ら
し
さ
と
新
し

い
明
和
町
ら
し
さ
が
融
合
し
た
「
う
る

お
い
と
や
す
ら
ぎ
」
が
感
じ
ら
れ
る
住

宅
地
の
形
成
を
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
3

つ
の
住
宅
地
の
整

備
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

旧
集
落
ソ
ー
ン

昔
か
ら
の
集
落
を
保
全
し
た
明
和
町

ら
し
さ
を
感
じ
る
よ
う
な
集
落
地

低
層
住
宅
ゾ
ー
ン

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
図
れ
る
よ

う
な
ゆ
と
り
あ
る
グ
レ
ー
ド
の
島
い
低

層
戸
建
住
宅
地

一
般
住
宅
ゾ
ー
ン

無
秩
序
な
開
発
を
防
止
し
、
良
質
な

住
環
境
を
保
全
し
て
い
く
住
宅
地

(7) 平成11年 8 月 10 日因



開
場
ぶ
干
後
6
時
3
0
分

開
演
こ
午
後

7

時
0
0
分

テ
|
マ
[
『
小
さ
な
命
か
ら
の
伝
言
」

前
売
開
始
：
9

月
1
2
日
⑪
ー

町
外
の
か
た
は
9

月
1
9
日
⑪
ー

1
0月
8

日
⑥

ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
さ
ん

妻
と
し
て
、
母
と
し
て
、
そ
し
て
タ
レ

お
う

ン
ト
と
し
て
人
生
を
謳
歌
す
る
女
性
。
昭

和
3
0
年
兵
庫
県
淡
路
島
に
生
ま
れ
る
。
N

H
K

の
紅
白
歌
合
戦
の
司
会
、
姉
妹
漫
才

の
海
原
千
里
・
万
里
の
千
里
と
し
て
大
活

リー蘊

c 
゜

芸
術
文
化
や
政
治
、
経
済
な
ど
豊
か
な
教
養
を
身
に
つ
け
る
だ

め
毎
年
開
催
し
、
好
評
を
い
た
だ
い
て
あ
り
ま
す
町
民
文
化
大
学
。

合
年
度
の
教
養
講
座
の
日
程
、
講
師
、
チ
ケ
ッ
ト
の
発
売
が
決
ま

り
ま
し
だ
の
で
ご
案
内
し
ま
す
。

上沼恵美子さん

開
場
こ
午
後
1
時
3
0
分

開
演
ぶ
丁
後

2

時
0
0
分

テ
ー
マ
i
「
女
性
が
輝
く
時
」

前
売
開
始
コ
8

月
2
2
日
⑪
＼

町
外
の
か
た
は
8

月
2
9
日
⑪
＼

9

月
1
9日
⑲

上
沼
恵
美
子
さ
ん

会
場
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

受
講
料
各
1
、
0
0
0

円
（
全
席
自
由
）

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

主
催
明
和
町
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ

明
和
町
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

c
o
2
7
6
1
8
4
|
5
5
5
5
 

アグネス・チャンさん

躍
。
昭
和
5
0
年
に
レ
コ
ー
ド
「
大
阪
ラ
プ

ソ
デ
ィ
」
を
発
表
4
0
万
枚
の
大
ヒ
ッ
ト
を

記
録
。
N
H
K

「
バ
ラ
エ
テ
ィ
生
活
笑
百

科
」
A
B
C

テ
レ
ビ
「
上
沼
恵
美
子
の
お
し

ゃ
べ
り
ク
ッ
キ
ン
グ
」
な
ど
で
活
躍
中
。

5
5
年
香
港
生
ま
れ
。
7
2
年
「
ひ
な
げ
し

の
花
」
で
日
本
デ
ビ
ュ
ー
し
、
一
躍
ア
グ

ネ
ス
ブ
ー
ム
を
起
こ
す
。
上
智
大
学
国
際

学
部
を
経
て
、
カ
ナ
ダ
ト
ロ
ン
ト
大
学

（
社
会
児
童
心
理
学
科
）
を
卒
業
。

8
4
年
国
際
青
年
年
記
念
平
和
論
文
で
特

別
賞
を
受
賞
。
8
5
年
北
京
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
の
後
、
食
料
不
足
で
緊
急
事

態
に
あ
っ
た
エ
チ
オ
ピ
ア
を
取
材
。
そ
の

後
、
芸
能
活
動
の
み
で
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
文
化
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加

す
る
。

8
9
年
米
国
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
教
育

学
部
博
士
課
程
に
留
学
。
教
育
学
博
士
号

取
得
。
現
在
は
歌
手
活
動
ば
か
り
で
な
く
、

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、
大
学
教
授
と
し
て
、
芸

能
活
動
以
外
で
も
幅
広
く
活
躍
中
。

前
売
開
始
上
沼
さ
ん
8
月
2
2日
⑲
・
ア
グ
ネ
ス
さ
ん9
月
1
2日
⑲

町
民
文
化
大
学
教
養
講
座
の

--̀ し··
案
内

財津和夫アコースティックコンサート
日 時

会場

入場料

10 月 16 日(±)
開場午後 6 時30分

開演午後 7 時00分

ふるさと産業文化館

s 席指定 4, 5 0 0 円

A席自由 4, 0 0 0 円

※当日 2 0 0 円増

前売開始 8 月 22 日（日）

午前 8 時30分から、ふる

さと産業文化館窓口で販

売します。

主催明和町教育委員会

問い合わせ

明和町ふるさと産業文化館

80276-84-5555 

一

) 

-
l
|
l
‘

ー

地域振興券の使用期限は8月31 日（火）までです。使い忘れのないよう、ご使用ください。 平成11年 8 月 10 日因 (8) 



1rし
1又 場 ft (84) 3111 

本
町
の
成
人
式
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

か
ら
従
来
の
9

月
2
3
日
「
秋
分
の
日
」
祝

日
を

1

月
1
5
日
「
成
人
の
日
」
祝
日
に
変

更
し
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
度

は
、
「
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
」
が
改

正
と
な
り
、
「
成
人
の
日
」
祝
日
が1
月
の

第
2

月
曜
日
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
祝
日
と
休
日
と
を
連
休
化
す

る
こ
と
で
、
ゆ
と
り
あ
る
国
民
生
活
を
実

現
し
て
い
こ
う
と
す
る
趣
旨
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
、
本
町
に
つ
い
て
も
趣
旨
同
様

に
次
の
と
お
り
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
関
係
者
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

ま
た
、
合
わ
せ
て
、
成
人
者
の
皆
様
が

一
人
で
も
多
く
参
加
で
き
る
、
よ
り
よ
い

式
に
す
る
た
め
、
新
成
人
者
に
よ
る
実
行

委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

我
と
思
う
か
た
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

◇
実
施
期
日

平
成
1
2
年1
月
1
0
日
⑤
〔
祝
日
・
成
人

の
日
〕

◇
対
象
者

昭
和
5
4
年4
月
2

日
か
ら
昭
和
5
5
年
4

月
1

日
ま
で
の
生
ま
れ
で
、
本
町
に
住

民
登
録
し
て
い
る
者
、
な
ら
び
に
本
町

出
身
者
で
本
人
よ
り
申
し
出
の
あ
っ
た

者

花
と
緑
の
環
境
づ
く
り
団
体
等
募
集

町
で
は
、
美
し
い
快
適
な
生
活
環
境
づ

く
り
を
目
指
す
た
め
、
国
が
行
う
「
花
の

国
づ
く
り
運
動
」
の
推
進
と
併
せ
、
住
民

参
加
に
よ
る
花
と
緑
に
包
ま
れ
た
う
る
お

い
豊
か
な
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
「
花
の
町
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、

ま
ち
を
花
で
美
し
く
飾
り
、
美
し
い
う
る

お
い
の
あ
る
生
活
環
境
の
創
出
を
行
っ
て

い
る
個
人
・
団
体
等
を
広
く
募
集
、
顕
彰

す
る
こ
と
に
よ
り
、
花
と
緑
を
用
い
た
町

づ
く
り
の
す
ば
ら
し
さ
を
訴
え
、
快
適
な

生
活
環
境
の
創
出
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
で
は
花
と
緑
の
生
活
環
境

づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
個
人
・
団
体
等
を

広
く
募
集
し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

◇
開
催
日
平
成
1
2
年
4

月
中
旬

◇
募
集
対
象

①
個
人

②
地
域

③
会
社
・
事
業
所
等

④
官
公
署
・
学
校
・
集
会
所
等
公
共
施

几
又

ニ
―-
n

◇
申
込
期
限
平
成
1
1
年
1
2
月
末
日

◇
申
し
込
み
明
和
町
花
い
っ
ぱ
い
運
動

推
進
協
議
会
（
役
場
経
済
課
）

役
場
経
済
課

内
線
3
5
1

第
1

回
明
和
町
「
花
の
町
づ
く
リ
コ
ン
ク
ー
ル
」
開
催

成
人
式

成
人
式
実
行
委

員
募
集

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課C

閥
4
4
9
1

実
行
委
員
会

◇
定
数
3
2
名

(
1
6行政
区
か
ら
男
女
各

1

名
）

◇
対
象
者
―

成
人
式
の
「
対
象
者
」
と
同
様

◇
内
容

会
議
の
開
催
お
よ
び
協
議
・
検
討
等

◇
応
募
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
ヘ

民
館
内
）

今
年
度
の
「
成
人
式
」
は
1
2年
1

月

1
0日
開
催

中
央
公

平
成
1
2
年4
月
に
従
来
の
3

幼
稚
園
を

l

園
に
統
廃
合
し
、
開
設
を
予
定
し
て
い

る
明
和
幼
稚
園
の
入
園
募
集
に
か
か
る
説

明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◇
日
時

8

月
2
5
日
因
午
前
1
0
時

◇
場
所
中
央
公
民
館
講
堂

◇
対
象
児

•
町
内
に
住
所
を
有
す
る
5

歳
児

（
平
成6
年
4

月
2

日
か
ら
7

年
4

月

1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
）

•
町
内
に
住
所
を
有
す
る
4

歳
児

（
平
成7
年
4

月
2

日
か
ら
8

年
4

月

1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
）

•
町
内
に
住
所
を
有
す
る
3

歳
児

（
平
成8
年
4

月
2

日
か
ら
9

年
4

月

1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
）

◇
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
お
よ
び

各
幼
稚
園
へ

教
育
委
員
会

明
和
中
央
幼
稚
園

明
和
西
幼
稚
固

C
8
4
|
4
4
9
1
 

C
8
4
|
2
2
8
1
 

C
8
4
|
2
2
8
0
 

平
成1
2年
度
匂
：
口
J

町
立
明
和
幼
稚
園
の

入
園
説
明
会
開
催

(9) 平成11年 8 月 10 日因



介護保険制度をこ理解いただくために
明和町介護保険住民説明会

明和訂介護保険住民説明会

あいさつをする斎藤町長

7

月
1
8
日
、
明
和
町
介
護
保
険
住
民
説
明
会
が
ふ
る
さ

と
産
業
文
化
館
で
行
わ
れ
、
4
1
4

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
説
明
会
は
、
平
成
1
2
年
4

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
、
町
民
の
か
た
が
た
に
ご
理
解

い
た
だ
く
た
め
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

斎
藤
町
長
は
、
あ
い
さ
つ
で
「
介
護
保
険
制
度
実
施
に

備
え
て
、
保
健
福
祉
課
を
設
置
し
、
町
全
体
で
全
力
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
掘
D
保
健
福
祉
課
長
か
ら
取
り
組
み
状
況
な
ど

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
最
後
に
、
群
馬
県
保
健
福
祉
部

高
齢
政
策
課
介
護
保
険
室
の
橋
本
和
博
次
長
か
ら
、
介
護

保
険
制
度
に
つ
い
て
、
基
調
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

熱
心
に
講
演
を
聞
い
て
い
た
か
た
は
「
言
葉
は
よ
く
耳

に
し
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の
説
明
会
で
内
容
も
よ
く
分

力
り大

変
参

考
に
な

り
ま
し

た
」
と

舌
し
て

＝
―
-
ロ

い
ま
し

F

)

0

 t
 

、
j

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
写
真
は
差
し
上
げ
ま
す
。

役
場
企
画
課

6
闘
3
1
1
1

珊境に儘しいケナフを移植
園児や児童•生徒が体験

ケナフの苗を植え付ける子どもたち

譲り合う広い心を持って
高齢者交通安全教室

’-
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事故の実例を交えて講話する郷所長（上江黒地区）

町
で
は
、
交
通
安
全
に
関
す
る
条
例
制

定
を
町
民
の
か
た
に
ご
理
解
い
た
だ
く
こ

と
や
高
齢
者
の
交
通
事
故
件
数
が
増
加
し

て
い
る
た
め
、

7

月
6
日
か
ら
老
人
ク
ラ

ブ
員
を
対
象
に
、
各
地
区
で
高
齢
者
交
通

安
全
教
室
の
開
催
を
始
め
ま
し
た
。

明
和
駐
在
の
郷
所
長
が
交
通
事
故
の
実

例
に
つ
い
て
講
話
を
行
い
「
自
分
が
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
欲
し
い
。

譲
り
合
う
広
い
心
を
持
ち
長
生
き
し
て
く

だ
さ
い
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
町
や
町
民
、
運
転
者
、
歩
行
者

な
ど
の
責
任
を
明
確
に
し
た
今
回
制
定
の

条
例
の
説
明
や
交
通
安
全
映
画
の
上
映
、

事
故
防
止
の
た
め
の
手
首
用
反
射
材
の
配

布
を
行
い
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
防
止
や
環
境
浄
化
に
よ
い

植
物
と
言
わ
れ
て
い
る
「
ケ
ナ
フ
」
の
苗

を
、
こ
の
ほ
ど
園
児
や
児
童
生
徒
ら
が
町

の
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
敷

地
に
植
え
付
け
ま
し
た
。

こ
の
苗
は
、
J

A
館
林
市
の
協
力
を
得

て
学
校
な
ど
に
6
0
本
ほ
ど
無
償
提
供
さ
れ

た
も
の
で
す
。
「
ケ
ナ
フ
」
は
、
5

か
月
余

り
の
短
期
間
で
高
さ
が
約
4

信
に
成
長
し
、

最
も
多
く
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
植
物

で
、
木
材
に
代
わ
る
紙
の
原
料
に
も
な
り
、

環
境
に
優
し
い
植
物
と
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。苗

の
移
植
を
体
験
し
た
東
小
の
児
童
は

「
人
々
の
役
立
つ
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

平成11年 8 月 10 日因 (10) 



花と緑に包まれた珊境を
花いっぱい運動推進協議会設立

町
で
は
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
協

議
会
設
立
総
会
を
7

月
2
6
日
、
約
2
0
人

の
委
員
の
出
席
を
得
て
、
ふ
る
さ
と
産

業
文
化
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

同
会
は
、
花
と
緑
に
包
ま
れ
た
う
る

お
い
豊
か
な
環
境
づ
く
り
の
推
進
な
ど

を
目
的
に
設
立
。
斎
藤
町
長
か
ら
区
長

会
長
、
花
舟
組
合
長
、
各
種
団
体
の
代

表
者
ら
2
3
人
に
委
嘱
書
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
会
長
に
選
出
さ
れ
た
町
長
は

「
花
の
特
産
地
明
和
に
ふ
さ
わ
し
い
花
い

っ
ぱ
い
運
動
を
実
行
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
今
年
度
の
事
業
計
画
で

は
、
花
の
移
動
教
室
推
進
事
業
、
毎
戸

に
花
の
種
等
の
配
布
、
公
共
施
設
等
に

花
の
苗
配
布
な
ど
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

斎藤町長から委嘱書を受ける西郡区長会長

楽しかった世代交流会
幼稚園児と寿学級生

玉入れを楽しむ圏児と寿学級生

幼
稚
園
児
と
寿
学
級
生
の
世
代
交
流
会

が
7

月
1
1
日
、
中
央
幼
稚
園
で
行
わ
れ
、

園
児
と
お
年
寄
り
約
8
0
人
は
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
は
、
寿
学
級
学
習
計
画
に

基
づ
い
て
、
園
児
と
一
緒
に
昔
か
ら
の
季

節
の
行
事
で
楽
し
み
、
ふ
れ
あ
い
や
世
代

間
の
交
流
を
因
る
も
の
で
す
。

七
夕
短
冊
作
り
で
は
、
園
児
と
お
年
寄

り
が
夢
や
願
い
事
を
短
冊
に
書
く
な
ど
し

て
竹
の
笹
に
飾
り
付
け
ま
し
た
。
ま
た
、

紅
白
組
に
分
か
れ
て
王
入
れ
を
行
い
、
ふ

れ
あ
い
を
深
め
ま
し
た
。

お
年
寄
り
は
「
園
児
と
一
緒
に
楽
し
め

て
、
気
持
ち
が
若
返
り
ま
し
た
」
と
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。

正しい歩き方でウォーキング
出前講座「ウォーキングのすすめ」

教
育
委
員
会
で
は
、
各
地
区
へ
出
向
い

て
行
う
出
前
講
座
を
7

月
7

日
、
江
口
集

落
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
約
7
0
人
の
か
た

が
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
出
前
講
座
は
東
部
、
中
部
、
西
部

地
区
と
3

回
に
わ
た
り
開
か
れ
、
今
回
は

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
す
す
め
」
と
題
し
て
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
必
要
性
や
正
し
い
歩
き

方
な
ど
実
践
を
通
し
て
学
習
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
か
た
は
「
い
つ
も
は
犬
を

連
れ
て
い
る
か
ら
手
を
下
げ
て
歩
い
て
し

ま
っ
て
い
る
。
い
い
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

ユ
ー
モ
ア
も
あ
り
お
年
寄
り
に
教
え
る
の

が
上
手
だ
ね
。
」
と
う
れ
し
そ
う
に
感
想

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
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実演を通して正しい歩き方を学ぶ受講生

青少年に明るい未来を
更生保護婦人会

メッセージを手渡す更生保護婦人会

社
会
を
明
る
＜
す
る
運
動
を
展
開
し
て

い
る
明
和
町
更
生
保
護
婦
人
会
で
は
、
1
4

人
の
会
員
が
7

月
1

日
、
駅
前
や
街
頭
で

チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布
し
て
青
少
年
の
非
行

防
止
を
呼
び
か
け
た
後
、
役
場
を
訪
れ
、

斎
藤
町
長
に
「
青
少
年
の
未
来
を
考
え
る

社
会
の
母
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
手
渡

し
ま
し
た
。

同
婦
人
会
で
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
で

「
青
少
年
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
、
住
民

が
健
全
な
社
会
環
境
づ
く
り
に
心
掛
け
、

会
員
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
社
会
に
根

ざ
し
た
、
幅
広
い
活
動
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
」
と
青
少
年
の
非
行
防
止
と
健

全
育
成
の
推
進
を
行
政
側
に
求
め
ま
し
た
。

(11) 平成11年 8 月 10 日因



交差点付近に設置された標識

信
号
機
の
な
い
交
差
点
に
お
け

る
標
識
の
設
置
を

町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
生
か
し
だ
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
だ

め
に
、
本
紙
で
は
5

月
号
に
専
用
の
「
町
へ
の
手
紙
」
を
折
り

込
み
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
だ
ご
意
見
・
ご
要
望
は
、

合
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
寄
せ
ら
れ
だ
手
紙
の
一
部
と
そ
の
回
答
を
掲

載
し
ま
す
。
な
あ
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
、
質
問
の
文
書
表
現

を
一
部
簡
略
化
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
だ
。
町
で
は
、
引
き
続

き
皆
さ
ん
か
ら
の
「
声
」
を
あ
待
ち
し
て
い
ま
す
。

職
員
が
手
作
り
と
思
わ
れ
る
標

Q
識
（
白
い
紙
に
墨
で
交
差
点
事

故
多
し
注
意
）
を
設
置
し
て
く
れ
ま
す

が
、
風
雨
等
で
数
週
間
後
に
は
、
み
じ

め
な
標
識
に
変
身
し
て
し
ま
い
ま
す
。

今
後
は
予
算
措
置
を
し
て
、
専
門
の
業

者
に
作
っ
て
も
ら
い
、
も
っ
と
分
か
り

や
す
い
標
識
を
設
置
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
朝
夕
、
通
勤
路
と
し

て
利
用
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
が
常
識
を
超

え
た
ス
ピ
ー
ド
で
走
り
去
っ
て
お
り
ま

す
。
痛
ま
し
い
事
故
が
い
つ
発
生
し
て

も
お
か
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
考
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
新
里
須
永
三
津
夫
さ
ん
）

手
作
り
標
識
で
あ
ま
り
芳
し
く

A
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
現
在

専
門
業
者
に
依
頼
し
た
標
識
と
随
時
交

換
中
で
す
。
今
後
は
、
す
べ
て
の
手
作

り
標
識
を
交
換
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
交
通
安
全
教
室
の
開
催
や
立

て
看
板
の
設
置
を
行
う
な
ど
し
て
、
引

き
続
き
運
転
者
に
交
通
安
全
を
訴
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
環
境
課
）

専
門
業
者
に
依
頼
し
た
標
識
と

随
時
交
換
中
で
す

A
国
道
1
2
2

号
の
昭
和
橋
の
4

車
線
化
と
バ
イ
パ
ス
ル
ー
ト
の

都
市
計
画
決
定
が
平
成
9

年
8

月
に
な

さ
れ
、
昭
和
橋
の
架
け
替
え
に
つ
い
て

は
、
群
馬
と
埼
玉
の
両
県
の
事
業
と
し

て
平
成
1
0年
度
に
事
業
化
さ
れ
、
今
年

度
に
一
部
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
供
用
中
の
道
路

の
拡
幅
改
良
事
業
で
も
事
業
化
さ
れ
る

ま
で
に
は
、
長
い
年
月
が
か
か
り
、
さ

ら
に
事
業
が
完
成
す
る
ま
で
に
は
年
月

と
多
額
の
事
業
費
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ご
意
見
の
中
の
埼
玉
に
行
く
橋
と
い

う
の
は
、
国
道
1
2
2

号
の
昭
和
橋
以

外
の
新
橋
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、

利
根
川
を
渡
る
よ
う
な
橋
は
、
長
大
橋

と
言
っ
て
と
て
も
町
や
市
の
レ
ベ
ル
で

実
現
で
き
る
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
館
林
市
や
羽
生
市
、
佐
野
市
、
板

倉
町
と
明
和
町
が
一
体
と
な
っ
て
、
国

や
県
に
新
し
い
橋
や
道
路
の
必
要
性
を

訴
え
て
、
こ
う
し
た
杜
会
資
本
整
備
が

県
事
業
と
し
て
実
現
で
き
る
よ
う
に
要

望
活
動
等
を
展
開
し
て
い
く
た
め
、
平

県
の
計
画
に
位
置
づ
け
て
も
ら

う
必
要
が
あ
り
ま
す

Q
埼
玉
に
行
く
道

が
欲
し
い

（
匿
名
希
望
さ
ん
）

（
橋
）

内“
e
“
5
り
i

自
宅
付
近
に
適
当
な
空
き
地
が

Q
な
く
、
子
ど
も
も
安
全
に
体
を

動
か
せ
る
場
所
を
欲
し
が
っ
て
い
ま

す
。
「
ふ
る
さ
と
公
園
」
の
よ
う
な
大

規
模
な
も
の
で
は
な
く
、
す
べ
り
台
、

ベ
ン
チ
、
砂
場
程
度
の
も
の
が
あ
る
小

規
模
な
公
園
か
、
天
滴
宮
の
遊
具
（
老
朽

化
が
激
し
く
危
険
）
を
整
備
し
て
い
た

だ
く
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
新
里
内
田
利
明
さ
ん
）

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
答
申
で

6

か
所
整
備
す
る
よ
う
な
構
想

に
な
っ
て
い
ま
す

現
在
、
町
で
設
置
し
管
理
し
て

A

い
る
公
園
は
、
ふ
る
さ
と
の
広

場
と
大
輪
公
園
、
利
根
川
総
合
運
動
場

で
、
い
ず
れ
も
面
積
が
1

ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
の
施
設
で
す
。
ご
指
摘
の
と
お
り
、

自
宅
か
ら
歩
い
て
い
け
る
範
囲
（
誘
致

距
離
2
5
0
m

以
内
）
で
遊
具
や
砂
場

等
を
整
備
し
た
小
規
模
な
街
区
公
園

（
通
称
児
童
公
園
）
と
し
て
は
、
町

児
童
公
園
が
少
な
い

成
1
0年
度
に
渡
良
瀬
川
お
よ
び
利
根
川

架
橋
促
進
協
議
会
を
発
足
し
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
の
な
か
で
道
路
の
ル
ー
ト

等
を
協
議
し
、
各
県
の
計
画
に
新
し
い

道
路
計
画
を
位
置
づ
け
て
い
た
だ
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
気
の
長
い

話
に
な
る
か
と
は
思
わ
れ
ま
す
が
、
各

市
町
が
団
結
し
て
地
道
に
活
動
を
展
開

し
て
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
（
都
市
開
発
課
）

営
施
設
と
し
て
町
内
の
ど
の
地
区
に
も

整
備
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

町
で
は
、
川
俣
駅
を
中
心
と
し
た
市

街
化
区
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
ど
う
進
め

て
い
く
か
に
つ
い
て
、
平
成

9

年
度
に

「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
を
設
置
し
、

都
市
基
盤
整
備
の
基
本
構
想
を
検
討
し

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
委
員
会
か

ら
町
長
に
対
し
て
、
答
申
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
答
申
に
よ
れ
ば
、
駅
西
の

市
街
化
区
域
内
に
2

か
所
、
駅
東
の
市

街
化
区
域
内
に
3

か
所
の
街
区
公
園

（
面
積
が2

、

5
0
0

可
程
度
で
市
街
化

区
域
内
の
ど
こ
か
ら
で
も

2
5
0
m

以

内
で
歩
い
て
行
け
る
遊
具
や
砂
場
、
池

や
林
、
芝
生
等
を
整
備
し
た
公
園
）
と

少
し
規
模
の
大
き
い
近
隣
公
園
を
駅
東

の
市
街
化
区
域
内
に
1

か
所
整
備
す
る

よ
う
な
構
想
で
、
今
後
こ
れ
を
実
現
し

て
い
く
た
め
に
は
、
土
地
区
画
整
理
事

業
等
の
都
市
整
備
事
業
を
実
施
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
多
額
の
事
業
費
と
長

い
年
月
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

昔
の
子
ど
も
た
ち
は
、
神
社
や
お
寺

の
境
内
で
遊
ん
で
い
た
の
で
、
そ
う
し

た
所
を
活
用
し
て
簡
単
な
遊
具
を
設
置

し
て
管
理
し
て
い
く
の
が
手
っ
と
り
早

い
方
法
か
と
は
考
え
ま
す
。
ま
た
、
平

成
1
2年
の
4

月
か
ら
保
育
園
と
幼
稚
園

が
統
合
さ
れ
て
1

か
所
と
な
り
ま
す
の

で
、
中
央
幼
稚
園
や
中
央
保
育
園
の
跡

地
の
園
庭
等
も
活
用
し
て
い
け
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

天
満
宮
の
老
朽
化
し
た
遊
具
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
設
置
管
理
の
主
体
が
区

で
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
区
長
さ
ん

と
も
相
談
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
都
市
開
発
課
）

平成11年 8 月 10 日因 (12) 



明il:D の思い出
六tn にします

ローリー・ガラハーさん

日本に来て 2 年間、いろいろな

かたがたのお世話になりながら仕

事を続けることができました。私

の仕事は英語を教えることでした

が、私が教えたことより皆様に教

えていただいたことの方が多かっ

たと思います。

この 2 年間は忘れられません。

つらい時も、幸せな時もありまし

たが、私の人生で一番良い体験だ

ったと思います。皆様のおかげで

明和の思い出をたくさん作ること

ができました。これから世界のロ

ーリーになりますが、いつまでも

私の心に明和のことが残るでしょ

つ。

「明和の人々、冬の寒さ、下校
途中の小学生、田んぼ、園児との

楽しいひととき、かえるの鳴き声、

中学校の授業、夏の暑さ、蝉の声、

生徒とのおしゃべり、梨、秋のタ

日、海洋センター、利根川

等々・・・・」

日本に来た時はあまり日本語がで

きませんでしたが、少しは日本語

もしゃべれるようになり、コミュ

ニケーションもとれるようになり

ました。おかげ様で、明和の友達

をたくさん作ることができ、とて

もうれしいです。

私の小さな仕事が、英国と日本

の架け橋になればこんなにうれし

いことはありません。

最後に、皆様の健康とご多幸を

お祈りして私のお礼の言葉とさせ

ていただきます。長い間お世話に

なり、心より感謝申し上げます。

Thank you 

ら

三

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ド
ー
ア
テ
ィ
さ
ん

は
じ
め
ま
し
て
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

ド
ー
ア
テ
ィ
で
す
。
今
年
の

7

月
の

1
8日
に
日
本
に
参
り
ま
し
た
。
中
学

校
の
英
語
指
導
助
手
と
し
て
、
こ
の

明
和
町
に
滞
在
し
て
い
ま
す
。

出
身
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド

ニ
ー
の
近
く
で
す
。

1
9
8
2

年
か

ら

1
9
9
1

年
ま
で
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス

ル
大
学
で
哲
学
と
教
育
学
の
勉
強
を

し
ま
し
た
。
趣
味
は
サ
ッ
カ
ー
、
読

書
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で
す
。

今
は
日
本
語
は
う
ま
く
で
き
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
か
ら
勉
強
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

日
本
の
文
化
に
興
味
を
も
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
、
日
本
の

こ
と
を
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
だ
さ
い
。

将
来
は
国
際
関
係
の
仕
事
が
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
明
和
町
の
皆
さ

ん
、
こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

日
広
の
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い

6

月

1
6日
現
在
の
行
政
区
別
無
事

故
・
無
違
反
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

今
回
の
結
果
で
は
、
昨
年
同
期
と

同
じ
く
飲
酒
運
転
違
反
が
特
に
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
速
度
超
過

や
無
免
許
運
転
に
よ
る
違
反
も
み
ら

れ
ま
し
た
。

飲
酒
運
転
な
ど
は
、
本
人
の
自
覚

さ
え
あ
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

運
転
者
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
自

覚
し
、
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
せ
ず
、

ほ
か
の
運
転
者
に
も
飲
酒
運
転
防
止

を
呼
び
掛
け
ま
し
ょ
う
。
一
人
ひ
と

り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
の

な
い
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

交
通
非
常
事
態
宣
言
発
令
中

住
民
の
総
力
を
上
げ
て
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

館
林
威
言
察
所
管
内
で
は
、
交
通
死

亡
事
故
多
発
に
よ
り
、
交
通
非
常
事

態
宣
言
を
発
令
中
で
す
。
「
交
通
安
全

の
主
役
は
あ
な
た
自
身
で
す
」
悲
惨

な
交
通
事
故
を
1

件
で
も
減
少
さ
せ

ベスト 5 ・ワースト 5 順位

順位 行政区 事故違反率

1 梅原 3.90 
ベ 2 矢島 ワ． 1 1 
ス 3 上江蕪 8. 16 
卜 4 須賀 13.36 
5 川俣 19.09 

1 江口 47 77 
ワ 2 下江黒 46 38 
| 
3 大佐貫 40 31 

ス
卜 4 斗合田 38.15 
5 田島 34.9'7 

な
お
、
事
故
や
違
反
の
少
な
い
ベ
ス

ト
順
位
や
、
多
い
ワ
ー
ス
ト
順
位
は
次

の
と
お
り
で
す
。
（
平
成
1
1年
1

月
1

日
ー

6

月

1
6日
）

る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

『
住
民
の
総
力
を
上
げ
て
交
通
事
故
を

な
く
そ
う
』

行
政
区
別
無
事
故
無
違
反
中
間
報
告

飲
酒
運
転
違
反
が
増
加

(13) 平成11年 8 月 10 日因



シリーズ介護保険④

平成12 年 4 月から介護保険がスタートします。また平成1 1 年10月からはそ

れに先だって要介護認定が始まります。急速に高齢化が進み、介護を必要と

するかたも増えていくものと見込まれます。介護保険は、そんな将来への不

安をなくし、介護を社会全体で支え合う制度です。合回は「介護保険の財政」

についての話を中心にあ知らせします。

介
護
保
険
は
、
住
民
に
も
っ
と
も
身

近
な
行
政
主
体
で
あ
る
市
町
村
が
保
険

者
と
な
り
、
き
め
細
か
な
制
度
運
営
を

行
い
ま
す
。

市
町
村
は
、

①
介
護
保
険
事
業
の
実
施
（
要
介
護
認

定
の
申
請
受
付
、
認
定
、
保
険
給
付
と

し
て
の
費
用
の
支
払
い
、
保
険
料
の
徴

収
等
）

②
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
（
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
実
施
に
必
要
な
介

護
保
険
事
業
計
画
の
作
成
等
）

③
費
用
の
負
担

な
ど
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
国
・
都
道
府
県
・
医
療
保
険

者
・
年
金
保
険
者
も
、
こ
の
制
度
を
重

層
的
に
支
え
て
い
き
ま
す
。

「
介
護
保
険
の
財
政
」

介
護
保
険
制
度
は
、

4
0歳
以
上
の
被

保
険
者
み
ん
な
で
支
え
合
う
社
会
保
険

制
度
で
す
。

介
護
保
険
の
給
付
に
必
要
な
費
用
の

5
0
％
は
被
保
険
者
の
か
た
が
た
か
ら
納

め
て
い
た
だ
く
保
険
料
で
ま
か
な
わ
れ

ま
す
。
残
り
の
5
0
％
は
国
2
5
%、
都
道

府
県
1
2
.
5
%
、
市
町
村
1
2
.
5％
の

「
市
町
村
の
役
割
は
？
」

被
保
険
者
の
か
た
が
た
に
負
担
し
て

い
た
だ
く
保
険
料
は
、
第
1

号
被
保
険

者
と
第
2

号
被
保
険
者
で
は
計
算
の
仕

方
や
納
め
方
が
異
な
り
ま
す
。

介護に必要な費用の負担割合

県
(12.5%) 

国

(25.0%) 

交付
r-

加入している医療保険
•国民健康保険
・組合健康保険など

割
合
で
分
担
し
て
公
費
（
国
や
自
治
体

の
税
金
）
か
ら
支
出
さ
れ
ま
す
。

(
6
5歳以
上
）

第
1

号
被
保
険
者

険
料一

介
護
保
険
の
給
付
費
用
を
ま
か
な
え

る
よ
う
に
、
各
市
町
村
ご
と
に
保
険
料

の
「
基
準
額
」
を
算
出
し
、
こ
れ
を
所

得
に
応
じ
て
負
担
す
る
よ
う
に
段
階
的

な
保
険
料
が
設
定
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、

所
得
段
階
別
の
定
額
保
険
料
と
な
り
ま

す
。
基
準
額
や
段
階
区
分
は
市
町
村
の

条
例
で
定
め
ま
す
。
納
付
の
方
法
は
、

老
齢
年
金
か
ら
の
天
引
き
を
原
則
と

し
、
年
金
額
が
年
額

1
8万
円
未
満
の
人

は
個
別
に
市
町
村
に
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

明
和
町
の
保
険
料
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
度
実
施
し
た
介
護
保
険
事
業

計
画
需
要
調
査
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
量
の

調
査
等
の
結
果
を
も
と
に
、
サ
ー
ビ
ス

の
需
要
量
の
推
計
や
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ

ー
の
検
討
な
ど
を
行
い
、
算
定
作
業
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
は
ま

だ
介
護
報
酬
額
や
制
度
上
の
細
か
い
部

分
が
決
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
正
確
な

こ
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
厚
生
省
が
示

し
た
算
定
方
式
に
基
づ
き
試
算
し
た
と

こ
ろ
、
基
準
額
が
月
額
2

、

7
7
9

円

と
算
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
※
こ
の
保
険
料
基
準
額
月
額
は
現
時

点
の
状
況
で
平
成
1
2年
度
施
行
当
初
の

第
1

号
保
険
料
が
ど
の
程
度
に
な
る
の

か
粗
く
推
計
し
だ
仮
の
も
の
で
す
。
合 の

保

後
の
検
討
に
よ
り
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

最
終
的
な
保
険
料
は
、
町
が
策
定
す
る

介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
、
国

が
予
算
編
成
時
期
ま
で
に
示
す
予
定
の

諸
係
数
等
を
も
と
に
、
平
成

1
1年
度
末

ま
で
に
町
議
会
の
議
決
を
経
て
設
定
さ

れ
る
も
の
で
す
）

第
2

号
被
保
険
者

(
4
0
ー

6
4歳
）
の
保

険
料加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
保
険
料

に
介
護
保
険
分
を
上
乗
せ
し
て
納
め
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
の

場
合
、
所
得
や
資
産
な
ど
に
応
じ
て
保

険
料
は
異
な
り
ま
す
が
、
具
体
的
な
算

定
方
法
は
市
町
村
の
条
例
で
定
め
ま

す
。
健
康
保
険
の
場
合
は
報
酬
比
例
で

各
々
の
保
険
者
ご
と
に
定
め
、
給
与
か

ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

明和町の第1 号保険料（月額）の推計

皆
さ
ん
の
納
め
る
保
険
料
と
公
費
で
運
営
さ
れ
ま
す

介
護
保
険
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す
＇
·

所得段階 被保険者 保険料（円）

第 1 段階
生活保護受給者

1,390 
世帯全員が市町村民税非課税で老齢福社年金受給者

第 2段階 世帯全員が百町村民税非課税 2,085 

第 3段階 本人が市岡村民税非課税 2,7ワ9

第 4段階 本人が市町村民税課税で合計所得金額が250万円未満 3,474 

第 5段階 本人が市町村民税課税で合計所得金額が250万円以上 4,169 

平成11年 8 月 10 日因 (14) 
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平成10年度

わ
町の基本健診

し＼ 高
高血圧の人 12.3%

血 圧
境界域高血圧の人 23.0%

血
圧
が
高
い
と
い
わ
れ
だ
ら
？

隅
血
圧
は
な
ぜ
い
け
な
い
？

健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
欠
か

せ
な
い
の
が
血
圧
で
す
。
高
血
圧
の
原

因
は
遺
伝
や
加
齢
な
ど
と
関
連
し
て
い

ま
す
が
、
肥
満
や
〈
良
生
活
、
ス
ト
レ
ス

な
ど
の
影
響
も
明
ら
か
で
す
か
ら
、
あ

な
た
自
身
で
そ
の
原
因
を
取
り
除
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
血
圧
管
理
を
し
っ
か

り
し
て
、
人
生

8
0年
時
代
を
健
や
か
に

暮
ら
し
ま
し
ょ
う
。

高
血
圧
の
状
態
が
長
く
続
く
と
、
血

管
や
心
臓
に
大
き
な
負
担
が
か
か
り
、

動
脈
硬
化
や
心
臓
肥
大
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。
脳
卒
中
や
さ
ま
ざ
ま
な
心
臓
病
、

大
動
脈
瘤
、
腎
機
能
障
害
な
ど
の
原
因

に
な
っ
た
り
、
さ
ら
に
小
さ
な
脳
梗
塞

（
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
、
半
身
の
し
び

れ
、
半
身
に
力
が
入
ら
な
い
な
ど
）
を

繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
脳
血
管
性

ち
ほ
う
痴
呆
な
ど
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

高
血
圧
気
味
の
か
た
は
、
血
圧
管
理

を
し
つ
か
り
し
て
、
こ
れ
ら
の
病
気
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

血
圧
は
刻
々
と
変
化
し
て
い
ま
す
。

一
回
だ
け
の
測
定
で
血
圧
が
高
か
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
神
経
質
に
な
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
日
を
変
え
て
何
回
か
測

っ
て
み
て
、
そ
れ
で
も
血
圧
の
高
い
状

態
が
続
い
て
い
る
場
合
は
、
か
か
り
つ

け
の
お
医
者
さ
ん
に
相
談
し
ま
し
ょ

゜

ぷ
ノ

や
っ
て
み
よ
う

一
日
の
塩
分
を
1
0
g
以
下
に
！

中
年
以
降
に
な
る
と
血
圧
を
気
に
す

る
か
た
は
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
原
因

は
実
は
若
い
こ
ろ
か
ら
の
生
活
習
慣
の

中
に
潜
ん
で
い
ま
す
。
長
年
の
塩
分
の

と
り
す
ぎ
、
飲
酒
、
喫
煙
、
肥
満
、
ス

ト
レ
ス
、
運
動
不
足
、
睡
眠
不
足
な
ど

は
、
ど
れ
も
高
血
圧
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
血
圧
が
高
め
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、

今
は
正
常
血
圧
の
人
も
、
高
血
圧
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
ふ
だ
ん
か
ら
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

血
圧
を
上
げ
な
い
た
め
に
は
、
塩
分

摂
取
量
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
薄
味
に
慣
れ
る
ま
で

は
、
減
塩
も
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で

す
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
ふ

だ
ん
か
ら
心
が
け
れ
ば
自
然
に
塩
分
摂

取
量
が
減
り
ま
す
。
で
き
そ
う
な
も
の

か
ら
実
行
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
つ
け
も
の
は
、
一
人
前
ず
つ
小
皿
に

盛
る
。

②
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
は
、
で
き
る
だ

け
と
ら
な
い

③
ラ
—
メ
ン
、
う
ど
ん
な
ど
の
汁
は
残
す

④
し
ょ
う
ゆ
は
、
か
け
る
よ
リ
つ
け
る

⑤
酢
や
だ
し
、
香
味
野
菜
、
香
辛
料
な

ど
を
使
っ
て
薄
味
を
補
う

※
注
意
一
回
で
も
最
大
血
圧
が

1
8

0

以
上
、
最
小
血
圧
が
1
0
0

以
上
の

時
が
あ
っ
だ
ら
、
す
ぐ
に
診
察
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

血
圧
を
上
げ
る
原
因

►

合
谷
に
、
反
対
の
手
の
人
差
し
指
、

そ
の
裏
倒
に
親
指
を
当
て
、
挟
む
よ
う

な
感
じ
で
両
手
と
も
交
互
に
2

ー

3

分

揉
む
。
こ
れ
を
4

ー

5

回
繰
リ
返
す
。

「
ス
〈O

文
＿o

合
谷
は
、
昔
か
ら
首
か
ら
上
の
病
気

に
対
し
て
非
常
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
イ

ラ
イ
ラ
は
、
高
血
圧
の
大
き
な
原
因
と

な
り
ま
す
が
、
合
谷
を
刺
激
す
る
と
、

そ
う
し
た
神
経
の
興
奮
が
鎮
ま
り
、
血

圧
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

足
の
血
液
循
環
が
悪
く
な
る
と
、
血

液
を
送
り
込
む
の
に
力
が
い
る
よ
う
に

な
り
、
そ
の
結
果
血
圧
が
上
が
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。
そ
ん
な
下
肢
の
血
行
不

良
を
改
善
し
、
血
圧
を
下
げ
る
た
め
に

は
、
足
首
を
柔
ら
か
く
し
て
や
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
い
す
に
座
っ
て
、
片
方

も
も

の
足
を
も
う
一
方
の
腿
の
上
に
の
せ
て

組
む
よ
う
に
し
て
、
足
首
を
外
回
し
に

2
0
回
ほ
ど
回
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
を

両
足
と
も
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
両
足

の
親
指
も
揉
む
よ
う
に
し
ま
す
。
足
の

先
端
は
血
圧
を
下
げ
る
の
に
効
果
の
あ

る
ツ
ボ
が
多
い
と
こ
ろ
で
す
。
足
の
親

指
を
握
っ
て
、
ぐ
る
ぐ
る
回
し
な
が
ら

よ
く
揉
ん
で
く
だ
さ
い
。

足
昏
と
足
の
親
指

の
マ
ッ
サ
ー
ジ

ッ
ポ

「
合
谷
」

高
血
圧
の
予
防
や
改
善
に
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◇
期
間

9

月
1
1
1
月

◇
会
場
ゴ
ル
フ
練
習
場
（
館
林
市
）

◇
対
象
町
内
在
住
・
在
勤
者

◇
人
数
2
0
人

◇
回
数

8

回

◇
参
加
費

1
、

2
9
0

円

◇
申
し
込
み

8

月
1
4
日
山
か
ら
参
加

費
を
添
え
て
社
会
体
育
館
で
受
付
し

ま
す
。

ゴ
ル
フ
教
室

募

集
6

1

 

2

1

 

4
6
5
5
 

)

-

)

 

4

4

 

館
侶
夕

5

＾
い
、
J
>
育
〖
ン
〖

·
—
体
セ

鴫
'
“
,
'
会
洋

。
社
海p
 

＾
じ
uヽ
▼0

、
｀
ヘ

ー・ 』.-
]

 

．
I
Iー、

優
勝

キ
ャ
ッ
ツ
愛

第
4
3回マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

男
子
の
部

優
勝
高
山
智
之
（
明
和
）

（
敬
称
略
）

結

果

第
2

回
明
和
オ
ー
プ
ン

テ
ニ
ス
大
会

準
優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

大会名 期日 対象 場所 申込期限

第 1 回町民 9月 中学生
社会体育館 8月 22 日（日）

バドミントン大会 5 日（日） 一般

第 1 回町民 9月 小学生 ふるさとの
8月 22 日（日）

パークコルフ大会 5 日（日） 以上 広場

第 1 回町民 9月
一般

利根川
8月 29 日（日）

テニス大会 12 日（日） 総合運動場

第 1 回町民 9月 中学生 利根川
8月 29 日（日）

ソフトテニス大会 12 日（日） 一般 総合還動場 1

第 1 回町民 9月
一般 社会体育館 8月29 日（日）

バレーボール大会 12 日（日）

第 1 回呵民 9月 一 般 II 広ふ場るさとの I l I 1I 89月月 29 日（日）グラウンドゴルフ大会 12 日（日）

第 1 回町民 9月 一般 I 老人福祉 5 日（日）
ゲートボー）に大会 18 日（土） センター

第2回町民 9月 19 一般 I 利根） 11 9月 5 日（日）
サッカー大会 26 日（日） 総合運動場

各
種
町
民
大

会

各
大
会
と
も
参
加
資
格
が
町
内
在
住

者
・
在
勤
者
で
参
加
費
は
無
料
で
す
。

申
し
込
み
は
、
社
会
体
育
館
で
受
け

付
け
し
ま
す
。

邑
楽
郡
夏
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

7

月
4

日
、
1
8
日
の
2

日
間
、
利
根
川

総
合
運
動
場
で
開
か
れ
、
郡
内
か
ら
1
8

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
本
町
か
ら
は
3

チ
ー
ム
が
出

場
し
、
次
の
チ
ー
ム
が
入
賞
し
ま
し
た
。

◇
男
子
A
ブ
ロ
ッ
ク

3

位
千
津
井
ク
ラ
ブ

◇
男
子
B

ブ
ロ
ッ
ク

準
優
勝
田
島
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会

第

2
2
回
邑
楽
郡

夏
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

準
優
勝
マ
ー
ベ
ラ
ス

第

1

回
会
長
杯

争
奪
野
球
大
会

優
勝
石
川
林
三

準
優
勝
吉
永
廣
次

3

位
篠
木
進
一

第
1

回
グ
ラ
ウ
ン
ド

一
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

（
敬
称
略
）

準
優
勝
関
根
好
克
（
板
倉
）

3

位
台
佳
弘
（
明
和
）

女
子
の
部

優
勝
台
路
子
（
明
和
）

準
優
勝
吉
永
文
子
（
千
代
田
）

3

位
野
口
淳
子
（
明
和
）

i) 

= ---
テニスコート側溝の泥を取り除く参加者

河
川
愛
護
月
間
中
の
7

月
1
8
日
、
町

体
育
施
設
利
用
団
体
の
人
た
ち
3
4
団
体

2
9
2

人
に
よ
り
、
利
根
川
総
合
運
動

場
周
辺
の
河
川
敷
清
掃
「
ク
リ
ー
ン
作

戦
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
清
掃
は
、
河
川
愛
護
や
環
境
浄

化
を
目
的
に
毎
年
2

回
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。

参
加
し
た
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
の
か
た
が
た
は
、
あ
い
に
く
雨
の
中

ビ
ニ
ー
ル
袋
を
手
に
空
き
缶
や
空
き
瓶

な
ど
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。
ま
た
、
運

動
場
側
溝
等
に
溜
ま
っ
た
泥
を
ス
コ
ッ

プ
で
取
り
除
く
な
ど
の
作
業
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
拾
う
の
は
大
変
な
こ
と

な
の
で
、
拾
て
て
い
く
人
は
意
識
を
変

え
て
欲
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

河
川
敷
に

な
い
で
I
.

2
9
2
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一←
祭りの音、聞こえますか？ ーしこ

7 月 10 日から 25 日まで

明和町の各地区で

五穀豊穣・天下泰平を祈って

祭りが行われました

4
I

i

/

 

いつまでも受け継がれてほしい

伝統ある行事

今回は、その中のいくつかの地区を

ピックアップしてみました

皆さん

祭りの音、聞こえてきたでしょう？

▲大佐貫

館林邑楽地区 館林地区 千代田 変更※に • 耳鼻科科人の祝• は日板倉地区

産婦人科 耳鼻科 内科外科
明和地区

なにみ昇I 
白沢医院大神医院 菅沼医院海宝病院 井上医院 館林地区と 畠; ] 晶限一 r 匹 (72) 1600 ff (62) 2200 ff (72) 9090 四 (74) 0811 ft (82) 1131 同じです

当日1 □I 9 日 ま匹

土井クリニッグ 川田（目）医院 安良岡医院岡田医院 館林地区と 小西医院 のす午後 (73 2) 
B (72) 8841 B (72) 3314 ff (72) 0572 ff (72) 3163 同じです 匹 (86)2261 認ヽ 1 1 時ま 凸4 

しでが

9月 5 日
落合医院川村医院 横田（善）医院慶友病院 館林地区と 館林地区と てで 爪fゞ (72)3160 ff (72) 1337 ft (72) 4970 ft (72) 6000 同じです 同じです かす

ら゜

番 診受 すま
根岸医院 合村グリニッグ 大石医院 最上医院 わだらせりリこ 1yり 竹越医院

し ゜
9 月 12 日 て

^ 靡匹（72)3262 ff (70) 2221 匹 (74) 2362 匹 (74) 3763 ff (77) 2727 匹 (84)3137 ; 
医

さ

負し‘

堀越医院 小曽根医院 ゜
9 月 15 日

ff (73) 4151 匹 (72)7707 畠
ヽ

、
ー
・
・

l
-
!
-
1

よ
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太田産業技術専門校
学生募集

県立太田産業技術専門校
8(31)1776 

◇募集科目・定員 NC オペレータ

科、溶接科各20人

◇訓練期間 10月 1 日～12年 3 月 15 日

◇対象者技術を身につけ、就職を

希望するかた

◇受付期間現在、受付中です。定

員になり次第締め切ります。

◇選老日随時

◇選老方法 簡単な筆記試験と面接

◇提出書類 入校願書と健康診断書

◇在学中の費用 授業料は無料（た

だし、教科書・実習服などは、自

己負担になります）

◇申し込み 太田産業技術専門校へ

9 月は「屋外広告物
美化月間」です

県庁都市計画課
匹027(223)1111

屋外広告物は、広報・宣伝媒体

のひとつとして、経済活動や文化

活動、国民生活に欠くことのでき

ないものですが、その一方で、周

囲の美観・風致に大きな影響を与

えるものとして、地域の景観との

調和が求められています。

そこで、県民の皆さんと行政が

一体となって周辺環境と調和した

良好な屋外広告物への誘導等を推

進し、快適でうるおいのあるまち

づくりを目指すものです。

N H K 学園
生涯学習通信講座

l N H K 学園m042 (572) 3151 
NHK学園では、放送番組作りの

ノウハウを生かした学習システムに

よる多くの生涯学習講座を開設して

います。いま人気の講座は「俳句」

「短歌」「絵手紙」「スケッチ」「パソコ
ン」などの講座です。

受講の申し込みは、随時受け付け

ていますので、この機会に自己を高

める講座にチャレンジしてみてはい

かがですか。

詳しくは〒 186-8001東京都国立市富

士見台2-36 NH K学園 8 E O 1 係へ
お問い合わせください。

「マナーがつくる豊かな暮らし」

くらしの相談

l 館林保健福祉事務所
匹（ 72)3230

館林保健福祉事務所では、生活・

法律などの問題をかかえてお困りの

かたを対象に、くらしの相談を実施

します。お気軽にご相談ください。

◇日時 8 月 18 日（水） 午後 1 時30分

~3 時30分

◇場所 町老人福祉センター

◇内容福祉全般・法律相談

◇費用無料

◇予約・問い合わせ 電話で役場保

健福祉課笠84-4926、または館林

保健福祉事務所へ

※法律相談は、弁護士が担当するた

め前々日までに予約が必要です。

ちびっ子大会開催

ちびっ子大会実行委員会事務局
匹（ 72)0241

祖先が残してくれた人間らしい社

会環境を伝承する使命を新たな発想

で取り組み、子どもたちに自主性、

社会性、創造性を体験学習してもら

うため開催します。

◇日時 8 月 29 日（日）午前 8 時～

午後 3 時

◇会場 陽だまりの広場周辺（館林

市役所南面駐車場）

◇内容 ►創作の広場風車・竹ブ

ローチ ► 遊びの広場 ミニ四駆

・変な風船 ►伝承の広場 ベー

ゴマ・こま・竹馬 ► 挑戦の広場

チャレンジゲーム ► 木工作の広

場状差し作り ► 展示の広場

パトカー・消防車 ► 売店など

あ気軽に税金相談

[ 館林税務署
ff (74) 5553 

税金のことで疑問な点や分かりに

くいことはありませんか。

こんなとき気軽に相談できるのが

「税務相談室」です。館林税務署内
に「分室」が設けられており、税務
相談官が面接や電話による相談や苦

情に、親切．丁寧に応じています。

相談は、匿名でもお受けしますので、

遠慮なくお気軽にご利用ください。

畏境を守るだめ '99
夏のコッコッ (Co2Co2) 作戦

l 県庁環境政：ぷ97(223)1111
群馬県省資源運動推進会議では、

この夏、県民の皆様とともに省資

源・省エネルギーに取り組み、環境

にやさしいライフスタイルを進める

ため、夏のコッコツ (C02CO り

作戦重点取組事項を決定しました。

地球温暖化を防ぎ、私たちの環境を

守るためできることからコッコッと

取り組みましょう。

実施期間 7 月 1 日～ 9 月 30 日

重点事項

◇職場では…

①昼休み時間中は、不要な照明を消

灯しよう！

②使用頻度の少ない OA機器は、こ

まめにスイッチを切ろう！

③冷房を使うときは28℃を目安に、

適度な温度設定を心がけよう！

◇家庭では…

①冷房に頼らない生活を心がけよ

う！冷房を使うときは28℃を目安

に適度な温度設定を心がけよう！

②冷蔵庫は、無駄な開閉や詰め込み

すぎに注意して、上手に使おう！

◇次のようなことにも取り組んでみ

よう！

①職場や家庭で、省エネルギーや環

境にやさしい生活について、話し

合ってみよう！

8 月は電気使用
安全月間です

東京電力館林営業所 8 (72) 4340 
僭）関東電気保安協会 8 (46) 8333 

通商産業省では、電気使用の安全

と省エネルギー対策を一層進めるた

め、 8 月を電気使用安全月間と定め

ています。皆さんが次のことに気を

付けて電気のより安全な使用、省エ

ネルギーに努めましょう。

〈電気の安全な使用〉

・電気が時々消えたりしませんか

・洗濯機や乾燥機に触ったとき「ピ

リッ」と感じたことはありません

か

・電気の安全調査を 4 年に 1 回受け

ていますか

〈省エネルギー〉

・室内の冷房設定温度は控えめに

・窓側や昼休みの消灯励行を

・街路灯の昼間点灯の撲滅を

平成11年 8 月 10 日因 (18) 



情の

町の無料法律相談

日時＝ 9 月 10 日圏
午前10時～午後 1 時

場所＝役場会議室
内容＝法律一般事項
対象＝明和町民
担当者＝森尻弁護士
受付＝ 9 月 1 日から 8 日までに

総務課へお申し込みくだ
さい。

乳幼児健診

日時＝ 9 月 9 日（木）
午後 1 時～午後 2 時受付

場所＝保健センター
対象者＝ 9 年 9 月、 10年 9 月、 11

年 2 月、 5 月生

健 康 相，談

日時＝ 9 月 7 日因・ 16 日（木）
午前 9 時30分～ 10時30分
受付

場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

日時＝ 9 月 16 日（木）
午前10時～午後 3 時受付

場所＝役場会議室

交通事故相談

日時＝ 9 月 16 日（木）
午前10時～午後 4 時受付

場所＝館林市役所

年 金 相 火
火

———
-R 

日時＝ 9 月 16 日（木）
午前10時～午後 3 時受付

場所＝館林市役所

今 月 の納税

[>町県民税[>国民健康保険税[>国
民年金保険料[>水道料金
納期限＝ 8 月 31 日因

町営住宅
入居者募集

l 役場建設課 匹（ 84)3111
町では、町営住宅の入居者を募集

しています。

◇募集している住宅

南大島・新田団地 1 戸

◇家賃収入（所得）によって異な

ります。

※入居資格等詳しくは役場建設課ヘ

環境問題のご意見
ご要望募集中

県庁環境保全課
8027 (223) 1111 

都市生活型環境問題や地球環境問

題といった新しい環境問題に対応す

るため、県では、「生活環境の保全

等に関する条例（仮称）」の策定を

検討しています。この条例案につい

てのご意見、ご要望等がありました

ら、郵便、ファックス、または E メ

ールでお寄せください。

◇条例案の主な内容

・家庭や事業所からの排水が河川を

汚す大きな原因となっています。

県民、事業者および県が一体とな

って進める対策を確立します。

・落ち葉たき程度のものを除き、も

のを屋外で焼却することを原則と

して禁止します。

◇送り先 住所、氏名、年齢、性別

を明記のうえ、郵便は〒371-8570

前橋市大手町 1-1-1 県庁環境

保全課へ、ファックスは 027-

255-5008 まで、メールは件名を

「生活環境条例について」とし、
webmas ter@pref.guruna. jpまで

住宅金融公庫に
ご相談ください

住宅金融公庫北関東支店
8027 (232) 6656 

公庫の住宅ローン返済でお困りの

かた、ご相談ください。返済負担を

大きく軽減することが可能な場合が

あります。

詳しくは、返済中の金融機関また

は住宅金融公庫北関東支店までお問

い合わせください。

平成12年 3 月末日まで受け付けし

ます。

母子寮婦福祉
資金のご案内

役場保健福祉課（老人福祉セン
ター内） 匹（ 84)4926

県では、母子（寡婦）家庭の子ど

もが高校や大学、専門学校等に進学

する場合、入学金や学費その他の必

要な経費に充てるための母子寡婦福

祉資金の貸し付けを行っています。

貸付額は、進学先により異なります。

詳しくは、役場保健福祉課または

館林保健福祉事務所372-3230へお

問い合わせください。

商売を始めるかだの
応援をします

県庁経営支援課
匹027(223)1111

県では、これから商業を始めるか

た、始めて間もないかたへの経営ア

ドバイスを行う「商業ドリカム支援

事業」を実施しています。

◇対象者 これから商業（小売業、

卸売業、飲食店業、サービス業）

を始めようとしているかた、始め

て間もないかた（概ね 1 年）

◇方法 群馬県庁経営支援課経営支

援係 3 027-223-1111 （内線3142)

へ電話連絡いただければ当課職員

がお話を伺います。その後、当課

職員と相談内容に応じた専門家を

自宅または事業所に派遣してアド

バイスを実施します。

なお、相談内容の秘密は厳守し

ますので、ご安心ください。

◇費用無料

行万不明の人を捜す
相談所開設

l 館林警察署 匹（75)0110
警察では、「行方不明の人を捜す

相談所」を開設し、行方不明者の発

見・保護および身元不明死体の身元

確認を目的として相談を受け付けて

います。

◇開設日 8 月 2 日旧）～ 31 日因

◇開設場所 群馬県警察本部鑑識科

学センター内 刑事部鑑識課（前

橋市元総社町523)

◇開設時間 月曜日から金曜日まで

の午前 9 時から午後 4 時まで

◇問い合わせ 館林警察署へ

c
 

c
 

(19) 平成11年 8 月 10 日（必 「やめよう！犬の放し飼い」 「犬との散歩・マナーを守って」
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ま
に
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を
守
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す
く
ば
焼
く
姪
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麦
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香
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を
ね
だ
る
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秋

か
l
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に
絲
は
噛
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も
せ
ず
ガ
ム

利
根
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手
の
酢
ゆ
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カ
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ポ
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史
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ベ
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お
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篠
木
よ
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植
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植
槻
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ふ
庭
先
の

く
し
な
し
の
花
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す
か
に
匂
ふ

石
村
艶
子

浅
霧
に
ロ
マ
ン
ほ
わ
す
古
代
ハ
ス

の
花
に
魅
せ
ら
れ
久

r

今
胡
も

野
村
初
枝

線
に
送
る
初
生
り
の
南
瓜
釆
り
束

1

あ
な
た
昧
見
を

r

を
含
め
マ
居

り
姑
沢
良
子

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
及
谷
の
録
浮
さ

た
マ
る
外
の
温
泉
の
露
天
凪
f
？
ぃ

立
川
ツ
ヤ
チ

l ̀  

田
芝
支
部

代
表II 

岡
安
も
と
こ

奈
良
桂
子

元
気
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
あ
い
、

笑
顔
で
始
ま
る
私
た
ち
の
「
手
作
り
趣

味
の
会
」
は
で
き
る
だ
け
お
金
を
か
け

な
い
で
不
用
に
な
っ
た
も
の
を
使
っ
て

誰
も
が
喜
ん
で
使
っ
て
み
た
く
な
る
も

ヵ

の
を
作
る
。
そ
の
た
め
に
如
何
に
ス
テ

キ
に
変
身
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
が

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

今
年
は
文
化
協
会
に
仲
間
入
り
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
お
互
い
に
支
え
ら
れ
た

り
時
に
は
支
え
て
あ
げ
た
り
し
な
が

ら
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
小
物
作
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

毎
月
第
3
木
曜
日
は
、
何
も
か
も
忘

れ
て
作
品
の
完
成
を
め
ざ
し
て
夢
中
に

な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。
完
成
さ
れ
た

作
品
は
そ
れ
ぞ
れ
に
ア
イ
デ
ィ
ア
が
生

か
さ
れ
光
っ
て
い
ま
す
。
一
目
で
わ
か

る
「
私
の
作
品
」
本
当
に
う
れ
し
く
な

り
ま
す
。

今
後
は
よ
り
豊
か
な
生
活
を
し
て
い

く
た
め
に
役
立
つ
作
品
を
い
ろ
い
ろ
作

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
広
報
め
い
わ
」
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葛世帯数 3,385 戸(- 6) 出生 6人・死亡 8人 頁
］人口総数 1 1,692 人 (-21) 転入 19人・転出 38人 <
］喜I 7 月の救急車出動回数 ] 
沃

1 
奇急病 17件交通事故 9件その他 3件 合計 29件 姜
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新
井

小
林

仲
田

小
磯

関 奥
澤 氏

編

集

使

記
I
 

米
あ
め
で
だ
米

新奈関久矢出田
井良口保島 □ 中氏企
清原庭太稲
丘ッタト優郎太名あ竜姜優悶竜笙裕閲凪は吏lJ名
狐｝ネケクー松郎 ＜拐里り一ら、毎海ヵ、生ぉ

84 68 92 91 73 77 88 畠ゃ由昭理弘敏敬正智真賢文貞鳳

か昭清 方由世み美広恵樹江一世英美慈代雄名
］詞（台 仁子春塁古男女男男女男冒
斗矢江新田中矢地薮江梅南中中江地薮

畠島口里島谷島区畠口原盃谷谷口区畠
` ` ｀凶凶凶／嬰 1/16 凶只乃冗芦闘

※掲載を希望されないかたは、届け出の際に申し出てください。

環
境
に
や
さ
し
い
植
物
「
ケ
ナ
フ
」
は
、

二
酸
化
炭
素
を
多
く
吸
収
し
茎
の
繊
維
が

紙
の
原
料
と
な
る
ほ
か
、
花
も
楽
し
め
若

葉
は
食
材
に
も
な
る
そ
う
で
す
。
栽
培
促

進
の
輪
が
広
が
る
と
い
い
で
す
ね
。
®

町
で
は
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
協
議

会
を
設
立
し
、
毎
戸
に
花
の
種
な
ど
を
配

布
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
四
季

折
々
の
花
が
い
っ
ぱ
い
の
町
に
な
っ
た
ら

す
て
き
で
す
ね
。
©

7

月
末
か
ら
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
先
生
が
英

語
指
導
助
手
と
し
て
明
和
町
に
滞
在
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
先
生

は
親
切
で
気
さ
く
な
か
た
で
す
。
皆
さ
ん

よ
ろ
し
く
お
顧
い
し
ま
す
。
⑱

は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

平成11年 8 月 10 日因 (20) 
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ME/WA TOWN 

感動と興奮に包まれた明和まつり

第 1 回明和まつりでは、和太鼓が鳴り響く中、

重さ 700kgの手作りお神輿が威勢のよい掛け

声とともに繰り出すと、会場は一気に盛り上

がり熱気に包まれました。

今月の主な紙面

・改選後初の町議会邸陪会……•• ② 

・観客を沸かせだ第1図廂和芸つリ…④～⑤

•長寿おめでとう…………………⑥～⑦

・介護保険10阿から申請受付……⑧～⑨
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任期満了に伴う明和町議会議員選挙は、 7 月 25 日に投

票が行われ、改選後の初議会が 8 月 1 1 日召集されました。

候補者 1 7 人の中から 1 2 人が当選（現職 5 人、新人 7 人）

され、決意を新たに初議会に臨みました。この議会では、

議長選挙など主に人事案件が審議され、議長に原口昭一さ

ん、副議長に岡安今朝雄さんが当選されました。そのほか

各種の人事は次のとおりです。

人
事（

敬
称
略
）

◎
は
委
員
長

0
は
副
委
員
長

◇
議
長
原
口
昭
一

◇
副
議
長
岡
安
今
朝
雄

◇
総
務
常
任
委
員
会

◎
岡
安
今
朝
雄

0
堀
口

森
尻
茂
猪
股

各

種

の

武
徳

賢
一 副議長に当選した

岡安今朝雄さん

副
議
長
に

岡
安
今
朝
雄
さ
ん

議

長
に
原
口

昭

一
さ
ん

改
選
後
禎
®
町
議
会

議長に当選した

原口昭一さん

明
和
町
監
査
委
員
に
、
森
尻
茂
さ
ん

(
7
2歳・
南
大
島
）
が
選
任
さ
れ
ま
し

こ
。t
 監

査
委
員
に

森
尻
茂
さ
ん

功

◇
文
教
・
厚
生
常
任
委
員
会

◎
松
本
功

0
金
子
竹
雄

恩
田
久
野
本
長
司

◇
土
木
・
経
済
常
任
委
員
会

◎
関
根
憧
市

0
秋
草
利
夫

原
口
昭
一
岡
安
敏
雄

◇
議
会
運
営
委
員
会

◎
松
本
功

0
関
根
懺
市

岡
安
今
朝
雄
堀
口
武
徳

◇
議
会
広
報
委
員
会

◎
岡
安
今
朝
雄
岡
安
敏
雄

猪
股
賢
一
野
本
長
司

恩
田
久

◇
邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合
議
会
議
員

森
尻
茂
松
本
功

◇
館
林
衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員

恩
田
久
金
子
竹
雄

◇
館
林
邑
楽
交
通
災
害
共
済
組
合
議
会

議
員秋

草
利
夫
関
根
憧
市

◇
館
林
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

猪
股
賢
一
堀
口
武
徳

◇
館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会

議
員岡

安
敏
雄
野
本
長
司

◇
東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合

議
会
議
員

原
口
昭
一
岡
安
今
朝
雄

◇
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

岡
安
今
朝
雄
松
本

運
動
の
重
点

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
夕
暮
れ
時
や
夜
間
に

出
か
け
る
と
き
は
、
反
射
材
を
着

用
す
る
な
ど
、
周
囲
か
ら
認
識
さ

れ
や
す
い
服
装
を
す
る
よ
う
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
薦
用
促
進

車
に
乗
っ
た
ら
、
ま
ず
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
習
慣
を
付
け

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
運
転
者
に
限

ら
ず
、
同
乗
す
る
す
べ
て
の
人
が

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
、
悲
惨

な
死
亡
事
故
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
、
来
年

4

月
か
ら
6

歳
未
満
の
子
ど
も
へ

の
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

③
複
数
死
者
事
故
の
防
止

―
つ
の
交
通
事
故
で
2

人
以
上

死
亡
す
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

あ
な
た
が
主
役
！

交
通
安
全

期
間

9

月

2
1
日
閲
ー3
0日
困

秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動

平成11年 9 月 10 日虚 (2) 



三重県8月和EBJ 群馬県唄和町 三重県明和町 群馬膿明和町

交適

（道路）

国道 23 号線

伊勢自動車道

玉城 IC から車

で約 10 分

国道 122 号線

東北自動車道

館林 ICから車で

約 10 分

都市計画道路推

進中

公園緑地

県営大仏山公園

(14.0ha のうち

明和町域 4.1ha) 

斎宮歴史博物館

を含めた古里公

園 (9.Sha)

他都市公園 31

(4.2ha) 

ふるさとの広場

(3.9ha) 

利根川総合運動

場 (6.24ha)

大輪公園

(1.33ha) 

主な

公共施設

中央公民館

総合体育館

中央公民館

社会体育館

主な

公共施設

ふるさと会館

（図書館・歴史

民俗資料館）

老人福祉センター

明和の里（在宅

介護支援センタ

一ほか）

保健センター

' 老人福祉センター

デイサービスセ

ンター

B&G海洋セン

ター

ふるさと産業文

化館

ふるさと会館（図書館、歴史民族資料館）

平成 11

年度

予算額

一般会計

57 億 9,300 万円

（内自主財源

41.0%) 

住民一人当たり

の予算額

256,237 円

（平成 11 年 4 月総

人口 22,608 人で

計算）

町税

16 億 6,188 万

4 千円 (28.7%)

地方交付税

22 億円

(38.0%) 

一般会計

51 億円

（内自主財源

78.9%) 

住民一人当たリ

の予算額

439,99ワ円

（平成 11 年 4 月総

人口 11,591 人で

計算）

町税

20 億 7,143 万円

(40.6%) 

地方交付税

2 億 2,000 万円

(4.3%) 

今
回
は
、
友
好
交
流
提
携
を
調
印
し
た
三
重
県
明
和
町

と
本
町
の
交
通
、
公
園
緑
地
、
主
な
公
共
施
設
、
予
算
額

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

f
y
胤
わ
。
イ
ン
の
多
も

／
／
；
庫
県
叫
~
紺
川

シリーズ④

命を守る防災のポイント

災害は、いつどこで起こるか全く予

測できません。だからこそ、身の安全

を守るために、日ごろからその伺えを

心掛けておきたいものです。

家貝を固定して安全スペースを確保

すると同時に、次のようなことに心掛

けましょう。

◇地震前に…

防災訓練への参加
非常持出品の準痛

家族防災会議で話し合い

◇地震直後…

身の安全の確保

落ち着いて火の始末

避難は徒歩で、持ち物は最低限に

壁ぎわ、がけや川ベリに近寄らな

し＼

正しい情報の入手

協力し合って応急救護

町
で
は
、
今
年
6

月
5

日
に
友
好
交

流
提
携
を
結
ん
だ
三
重
県
明
和
町
か
ら

木
戸
口
箕
澄
町
長
ら
関
係
者
7

名
の
か

た
が
た
を
、
8

月
1

日
に
開
催
し
た
明

和
ま
つ
り
に
招
待
し
ま
し
た
。

初
め
て
本
町
を
訪
問
さ
れ
た
木
戸
口

町
長
ら
は
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
や

海
洋
セ
ン
タ
ー
、
役
場
庁
舎
な
ど
町
の

施
設
等
を
視
察
さ
れ
た
後
、
第
1

回
明

和
ま
つ
り
の
鏡
開
き
に
参
加
さ
れ
ま
し

こ
。t
 

今
後
は
、
両
町
と
も
自
然
体
験
学
習
、

伝
統
芸
能
に
よ
る
文
化
交
流
、
ス
ポ
ー

ツ
交
流
、
特
産
品
展
示
即
売
の
物
産
交

流
な
ど
の
事
業
を
計
画
し
て
お
り
、
お

互
い
の
親
睦
と
友
好
を
深
め
、
地
域
の

よ
り
よ
き
発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

木
、
戸
口
町
長
ら
が
訪
問

三
重
県
明
和
町
か
ら

歓迎のあいさつを述べる斎藤町長

(3) 平成11年 9 月 10 日面



明
和
町
に
な
っ
て
初
め
て
の
ま
つ
り

「
第
1

回
明
和
ま
つ
り
」
が
8

月
1

日

に
行
わ
れ
、
ふ
る
さ
と
の
広
場
は
た
＜

さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
今
回

の
ま
つ
り
は
三
重
県
明
和
町
か
ら
の
訪

問
、
群
馬
テ
レ
ビ
の
取
材
、
新
し
く
取

り
入
れ
た
ピ
エ
ロ
の
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
や

だ
る
ま
落
と
し
、
恒
例
の
7
0
0

k
g
の

巨
大
手
作
り
神
輿
の
出
陣
な
ど
、
「
第

1

回
明
和
ま
つ
り
」
を
飾
る
に
ふ
さ
わ

し
い
イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し

た
。
特
に
、
今
回
の
1

、

5
0
0

発
の

花
火
は
仕
掛
け
花
火
と
も
に
大
好
評

で
、
観
客
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

►

夜
空
に
咲
い
た

1
5
0
0
発
の
花
火

◄

斎
藤
町
長
・
木
戸
口
町
長
ら
が
鏡
割
り

◄

多
く
の
か
た
が
詰
め
か
け
た
ま
つ
り
会
場

i
i

6
1

了
マ
！
全

< 
ミ］·-．」

員
臼
月

ダ
イ大

ナ
ミ
ッ
ク

平成11年 9 月 10 日僅） (4) 



ミー一：

◄

息
を
の
む
瞬
間

I

．
（
木
遣
り
・
梯
子
乗
り

0
,
 

と
ぅ
｀
ら

)
‘
抒
サ
タ
ィ

~
あ
し
〖
『
ソ

3
\

◄

気
分
爽
快
I

• 

る
J

匈
れ

ぁ
r

忍
念

会
ぶ

し
）

く
と

（
子
ど
も
み
こ
し
）

◄

来
場
者
に
や
き
そ
ば
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

◄

そ
ろ
い
の
ハ
ッ
ピ
姿
で
八
木
節

◄

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る
和
太
鼓
の
音

＂
玩
魯
ぷ
．

r
 

第ー回

(5) 平成11年 9 月 10 日倫



町内長寿者ベス ト 100
(8月 31 日現在・敬称略）

®テレビ鑑賞 ®テレビ鑑賞 ®囲碁

⑮好き嫌いな ⑪①野菜類 ⑮好き嫌いな
く食べる ◎肉魚類 く食べる

◎好き嫌いし
¥.  

◎身体を動か
ないで食べ 生活をする すこと

ること こと

②堀口 くらさん (96) ③奈良原のぶさん (96) ④吉田源次郎さん（95)

®テレビ鑑賞 ，ごーぶ、込 ⑤テレビ鑑賞 /)¢噂`;_ ®テレビ鑑賞
あみ物散歩

⑮好き嫌いな lt “ . -̀i ll ピー＼｝ ⑮好き嫌いなく食べる ^ a^ そ ®好き嫌いな 『 く食べる
く食べる

©くよくよし ぐ｀•••,•イ··A.. 忍 V“t:I 、 ◎運動するこないこと ^ ,; 9; ◎くよくよし i ..~~ '-'----. と
ないこと

⑧奈良孝次郎さん（94) ⑨関口 みつさん (94) ⑩橋本賓一郎さん (93)

順位 氏 名 性別 年齢 住所 世帯主 順位 氏 名 性別 年齢 住所 世帯主

51 新井慶作 男 89 田島 徳一郎 76 蓮見タカ 女 88 南大島 冨治
52 今成政重 男 89 須賀 勝男 77 清水い と 女 88 矢島 榮二
53 奥澤精兵 男 89 江口 精兵 78 清水券一 男 88 梅原 J I|島勲

54 小林金三郎 男 89 南大島 貞雄 79 齋藤幸市 男 88 新里 鐵夫
55 奈良原知司 男 89 千津井 知司 80 青木 とみ 女 88 田島 賞
56 和田い と 女 89 上江黒 紘 81 金子つね 女 88 入ケ谷 利男
57 飯塚 貞 男 89 千津井 貞 82 丸山あき 女 87 斗合田 新一
58 柴崎力 ン 女 89 梅原 孝一 83 坂庭さ し） 女 87 矢島 さ し）

59 大牧こ う 女 89 大輪 豊 84 吉田みさ 女 87 新里 修一
60 長谷川てる 女 89 千津井 柳作 85 小池喜十郎 男 87 南大島 清
61 松本よ し 女 89 大輪 軍次郎 86 大津員一郎 男 87 矢島 孝男
62 薗部き < 女 89 千津井 加一 87 野中儀訓 男 87 江口 儀訓
63 奈良フ ク 女 89 田島 貞男 88 石田つね子 女 87 中谷 清美
64 荒木松次郎 男 88 須賀 剛一 89 篠木稔雄 男 87 大佐貫 建治
65 南部寛子 女 88 須賀 公男 90 川島ゲン 女 87 須賀 龍司
66 奈良スイ 女 88 田島 スイ 91 川遵 しげ 女 87 梅原 しげ
67 田村しか 女 88 千津井 博 92 黒澤 しげ 女 87 梅原 高
68 山田喜一 男 88 新里 林オ — 93 田 口討砂 女 87 大輪 ヵrら — 
69 今成文一 男 88 南大島 不二也 94 小久保武雄 男 87 千津井 勝

70 小林まを 女 88 下江黒 安治 95 原 延雄 男 87 南大島 延雄
71 小田木ク ラ 女 88 新里 邦夫 96 柿沼たけ 女 87 江口 昭一
72 新井初太郎 男 88 江口 初太郎 97 石川ナミ 女 87 南大島 定吉
73 岩崎歳松 男 88 入ケ谷 歳松 98 長沼シナ 女 87 新里 三知男
74 篠木いき 女 88 大佐貫 茂雄 99 石崎きよ 女 87 川俣 弘二
75 落合 卜 ヨ 女 88 大輪 旭 100 山岸イセ 女 87 千津井 勝美

「敬老の日」あよび「老人保健福祉週間」 9月 1 5 日⑳～21 日(*) 平成11年 9 月 10 日僅） (6) 



町内最高齢者は小菅塩三郎さん (96)

長年にわだり社会に貢献してこら

れだあ年寄リの皆さんに感謝し、心

から長寿のあ祝いを申し上げます。
平成 11 年 8 月 31 日現在の本町の人

口は、 11,699人です。そのうち65

歳以上のあ年寄りは 2,044人で全町
民の17.5％を占めています。これか

らもあ体を大切にして、いつまでも

あ元気にあ過ごしください。

®テレビ鑑賞

®好き嫌いな
く食べる

©くよくよし
ないこと

⑤飯塚 げんさん (95)

順位 氏名 性別 年齢 住所
• ••• •-- -------------------- ----------- .................... 

1 小菅塩三郎 男 96 南大島
2 堀口 < ら 女 96 新里
3 奈良原のぶ 女 96 矢島
4 吉田源次郎 男 95 新里
5 飯塚げん 女 95 千津井

6 泉田せつ 女 94 中谷

7 石崎榮太郎 男 94 矢島
8 奈良孝次郎 男 94 田島, 関口みつ 女 94 梅原
10 橋本賞一郎 男 93 斗合田
1 1 橋本つま 女 93 斗合田
12 奈良原よ し 女 93 矢島
13 小林きい 女 93 南大島
14 柴崎信義 男 93 梅原
15 秋野千代 女 93 新里
16 橋本彦太郎 男 92 斗合田

17 多田あ さ 女 92 上江黒
18 泉田 し う 女 92 矢島
19 今成きみ 女 92 江口

20 井上詞さ 女 92 新里
21 佐藤敏夫 男 92 下江黒
22 高瀬いね 女 92 田島
23 関根セ ン 女 92 南大島
24 石崎四十司 男 92 矢島
25 北島忠四郎 男 91 田島

(7) 平成11年 9 月 10 日倹

長寿者ベスト 10

ｮ 趣味

息）①好きな食べ物
◎嫌いな食べ物

• 秘けつ・信条

®テレビ鑑賞

く食べる
I 

◎くよくよし
ないこと

さん (94)

世帯主 順位 氏名

®テレビ鑑賞

®好き嫌いな
く食べる

◎規則正しい
生活をする

こと

①小菅塩三郎さん（96)

®テレビ鑑賞

⑮好き嫌いな

! 
く食べる

◎何でも食べ
ること

⑦石崎榮太郎さん (94)

性別 年齢 住所 世帯主
.............. ••• ••• ••• - ... ....................... 

ふみ 26 松本末吉 男 91 千津井 進
武徳 27 原島あき 女 91 上江黒 勝治

昭三郎 28 森尻梅子 女 91 新里 肇

宵 29 坂上い う 女 91 中谷 匡良

金一 30 福田 と し 女 91 大輪 賞
辰雄 31 吉永サ 卜 女 91 千津井 陽

徳江 32 劉比地いち 女 91 梅原 高櫻茂

正己 33 福島ち よ 女 90 南大島 重治

正義 34 横塚かつ 女 90 千津井 保
武雄 35 田 ロヱイ 女 90 矢島 博重

和夫 36 坂上さ < 女 90 中谷 さ < 
よ し 37 須藤種一 男 90 江口 種一
次雄 38 竹内ツキ 女 90 南大島 弘明
信義 39 本澤長治 男 90 南大島 長治

猛 40 今成たけ 女 90 南大島 不二也

文次 41 砂賀 り ん 女 90 斗合田 り ん

浪子 42 奈良ち し） 女 90 田島 文男
光一 43 酒井 孝 男 90 千津井 孝
賽徳 44 田 口 もん 女 90 須賀 和晴

昭三 45 栗原なを 女 90 下江黒 なを

敏夫 46 阿部ま さ 女 90 斗合田 直一

政江 47 神谷長治 男 90 梅原 長治
こ苗 48 石川定吉 男 90 南大島 定吉
昭一 49 蓮見なか 女 89 南大島 義政
政二 50 多田つや 女 89 上江黒 好



シリーズ介護俣険⑤

介護サービスを
利川できます

l

-

介護サービスを
利用できません

l
r下
J平

成
1
2年
4

月
か
ら
介
護
保
険
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
だ
平
成
1
1
年1
0月

か
ら
は
そ
れ
に
先
だ
っ
て
要
介
護
認
定

が
始
ま
り
ま
す
。
介
護
保
険
で
は
、
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
は
ま
す
申

請
を
し
、
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
介
護
が
必
要
に
な
っ
だ
ら
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。
認
定
後
、
そ
の
人
の

介
護
度
に
応
じ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
ま
す
。
合
回
は
介
護
保
険
の
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う

に
手
続
き
を
し
だ
ら
よ
い
か
、
あ
さ
ら

い
し
て
み
ま
す
。

●
要
介
護
認
定
の
申
請

保
険
料
を
支
払
っ
て
＞
る
人
に
は
、

必
要
に
応
じ
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
前
に
「
介
護
が

必
要
か
ど
う
か
」
お
よ
び
「
ど
の
く
ら

い
介
護
が
必
要
か
」
に
つ
い
て
判
定
す

る
要
介
護
認
定
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

要
介
護
認
定
の
申
請
が
で
き
る
人
は
、

①
第
1
号
被
保
険
者

(
6
5
歳
以
上
）

・
寝
た
き
り
や
痴
呆
な
ど
で
食
事
、
入

浴
、
ト
イ
レ
等
の
日
常
生
活
動
作
に
つ

い
て
常
に
介
護
が
必
要
な
場
合
（
要
介

護
状
態
）

・
常
に
介
護
を
必
要
と
し
な
い
が
、
家

事
や
身
じ
た
く
な
ど
日
常
生
活
に
支
援

が
必
要
な
場
合
（
要
支
援
状
態
）

②
第
2

号
被
保
険
者

(
4
0
ー

6
4歳
）

初
老
期
痴
呆
、
脳
血
管
疾
患
な
ど
、

老
化
に
よ
る
病
気
（
下
表
の
1
5
の
特
定

疾
病
）
に
よ
っ
て
要
介
護
状
態
ま
た
は

要
支
援
状
態
に
あ
る
場
合

で
す
。

申
請
す
る
の
は
の
⑦
）
に
該
当
す
る
被

保
険
者
本
人
、
ま
た
は
そ
の
家
族
等
で

す
。
ま
た
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

や
介
護
保
険
施
設
・
社
会
保
険
労
務
士

等
に
申
請
を
代
行
し
て
も
ら
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。

要
介
護
認
定
の
申
請
に
は
費
用
は
か

か
り
ま
せ
ん
が
、
事
業
者
等
に
申
請
を

代
行
し
て
も
ら
う
場
合
に
は
、
そ
の
事

業
者
の
規
程
に
よ
り
ま
す
。

申
請
窓
口
は
町
の
保
健
福
祉
課
（
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
に
な
り
ま
す
。

要
介
護
認
定
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
（
す

で
に
交
付
を
受
け
て
い
る
場
合
）
、
医

療
保
険
被
保
険
者
証
（
第
2

号
被
保
険

者
の
み
）
等
を
添
え
て
申
請
し
ま
す
。

現
在
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
な
ど
で
自

現
在
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い

る
人
も
申
請
が
必
要
で
す

介護保険で定める老化が原因とされる疾病（40歳～64歳のかだ）

1 初老期における痴呆（アルツハイマ

ー病等）

2 脳血管疾患（脳出血、脳梗塞等）

3 筋萎縮性測索硬化症

4 パーキンソン病

5 脊髄小脳変性症

6 シャイ•ドレーガー症候群

ワ糖尿病性腎症、糖尿病性網膜症及び

糖尿病性神経障害

8 閉塞性動脈硬化症

9 慢性閉塞性肺疾患（瓢履慢性気管支捌等）

10 両飼の膝関節または股関節に著しい

変形を伴う変形性関節症

11 慢性関節リウマチ

12 後縦靭帯骨化症

13 脊柱管狭窄症

14 骨折を伴う骨粗髭症

15 早老症（ウェルナー症候群等）

宅
や
施
設
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
る
人
も
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
に
は
、
認
定
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
申
請
し
ま
し

ょ
、
つ
。

●
訪
問
調
査

町
の
職
員
、
あ
る
い
は
町
か
ら
委
託

さ
れ
た
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
）
等
が
申
請
者
本
人
を
訪
れ
、

日
常
生
活
の
様
子
（
心
身
の
状
況
に
関

す
る
7
3
項
目
と
特
別
な
医
療
に
関
す
る

1
2
項
目
を
合
わ
せ
た
8
5
項
目
の
基
本
調

査
）
に
つ
い
て
面
接
調
査
し
ま
す
。
ま

た
、
調
査
項
目
以
外
に
特
に
介
護
に
影

響
を
与
え
る
事
項
（
特
記
事
項
）
が
あ

れ
ば
、
併
せ
て
調
査
し
ま
す
。

ま
た
、
町
は
主
治
医
に
、
病
気
や
ケ

ガ
に
よ
る
障
害
の
程
度
や
痴
呆
の
状
態

な
ど
に
つ
い
て
の
医
学
的
所
見
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
う
え
で
の
留
意

事
項
な
ど
の
意
見
書
を
書
い
て
も
ら
い

ま
す
。

な
お
、
特
定
の
主
治
医
が
い
な
い
場

合
に
は
、
町
の
担
当
窓
口
に
相
談
い
た

だ
け
れ
ば
、
ど
の
医
師
の
診
察
を
受
け

れ
ば
い
い
の
か
を
指
定
し
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す
！
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俣健福松鰈 (84)4926

要介護認定基準について

要介護認定等基準時間の分類

詞三三二：
［町】

要介護等認定基準

介護保険制度にあける
要介護認定のしくみ

・上記5分野の要介護認定等基準時間が 25分以上 30分未満
またはこれに相当する状態

要支援
•上記5分野の要介護認定等基準時間が 30分未満
かつ、間接生活介助、機能訓練関連行為の2分野の要介護
認定等基準時間の合計が10分以上
またはこれに相当する状態

要介護1 ・上記5は分こ野れのに要相介当護す認る定状等態基準時間が 30分以上 50分未満
また

要介護2 •上記5は分こ野れのに要相介当護す認る定状等態基準時間が 50分以上 70分未満
また

要介護3 ・上記5は分こ野れのに要相介当護す認る定状等態基準時間が 70分以上 90分未満
また

要介護4 ・上記5は分こ野れのに要相介当護す認る定状等態基準時間が 90分以上 110分未満
また

要介護5 •上記5は分こ野れのに要相介当護す認る定状等態基準時間が 110分以上
また
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要介護認定等基準時間の算出

（コンピュータによる推計）
一次判定

□ I護認ど：査会i]]る審査定---]

●
一
次
判
定

訪
問
調
査
で
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
心
身

の
状
況
に
関
す
る
7
3
項
目
の
結
果
を
分

析
し
、
「
特
別
な
医
療
」
が
行
わ
れ
て

い
れ
ば
そ
れ
を
加
え
て
、
ど
れ
く
ら
い

の
介
護
が
必
要
で
あ
る
の
か
、
介
護
に

要
す
る
時
間
の
合
計
（
※
要
介
護
認
定

等
基
準
時
間
）
を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

使
用
し
て
推
計
し
ま
す
。
そ
れ
を
用
い

て
、
申
請
者
の
要
介
護
度
が
「
自
立
」

「
要
支
援
」
「
要
介
護11
5

」
の
い
ず

れ
に
あ
た
る
か
一
次
判
定
し
ま
す
。

一
次
判
定
の
結
果
は
最
終
的
な
決
定

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
二
次
判
定
の

た
め
の
原
案
と
な
る
も
の
で
す
。

※
要
介
護
認
定
等
基
準
時
間
は
1

分
間

タ
イ
ム
ス
タ
デ
ィ
と
い
う
特
別
な
方
法

に
よ
る
時
間
で
あ
り
、
実
際
に
家
庭
で

行
わ
れ
る
介
護
時
間
と
は
異
な
り
ま
す
。

ま
だ
、
あ
く
ま
で
も
介
護
の
必
要
性
を

量
る
「
も
の
さ
し
」
で
あ
り
、
直
接
、

訪
問
介
護
・
訪
問
看
護
等
の
在
宅
で
受

け
ら
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
合
計
時
間

と
連
動
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
二
次
判
定

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
学
識
経
験
者

5

名
程
度
の
合
議
に
よ
る
介
護
認
定
審

査
会
に
よ
っ
て
、
一
次
判
定
の
結
果
が

適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
、
必

要
に
応
じ
て
変
更
し
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
主
治
医
意
見
書
や
訪
問
調
査
の
際

の
特
記
事
項
な
ど
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
本
人
の
状
態
が
要
介
護
ご
と
に
示

さ
れ
た
「
状
態
像
の
例
」
の
ど
れ
に
近

い
か
、
最
終
的
な
判
定
が
行
わ
れ
ま
す
。

全
国
的
に
公
平
な
認
定
が
で
き
る

よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す

要
介
護
度
は
重
症
度
で
は
な
く
、
必
要

と
さ
れ
る
介
護
の
量
で
決
ま
り
ま
す

要
介
護
認
定
は
、
病
気
や
ケ
ガ
の
症

状
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
必
要
度
（
ど
れ
く
ら
い
、
介
護
の

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
）
を

判
断
す
る
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

そ
の
人
の
病
気
の
重
さ
と
要
介
護
度
の

高
さ
と
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

痴
呆
の
進
行
に
伴
っ
て
、
問
題
行
動

が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
痴
呆
の
人
で
、
身

体
の
状
況
が
比
較
的
良
好
で
あ
っ
た
場

は
い
か
、

合
、
徘
徊
を
は
じ
め
と
す
る
問
題
行
動

の
た
め
に
介
護
に
要
す
る
手
間
が
非
常

に
多
く
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
反

面
、
身
体
的
な
問
題
が
発
生
し
て
寝
た

き
り
で
あ
る
人
に
痴
呆
の
症
状
が
加
わ

っ
た
場
合
、
病
状
と
し
て
は
進
行
し
て

い
ま
す
が
、
徘
徊
等
の
問
題
行
動
は
発

生
し
な
い
た
め
、
介
護
の
総
量
と
し
て

は
大
き
く
増
え
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

①
要
介
護
認
定
は
全
国
一
律
の
基
準
で

行
わ
れ
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
判
定
を
も
と

に
、
全
国
共
通
の
心
身
の
状
態
の
例
に

照
ら
し
て
「
審
査
判
定
」
を
行
い
ま
す
。

②
訪
問
調
査
の
方
法
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
り
、
調
査
員
の
研
修
を
行
い
ま
す
。

③
介
護
認
定
審
査
会
で
の
審
査
判
定
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、
委
員
の
研
修
を

行
い
ま
す
。

④
全
国
の
市
町
村
で
、
ば
ら
つ
き
が
で

な
い
よ
う
情
報
を
広
く
共
有
し
ま
す
。

●
認
定
の
結
果
の
通
知

申
請
か
ら
原
則
と
し
て
3
0
日
以
内

に
、
町
か
ら
要
介
護
認
定
の
結
果
を
文

書
で
通
知
し
ま
す
。
「
要
支
援
」
「
要
介

護
1
\
5

」
と
認
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、

そ
の
結
果
を
も
と
に
、
ど
の
よ
う
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
か
と
い
う
ケ

ア
プ
ラ
ン
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
）
を

作
成
し
ま
す
。

認
定
の
効
果
は
申
請
日
に
さ
か
の
ほ

り
ま
す
の
で
、
申
請
す
れ
ば
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
施

行
前
の
認
定
の
効
果
は
平
成
1
2
年
4
月

か
ら
生
じ
ま
す
）

緊
急
に
介
護
が
必
要
な
場
合
に
は
、

特
例
と
し
て
、
申
請
前
に
利
用
し
た
サ

ー
ビ
ス
の
費
用
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場
合
は
費
用
の
全

額
を
い
っ
た
ん
利
用
者
が
支
払
い
、
認

定
後
に
保
険
給
付
分
が
払
い
戻
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
要
介
護
認
定
は
原
則
と
し
て

6

か
月
ご
と
に
見
直
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

状
態
が
大
き
く
変
化
し
た
場
合
に
は
、

見
直
し
期
日
を
待
た
ず
に
変
更
の
認
定

を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

要
介
護
認
定
の
結
果
に
不
服
が
あ
る

場
合
に
は
、
県
に
設
置
さ
れ
る
「
介
護

保
険
審
査
会
」
に
不
服
審
査
を
申
し
立

て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

認
定
結
果
に
納
得
で
き
な
い
場
合

の
不
服
審
査
の
申
し
立
て

(9) 平成11年 9 月 10 日直）



ちっ
～住みよい明和町をめざして～

代表的なまちづくりの手法

まちづくりの手法は、大きく分けて「個別整備手法」 「面的整備手法」 「規

制誘導手法」の 3 つに区分され、それぞれ代表的な整備手法として、以下の

ものが挙げられます。

まちづくりは、地区の状況や目的に応じて、これらのいずれかの手法ある

いはその組み合わせにより行われます。

【個別整備手法】

代表的な手法

「街路事業・公園事業」

【面的整備手法】

代表的な手法

「土地区画整理事業」

【規制・誘導手法】

代表的な手法

「地区計画制度」

先
月
号
で
は
、
「
新
里
・
中
谷
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
イ
メ
ー
ジ
」
に
つ
い

て
あ
知
ら
せ
し
ま
し
だ
の
で
、
合
月
号
で
は
、
こ
れ
を
実
現
す
る
だ
め
の

万
法
（
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
）
に
つ
い
て
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
合
後
、
町
で
は
地
区
の
特
性
に
応
じ
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
方

法
を
検
討
し
、
具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
だ
い
と
考
え
て
あ

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
積
極
的
な
参
加
と
ご
協
力
を
あ
願
い
い
だ
し
ま
す
。

〈整備前〉
●
原
則
と
し
て
生
活
道
路
や
宅
地
の
整

備
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
街
路
事
業
・
公
園
事
業
】

[
と
の
よ
う
な
事
業
か
]

●
計
画
さ
れ
た
幹
線
道
路
や
主
な
公
園

な
ど
を
、
優
先
的
に
整
備
す
る
場
合
に

用
い
る
手
法
で
す
。

●
必
要
と
な
る
道
路
・
公
園
の
用
地
を

個
別
に
買
収
し
て
（
所
有
者
等
か
ら
買

い
上
げ
て
）
整
備
を
し
て
い
き
ま
す
。

〈整備後〉 事
業
の
特
徴

●
買
収
す
る
土
地
に
建
物
な
ど
が
建
っ

て
い
る
場
合
は
、
補
償
費
が
支
払
わ
れ

ま
す
が
、
他
の
地
区
へ
の
移
転
が
必
要

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
道
路
に
面
す
る
宅
地
は
便
利
に
な
り

ま
す
が
、
そ
の
他
の
宅
地
は
そ
の
ま
ま

残
り
ま
す
。

●
道
路
・
公
園
部
分
し
か
買
収
し
な
い

の
で
、
形
の
悪
い
土
地
が
残
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

平成11年 9 月 10 日倫） (10) 



[
と
の
よ
う
な
事
業
か
]

●
一
定
の
事
業
地
区
内
に
お
い
て
、
地

区
の
皆
様
と
町
が
一
緒
に
な
っ
て
計
画

を
立
て
、
道
路
や
公
園
お
よ
び
そ
れ
ぞ

れ
の
宅
地
を
面
的
・
一
体
的
に
整
備
す

る
手
法
で
す
。

●
皆
様
か
ら
土
地
を
少
し
ず
つ
出
し
合

っ
て
い
た
だ
き
、
必
要
と
な
る
道
路
・

公
園
の
用
地
や
事
業
費
に
充
て
る
た
め

に
売
却
す
る
保
留
地
を
確
保
し
ま
す
。

（
こ
れ
を
減
歩
と
い
い
ま
す
）

〈整理前〉

●
区
域
内
の
土
地
は
、
す
べ
て
再
配
置

さ
れ
（
こ
れ
を
換
地
と
い
い
ま
す
）
移

転
が
必
要
な
建
物
も
区
域
内
の
土
地
に

移
転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

事
業
の
特
徴

●
地
区
内
の
土
地
は
、
す
べ
て
道
路
に

面
す
る
形
の
良
い
宅
地
に
整
備
さ
れ
便

利
に
な
り
ま
す
。

●
国
や
県
か
ら
補
助
金
や
技
術
指
導
も

あ
り
ま
す
。

●
地
区
の
広
さ
に
も
よ
り
ま
す
が
、
事

業
に
は
長
期
間
を
要
し
ま
す
。

●
地
区
内
権
利
者
の
負
担
や
利
益
が
公

平
と
な
る
優
れ
た
手
法
で
す
が
、
す
べ

て
の
土
地
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と
か
ら
、

皆
様
の
合
意
と
協
力
が
な
い
と
進
め
ら

れ
な
い
事
業
で
す
。

●
下
水
道
や
ガ
ス
な
ど
を
一
体
的
に
整

備
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

〈整理後〉

【
土
地
区
画
整
理
事
業
】

地区施設 三□］境界 ●
一
般
的
に
都
市
基
盤
が
比
較
的
整
備

さ
れ
た
地
区
に
お
い
て
定
め
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
計
画
で
、
あ
ら
か
じ
め
、
不

足
す
る
生
活
道
路
や
公
園
の
位
置
、
建

物
の
建
て
方
な
ど
に
つ
い
て
ル
ー
ル
を

定
め
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
制
度
で

す
。

●
地
区
施
設
に
つ
い
て

将
来
整
備
す
る
道
路
や
公
園
の
位
置

を
「
地
区
施
設
」
と
し
て
定
め
、
皆
様

が
建
物
を
建
て
る
際
に
、
そ
の
位
置
を

避
け
て
い
た
だ
き
、
用
地
を
確
保
し
ま

す
。用

地
が
確
保
さ
れ
た
「
地
区
施
設
」

（
道
路
・
公
園
等
）
か
ら
順
次
、
段
階

的
に
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

[
と
の
よ
う
な
制
度
か
]

【
地
区
計
画
制
度
】

・建物の用途を決める
（一戸建住宅に限定す
るなど）

・建物の高さの制限を
決める（最高の高さ
9m など）

．壁面の位置を決める

・敷地面積の最低 ．垣・柵の構造を決める
限度を決める （生垣など）

制
度
の
特
徴

●
建
物
の
建
て
方
に
つ
い
て

敷
地
面
積
の
最
低
限
度
や
建
築
で
き

る
建
物
の
用
途
、
高
さ
、
ま
た
壁
面
の

位
置
や
生
け
垣
化
な
ど
に
つ
い
て
、
一

定
の
ル
ー
ル
を
定
め
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
に
よ

り
、
統
一
感
の
あ
る
良
好
な
ま
ち
な
み

を
形
成
し
ま
す
。

●
地
区
計
画
制
度
は
、
「
ま
ち
づ
く
り

の
ル
ー
ル
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
皆
様
に

守
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
少
し

ず
つ
道
路
や
公
園
な
ど
の
「
地
区
施
設
」

や
ま
ち
な
み
が
整
備
さ
れ
る
た
め
、
整

備
に
は
長
期
間
を
要
し
ま
す
。

●
原
則
的
に
道
路
や
公
園
は
、
施
設
整

備
時
に
買
収
し
て
個
別
に
整
備
し
て
い

き
ま
す
。

●
ル
ー
ル
を
定
め
る
時
に
は
、
地
区
の

皆
様
の
同
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

(11) 平成11年 9 月 10 日倫）



町
ぉ

か

知
-
°
ら

の
せ

町
で
は
、
1
1
月
に
社
会
福
祉
大
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
席
上
、
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
婚
者
・
金
婚
者
表
彰
を
行
い
ま
す
の

で
、
該
当
者
は
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者
は
、
昭
和
1
4
年
1
2

◇
会
場

月
3
1
日
以
前
に
婚
姻
届
け
出
を
さ
れ
た
か

た
。
金
婚
者
は
、
昭
和

2
4年
1

月
1

日
か

ら
1
2
月
3
1
日
ま
で
の
間
に
婚
姻
届
け
出
を

さ
れ
た
か
た
で
す
。

該
当
者
は
、

1
0月
1
5
日
⑤
ま
で
に
保
健

保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）

C
閥
4
9
2
6

福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

該
当
者
は

1
0
月
1
5
日
⑥
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者
・
金
婚
者
は
届
け
出
を
I
.

第
4

回
線
引
き
見
直
し
に
よ
り
館
林
都

市
計
画
の
変
更
が
計
画
案
ど
お
り
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

◇
市
街
化
区
域
及
び
市
街
化
調
整
区
域

の
変
更

告
ホ
番
号
群
馬
県
告
示
第

4
9
3

号

平
成
1
1
年8
月
2
4日
群
馬
県
知
事

0
新
た
に
市
街
化
区
域
に
編
入
す
る
区
域

館
林
市
富
士
原
町
及
び
近
藤
町
の
各

一
部
約

3
4
.
o
h
a

館
林
市
花
山
町
の
一
部
約

1
6
.
l
h
a

千
代
田
町
大
字
上
五
箇
、
大
字
上
中

か
や

森
及
び
大
字
萱
野
の
各
一
部
約
4
1
.
2
h
a

0
新
た
に
市
街
化
調
整
区
域
に
編
入
す

る
区
域

邑
楽
町
大
字
鶉
の
一
部
約

1
.
9
h
a

※
な
お
、
関
係
図
書
は
、
県
庁
都
市
計
画

課
、
役
場
都
市
開
発
課
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

役
場
都
市
開
発
課

内
線
3
7
1

関
係
図
書
は
役
場
都
市
開
発
課
で
ご
覧
く
だ
さ
い

館
林

都
市

計

画
案
決
定

平
成
1
2
年4
月
に
新
し
く
開
園
予
定
の

明
和
保
育
園
の
園
児
募
集
説
明
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
入
園
を
希
望

さ
れ
る
か
た
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

9

月

1
8日
出

午
前
8

時
3
0
分
か
ら
約1
時
間

程
度

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
会
室

◇
対
象
児

0

歳
1
5

歳
児

◇
入
園
資
格
町
内
の
住
民
で
母
親
が

働
い
て
い
た
り
、
病
気
な
ど
で
幼
児

の
保
育
に
当
た
れ
ず
、
ほ
か
に
も
保

育
に
当
た
る
人
が
な
く
、
家
庭
で
の
保

育
に
欠
け
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
の
幼

児
等
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉

保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）

C
閥
4
9
2
6

セ
ン
タ
ー
内

ヽ
4
0

し

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

入
園
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
ご
出
席
く
だ
さ
い

保
育
園
児
募
集
説
明
会

開
催

辛島美登里
日 時 12月 3 日（金）

場午後 6 時30分

演午後 7 時00分

開
開

会場

入場料

クリスマスコンサート

明和町ふるさと産業文化館

s 席指定 4, 0 0 0 円

A席自由 3, 5 0 0 円

※当日は 2 0 0 円増

9 月 19 日（日）

午前 8 時30分から、ふるさと

産業文化館窓口で販売します。

王催明和町教育委員会

後援明和町文化協会

問い合わせ

明和町ふるさと産業文化館

名 0276-84-5555

前売開始

ゴミは分別して出しましょう！ 平成11年 9 月 10 日倫） (12) 



役 場 ft (84) 31111 

明
和
町
民
（
石
川
俊
夫
、
高
橋
正
雄
、

江
森
浩
）
の
か
た
か
ら
「
明
和
村
が
集
め

た
粗
大
ご
み
を
適
切
な
処
理
を
せ
ず
に
、

村
の
給
食
セ
ン
タ
ー
敷
地
に
埋
め
た
。
こ

れ
を
搬
出
し
、
元
の
と
お
り
に
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
の
訴
訟
に
つ
い

て
判
決
の
言
い
渡
し
が
8

月
2
5
日
、
前
橋

地
方
裁
判
所
（
村
田
達
生
裁
判
長
）
で
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
判
決
に
は
、
原
告
側
3

名
と
被
告

代
理
人
（
森
尻
弁
護
士
）
が
出
廷
し
ま
し

た
。
こ
の
日
は
、
当
初

6

月
9

日
に
判
決

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
7

月
1
4
日

に
裁
判
所
か
ら
原
告
側
に
対
し
訴
え
の
最

終
確
認
を
行
う
と
い
う
経
過
を
経
て
、
判

決
が
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。

判
決
文
の
内
容
は
「
主
文
」
①
原
告
ら

の
訴
え
を
い
ず
れ
も
却
下
す
る
。
②
訴
訟

費
用
は
原
告
ら
の
負
担
と
す
る
。
と
あ
り
、

次
に
「
事
実
お
よ
び
理
由
」
と
し
て
①
原

告
の
請
求
②
事
案
の
概
要
③
裁
判
所
の
判

断
④
結
論
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
中
で
、
裁
判
所
の
判
断
と
し
て
原
告
が

監
査
請
求
を
し
た
日
は
、
事
実
が
あ
っ
た

訴
え
は
い
ず
れ
も
却
下

◇
対
象
児
町
内
に
住
所
を
有
す
る

3

歳
児
(
H
8
.
4
.
2
1
H
9
.
4
.
1

生
）

4

歳
児
(
H
7
.
4
.
2
1
H
8
.
4
.
1

生
）

5

歳
児
(
H
6
.
4
.
2
1
H
7
.
4
.
1

生
）

◇
募
集
人
員

1
5
0

名

(
3歳
児
1
5

農
地
利
用
集
積
促
進
奨
励
金
交
付
事
業
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
は
農
地
の
貸
し
手
に
奨

励
金
が
支
払
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
平
成

歳
児
）
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◇
就
園
幼
稚
園
明
和
町
立
明
和
幼
稚
園

（
明
和
町
田
島8
番
地
の
1
)

◇
募
集
期
間

9

月

1
0
日
⑤
＼
3
0
日
因

1
2年
4

月
1

日
以
降
か
ら
借
り
手
に
も
支

払
わ
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
役
場
経
済
課
へ
お
問
い

平
成
1
2年
4

月
1

日
以
降
か
ら

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
（
中
央
公
民
館
内
）
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
中
央
公

民
館
内
）

C
閥
4
4
9
1

役
場
経
済
課

内
線
3
5
3

住
民
訴
訟
問
題
（
粗
大
ご
み
処
分
）
判
決
下
る

日
か
ら
1

年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
こ
れ

に
つ
い
て
正
当
な
理
由
も
な
い
か
ら
本
件

の
訴
え
は
適
法
な
監
査
請
求
を
経
た
も
の

と
は
言
え
な
い
。
よ
っ
て
、
本
件
訴
え
は
、

そ
の
余
の
点
（
公
判
の
中
で
は
埋
め
立
て

に
つ
い
て
の
状
況
調
べ
も
行
っ
て
い
る
）

を
判
断
す
る
ま
で
も
な
く
、
い
ず
れ
も
不

適
法
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
却
下
す
る
と

あ
り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
裁
判
の
経
過
に

つ
き
ま
し
て
は
、
後
日
町
民
の
か
た
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
地
の
借
り
手
に
も
奨
励
金
が
支
払
わ
れ
ま
す

9

月

3
0日
⑧
ま
で
に
あ
申
し
込
み
く
だ
さ
い

平
成

1
2年
度
幼
稚
園
児
募
集

ご協力ありがとう

保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
）

C
飼
4
9
2
6

町
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
赤

十
字
事
業
に
つ
き
ま
し
て
格
別
な
ご

支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
本
年
も
多
額
の
社
費
（
寄

附
金
）
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
資
金
は
、
災
害
救
助
を

は
じ
め
と
し
て
国
際
救
助
活
動
や
各

種
の
社
会
福
祉
活
動
な
ど
に
使
わ
れ

る
た
め
早
速
全
額
日
本
赤
十
字
社
群

馬
県
支
部
へ
送
金
し
ま
し
た
。

◇
社
費
2

、

4
4
0

、

0
0
0

円

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
明
和
町

実
施
委
員
会
と
保
護
司
会
が
中
心
と

な
り
、
町
民
の
皆
様
に
募
金
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
し
た
結
果
、
多
額
の

浄
財
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

浄
財
は
、
運
動
の
趣
旨
に
の
っ
と
り

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
づ

く
り
の
た
め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◇
募
金
3
9
3

、

4
2
4

円

「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
封
筒
募
金

ございました

日
本
赤
十
字
社

の
社
費
（
寄
附
金
）

(13) 平成11年 9 月 10 日倫） 分ければ資源・混ぜればゴミ



すばらしい体験をしてきます
国際交流研修事業壮行会

中
学
生
の
国
際
交
流
研
修
事
業
壮
行
会
が
8

月
6

日
に

中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
1
0
人
の
派
遣
生
徒
の
紹
介
と
引

率
者
の
あ
い
さ
つ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
国
際
人
と
し
て
通
用
す
る
よ
う
な
人
材
育

成
の
た
め
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
3

回
目
。

町
で
は
、
治
安
が
良
く
時
差
の
少
な
い
英
語
圏
の
国
、
研

修
後
も
お
互
い
に
交
流
が
図
れ
る
国
と
い
う
こ
と
で
オ
ー

9

ス
ト
ラ
リ
ア
の
コ
ー
ロ
ー
ハ

r
C
ィ
ス
ク
ー
ル
ヘ
中
学
生
を
派

遣
し
て
い
ま
す
。

代
表
の
柿
沼
洋
平
君
は
、

、
＇｀

あ
い
さ
つ
で
「
自
然
と
動
物

と
人
間
が
お
お
ら
か
に
暮
ら

す
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
生
活
を

共
に
し
な
が
ら
英
語
を
学
ぶ

こ
と
は
と
て
も
す
ば
ら
し
い

体
験
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

と
海
外
研
修
へ
の
意
欲
と
抱

負
を
言
葉
に
表
し
て
い
ま
し

こ
。t
 なお

、
研
修
報
告
は
1
1
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

e
 ̀

 『
K

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
写
真
は
差
し
上
げ
ま
す
。

役
場
企
画
課

6
闊3
1
1
1

抱負を述べる生徒

知事選の投票偏良地区を表彰
投票率第 1 位は入ケ谷地区

7

月
4

日
に
行
わ
れ
た
群
馬
県
知
事

選
挙
の
投
票
総
参
加
運
動
成
績
優
良
地

区
表
彰
式
（
町
内
行
政
区
単
位
）
が
8

月
2
0
日
、
各
地
区
の
区
長
ら
2
0
人
ほ
ど

が
出
席
し
て
、
役
場
会
議
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

投
票
率
第
1

位
1
1

入
ケ
谷

(
8
4
.

1
6
%
)
、
第
2

位
1
1

斗
合
田
(
7
2
.
5
7
%
)

、

第
3

位
1
1

川
俣

(
7
2
.
3
3
%
)
の
上
位

地
区
に
原
口
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
記
念
品
代
の

金
一
封
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
県
投
票
率

(
4
0
.
1
5
%
)
を

上
回
っ
た
上
位
3

行
政
区
以
外
の
地
区

に
努
力
賞
が
贈
ら
れ
労
を
ね
き
ら
い
ま

し
た
。

介護認定審査会で協定調印

明和町と館林市・邑楽郡4町

市
同

, 

調印式での江原助役（左から2番目）

表彰状を受け取る入ケ谷区長

来
年
4

月
の
介
護
保
険
制
度
導
入
を
控

え
、
明
和
町
と
館
林
市
・
邑
楽
郡

4

町
の

首
長
ら
6

人
が
8

月
1
8
日
、
館
林
市
役
所

で
「
館
林
市
外
五
町
介
護
認
定
審
査
会
の

共
同
設
置
に
関
す
る
協
定
書
」
に
調
印
し

ま
し
た
。
明
和
町
か
ら
は
、
町
長
の
代
理

と
し
て
江
原
助
役
が
出
席
。
こ
の
協
定
は

6

市
町
で
介
護
認
定
審
査
会
を
共
同
設
置

し
、
要
介
護
認
定
事
務
を
公
平
、
効
率
的

に
行
う
こ
と
を
目
的
に
結
ば
れ
た
も
の
で

す
。審

査
会
委
員
に
は
、
保
健
・
医
療
•
福

祉
の
分
野
か
ら
4
2
人
を
委
嘱
し
、7
人
か

ら
成
る
6

合
議
体
で
1
0
月
中
旬
か
ら
二
次

判
定
審
査
に
当
た
る
予
定
で
す
。

平成11年 9 月 10 日倫） (14) 



だるまおとしに挑戦
昔遊び教室

中
央
公
民
館
主
催
の
昔
遊
び
教
室

「
だ
る
ま
お
と
し
」
が8
月
7

日
、
小
学

生
ら
1
8
人
の
出
席
を
得
て
同
館
で
開
か

れ
、
手
作
り
遊
び
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
昔
遊
び
を
通
し
て
創

作
技
術
を
高
め
、
集
団
遊
び
の
楽
し
さ

を
味
わ
っ
て
も
ら
う
の
が
目
的
。

参
加
者
は
、
講
師
の
大
澤
新
一
先
生

か
ら
輪
切
り
に
し
た
木
を
だ
る
ま
の
形

に
な
る
よ
う
ナ
イ
フ
を
使
っ
て
削
る
コ

ツ
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。
小
学
生
は

「
ナ
イ
フ
で
木
を
削
る
と
こ
ろ
が
難
し
か

っ
た
が
、
木
づ
ち
で
打
っ
て
抜
き
取
っ

た
と
き
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
」
と

楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

文書の入カ・修飾を学ぶ
勤労者パ‘ノコン教室

講師の説甲を熱心に聴いている受講生

町
で
は
、
勤
労
者
を
対
象
に
し
た
パ
ソ

コ
ン
教
室
を
8

月
2
3
日
か
ら
2
7
日
ま
で5

回
に
わ
た
り
、
明
和
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
教

室
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
工
場
・
事
務
所
の

O
A

化
が
進
む
な
か
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
的

技
術
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
今
回
初

め
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

講
師
に
U

シ
ス
テ
ム
開
発
の
滝
沢
幸
恵

先
生
ら
3

人
を
迎
え
、
3
3
人
の
受
講
者
は

基
本
操
作
や
文
書
の
入
力
、
文
書
の
修
飾

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
て
み
た
い
の
で
操
作

を
学
び
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

紙やすリで仕上げをする参加者

思い思いの浴衣で
保育園の七夕まつり

中
央
保
育
園
で
は
8

月
3

日
の
夜
、
短

冊
や
ち
ょ
う
ち
ん
で
飾
ら
れ
た
園
庭
で
七

夕
ま
つ
り
を
行
い
ま
し
た
。

思
い
思
い
の
浴
衣
や
甚
平
を
着
た
園
児

た
ち
は
、
「
七
夕
」
の
歌
や
盆
踊
り
を
し

た
後
、
明
和
稲
妻
会
の
太
鼓
な
ど
に
合
わ

せ
、
手
作
り
み
こ
し
を
担
い
だ
り
、
ま
た
、

夜
店
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
家
族
と
一
緒
に
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

盆
踊
り
を
見
て
い
た
お
母
さ
ん
は
「
去

年
は
私
に
し
が
み
つ
い
て
い
て
ば
か
り

で
、
踊
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
今
年
は

安
心
し
て
見
て
い
ら
れ
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
な
お
、
西
保
育
園
で
は

8

月

5

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

\ 
手づくリみこし「トーマス号」を担ぐ園児

観害は舞台に釘づけ
群響ファミリーコンサート

十束尚宏さんの指揮によるコンサート

8

月
2
8
日
、
磯
野
貴
理
子
さ
ん
の
名
司

会
で
行
わ
れ
た
「
県
民
音
楽
の
ひ
ろ
ば
」

群
響
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
。
当
日
、

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
に
は
5
5
8

人
の

町
民
ら
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

今
回
洟
奏
さ
れ
た
曲
は
、
ア
ン
コ
ー
ル

曲
ド
リ
ー
ブ
の
コ
ッ
ペ
リ
ア
の
ワ
ル
ツ
も

含
め
8

曲
で
、
ハ
チ
ャ
ト
ゥ
リ
ャ
ン
の

『
剣
の
舞
』
や
ス
メ
タ
ナ
の
『
モ
ル
ダ
ウ
』
、

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
『
く
る
み
割
り
人

形
』
な
ど
、
名
曲
も
含
ま
れ
て
お
り
、
貴

理
子
さ
ん
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
絶
妙
な

ト
ー
ク
と
群
馬
交
響
楽
団
に
よ
る
素
晴
ら

し
い
演
奏
に
、
観
客
は
舞
台
に
釘
づ
け
で

し
た
。
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-ニ-"'"9．ー、一
公共施設送迎バスを利用するかたがた

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
あ
寄
せ
い
だ
だ
い
だ

「
町
へ
の
手
紙
」
の
一
部
と
そ
の
回
答
を
褐
載
し
ま
す
。
な
あ
、

ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
質
問
の
文
書
表
現
を
一
部
簡
略
化
さ
せ
て

い
だ
だ
き
ま
し
だ
。

町
営
バ
ス
は
、
役
場
に
用
の
な

Q
い
人
以
外
は
乗
れ
な
い
の
で
し

ょ
う
か
。
（
大
輪
男
性
）

町
営
バ
ス
は
、
公
共
施
設
送
迎

A

バ
ス
で
す
か
ら
、
役
場
以
外
に

も
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
ふ
る
さ
と
産

業
文
化
館
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
川
俣
駅

等
に
行
く
場
合
に
も
、
も
ち
ろ
ん
乗
車

で
き
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
（
保
健
福
祉
課
）

空
施
設
を
利
用
し
て
子
ど
も
の

遊
び
部
屋
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い

空
施
設
を
利
用
し
て
館
林
の
児

Q
童
セ
ン
タ
ー
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
よ
う
な
子
ど
も
の
遊
び
部

屋
を
つ
く
つ
て
ほ
し
い
。
小
さ
な
子
ど

も
と
母
親
が
、
好
き
な
時
間
に
遊
具
や

絵
本
の
あ
る
部
屋
に
遊
び
に
行
っ
て
、

ほ
か
の
母
子
と
も
交
流
し
た
い
た
め
。

遊
具
、
絵
本
は
不
要
品
を
集
め
て
使
用

町
営
バ
ス
は
、
役
場
に
行
く
と
役
場
以
外
に
行
く
と
き
も
乗
車

き
以
外
は
乗
れ
な
い
の
で
す
か
で
き
ま
す

内
"
“
が
員oi

来
年
開
園
す
る
新
し
い
保
育
園

で
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

運
営
を
予
定
し
て
い
ま
す

町
で
は
上
江
黒
に
東
部
児
童
館

A
を
設
置
し
て
、
月
曜
日
か
ら
土

曜
日
ま
で
の
午
後
1

時
よ
り
午
後
5

時

ま
で
児
童
厚
生
員
が
1

人
つ
い
て
児
童

館
の
運
営
を
し
て
い
ま
す
。
開
館
時
間

中
は
、
い
つ
行
っ
て
い
た
だ
い
て
も
結

構
で
す
。
ま
た
、
遊
具
や
絵
本
も
た
＜

さ
ん
あ
り
ま
す
し
、
広
い
部
屋
も
あ
り

ま
す
の
で
ぜ
ひ
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
来
年
開
園
す
る
新
し
い
保
育

園
で
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
保
育
園
の
中
に
そ
の
部
屋

を
設
け
、
そ
こ
で
は
保
育
園
に
入
園
し

て
い
な
い
親
子
を
対
象
に
、
ふ
れ
あ
い

保
育
と
か
、
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や

困
り
ご
と
な
ど
を
ベ
テ
ラ
ン
保
育
士
が

相
談
指
導
を
し
て
い
く
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

（
保
健
福
祉
課
）

し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

（
江
口
女
性
）

Q
子
ど
も
が
成
人
し
て
か
ら
は
、

子
ど
も
会
は
卒
業
し
た
考
え
で

い
ま
し
た
。
今
は
子
ど
も
も
い
な
く
、

地
域
に
よ
っ
て
行
政
、
考
え
方
も
多
少

差
異
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
強
制
的
に

子
ど
も
会
会
費
を
徴
収
し
な
け
れ
ば
運

営
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
国
、
ま

た
は
自
治
体
等
で
補
助
金
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
地
区
の
組
長
か
ら
「
ハ
イ
、

子
ど
も
会
費
い
く
ら
で
す
」
で
は
納
得

で
き
ま
せ
ん
。
町
内
に
居
住
し
、
こ
の

よ
う
な
形
が
継
続
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。
（
新
里
男
性
）

は
じ
め
に
ど
の
地
域
も
組
織
と

A
し
て
「
子
ど
も
会
」
と
「
子
ど

も
会
育
成
会
」
が
行
政
区
単
位
で
組
織

さ
れ
て
い
る
の
が
通
常
で
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
任
意
（
自
主
）
団
体
で
あ
り

ま
す
。
（
町
な
ど
公
的
機
関
が
構
成
員

を
委
嘱
し
て
い
る
団
体
で
な
い
団
体
）

ご
承
知
か
と
思
い
ま
す
が
「
子
ど
も

会
」
は
子
ど
も
を
構
成
員
と
す
る
集
団

で
あ
り
「
子
ど
も
会
育
成
会
」
は
子
ど

も
会
に
対
し
、
物
質
的
、
精
神
的
な
援

助
を
行
い
子
ど
も
た
ち
が
自
主
的
に
活

動
で
き
る
よ
う
側
面
か
ら
手
を
差
し
伸

べ
る
、
大
人
た
ち
が
構
成
員
に
な
っ
て

い
る
集
団
で
あ
り
ま
す
。

地
域
の
か
た
と
よ
く
話
し
合
っ

て
く
だ
さ
い

子
ど
も
会
の
会
費
徴
収

に
つ
い
て

で会大レ＇ノボジツド

つ
ま
り
「
子
ど
も
会
」
と
「
子
ど
も

会
育
成
会
」
は
、
車
の
両
輪
の
よ
う
な

も
の
で
、
互
い
に
親
密
に
関
係
し
合
っ

て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
1
6行
政
区
単
位
の
「
子
ど
も
会
育
成

会
」
の
集
合
体
が
「
明
和
町
子
ど
も
会

育
成
団
体
連
絡
協
議
会
」
1
1

（
通
称
、

町
子
育
連
）
と
し
て
町
全
域
を
対
象
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
単
位
「
子
ど
も
会
育
成
会
」
お

よ
び
「
町
子
育
連
」
に
は
青
少
年
育
成

関
係
団
体
の
一
団
体
と
し
て
町
か
ら
育

成
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

ご
質
問
は
、
地
域
の
単
位
子
ど
も
会

育
成
会
費
を
指
し
て
い
る
の
か
と
思
い

ま
す
が
前
述
い
た
し
ま
し
た
と
お
り
、

子
ど
も
さ
ん
が
い
る
か
ら
と
か
、
い
な

い
か
ら
と
か
で
な
く
、
国
の
将
来
を
担

う
の
は
子
ど
も
た
ち
で
す
。
子
ど
も
た

ち
の
健
康
で
伸
び
伸
び
と
心
豊
か
な
成

長
を
願
う
の
は
万
人
共
通
の
願
い
で
あ

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
強
制
で
は
な
い

と
考
え
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
慣

例
、
事
情
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

地
域
の
か
た
と
よ
く
話
し
合
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
納
得
い
た
だ
け
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

ご
質
問
に
つ
き
ま
し
て
は
、
任
意
団

体
に
関
す
る
こ
と
で
す
の
で
行
政
と
し

て
コ
メ
ン
ト
す
る
立
場
に
あ
り
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
い
た
だ
き
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）
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地
域
商
業
の
振
興
並
び
に
地
域
の
活

動
に
貢
献
し
て
い
る
南
大
島
の
小
松
原

孝
之
さ
ん
お
よ
び
千
津
井
の
小
林
勉
さ

ん
が
7

月

2
2
日
、
前
橋
市
内
で
開
か
れ

た
中
心
市
街
地
活
性
化
法
施
行
1

周
年

記
念
大
会
の
席
上
、
群
馬
県
知
事
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

商
業
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
小
松
原

さ
ん
は
、
商
業
関
係
者
の
組
織
化
に
取

り
組
み
、
商
業
の
活
性
化
に
取
り
組
む

力
を
向
上
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
前 小林

矢
島
の
泉
田
和
作
さ
ん
は
、
8

月

勉さん 小松原孝之さん

農
業
共
済
事
業
の
普
及
推
進
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
た
入
ケ
谷
の
金
子
多
勝

さ
ん
に

8

月
2
7
日
、
館
林
邑
楽
農
業
共

済
事
務
組
合
副
管
理
者
の
斎
藤
町
長
か

ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

こ
。t
 

金
子
さ
ん
は
、
損
害
評
価
員
や
共
済

支
部
長
の
要
職
を
9

年
以
上
の
長
き
に

わ
た
り
務
め
ら
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

5

日
に
社
会
福
祉
の
た
め
に
と
2
0

0

万
円
を
町
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
高
額
な
寄
附
に
感
謝
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
寄
附
の
趣
旨
を

尊
重
し
、
有
効
に
役
立
た
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

泉
田
和
作
さ
ん
町
に
2
0
0

万
円
寄
附

農
業
共
済
事
業

功
労
表
彰
に

金
子
多
勝
さ
ん

花 rJ
 

よ み

花いっぱい運動を推進している町では、町民

のかたがたに一層花に関心を持っていただくた

め、同運動の一環として今月号から「花ごよみ」

のコーナーを設けます。

花と緑に包まれたまちづくりを進めるうえ

で、花の種のまき時などを掲載しますので目安

としてください。
はし,,

9 月の播種
トルコぎきょう （開花

6 ~ 7 月）
カーネーション（開花

6 ~ 7 月）
わすれな草（開花 4~

5 月）
パンジー（開花 1 1~ 

6 月）など

商
工
会
商
業
部
長
と
し
て
地
域
発
展
に

貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

次
代
を
担
う
商
業
者
表
彰
を
受
け
ら

れ
た
小
林
さ
ん
は
、
個
店
の
経
営
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
強
力
な
顧
客
吸
引

力
を
発
揮
し
、
地
域
商
業
の
活
力
向
上

に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、

商
工
会
青
年
部
副
部
長
と
し
て
会
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

期
会
公
募
展

美
術
団
体
・
一
期
会
の
第
3
4
回
公
募

展
が
8

月

2
1
日
か
ら
3
0
日
ま
で
、
東
京

都
上
野
の
東
京
都
美
術
館
で
開
催
さ

れ
、
本
町
梅
原
の
始
澤
晴
夫
さ
ん
が
内

閣
総
理
大
臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

始
澤
さ
ん
の
作
品
は
、
油
彩
画
「
会

津
磐
梯
山
」
で
大
き
さ
は
、
は
が
き
8
0

枚
分
ほ
ど
。
今
回
の
公
募
展
に
は
全
国

か
ら
約
4
0
0

点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

過
去
に
文
部
大
臣
賞
な
ど
も
受
賞
さ

れ
現
在
、
一
期
会
の
理
事
を
務
め
る
始

澤
さ
ん
は
「
こ
の
受
賞
を
機
会
に
外
国

の
展
覧
会
に
も
出
品
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
ふ
る
さ
と
に

絵
か
き
を
育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

地
域
商
業
の
振
興
に
貢
献

小
松
原
孝
之
さ
ん
．
小
林
勉
さ
ん

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

内
閣
総
理
大
臣
賞
に

始
澤
晴
夫
さ
ん

受賞作油彩画「会津磐梯山」

(17) 平成11年 9 月 10 日倫）



町
で
は
、
昨
年
の
町
制
施
行
に
伴
う

記
念
事
業
と
し
て
「
町
民
ウ
ォ
ー
ク
＆

ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
す
。

だ
れ
に
で
も
参
加
で
き
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
心
身
の
健
康

づ
く
り
に
役
立
て
、
人
と
の
和
を
広
げ

な
が
ら
楽
し
く
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
期
日

1
0
月
2
3
日
田

◇
対
象
町
内
在
住
者
（
た
だ
し
、
小

学
3

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

◇
集
合
場
所
ふ
る
さ
と
の
広
場

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

1
0月

1
0

日
⑪
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
お
申

町
制
施
行
記
念
第
1

回
町

民
ウ
ォ
ー
ク
＆
ウ
ォ
ー
ク

募

集
6

1

 

2

1

 

6

5

 

4

5

 

)

-

)

 

4

4

 

館
⑱
夕
侶

＾
＂
~
育
〖
ン

6

•
|
体
セ

"
"
“
"
"
会
洋

。
社
海

員
"
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◇
日
時

1
0月
2

日
か
ら
1
1
月
2
0日
ま

で
の
毎
週
土
曜
日
午
後

2

時
1
3

土
寸

n
n
ド

◇
対
象
者
町
内
在
住
の

5
1
6

歳
児

（
就
学
前
児
童
）

◇
募
集
人
員

2
0人

◇
参
加
費
入
会
金

5
0
0

円
会
費

4
、

0
0
0

円

(
8回
分
）

◇
募
集
期
間

9

月

1
9日
仰
の
午
前

9

時
1
3
0日
困

◇
申
し
込
み
参
加
費
を
添
え
て
海
洋

セ
ン
タ
ー
ヘ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
長
期
水
泳
教
室
（
幼
児

ア
ク
ア
）
に
在
籍
し
て
な
い
児
童
を

優
先
し
ま
す
。

◎
表
彰
基
準

◇
町
民
が
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
に
お
い

て
優
秀
な
成
績
（
3

位
以
内
）
を
収

め
た
者
（
団
体
）

◎
対
象
期
間

◇
平
成
1
0年
1
0月
1

日
か
ら
平
成
1
1
年

9

月

3
0日
ま
で

◎
表
彰

◇
1
0
月
1
0日
⑪
開
催
の
町
民
体
育
祭
の

開
会
式
前
に
行
い
ま
す
。

※
該
当
者
（
団
体
）
は
、
9
月
3
0日
困

ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

競
技
優
秀
者
（
団
体
）

を
表
彰
し
ま
す

該
当
者
は
ご
連
絡
を

幼
児
ア
ク
ア

短
期
水
泳
教
室

し
込
み
く
だ
さ
い
。

ごる

熱戦を繰り広げる参加者

町
民
マ
ラ
ソ
ン
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
、
8

月

2
2日
午
前
8

時
か
ら
午
後
8

時
ま
で
の

1
2時
間
、
中
学
校
校
庭
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
合
併
3
5周
年
を
記
念

し
て
平
成
2

年
か
ら
開
か
れ
て
い
る
も

の
で
、
参
加
者
の
心
の
ふ
れ
あ
い
や
っ

な
が
り
を
つ
く
る
の
が
目
的
。
試
合
は

町
の
花
「
菊
」
組
と
町
の
木
「
つ
げ
」

組
の
対
抗
で
、

6
0分
か
ら
7
5分
の
リ
レ

ー
方
式
に
よ
り
、
築
比
地
教
育
長
の
始

球
式
で
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
協
会
登
録
チ
ー
ム
、
小
・
中
学
校

P
T
A

、
企
業
な
ど
2
0チ
ー
ム
、
延
べ

9
f

'
`
'
’
-
-
l
1

』
Eニ

ー
ー·
L
『9]
­

I
)
)
 

』
·
:
-
ii

」

つ
げ
組
が
勝
利

第
1

回
町
民
マ
ラ
ソ
ン

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

結

町
子
ど
も
会
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
が

8
月
2
2日
、
社
会
体
育
館
で
1
7
チ
ー
ム

約
3
2
0

人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し

て
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
団
体
ス
ポ
ー
ツ
の
楽

し
さ
と
規
律
の
重
要
性
を
育
み
、
地
区

子
ど
も
会
の
交
流
を
図
る
の
が
目
的
。

参
加
者
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に

1
7チ
ー
ム
が
熱
戦
を
展
開

第
1

回
町
子
と
も
会

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

優勝した「新里A 」

約
3
5
0

人
が
参
加
し
、
残
暑
が
厳
し

い
な
か
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

勝
敗
は
、
5
5回
ま
で
進
み
1
0
7

対

6
3
で
つ
げ
組
が
昨
年
に
続
い
て
勝
利
を

収
め
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
賞
、

フ
ァ
イ
ン
プ
レ
イ
賞
、
敢
闘
賞
の
表
彰

や
勝
敗
チ
ー
ム
と
得
点
の
予
想
投
票
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

し
な
が
ら
練
習
の
成
果
を
十
分
発
揮

し
、
暑
さ
に
負
け
ず
熱
戦
を
展
開
し
ま

し
た
。

な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
新
里

A

準
優
勝
須
賀

3

位
南
大
島

A

3

位
川
俣

関
東
マ
ス
タ
ー
ズ

6
0歳
代
・
奈
良
原
勇
三
郎

2

位

3
0
0
0
m
l
l

分
3
2秒
1
7

6
5
歳
代
・
始
澤
重
信

1

位
円
盤
投
げ
3
4
m
3
9

2

位
や
り
投
げ

3
0
m
6
0

群
馬
マ
ス
タ
ー
ズ

6
0歳
代
・
奈
良
原
勇
三
郎

1

位

1
5
0
0
m
5

分
1
8秒
4
6

1

位

5
0
0
0
m
2
0

分
5
4秒
1
4

6
0歳
代
・
小
平
弘

3

位
走
幅
跳
4
m
2
4

3

位
三
段
跳

9
m
o
l

6
5
歳
代
・
始
澤
重
信

1

位
円
盤
投
げ
3
4
m
3
4

1

位
や
り
投
げ
2
8
m
9
2

マ
ス
タ
ズ

陸
上
競
技
選
手
権
大
会

（
入
賞
者
・
敬
称
略
）

優
勝
上
江
黒

A

準
優
勝
田
島

C

3

位
上
江
黒

B

第
1

回
老
人
ク
ラ
ブ

ペ
タ
ン
ク
大
会

平成11年 9 月 10 日僅） (18) 



ェ
ロ
<
L
L
J
エ

`
L
.

i
 冗

二
]
p
『

o
oこH

E
A

H
E
A
L
T
r

i

,

.

 

鶴纏
これが結核のサインです
結核の症状はかぜによく似ています。

次のような症状が 2 週間以上長びいたと

きは、医師の診断を受けましょう。

轡 □兌 0 応[-,口
'ー: 

。片

に -3 
用心I.
 結

核
は
か
つ
て
「
国
民
病
」
と
恐
れ

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
戦
後
医
療
や
生

活
水
準
の
向
上
の
お
か
げ
で
ず
い
ぶ
ん

と
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
今

な
お
毎
年
4

万
2

千
人
の
患
者
が
あ
ら

た
に
発
生
し
、
3

千
人
近
く
が
こ
の
病

気
で
命
を
落
と
し
て
い
る
の
で
す
。

最
近
そ
の
結
核
の
減
り
方
が
鈍
く
な

り
、
重
症
で
発
病
す
る
人
が
目
立
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
昔
、
結
核

の
感
染
を
受
け
た
高
齢
者
の
人
口
が
増

え
た
こ
と
、
若
い
世
代
で
は
未
感
染
者

が
多
い
た
め
学
校
や
職
場
で
排
菌
す
る

患
者
が
で
る
と
、
一
度
に
多
数
の
結
核

感
染
が
発
生
す
る
集
団
感
染
が
多
く
な

っ
て
き
た
こ
と
、
在
日
外
国
人
の
結
核

患
者
が
増
加
し
て
き
て
い
る
こ
と
に
関

係
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
「
ま
だ
ま
だ
油
断

の
で
き
な
い
結
核
」
、
あ
な
た
も
見
直

し
ま
せ
ん
か
。

1

赤
ち
ゃ
ん
は
早
め
に
B
C
G
接
種
を

2

日
こ
ろ
か
ら
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

3

家
族
や
友
人
、
同
僚
が
結
核
に
か
か

っ
て
し
ま
っ
た
ら
進
ん
で
検
診
を

4
「
た
ば
こ
」
に
つ
い
て
も
考
え
て
く

だ
さ
い

/ 

` 
変更｛※し◎耳鼻科科人の祝• は日館林邑楽全地区 館林地区 千代田

板倉地区

休 産婦人科 耳鼻科 内科外科
明和地区

なにみI る限一

9 月 19 日
小西医院小倉医院 増田医院川島脳外科 館林地区と 館林地区と りゞり四 (86) 2261 匹 (72) 0606 四 (72) 1387 匹 (75)5511 同じです 同じです 』り間一日

田内医院新橋病院
9 月 23 日

まは四

四 (72) 3855 匹 (75) 3011 す ; 讐
の 1 

当 真中医院大神医院 大塚医院慶友病院 井上医院 館林地区と 認ヽ 贔 4 
9 月 26 日 ま凸

ft (72) 1630 匹（62)2200 ff (72) 0176 ff (72) 6000 匹 (82)1131 同じです しでが
てで

閲かす

白沢医院 川田（目）医院 神尾医院 永寿堂医院 増田医院 小西医院 ら゜

番 10月 3 日
ff (72) 1600 匹 (72)3314 8 (75) 1288 匹 (72)4469 匹 (82) 2255 匹 (86) 2261 呑ロ戸ノZ, ま

す
し ゜
て

^ 靡10 月 10 日
浜野病院 川村医院 ゆだか医院 海宝病院 館林地区と 館林地区と < 
ff (88) 5678 ff (72) 1337 a (73) 7308 匹 (74) 0811 同じです 同じです だ

医 さ
昇し‘

゜
10 月 11 日

橋田グリニッグ 岡田医院
喜四 (72) 0001 四 (72) 3163 

\ 

(19) 平成lJ年 9 月 10 日面 調停相談会が 9 月 1 6 日（木）

結
核
予
防
の

ポ
イ
ン
ト

午前10時から館林市六郷公民館で開かれます

さl;j_ 



会社等の印鑑証明書が
印鑑カードで取れるように

前橋地方法務局館林出張所
a (72) 3139 

前橋地方法務局館林出張所では、

より安全で簡単な「カード式印鑑間

接証明方式」に変更する準備を進め

ています。詳しくは次のとおりです

のでご協力ください。

①会社・法人の代表者等に対し「印
鑑カード」を発行し、会社・法人

の代表者等の印鑑証明書の交付請

求には、申請書（会社等の実印押

印不要）とともに、この「印鑑力

ード」を提出してすることができ

る方式です。

②当出張所に印鑑を提出している会

社・法人の代表者等の印鑑が対象

になります。

③②の該当者には 10月中旬から順

次、印鑑カード交付申請書等を郵

送してご案内します。

④当出張所から連絡のあった会社・

法人の代表者等のかたは、当出張

所で手続きをお取りください。

⑤印鑑カードの交付を受けるまで

は、今までと同じ方法で印鑑証明

書を取ることができます。（なお、

平成12年 3 月 22 日からはすべて新

方式に切り替わります）

館林高校オープンスクール
授業・部活をご覧ください

［県立館林高等学校

労
相
働雇用問
談会開

題
催

太田行政事務所
ft (31) 3261 

県では、中小企業の雇用者、労働

者を対象とした「労働雇用問題相談

会」を開催します。

◇日時 9 月 16 日（木）

午後 3 時

◇場所館林市役所

◇対象者労使一般

◇相談内容 ①労働、人事、年金等

の経営コンサルタントに関するこ

と。②労働基準法等労働法に関す

ること。③就職・求人情報に関す

ることなど。

◇相談員 杜会保険労務士、館林公

共職業安定所職員など

午前 10 時～

10月は郵便貯金月間

～安心して暮らせる社会の

実現をめざして～

自動車点検整備推進運動

匹（ 72)4307

館林高等学校は、地域に開かれた

学校づくりの一環として、学校のす

べてを公開します。

住民の皆様には商校の教育活動を

ご覧いただき、ご意見を賜りたいと

思います。

◇日時 9 月 25 日出午前10時～

午後 3 時（都合のよい時間帯にお

越しください）

◇場所館林高等学校

◇内容午前…授業公開

午後…部活動公開

※学生食堂も利用できます。

浄化槽の法定検査
が行われます

館林保健福祉事務所
ft (72) 3230 

水洗トイレの浄化槽は、いつも正

しく維持管理されていないと悪臭や

水質汚染の原因となります。

このため、保守点検業者などによ

る定期的な保守点検や清掃が必要で

すが、そのほかに法律（浄化槽法第

11条）に基づく検査が義務づけられ

ています。この法定検査は、本来毎

年受検しなければならないものです

が、県では当分の間おおむね 5 年に

1 回、県が区域を指定し、順次検査

を行うことになっています。

この検査が今年本町を対象に実施

されますので必ず受検してください。

◇検査対象地区 明和町全域

◇実施時期あよび検盃機関 平成11

年 10月から 12年3 月の間に、し財）県

環境検査事業団の検査員が伺って

実施します。実施の前には館林保

健福祉事務所から実施についての

案内が郵送されます。

◇その他 合併浄化槽、単独浄化槽

に関係なくすべて対象となりま

す。

◇問い合わせ 館林保健福祉事務所

または但）県環境検査事業団8027-

327-1304 ヘ

L
·
~
、
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明
和
の
特
産
品
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町
入
営住
居者募

宅
集

役場建設課

9 月 1 日～ 1 0月31 日

匹（ 84)3111

町では、町営住宅の入居者を募集

しています。

◇募集している住宅
南大島・新田団地 l 戸

◇家賃 収入（所得）によって異な

ります。

※入居資格等詳しくは役場建設課ヘ

フリーマーケット出店
参加者雲集東洋大学園祭

東洋大学板倉学園祭フリーマーケット
実行委員会 匹090(9809)8558

◇日時 11 月 6 日出• 7 日（日）

9 時～午後 3 時

◇場所 東洋大学板倉キャンパス内

◇対象個人・団体（業者は除く）

◇区画数 200区画

◇参加費一区画（間口 3mX奥行

き 2 m) 1 日 500円

個人・団体とも 2 区画までとし、

当日集金します。なお、集金の一

部は環境保護団体に寄附します。

◇申し込み 10月 5 日因までに往復

はがきに住所・氏名・電話番

号•取扱品目・希望区画数・参加

日を記入のうえ〒374-0193板倉町

泉野1-1-1 東洋大学板倉学園祭

実行委員会フリーマーケット係へ

午前

第 3 回「群馬銀行環
境財団賞」募集

（財）群馬銀行環境財団事務局
8027 (255) 6170 

◇募集テーマ

①省エネ・リサイクルに関する

実践活動

②省エネ・リサイクルに関する

私の工夫・提案

◇応募資格 群馬県内の営利目的

でない法人・団体（学校を除く）

および個人

◇財団賞 総額50万円• 5 先を表彰

(1 先 1 0 万円）

◇応募万法 5 千字以内、用紙は

自由

◇応募締切 12月 20 日旧）

◇問い合わせ・応募先 〒 371-0846

前橋市元総社町171-1 し財）群馬銀

行環境財団事務局へ
梨 巨峰

群馬陸運支局 平成11年 9 月 10 日倫） (20) 
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町の無料法律相談

日時＝ 10月 12 日（灼
午前10時～午後 1 時

場所＝役場会議室

内 容＝法律一般事項
対象＝明和町民

担当者＝丸山弁護士
受付＝ 10月 1 日から 8 日までに

総務課へお申し込みくだ

さい。

乳幼児健診

日時＝10月 14 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付
場所＝保健センター

対象者＝ 9 年10 月、 10年 10月、 11
年 3 月、 6 月生

健 康 相 火
火

＿
＿
―
-
ロ

日時＝ 10月 5 日因

午後 1 時～ 2 時受付
場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

日時＝ 10月 15 日直）

午前10時～午後 3 時受付

場所＝役場会議室

交通事故相談

日時＝ 10月 14 日（木）

午前10時～午後 4 時受付

場所＝館林市役所

年 金 相 ＝火畝

日時＝ 10 月 14 日（木）

午前10時～午後 3 時受付

場所＝館林市役所

今 月 の納税

[>固定資産税[>国民健康保険税

[>国民年金保険料[>水道料金

納期限＝ 9 月 30 日（木）

危
取扱

l 明和分署 穴（ 84)3131 -̂

平成11年度第 2 回危険物取扱者試

験（甲種、乙種、丙種）を実施しま

すので、希望者はお申し込みくださ

し‘°
◇準備講習会

・日時 11 月 4 日（木） 午前 9 時～

・会場 館林市郷谷公民館

・受講料 6,800円

◇試験

・日時 11 月 21 日（日） 午前 9 時～

・会場 太田市関東学園大学ほか

・受験料 甲種5,000円、乙種3,400円

丙種2,700円

．申し込み 10月 4 日旧）から 13 日(7J9

までに明和分署へ

自
募

衛
集

物
験式

———-a 
険
者

隊
案

の
内

自衛隊群馬地方連絡部太田出張所
ff (45) 5563 

防衛庁では、防衛医科大学校・防

衛大学校・看護学生を次のとおり募

集します。

◇応募資格 ► 防衛医大・防衛大学
21歳未満の高卒（見込み）の者

► 看護学生 22歳未満の高卒（見

込み）の女子

◇試験日 (1 次試験）

► 防衛医大 11 月 6 日(±). 7 日（日）

► 防衛大学 11 月 13 日(±) • 14 日（日）

► 看護学生 10月 28 日（木）

◇受付期間 9 月 14 日因～ 10 月 13

日因

◇問い合わせ 自衛隊群馬地方連絡

部太田出張所へ

児童巡回相談

「 太田児童相談所匹（31)3721
◇日時 9 月 30 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇会場 中央公民館

◇内容 言葉・性格行動・心身的発

達の問題など

※相談は無料で、秘密は固く守られ

ます。相談を希望されるかたは 9

月 20 日旧）までに役場保健福祉課穴

84-4926ヘ

(21) 平成11年 9 月 10 日ほ

東洋大学で学んで
みませんか

l 板倉町教育委員会合 (82)1111
今年度、東洋大学板倉キャンパス

で、大学公開講座（県民文化大学市

町村連携講座）が開設されます。

科学の最先端•最新の遺伝子操作

とクローン技術について学びなが

ら、生命の神秘について考えてみま

せんか。

お気軽にご参加ください。

◇開講日（各土曜日） ・テーマ

①10 月 16 日 「開講式」・「遺伝
子操作とクローン技術の持つ意

味」

② 10 月 23 日 「海洋資源の利用と

遺伝子操作」

③ 10 月 30 日 「遺伝子操作による

農業資源の改変」

④ 11 月 13 日 「動物製薬工場と遣

伝子操作」

⑤11 月 20 日 「遺伝子診断・遺伝

子治療への期待」 ・ 「閉校式」

◇開講時間午前10時～正午

◇会場 東洋大学板倉キャンパス

◇定員 200名（定員を越えた場合

抽選）

◇講師加藤美恵子教授（東洋大学

生命科学部）ほか

◇費用無料

◇申込期限 10月 4 日旧）必着

◇申込方法往復はがきに「東洋大

学公開講座」と記入のうえ、①住

所、一②氏名（ふりがな）、③性別、

④年齢、⑤職業、⑤電話番号、返

信用にも宛先を明記し、〒 374-

0192 板倉町板倉2067 板倉町教

育委員会へ郵送してください。

障
促

害
進

者
会

雇
開

用
催

l ／＼ローワーク館木；（ 75) 8609 
ハローワーク館林では、障害者の

雇用を促進するため、障害者と企業

のかたとの集団面接会を行います。

障害者の雇用に理解のある企業の

かた、障害をお持ちで仕事をお探し

のかたの参加をお待ちしています。

◇日時 10月 8 日羹午後 1 時30分

~3 時30分

◇場所 邑楽共同福祉施設（邑楽町

中野3197)

◇申し込み ハローワーク館林へ

自動車の交通事故防止や公害防止のだめに日常点検、定期点検を実施しましょう！
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] 町の人口と世帯 i 
食 男 5,886人・女 5,813人］
~ 9 月 1 日現在（対前月比） 〈 8 月中の動き〉 [ 
り世帯数 3,386 戸（＋1) 出生 5人・死亡 5人 虐
~ ~ -ｷｷ,." =~- -='= = =,':. ~: = :--=,''~-= ~ -=,'. ~ 
と人口総数 11,699 人 (+7) 転入 26人・転出 19 人 食

9.Sフて 9

急

8 月の救急車出動回数
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